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　　　プロローグ







　絵え梨り香かの通う高校に、二年生の生徒は絵梨香一人しかいない。二カ月前までは二百八十二人もいたけれど、今は絵梨香一人しかいない。

　現実というのは、ある日突然ひっくり返ることがある。『オズの魔ま法ほう使つかい』でドロシーの家が突然竜たつ巻まきで飛んでいってしまったみたいに、信じがたい現実というのは突然現れて、日常を根こそぎかっさらっていってしまう。

　ドロシーは黄色いレンガの道を歩き、冒険の旅へと出たが、絵梨香はそういうわけにはいかない。絵梨香は竜巻にさらわれたドロシーではなく、自分の家が竜巻に乗って飛んでいくのを呆ぼう然ぜんと見送った、取り残された人だからだ。

『京都市の笹ささ元もと高校二年生、ほぼ絶望。直前で飛行機を降りた女生徒一人が生き残る』

　新聞の一面に躍った文字が、頭の中に浮かぶ。絵梨香はベッドの上でうつぶせになって、枕まくらに顔を埋うずめた。

　髪の毛がシーツの上に散る。カラーリングもパーマもしていないのに、絵梨香の髪はやわらかな亜あ麻ま色いろで、緩ゆるく波打っている。その髪のおかげで、友達からからかい半分に「姫」と呼ばれたりもしていた。

（絵え梨り香かぁ、早く早く！　何やってんのよ姫──）

　二カ月前、飛行機が墜おちた。

　那な覇は空港から伊い丹たみ空港へ向かって飛び立った飛行機が、修学旅行生を乗せた飛行機が、絵梨香の同級生を一人残らず詰め込んでいた飛行機が──墜ちた。

　絵梨香は、その飛行機には乗らなかった。風か邪ぜ気味だったにもかかわらず、三泊ともほとんど眠らずにしゃべり明かして、旅行の興奮だけで保っていた体調が、帰り際ぎわになってどっと崩れたのだ。出発前の飛行機の中でひどく気持ちが悪くなって、絵梨香は機内に備えつけられていたエチケット袋の中に盛大に吐いた。担任につきそわれてそのまま飛行機を降りて（そのせいで飛行機のダイヤを乱して）、空港の救護室で横になりながら、みんなの前で吐いちゃって、次にどんな顔して会えばいいんだろうなどと考えていたとき、飛行機が消息を絶ったというニュースが飛び込んできた。

　飛び立った直後のエンジントラブルが原因だったらしいということは聞いたが、詳しいことは絵梨香にはよくわからない。飛行機は沖縄本島のすぐ近くの海に墜ちた。そして、乗っていた者は誰だれも帰ってこなかった。

　吉よし永なが絵梨香？　ああ、あの生き残りの子か。

　葬そう儀ぎ会場でのひそひそ話の声は、絵梨香の耳にまで届いていた。生き残りの子。そのささやきはひそやかに絵梨香の周りを取り囲み、好奇と同情と、一握りの悪意が肌を刺した。

（あなたのせいなんじゃないの？）

　目を真まっ赤かにした早さ苗なえの母親は、そう絵梨香をなじった。

（あなたが離陸直前に飛行機を降りて混乱させたりしたから、こんな事故が起きたんじゃないの？）

　若わか松まつ早苗は、絵梨香の親友だった。中学校で部活が同じだったために友達になり、示し合わせて同じ高校に進学した。高校二年生で初めて同じクラスになれたときは、手を握り合って飛び跳はねてよろこんだ。

　早苗の母親のことも、絵梨香はよく知っていた。明るくて気さくで、娘の友達に対して、まるで自分の友達に話しかけるように声をかけてきた。みんなで早苗の家で遊んでいるとき、何な故ぜか早苗の母親が輪の中に入り込んでいたことも何度かあって、早苗は嫌いやがっていたけれど、絵梨香たちはおもしろがった。もう一つの自分の家を手に入れたみたいで、うれしかった。

　だけど、あの葬儀会場で、早苗の母は敵かたきを睨にらみつけるような目で絵梨香を見た。

　絵梨香は、彼女のその目が怖かった。親しみのこもった目しか見たことがなかった分、早苗の母のその憎しみの目は、絵梨香を凍らせた。

　ごめんなさい。

　そう言おうとした。けれどそれを遮さえぎるように、隣にいた絵え梨り香かの母親が、無言のまま深く一礼をした。そのまま絵梨香の背中をそっと、けれど有無を言わせない様子で押しやり、早さ苗なえの母親に背を向けさせた。

　じりじりと、背中を視線で焼かれる。温度の低い火でじっくりと中まで焼こうとするような、そんな恨うらみの視線を感じた。

　葬そう儀ぎ会場をあとにして家に帰る途中、絵梨香の母親は静かな声で言った。

「あんたは何も悪くない。だけどね、みんな、自分の大事な人がいなくなってしまって悲しいから、悲しくてしょうがないから、誰だれかに八つ当たりをしなきゃいられない人も出てくるの。だから、許しなさい」

　許す？

　誰が、誰を？




　また、夢を見た。

　みんなの頭が真ん中に集まるように布ふ団とんを敷いて、部屋を暗くして絵梨香たちは声を潜ひそめてしゃべっていた。

　高校になると、小中学校みたいにうるさく先生の見回りが来たりはしないが、一応こそこそするのが修学旅行の夜のルールだ。

　ハルはしゃべりながら、非常用の懐中電灯で布団の中から自分の顔の下を照らしている。絵梨香が怖がりだと知っていて、わざと脅おどかそうとして不気味な陰影のついた顔をぬうっとこっちに向けているのだ。

　沖縄の民宿。仲良し五人で同室になった絵梨香たちは、怪談話をする。一人一つずつ怖い話をし、終わると懐中電灯を次の人に回す。ハルの話の締めくくりに、絵梨香たちはきゃーっと声をあげてから、大きく息をついた。

「やだ、姫泣いてるの？」

　ハルが絵梨香の顔を懐中電灯で照らし、ぷぷっと口元を押さえて笑いながら言った。絵梨香は「泣いてないよ」と口をとがらせる。少し涙目にはなっているかもしれないが、断じて泣いてはいない。

　絵梨香以外は誰も本気で怖がっていないようで、鞠まり子こなど「ちょっとごめんよ」とみんなの布団をまたいで一人でトイレに行こうとしている。その途中でふくらはぎを踏んづけられて、絵梨香は「痛い！」と声をあげた。

「ふふん、踏まれたり蹴けられたりだね、姫」

「踏んだり蹴ったり、でしょ」

「だって踏まれてるじゃん」

　早苗の言葉に絵梨香は律りち儀ぎに訂正を入れるが、彼女は自分の思ったように言葉を変える癖くせがあるので聞きやしない。

　鞠まり子こがトイレから戻ってくると、怪談話が再開された。早さ苗なえの話で最後だ。

　懐中電灯が、早苗の手に渡る。

　そのとたん、それまでのはしゃいだ空気がしんと冷えた。今までの笑いが全部なかったことになったかのような冷え方で、絵え梨り香かはぞくりとした。

　早苗は懐中電灯を上に向けて、枕まくらの上に置いた。光の柱が天井に向かって伸びる。

「こんなふうにね」

　早苗の声が、暗くら闇やみの中に溶けるように響く。

「こんなふうに、暗い中で怖い話をしていると、その人が本当に自分の知っている人なのかどうか、自信がなくなったりはしない？」

　わずかにかすれた声だった。

　あれ、早苗ってこんな声をしていたっけ。絵梨香はとたんに不安になって、向かいに寝そべっている早苗の顔を一生懸命見ようとする。だけど、天井を目指す光は薄ぼんやりとしか人の顔を照らさない。うっすら闇の中に浮かび上がっている顔は、いつもの早苗の顔にも見えたし、まったく別の人間──まったく別のものにも見えた。

「自分以外の人が、いつの間にか、暗闇から生まれた何かに変わっているの。だからあなたはひとりぼっち。ひとりぼっちで、闇の向こうから語りかけてくるものの話を聞かなきゃならない」

　背中に汗が浮かぶ。こんなありがちな話、とは思うものの、動どう悸きが治まらない。

「早苗……」

　声をかけた瞬間、懐中電灯が消えた。ふっ、と、完全なる闇に閉ざされる。

「どうして？」

　早苗の声がする。けれど、それが本当に早苗の声なのかどうか、もう絵梨香には判断がつかない。早苗はどんな声をしていたっけ。どんな口調で、どんなトーンで話す子だったっけ。

「どうしてあんただけそっちにいるのよ、姫」

　暗く、地を這はうように低い声が闇の中に響いた。

　どうして、どうしてと四方から声が迫ってくる。早苗の、みんなの声が。

　声は膨ぼう張ちようし変質し、誰だれの声がどこから聞こえてくるのか、もうわからない。

　早苗の話みたいに、彼女たちは、何か別のものに変わってしまったのだろうか。それとも。

　──私を責めているこの声は、本当に彼女たちのものなのだろうか。




　絵梨香は目を開けた。

　自宅の天井が視線の先にある。

　息が詰まっていた。ゆっくり、ゆっくり息を吐き出し、引っかかっていた空気を行き来させて、なんとかもとの呼吸を取り戻していく。

　悪夢を見て目を覚ますことにはもう慣れていた。

　絵え梨り香かは両手で顔を覆おおう。

　苦しいのは、悪夢を見ること自体じゃない。

　苦しいのは、その夢が、一人で生き残ってしまったという絵梨香の後ろ向きな根性から生まれたものなのか、本当に彼らが絵梨香を恨うらんでいることを示しているのかわからないことだ。

　自分のうしろめたさから、死んだ人たちが生き残った私を恨んでいるなんて妄もう想そうを抱いだいているのだとしたら、それはひどい濡ぬれ衣ぎぬで、死んだみんなを侮ぶ辱じよくする行為だろう。

　だけど、無念のうちに死んだ彼らが、本当に私を恨んでいるのだとしたら、生き残った私には、その恨みを受けとめて悪夢を見続けるくらいの義務はあると思う。

（どうしたらいいのかな……）

　顔から手を離し、ゆっくりと体を起こす。手のひらは少し濡れていた。

　絵梨香は立ち上がり、ベッドから下りるとふらつく足取りで机に歩み寄った。引き出しを開ける。中には、緑色の薄い携帯電話と、潜水艦のような丸窓のある白い携帯電話が並んで納められている。

　一つは絵梨香自身のもの。事故以来壊れたように鳴り続けたので、電池を抜いて机の中に放り込んだままにしている。

　もう一つも、電源は入っていない。

　絵梨香は白い携帯電話をそっと持ち上げた。高価な割れ物をあつかうような手つきで、二つ折りの電話を開く。

「早さ苗なえ……」

　絵梨香はつぶやく。この携帯電話の持ち主は、もうこれを手にすることはできない。

　充電器を忘れたと言う早苗に、絵梨香は、じゃあ私のの充電が終わったら早苗のもやっておいてあげるよと言ってあずかり、そのまま忘れていた。修学旅行最終日の朝のバタバタした荷造りの中、早苗の携帯電話は絵梨香の荷物の中にまぎれ込んでしまったようだった。電池の切れた早苗の携帯電話を発見したときはもう、事故から二週間が過ぎていた。

　早苗の家族は、この携帯電話は飛行機と一緒に海に沈んだと思っているだろう。もう、解約したかもしれない。

　この携帯電話を見つけてすぐに充電はしたが、電源を入れたことはない。電源を入れたところでどうしようもないし、万一誰だれかからかかってきたら、それこそどうしていいのかわからない。

　けれど、その時何かが絵梨香の手を動かした。すうっと、早苗の携帯電話のボタンに絵梨香の指が吸いつけられる。

　さっき見たばかりの、悪夢の余よ韻いんがそうさせたのかもしれない。

　本物の早さ苗なえの声が聞きたいという願望のためかもしれない。

　絵え梨り香かは早苗の携帯電話の電源を入れた。

　液晶画面が光る。白い光を放ち、ウェイクアップ画面が表示される。

　未読メッセージが何通もたまっていた。おそらく、ほとんどが事故があったあの日の、早苗の安否を確かめようとするメールなのだろう。

　メールの件名を表示する画面に切りかえて、絵梨香はぎくりと動きを止めた。

　最新のメールだ。その件名が。

『吉よし永なが絵梨香様』

　絵梨香の心臓が跳はねる。

　私宛あてのメール？　まさか。

　差出人の名前はなく、アドレスがそのまま表示されている。早苗の電話帳に登録されていない人物からだ。

　震ふるえる指で、絵梨香はメールを開いた。

『友人たちを救いたいとお思いなら、立ち上がりなさい。連絡を願います』

　心臓がひどくやかましく鳴っていた。

　なんだこれは。

　いたずら？　それとも何かの勧誘や詐さ欺ぎだろうか。

　でも、どうしてそれが早苗の携帯電話に来るんだ。

　どうして、絵梨香がこの電話を持っていることを知っている？

　絵梨香は白い電話を両手で包み込んだまま、ずいぶんと長い間立ちつくしていた。

　親に相談してみようかとも思った。けれど、それをしたらもう、このメールに応こたえることはできなくなってしまう気がした。このメールの向こうにあるかもしれない、何かしらの希望を捨てることになると思った。

　震える指で、返信をする。長い時間をかけて一生懸命文面を考えたが、ろくな言葉が出てこない。

『どうして、私がこの携帯を持ってるのを知ってるんですか。あなたはなんなんですか。救いたいとは、どういう意味ですか』

　ようやくできたのはそんなぶつ切りの三文だけで、絵梨香はしばらくその画面を見つめたまま逡しゆん巡じゆんした。けれど気持ちがくじけるのが怖くなって、ぎゅっと目をつぶり送信ボタンを押す。

　折り返しの返信は、驚おどろくほど早かった。

『本日午後六時。一いち条じよう戻もどり橋にて』

　絵梨香は慌あわてて時計を見上げた。もうすでに午後五時半を回っている。今すぐ出ろということか。

　もう一度メールの文面に目を戻した。絵梨香の質問には何一つ答えていない。会って話すということなのだろうか。

　危ないんじゃないか。

　絵え梨り香かの中の、まっとうな感覚が警告を発する。けれど、その警告を吞のみ込むくらいの強さで、義務感のような使命感のような、切迫した思いが迫ってくる。

　ドロシーは黄色いレンガの道を歩き、冒険の旅へと出たが、絵梨香はそういうわけにはいかない。絵梨香は竜たつ巻まきにさらわれたドロシーではなく、自分の家が竜巻に乗って飛んでいくのを呆ぼう然ぜんと見送った、取り残された人だから。

　でも、竜巻に飛ばされた人たちが、絵梨香に助けを求めているのだとしたら？

　彼らを助けに行く道が存在するとしたら？

　絵梨香は家を出た。

　全力で走る。汗が噴き出し、すぐに呼吸が苦しくなった。事故から今まで、まったく体を動かさずにいたことを痛感した。ちょうどバス停に停車していたバスは、絵梨香が走り寄ってくるのを待っていてくれた。

　バスの窓の外を、暮れかけの空がゆらゆらと流れていく。

　一いち条じよう戻もどり橋のバス停に着いたときには、指定された時間をわずかに過ぎてしまっていた。

　絵梨香は橋の上に立ち、辺りを見回す。人を待っているような様子の人間は見あたらない。

　心臓がまだどきどきしている。手のひらが汗でぬるついていた。

　警戒と一種の期待を込めて、周囲に注意を払う。

　その時、音楽が鳴った。

　三カ月くらい前に出た、女性アーティストの新曲。出たばかりの頃ころは週間ヒットチャートの一位に輝いていた。けれどもう、ブームの頂点は過ぎている。まずくはないけれど、格別うれしがるほどのものではないというような、さめかけたドリアのような味の歌。

　絵梨香は自分の手の中に握られた携帯電話を見下ろした。小さな電話機が、高い女の声で歌い続けている。

「……もしもし」

『やあ、来たね』

　男の声がした。大人おとなの男だ。

「どこにいるの」

　強い風が吹く。木がざわついて、葉を数枚とばした。絵梨香はなびく髪を手で押さえる。相手の声を聞き漏もらさないように、電話をぎゅっと耳に押しつけた。

『一人で来たようだね』

「何かたくらんでいるの？　友人たちを救いたいならって……それって、私の同級生のことを言ってるんでしょう。どういうつもりなの？」

「一条の橋をば戻り橋といえるは、宰さい相しようのよみがえり給たまえるゆえに名付けて侍はべり」

　後ろから声が聞こえて、絵え梨り香かはぎょっとして振り向く。

　そこには、三十前後と思われる歳としの男が立っていた。男にしては少し長い髪をしている。女性なら、長めのショートヘアといったところだろう。襟えり足あしの髪がわずかに肩にふれている。

　風に煽あおられて、男の前髪が持ち上がる。生え際ぎわに傷きず痕あとがあった。薄いが、目を引く一直線の傷痕。

　男は微笑ほほえんだ。

「『撰せん集じゆう抄しよう』の一節だよ。三み善よし清きよ行ゆきの葬列がこの橋を通ったとき、死者がよみがえったことがこの橋の名の由来だという話だ」

「……友人を救うって、生き返らせるって意味？」

　眉まゆを寄せて尋たずねると、男は軽く肩をすくめた。

「さすがに、それはできない」

「それなら、どういうこと」

「悪夢は見るかい？」

　男が言う。絵梨香はぎくりとした。

「皆が──生きているときは優しかった皆が、夢の中で君を恨うらんだりはしていないかい」

　人を酔っぱらわせるような声を出す男だ。絵梨香は足あし下もとがぐらぐらするのを感じた。風で、緩ゆるく波打った髪がはためく。「なんで」とつぶやいた。泣きそうな声になった。

「哀あわれだとは思わないか」

　男は続ける。

「どうして彼らが悪あく霊りようにならなければならない？　どうして、友人を恨み呪のろい、引きずり込もうとするような真ま似ねをしなければならない？　あまりに哀れじゃないか」

　絵梨香は口を開けた。喉のどがひどく渇かわいている。

　何度も繰り返し見た悪夢のことを思った。早さ苗なえを始めとする友達や、ほとんど話したこともない同級生たちが、様々形を変えて現れた。そして皆同様に、絵梨香に対して「どうしてお前だけがそっちにいるのだ」と責める。

　あれは、絵梨香の心が見せる、ただの夢ではないのか。

「こんなところで人生を断ち切られた上に、生きている人間を恨む悪霊となってしまうなんて、あんまりじゃないか。生きていたときの誇りを踏みにじられるようなものじゃないのか」

　男の声は、どこか絵梨香を責めるようにも聞こえた。絵梨香は半歩、足を後ろに引く。

「みんなは、苦しんでいるの？」

　絵梨香は訊きいた。男は目顔で肯定する。

「どうすればいいの」

「救うんだ」

　男は言った。託たく宣せんを下すような口調で。

「死んだ人間を生き返らせることはできない。けれど、悪あく霊りようになろうとしている彼らを引きとめ、浄じよう化かさせてやることはできる。肉体を取り戻させてやることはできないが、人としての心をよみがえらせることはできる。君の力があれば」

　絵え梨り香かは首を横に振った。頭がパンクしそうだ。この男は何を言っている？

「友人たちを救いたいと思うのなら、立ち上がりなさい」

　男が言う。絵梨香はなんて答えていいのかわからない。蟬せみが鳴いている。木がざわめいている。汗が流れる。

　男はささやくようにつけ加えた。

「見せてあげよう。君の力を」













　　　第一章　浮上〈八月二十三日から二十五日〉







「吉よし永なが絵梨香？」

『……二カ月前に起きた飛行機事故で、一人だけ助かった女の子がいたでしょう。助かったっていうか、直前に乗るのをやめたおかげで事故を免まぬかれたって意味だけど』

　純じゆんはこめかみを指でこすった。六月下旬に起きた飛行機事故のことを知らない日本人はいない。乗客の大半が修学旅行から帰る高校生だったことがさらに悲劇性を上乗せして、報道がその飛行機事故一色だった時期が長かった。

　純は、電話の向こうの戸と塚つかに小さく肯定の相あい槌づちを打つ。

「その子がどうしたんだ」

『行方ゆくえ不明みたいなのよね。自主的な家出らしくて、書き置きも残しているそうなんだけど、時期が時期だから、思い余って妙な真ま似ねしないだろうかって、その子の家族がひどく心配してる』

　純は黙って続きを待った。そんな噂うわさ話ばなしがしたいわけではないはずだ。

『……それで、確かな話じゃないんだけどね、その子が例の仙せん谷たに由ゆ紀き夫おと一緒にいるらしいって話があるの』

「は？　なんで」

『知らないわ。……今、京都市内はものすごく不安定な状態なの。小さな半物質的〈モノ〉がやたらと現れるようになってる。たくさんの若い人が死んで、たくさんの人の心が動揺しているせいかもしれない。だけど、それだけが原因とは思えない。そんな時期にあの男が妙な動きをしているという噂うわさがある。みんな気にしてるわ』

「みんなというと？」

『七なな倉くら家とか』

「やっぱりそうだよな……」

　純じゆんはため息をついた。

『こっちに来る気はないの？　お腹なかへらしてるんでしょ。今の京都なら食糧には困らないわよ』

「こっちってことは……あんたも今京都にいるのか」

『ええ。実を言うとね、その吉よし永なが絵え梨り香かさんの捜索を、彼女の家族から依頼されてるの』

「なんだそりゃ。あんたイタコだろ。なんでそんな探偵まがいの仕事引き受けてるんだよ」

『仙谷が絡からんでるなら、一般の探偵より私たちみたいな業種の人間の方が向いてるかもしれないでしょ』

「仙谷が動いてるってのは、俺おれたちと関係あることなのか」

『の可能性は高いと思うけどね』

「だからか」

『ん？』

「だから、そんな仕事受けたのか。戸と塚つかさん、水み藤とうを捜してるんだろ」

　微かすかに笑う息づかいが聞こえた。言葉はないまま肯定している。

「俺たちは、七倉家が警戒している場所には行けないだろ」

『お目こぼしはあると思うわよ。何しろ、こっちでは〈モノ〉を封じた結けつ界かいが揺らいでいて、半物質的〈モノ〉がちらちら出てきてるのよ。それを喰くってくれるのなら、七倉家としても助かるところなんじゃないかしら。あなたたちに関してはかなり諦あきらめているところがあるみたいだし、見て見ぬふりされると思うけどな』

　純は視線を上げて、つけっぱなしのテレビ画面を見た。事故から二カ月の節目の番組が流れている。事故で修学旅行生を亡なくした高校が映し出され、その片隅に、おそらく常人には見えないであろう〈モノ〉がちらりと映る。赤黒い体をした、小さな鬼。

　電話を切ると、純は深く息をついた。同時に、小さな音を立てて部屋のドアが開く。綾あや佳かが微かに戸惑いの表情を浮かべて純を見ていた。

「例の、イタコのモノ祓ばらい師さん？」

「そう」

「水み藤とうくんのこと？」

「違うよ」

　純じゆんは首を横に振った。

　魂たましいを喰くわなければ生きていけない、半分だけしか人間じゃないキメラ。その仲間の一人である水藤深しん矢やと決別したあと、純は戸と塚つかに連絡した。水藤のことを気にかけてくれていた彼女に、彼の状態を話しておこうと思ったのだ。だが彼女はすでにそのことを知っていた。その上で、水藤を捜すと言ったのだ。

　もう、水藤とは会わない。

　純はそう決めていた。〈モノ〉を喰うたびに純たちの体は変化を続けていたが、水藤は内面まで変化させてしまった。体だけでなく、その心までもが人間よりも〈モノ〉に近くなってしまった彼と再び会えば、純は彼と対たい峙じせざるをえなくなるかもしれない。

　それならば、もう二度と会わず、目をそらして、きっと無事に、平和にやっているのだと自分勝手に思い込もうと考えた。だけど。

（私は、捜すわね）

　あの日、受話器からさらりと聞こえてきた戸塚の声に、純は逡しゆん巡じゆんした。何を迷ったのか純自身が自覚するより前に、戸塚が言った。

（何かわかったら、知らせましょうか？）

　すぐには答えられなかった。電話中に生まれるには不自然なほどの長さの沈黙が流れたが、戸塚はじっと純の言葉を待っていた。

（……居場所は別に、知りたくない。もう会う気もない。だけど……もし何かがあったときは、教えてくれないか）

　あんなことを言ってしまい、あげく新しい住すま居いの電話番号まで教えてしまったため、電話の鳴る音にびくびくする生活を送るはめになった。

　クーラーが低い稼か働どう音おんを立てて冷風を吹き出していた。窓の外では蟬せみが激しく鳴いている。色の濃い空と、強い日光を浴びて光る緑が見える。その窓を背にして、綾あや佳かは軽く眉まゆを寄せて純を見ている。

「京都に行くか？」

　純は言った。綾佳の視線がすっと張りつめる。

「何かあったの？」

「いや、そういうわけじゃないけど。……この前の飛行機事故以来、あそこ、また不安定になってるらしくてさ。〈モノ〉が結構うろついてるらしい。……食事するなら、今なんじゃない」

「京都には、七なな倉くらの本家があるわよ」

「まあな。でもあの場所では比較的気配を気け取どられにくいし、それに……色々、今さらじゃねえの」

　水み藤とうと決別してすぐに、二人は住すま居いを変えた。今は東京に住んでいる。人間だった頃ころの自分たちの生活圏にすれすれまで近づいていた。

　やけくそになったみたいだな、と純じゆんは思う。最初はただ遠くに行こうという発想で北海道に行き、次には利便性を理由に関東に戻り、ついには以前の住居とさして離れていない東京に来た。逃げ出したくせに、知り合いに出会う可能性があるこの土地に、ふらふらと引き寄せられるように戻ってきた。ここに住むことを提案したのは純だ。未練がましいと一いつ蹴しゆうされるかもしれないと思ったが、綾あや佳かは「長くは住めないかもね」と言っただけで、一切反対しなかった。

　綾佳はじっと純を見ていた。彼女の赤い瞳ひとみが純の目をとらえている。迷っているというよりは、純の真意を探ろうとしている目に見えた。とりわけ真意と呼べるほどのものはなかったので、純はただその目を見返した。

　腹がへっている。二年半前に喰くった巨大な〈モノ〉はすでに消化してしまった。京都に行けば、「食事」ができる。理由はそれだけだ。

（水藤のことも、仙せん谷たにのことも、関係ない）

　純は自分に言い聞かせるように心中でつぶやく。

　綾佳はふっと息を吐いて、目を伏せた。肩にかかっていた髪がさらりと前に流れ落ちた。シャワーを浴びたばかりなのか、少し髪が湿っていた。

「考えとく」

　ため息をつくように綾佳は言った。純は頷うなずく。綾佳はテレビに視線を移すと、事故の追つい悼とう番組をほんの数秒見つめて、黙ってリモコンに手を伸ばしてテレビを消した。そのまま自室の引き戸を開けて中に消えていく。綾佳が通ったあとの空気に、微かすかに柑かん橘きつ系のシャンプーの匂においが残った。それから逃げるように、純も自分の部屋に戻る。

　二人きりの生活にも、いい加減慣れた。

　お互いの匂いしか感じない空間。同居人の数が減ったぶん部屋も狭くなり、三人や四人で暮らしていたときにはあまり意識していなかった相手の体温を、妙に身近に感じるようになっていた。いなくなった人の穴を、二人が近づくことで埋めようとしているようでもあった。

（端はたから見れば、同どう棲せいしてるカップルにしか見えないよな）

　純はベッドに仰あお向むけに寝ころがった。冷房はリビングにしかないので、部屋のドアは開けっぱなしにしておく。

　純の部屋と、隣の綾佳の部屋の間には引き戸があった。入り口は別々にあるが、その引き戸を開ければ一つの部屋のようにもなる造りだ。

　だが、その戸は一度も開けられたことはない。

　純は寝返りを打って、部屋をつなぐ引き戸に背を向けた。

　そのまま目をつぶる。戸を一枚隔へだてた向こうで、綾佳が動く気配と音がする。
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「十じゆう文もん字じ、兄弟いるか？」

　純じゆんは、隣に座る十文字に言った。あれはいつのことだっただろうか。

　電車が揺れる。早朝の、他ほかに乗客のほとんど乗っていない電車。純と十文字は一人分の間を空けて座っていた。

　そうだ、水み藤とうが帰ってこなかった日の朝だ。水藤の妹が、父親が経営する病院の内科医に脅きよう迫はくされる事件があり、水藤は彼女を送りに行ったまま、一晩帰ってこなかった。もしやと思って、純は十文字と二人でその病院へ行った。結局、悪い予感は当たり、以来純たちは追われる身となったのだけれど。

　その時の、十文字と共に病院へ向かっていたときの会話だ。仲間が人間を喰くってしまったかもしれないという状況下にしては、場違いなほどにたわいない言葉を交わした。

　横目で見ると、十文字は何な故ぜか少し驚おどろいた顔をしていた。純は十文字の返事を待たずに、つぶやくように言った。

「俺おれも、妹が一人いるんだよ」

　俺も、と言ったのは、水藤の妹のことを考えていたからだ。十文字は一拍おいてから、「ふうん、どんな」と訊きいた。

「ギャルだよ、ただの」

　言って、黙った。もし、自分が水藤の立場だったらどうしていただろうと考えていた。それは十文字にも伝わったのだろう。奇妙な沈黙が落ちる中、電車の走行音だけががらんとした車内に響いていた。夜はまだ明けておらず、空は白み始めているものの、窓の外はまだ暗い。

「それで、お前は？」

「弟」

「へえ、どんな」

「五つ下。……少しだけ、お前に似てるかもな」

「は？」

「もっと素直で明るいけどな。お前は中途半はん端ぱに暗い」

「よけいなお世話だ」

　お互いに笑いもせずにそんな応おう酬しゆうをした。

　もし、自分の家族が傷つけられたら、そしてこれからも傷つけられ続けようとしているならば、守るために人を喰えるのか。

　多分、十文字はイエスで、純はノーだった。

　未練のない奴やつだった。あいつは早々に、人間であることを諦あきらめた。

　純じゆんとは一番初めからそりが合わなかった。多分、十じゆう文もん字じは純の未練や、現実から目を背そむけてしまう性質、薄っぺらい正義感を疎うとんだのだろうし、純も、十文字の残ざん酷こくなほどの割り切り方を恨うらみがましく思っていた。

　それでも結局、俺おれたちは四分の一同士だった。

　奴やつのことが、大事でないわけではなかった。

　十文字の方でも、綾あや佳かや水み藤とうに対するのと同様に、純のことも守ろうとしてくれた。

　今でも純は、十文字のやり方に賛成はできないと思っている。優柔不断でも、未練がましくても薄情者でも、純はそれでも自分なりに精一杯誠実であり続けようとしてきた。

　だが同時に、迷わずに仲間に対して一いち途ずでいられる十文字のことがうらやましくもあった。

　純は目を開いた。白い壁が目の前にある。部屋はいつの間にか薄暗くなっていた。昔のことを思い返していたつもりが、眠りの中に片足を突っ込んで、半分は夢を見ていたのかもしれない。

　隣の部屋から物音は聞こえなくなっていた。気配もない。バイトに出かけたのだろうか。少しも気づかなかったけれど。

　さすがに東京で接客業をする度胸はないので、純も綾佳もできるだけ人と顔を合わせなくてすむような、料理店のキッチンだとか建築現場だとかの裏方仕事をしている。

　起き上がろうとして、体が重いことに気づいた。寝ぼけていたのと薄暗いのですぐには気づかなかったが、目の前もぼやけていて物の輪りん郭かくがつかみにくくなっていた。純は一つ舌打ちする。まただ。

　ゆっくりと立ち上がり、台所に向かった。

　薄暗い台所のシンクに置きっぱなしになっていたコップを取り上げ軽く洗い、水を一杯飲もうとする。

　その時、まな板の上に置いてあった包丁に、肘ひじがぶつかった。

　鈍い銀色の刃が、くるりと回転して落ちる。純はとっさに手を出した。

　冷たい感触が、手のひらの端、小指の少し下辺りをすっと走った。結局受けとめることには失敗して、包丁は刃を下にして床に当たり、一度はずんでから転がった。ごん、と意外に重たい音が誰だれもいない台所に響いた。

「いて……」

　反射のようにつぶやいて、遅れて怪け我がをしたことに気づく。

　手のひらの端が、ぱくりと口を開いていた。見る見るうちに血がにじみ出す。ため息をついて、純は床を汚さないよう、手をシンクの上に持っていった。ぽたり。血が、水につかった食器の上に落ちる。

「何、やってんだか」

　体が人じん外がいの強きよう靱じんさを持った分、こういうことに関しては迂う闊かつになった。怪我なんぞしないという認識が、危険なものに対する感覚を鈍らせている。時々、こうやってただの人間のような体になる瞬間が生まれるようになってからも、その迂う闊かつさは改善されないままだ。

　血はなかなか止まらず、あふれては一滴二滴と水の上に落ちていく。

　こうして、時折普通の人のように些さ細さいなことで怪け我がをする体になってしまうのは、おそらく十じゆう文もん字じを喰くったことが原因となっているのだろう。四分の一ずつに分かれて同化した〈モノ〉。純じゆんの体は、十文字に同化していた〈モノ〉の分を支えきれず、こんなふうに人と〈モノ〉のバランスを崩してしまう。

　けれど、この不安定な体が十文字の重みのせいだというのなら、別に文句はない。

　純は流れる血を眺ながめながら、さっき夢うつつに思い返していた十文字とのやりとりを思った。

　あのあと、十文字は水み藤とうを助けようとした。だけど、自分は。

　蛇じや口ぐちをひねって水を出し、純は傷の血を流した。水の感触が傷口にちりりとしみる。

　──十文字。俺おれはまた、あいつを切り捨てた。
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　水分を含んだ重たい空気が綾あや佳かの肌にまとわりつく。行き交う人々の多くが暑さに疲れた顔で、額や鼻の頭を汗に濡ぬらしている。夕方になっても、空気の熱は緩ゆるまない。

　夏の太陽に熱された空気を、人間の呼気と体温がさらに温め、駅構内は濁にごっていた。

（どろどろしてるな）

　綾佳は思い、歩を進める。気だるげな人々の息と一緒に、死者の気配もが夏の温度に溶かされたようにどろどろと混ざり合っている。

　駅は、とても人が死にやすい場所だ。人身事故が起きたという放送を日常的に耳にし、それを聞いた人々は、誰だれかが死んだのだと実感することもなく、ただ電車が遅れるということに対してうんざりした顔をする。そこで人が死ぬことに慣れているのだ。

　ホームに足を踏み入れると、突風に髪を煽あおられた。ちょうど電車がすべり込んできたところだった。ホームの最後尾のため、入ってくる電車の勢いが強く、巻き起こる風も激しい。

　純はもう起きただろうかと考えた。家を出るときに開けっぱなしの部屋をのぞいたら、眠っているみたいだったけれど。

　純は、不安定な体調のためなのか、最近本当によく寝ている。時々、このままもう目を覚まさないのではないかと不安になるほど。

　二人暮らしになってから、綾佳と純の距離感は微妙なものになった。水藤が去ってからもう半年近い。さすがに二人きりの生活にも慣れたけれど、ふとした瞬間妙に気まずくなることがある。たとえるならば、一人子を亡なくした夫婦が、あるべき存在をなくしたために、お互いにどう接していいのかわからなくなってしまったようなものか。

　考えて、綾あや佳かはおかしくなった。いろんな過程を吹っ飛ばして、いきなり子供を亡なくした夫婦か。ものすごく不毛だけれど、それは結構的を射てるたとえかもしれない。本当に、不毛だけれど。

　純じゆんと綾佳の関係がこれ以上に変わることは、多分、生しよう涯がいない。

　綾佳は視線を上げた。駅の屋根の下から、細長い空が見える。さっきまでは青空だったのに、今は灰色の分厚い雲に覆おおわれていた。そのせいで、いつもならまだ日がある時間なのにもう暗くなっている。

　綾佳は細く長く、息を吐く。

　開いた電車のドアから人が吐き出された。綾佳は乗り込もうとする人々の後ろに並びながら、ふと前方に白いものを見つけて目をみはった。

　ホームと電車の隙間から真っ白い手が生えていた。

　ゆらゆら、ゆらゆら。白い手が揺れ、電車に乗り込む人の足をつかもうとうごめいている。

　綾佳は乗るのをやめ、立ち止まってじっとその手を見つめた。手は結局誰だれの足をつかむこともできないまま、電車のドアは閉まった。諦あきらめたように、手はするするとホームの下へもぐっていく。

　電車が去っていくと、ホームには一時的に人ひと気けがなくなった。再び電車を待つ人々が集まってくる前に、綾佳はホームの端に歩み寄る。先ほど手がのぞいていたところに立ち、下を見下ろす。

「……何してるの」

　綾佳は静かに言った。

　ホームの壁面に、青白い人形のようなものがはりついて、黒い穴のような目で綾佳を見上げていた。

　人形といっても、精せい巧こうなそれではない。手と足と、穴のような二つの目を持つ頭部があることで、かろうじて人型を取っているというだけの代しろ物ものだ。もちろん、男か女かはわからない。生前の形はほとんどとどめておらず、ただ人間のような形を持つ青白い塊かたまりとして、それはそこにあった。

　その青白い体の中で、目だけがひたすらに暗い。

　事故なのか自殺なのか知らないが、ここで死んで霊れい的てき〈モノ〉になったのだろう。

　食欲は感じなかった。腹はへっているはずだが、この〈モノ〉を食べたいとは思えない。だが、綾佳はすっと屈かがみ込んだ。人に害を与える可能性のある〈モノ〉は喰くうと決めていた。

　ホームの淵ふちに手を伸ばす。ひやりとした感触の〈モノ〉の腕をとらえた。

　きぃぃぃぃ。

　電車の急ブレーキのような声で、〈モノ〉が叫んだ。ガラスをひっかく音が神経に障さわるみたいに、その声は脳から背中にかけて虫が駆け抜けていくような不快感を与える。

　綾あや佳かは手に力を込める。その瞬間、〈モノ〉の輪りん郭かくがゆらりと崩れた。テープを切ったように、叫び声もブツリと消える。

（え？）

　綾佳は目を見開いた。違和感があった。

　霊れい的てき〈モノ〉の形は崩れていく。だが綾佳の体は満たされない。

　綾佳の手の中から、霊的〈モノ〉のエネルギーがこぼれ落ちる。それは、口に入れて嚙かみ砕いた食べ物を飲み込むことができず吐き出すしかないような、そんな感覚だった。

　喰くえない。

　額から汗が一筋流れた。音が遠くなる。霊的〈モノ〉が消えていく。残った黒い穴のような二つの目は、最後まで綾佳の目を見つめ続けた。

　気分の悪さを感じて、ぐらりと体が傾かしぐ。

　その瞬間、後ろから温かい手に両肩をつかまれ、軽く引かれた。

「大丈夫ですか」

　若い男の声がした。綾佳は振り向く。顔を上げたとたん、目の前がチカチカした。

[image: ]

「落っこちちゃうかと思った。……それに、電車が来ます。危ないですよ」

　言われて、電光掲示板を見上げると、「まもなく電車がまいります」という赤い文字が流れていた。人がいなくなった隙すきを見計らったつもりだったが、いつの間にか再び電車を待つ人々が集まってきていて、困惑げな視線を綾あや佳かに投げかけていた。ホームの端にしゃがみ込んでいる女に、いつ注意すべきかと迷っていたのだろう。

　むやみに注目を集めてしまったことに慌あわてて、綾佳は急いで立ち上がった。声をかけてくれた男と向き合う。

　高校生くらいの少年だった。十六、七歳だろうか。雰囲気はやわらかいが、何な故ぜか少し緊張した表情をしている。

「気分悪いようなら、少し休んだ方がいいですよ」

　少年はそう言って、ベンチの方に誘導しようとする。気分が悪いのは確かだったので、綾佳は素直に少年に従った。最後に一度、〈モノ〉がいたところを振り向き見た。綾佳の気がかりを断ち切るように電車が流れ込んできて、再び突風が起こった。

　ベンチに座ると、自然と深いため息が漏もれた。手のひらを開き、見下ろす。手は小刻みに震ふるえていた。

　ほとんど喰くえなかった。多少は体に取り込んだ分もあったようだが、大部分は手からこぼれ落ち、崩れて消えた。ただの霊れい的てき〈モノ〉だったはずなのに。

（ついに私にも来たってことかな）

　綾佳は静かな心持ちで考える。自分でも意外なほど冷静に、その事実を受けとめていた。予感がないわけではなかった。水み藤とうが変わり、純じゆんの体は不安定になった。ただ綾佳は彼らと違い、普通の〈モノ〉しか喰っていないため、このまま異常は起きないかもしれないとも思っていたけれど。

「はい」

　ぬっと目の前に、ポカリスエットの缶を差し出された。顔を上げると、先程の少年のわずかに微笑ほほえんだ目と合う。

「あ、ありがとう」

「いえ。気分はどうですか」

「大丈夫。夏バテかも」

　ごまかすためにそう返す。夏バテによる食欲減退。綾佳はそう考えて少し笑った。

　大丈夫だ。今はまだ、一回〈モノ〉がうまく食べられなかっただけ。綾佳の体に異常があるのか、あの〈モノ〉に異常があったのかすらわかっていないじゃないか。

　焦あせるのはまだ早い──

　京都に行くかと訊きいた、純の声がよみがえる。行ってみようかと、綾佳は思い始めていた。向こうには何故か、〈モノ〉が多く出現しているらしい。行って、他ほかの〈モノ〉を喰おうとしてみれば、自分の体の状態ももっとはっきりするのではないか。

　できることなら、危険には近づかずに暮らしていきたいと思っていた。七なな倉くら本家のことだけじゃない。〈モノ〉が多く現れているのなら、水藤も京都に行っているかもしれない。もしはちあわせすれば、お互い傷つけ合うことになってしまう気がしていた。

　綾あや佳かは少年にもらった缶のふたを開けた。青い缶の表面にはすでに水滴がたまっていて、綾佳の指を濡ぬらす。一口飲むと、冷たい感触が喉のどを落ちていった。

「なんで、あんな端っこにいたんですか？」

「ええと……ホームの下に、落とし物をしちゃって……」

　とっさにそう言い訳してから、まずかったかなと思った。彼がその落とし物を見に行こうとしたり、駅員に知らせようと提案してきたりしたら困る。だが、少年は綾佳の言葉にわずかに頷うなずいただけで、何か行動を起こそうとする様子は見られなかった。

　沈黙が流れる。ポカリスエットをちびちびと飲みながら、綾佳は横目で少年の様子をうかがおうとした。すると、少年も綾佳をじっと見ていたようで、はたりと目が合ってしまった。一瞬固まった空気を、綾佳は曖あい昧まいに笑うことでほぐす。

（なんだろ……）

　駅でたまたま行き会った具合の悪い人を心配する目とは違う気がした。だからといって、異性として興味を持たれている感じとも違う。

「ごめんね、迷惑かけて」

「いいえ」

　少年は首を振った。生き真ま面じ目めそうな仕草だった。

「高校生？」

「はい。この辺の学校じゃありませんけど」

「そうなんだ。どこ？」

「京都市内の学校です」

　一瞬言葉に詰まった綾佳に、少年は微かすかに笑ってみせた。

「例の、飛行機事故の学校じゃないですよ」

「でも……市内ってことは結構近いんじゃないの」

「そうですね。直接の知り合いではありませんけど、友達の友達が二人、その事故で亡なくなっています」

　綾佳は小さく頷いた。直接の知り合いではないと断られている以上、お悔くやみの言葉は宙に浮いてしまうだろうし、だからといって他ほかに言うべき言葉も思いつかなかった。

「その亡くなった人の友達を探すために、うちの学校にも取材の人が来たりしてました」

「そっか。……私は、事故直後はあんまりテレビ見なかったな」

「そうなんですか？」

「なんか、そういうものを見るのが、昔より苦手になった気がする」

　悲ひ惨さんな事故。突然断ち切られた人生。激変したであろう、残された人の生活。

　ドラマチックに演出されて伝えられる事故報道を見るのは、苦手だった。

　少年は、綾あや佳かの言葉に頷うなずく。やはり生き真ま面じ目めそうな仕草だ。

「今、夏休みよね。東京には遊びに来たの？」

「いえ。親しん戚せきに会いに」

　綾佳は軽く缶を振った。ぴちゃんと音がして、残り少なくなった液体が揺れる感触が手に当たる。

「あなたは、この辺りに住んでいるんですか？」

「うん」

「送っていきます」

　突然の言葉にぎょっとして、綾佳は少年の顔を見つめた。慌あわてて首を振る。

「いいよ、大丈夫だから。それに、今から家に帰るわけじゃないし」

「そうなんですか？　じゃ、どこに」

「バイト」

　それならバイト先まで送っていくと言い出しかねない雰囲気だったので、綾佳は缶の残りを飲み干すと、すっと立ち上がった。

「お世話をかけちゃってごめんなさい。もう本当に大丈夫よ」

　少年はもう少し食い下がろうとするような表情を見せたが、綾佳がてきぱきと缶をゴミ箱に捨て、鞄かばんを取り上げる段になって、ようやく諦あきらめたように軽く息をついた。「じゃあ、気をつけて」と少年が言ったとき、ちょうど電車がやってきた。綾佳の髪がなびく。

　見送ってくれるつもりらしく、少年は綾佳が電車に乗り込むのを待っていた。

「俺おれ」

　ドアが閉まる直前、少年は言った。

「文ふみ尋ひろっていいます」

　何な故ぜかファーストネームだけ名乗った少年と綾佳の間を、音を立ててドアが隔へだてた。
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　なだらかな坂を上った先に、その店はある。丸太小屋を思わせる外装の和食器店。

　文尋は、照明の絞られた店内に踏み入る。ドアベルがちりんと鳴った。店主が入り口を振り向く。

「お久しぶりです。和かず巳みさん」

　文尋の言葉に、七なな倉くら和巳はわずかに目をみはった。文尋はかまわず奥へ進んでいき、「あがっていてもいいですか」と訊きいた。店の中には客が二人いて、ゆったりと皿や茶ちや碗わんを眺ながめている。七倉は客の方にちらりと視線を走らせると、不本意そうに頷いた。文尋は一礼すると、カウンターの奥の座敷にあがり込む。座卓の前に正座して座り、七倉が来るのを待った。

「何をしに来たんだ」

　客の区切りがついたのか、十五分ほど経たった頃ころ、七なな倉くらは座敷に入ってきた。棘とげがあるというほどではないが、迷惑そうな顔は隠していない。それでも、綺き麗れいに釉うわぐすりのかかった茶ちや碗わんで茶を出してくれた。文ふみ尋ひろは小さく頭を下げて礼を示してから、唇くちびるをとがらせる。

「本家からさんざん連絡行ってるでしょ。京都のモノ祓ばらいの援助要請」

「私はモノ祓いの仕事は辞めた。本家とも絶縁している。それは君も知ってるだろう」

「そりゃ、知ってますけど。でも今は非常事態じゃないですか。京都の状態は聞いてるんでしょう？　今くらい絶縁だ引退だっていうの、なかったことにしたっていいじゃないですか。あの当主が折れて、和かず巳みさんに頭下げようってくらいなんだし」

「……晴はる輝き伯お父じさんに言われて来たのか」

　文尋は頷うなずいた。

　七倉和巳は七倉文尋にとって、祖父の兄の孫という縁えん戚せき関係、つまりはまたいとこにあたる。幼い頃から、七倉和巳は憧あこがれの対象だった。文尋自身も、幼少の頃からモノ祓い師の素質を持っていると見込まれており、本家でもそれなりに大事にあつかわれていたが、七倉和巳は別格だった。聞いた話によれば、昔一度、当主である七倉晴輝が、甥おいの和巳を七倉家の次期当主として育てるために、誘ゆう拐かいまがいの手段で本家に引き取ろうとしたという事件もあったらしい。七倉和巳の父親はモノ祓いの力を授からず、一般人の女と結婚して、生まれた息子、和巳も普通の子として育てようとしていた。結局、大いにもめた末、七倉和巳は両親の手に戻ったそうだが、七倉家の集まりには必ず顔を出すことを義務づけられた。

　一族の中で最も大きな力を持っていた七倉和巳。彼は多くの期待や羨せん望ぼうを集めていたであろうに、そういったものに一切頓とん着ちやくしなかった。期待を蹴けり飛ばし、うらやみや嫉しつ妬との目を無視し、モノ祓いの仕事は嫌いだと公言してはばからず、どうしても自分の力が必要なときだけ仕方なく仕事を引き受けた。

　文尋には、そのようなアウトロー的な七倉和巳の姿勢がとても格好よく見えて、小さい頃からなんだかんだとまといついていた。和巳も、自分になついてくる幼い親戚の子供を無む下げにすることはなく相手してくれた。多分、親しさだけでいえば、七倉和巳と一番近い場所にいるのは文尋だろう。当主も、それを見越して文尋に和巳説得の役を託したのだ。

　期待を込めてじっと見つめると、七倉は嫌いやそうな顔をした。

「一昔前の宗教勧誘の手口みたいだな」

「え？」

「子供を使って懐かい柔じゆうしようとするやり方」

「子供じゃないです」

　むっとして、文尋は声をあげた。

「そりゃ、まだ十六ですけど。でも去年からちゃんと、モノ祓い師として仕事はもらってる。二年半前の京都での事件のときだって、俺おれはまだ中二だったけど臨時の助すけっ人ととして仕事したし」

　大きくため息をつかれて、文ふみ尋ひろはますますむっとした。

「仙せん谷たに由ゆ紀き夫おが関かかわってるかもしれないってことも、聞いてますよね」

　少し意地悪く言うと、七なな倉くらは眉まゆを寄せ、低い声で「聞いているよ」と言った。

「仙谷は昔、和かず巳みさんのところにモノ祓ばらい師になりたいって言ってきたことがあったんでしたよね。和巳さんはそれを断って、その後仙谷はモノ祓いの力を利用して、妙な宗教団体を作るなんていう、おかしな道に走り出してしまった」

「……君にそんな話をしたのは軽率だったな。このこと、誰だれか本家の人間には言ったのか」

「言ってません。別に、ばらされたくなかったら一緒に来て下さいなんて脅きよう迫はくするつもりもありません」

「脅迫ではないと言われると、よけい脅迫に聞こえる」

「違うってば。大体そんな昔のこと、知られたからってどうってことないでしょう。別に和巳さんに非があるわけじゃないんだし。ただ、仙谷も関わっている問題だとしたら、和巳さんもなんとかしたいと思うんじゃないかなって」

　七倉は少し視線を下げた。あまりに嫌いやな言い方だっただろうかと、文尋は内心慌あわてる。だが七倉は平生と変わらぬ声で言った。

「……多くの人が死んだというだけで、そこまで結けつ界かいが揺らぐというのは確かにおかしな話だ。この数百年の間、天災も戦争もあって、今回の事故とは比べものにならないくらいたくさんの人が死んだことだって何度もあっただろう。純粋に、今が結界の限界にきていると考えることもできるが……人為的な力が何か加わっている可能性は高い。それが、仙谷か」

「証拠があるわけじゃないですけど。仙谷は行方ゆくえ知れずになっていて、同様に行方知れずの女子高生、吉よし永なが絵え梨り香かと一緒にいるところを目撃されたって話が流れてる」

「その女子高生は、例の事故の直前に飛行機を降りた子だね？　彼女の捜索願は出ているのか」

「親は警察に届けたみたいですよ。でも、ちゃんと書き置きも残しての家出みたいだし、その書き置きにも不審な点や自殺を予感させるようなところはないみたいだし、どのくらい真剣に捜しているのかはわかんない。あっ、それと」

　文尋は思い出して膝ひざを詰める。

「戸と塚つか結ゆいっていうモノ祓い師がいるらしいんですけど、この人が吉永絵梨香の捜索依頼を家族から受けてるみたいですよ」

「なんでモノ祓い師が普通の人間の捜索を？」

「戸塚結って、イタコでもあったみたいです。二年くらい前までは青森で細々とイタコ兼モノ祓い師をしてたらしいけど、その後東京に移って仕事をするようになって、それなりに有名になったそうだって聞きました。吉永絵梨香は、同級生の中で自分だけが生き残ったことをすごくうしろめたく思ってたみたいで、そんなときに失しつ踪そうしちゃったから、両親は変な気を起こすんじゃないかって心配してた。それでその戸と塚つか結ゆいが、吉よし永なが絵え梨り香かを見つけ出し、同級生の霊れいを口くち寄よせして彼女の罪悪感を軽くして連れ戻すって持ちかけたみたい」

　言いながらも、文ふみ尋ひろは変な話だよなと感じていた。商しよう魂こんたくましくするならば、せめて吉永絵梨香が見つかってから口寄せの仕事をすればいい。どうして彼女を捜すところから、モノ祓ばらい師が出張らなきゃならないんだ。戸塚結だって、仙せん谷たにの噂うわさは聞いてるだろうに。

「……もしかしたら、何か心あたりでもあるのかな」

　考えながら、文尋は言った。

「仙谷と関かかわりたがるモノ祓い師なんてあんまりいないでしょう。その戸塚結って人、仙谷の行方ゆくえに心あたりがあったりして。じゃなきゃ、何か仙谷を見つけたい理由があるとか」

　可能性としてはありそうなことに思えた。まだ、吉永絵梨香と仙谷が一緒にいると決まったわけではないが。

　だが、文尋の思いつきに対して、七なな倉くらは興味のなさそうな顔で「ふうん」とつぶやいただけだった。

（徹底的に「無関係」ってスタンスを貫つらぬくつもりだな）

　文尋は腹を決めて、ぐっと背筋を伸ばした。七倉の無関心な顔を見み据すえて口を開く。

「俺おれ、さっき早はや瀬せ綾あや佳かに会いました」

　七倉の表情が変わった。はっと目をみはり、「何な故ぜ」とつぶやくように問う。

「偶然です。電車でここに向かう途中の駅で、〈モノ〉の気配を感じたんです。驚おどろいて電車を降りて捜してみたら、〈モノ〉と人が混じった女の人が、ホームの端っこに座り込んでた」

「……東京にいるのか。ホームの端で何をしてたんだ」

　文尋は、先程見た光景を思い出す。

「ホームの下にいた霊的〈モノ〉を喰くおうとしてました。でもあれ……喰うのに失敗したように見えた」

「失敗？」

「霊的〈モノ〉が喰われるところなんて俺は見たことないからよくわかんないけど……あの〈モノ〉は、握りつぶされるみたいにぐずぐずになって消えた。でも、彼女に吸収されたようには見えませんでした。彼女、そのあとも具合悪そうにしてたし、どこか調子が悪いのかも」

「それで、君はどうしたんだ」

「電車がもうすぐ来そうで危なかったから、声をかけて介かい抱ほうしました。……悪い人じゃ、なかった。本家では鬼おに悪あく魔まのように言われてるけどね。……できれば住んでる場所なんかを突きとめたりはしたかったんだけど、ちょっと無理があったんで諦あきらめた。本当は、彼女に会ったこと誰だれにも言わないでおこうかと思ってたけど、和かず巳みさんにまで隠すことないかなって」

　早瀬綾佳は、目鼻立ちのくっきりした綺き麗れいな人だった。電車が来るとその風圧で長い髪がなびいていた。事故報道はあまり見なかったと、伏し目がちになって言った。

（そういうものを見るのが、昔より苦手になった気がする）

　そう言った彼女の声が、文ふみ尋ひろの胸に細く小さな棘とげのように刺さった。

「彼らも、京都に来るかもしれないですよね。今の京都なら、食べるものには困らない。逃げ出してからの二年半、キメラたちがどんな生活をしていたのかは知らないけれど、駅で会った早はや瀬せ綾あや佳かの様子を見るからには、万全な体調ではなさそうだった。腹もへらしているはずだ。生き延びようと思うなら、京都に希望をかけるしかないんじゃないのかな」

「だとしたら、なおさら行きたくないな。もう彼らに関する責任は放ほう棄きしたんだ」

「噓うそだ」

　文尋は言い切って、じっと七なな倉くらの目をのぞき込んだ。

　噓だ。和かず巳みさんは今でも、できることなら彼らをどうにかしたいと考えている。ただ、どうにもできなかったから、放り出してしまうことに決めたのだ。

　もう、どっちにも味方しない。好きにしてくれ。

　そうやって、無責任に逃げ出した。それは、結局はモノ祓ばらい師としての責任より、あのキメラたちを選んだということだ。彼らのためにできる精一杯のことが、すべての責任を放り出してしまうということだった。だから、和巳さんはそれを選んだ。

　目でそのことを訴えるように見つめながら、つけ加える。

「これからの状況によっては、もしかしたらまたキメラの力が必要になるかもしれない。そうなれば、彼らにはまた、生きる道が開かれる。俺おれはそのためにできることをするよ。和巳さんは？」

　七倉和巳のミスによって、四人の高校生たちの体に〈モノ〉が同化した。その話を聞いたとき、文尋はまだ中学一年生で、発言権など小指の先ほどもなかったけれど、心の中ではずっと、不運な四人のキメラたちの味方だった。憧あこがれだった七倉和巳が彼らを庇かばっていたためというだけでなく、ただ純粋に可哀かわい想そうで、できることならば助けたいと思った。人生ねじ曲げられた上に、危険なものとして排除されるなんて、あまりにも理り不ふ尽じんで不公平だと思った。

「わかった」

　七倉が短く言った。文尋は自分でかき口く説どいていたくせに、一瞬驚おどろいて目を見開いた。

「え、わかったって……」

「君はさっきからそれを要求しているんだろう。承知したと言っているんだ」

　七倉は一つため息をつくと、拍子抜けするようなあっさりした声を出した。

「これが最後だ。今回だけ、モノ祓い師として本家に戻ろう」
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　ごうごうと風が鳴っていた。

　吹きつけてくる雨の勢いは強く肌に痛いが、この風の中では傘かさは役に立たないだろう。

　綾あや佳かは髪を首の横でまとめて、めちゃくちゃに風に煽あおられてしまうのを防いでいた。純じゆんと綾佳の服は雨に濡ぬれ、肌にはりついている。

　京都駅を出たところでは、車の群れが台風に気を遣つかった低速度で、それでも派手な水しぶきを上げながら走っていた。だが路地に入るとこの天気のせいか人はほとんどいない。激しい風雨にはうんざりしていたが、人ひと気けがないことは都合がよかった。

「別に、なつかしくもなんともないもんだな！」

「当たり前でしょ。別にここが私たちの故郷なわけじゃないんだから！」

　風の音に消されないよう、怒鳴り合うようにやりとりしながら、純は綾佳と並んで歩いた。

　──京都に行こうかと綾佳が言い出したとき、純たちは遅い朝食を食べながら天気予報を見ていた。

　台風が接近してきているらしい。純は卵をつつきながら、雨マークで真まっ青さおの日本地図を眺ながめる。

「台風、こっちまで来るかな」

　綾佳がテレビを眺めながらつぶやく。昨日の昼は濃い青空を見せていた空は暗く荒れて、窓には風に煽られた雨が叩たたきつけられている。すでに十分台風の影響は受けてるようだった。純は「さあ」と軽く首を振る。

　ニュースが伝える台風の進路は、かろうじて東京を外れていたが、少しずれれば直撃を受けるだろう。

　京都には確実に当たるな、と、まだ半分眠っているような頭で考えた。

　眠い。純は半眼になってテレビ画面を眺める。最近、電池が切れていくように、活動力が落ちていく。

「純」

　綾佳に呼ばれて、純は視線を上げた。綾佳の赤い瞳ひとみと目が合う。

「明日、京都に行こうか」

　ご飯食べに行こうかと誘うような気軽さで、綾佳が言った。

　いや、実際にそれは「食事」に行こうかという意味なのだろうけれど、そうじゃなくて──

「京都は確実に台風当たるぞ」

　純はとっさにどうでもいいことを言った。綾佳は少しだけ笑った。

「台風過ぎてからにする？」

「や、そうじゃなくて」

　そうじゃないだろ。心の中でつっこんで、純はようやく平静を取り戻す。

「いいのか」

「純が行くかって訊きいたんじゃない」

「そうだけど」

　仙せん谷たにと行方ゆくえ不明の少女のことを、まだ綾あや佳かに話してなかった。

　純じゆんの逡しゆん巡じゆんはそのまま顔に出ていたのだろう。綾佳は眉まゆをひそめる。

「ねえ。本当は、水み藤とうくんのこと何か聞いてるんじゃないの」

「いや、違うよ。ただ──」

　問いただされたことがあと押しになって、結局純は戸と塚つかから聞いた話をそのまま綾佳に伝えた。綾佳はじっと黙って純の話を聞いていた。

「仙谷が、また私たちを狙ねらって何かしようとしてるかもしれないってこと？」

「そう。京都に行けば、それに巻き込まれる可能性は高くなる。それでもいいか？」

「純はそれでも行こうと思ったんでしょ。なら、いいわ」

　そう言ったときの綾佳の口調は、妙にあっさりしていた。

　思い出しながら、純は風に逆らって歩く綾佳を横目で見る。

（何か、ここに来ようって決心する決め手でもあったのかな）

　再び大通りに出ようとしたとき、綾佳はぴたりと足を止めた。純はちょっと行き過ぎてしまってから立ち止まり振り返る。

「綾佳？」

「ここで二手に分かれようか」

　綾佳は言った。純は眉を寄せる。

「なんで」

「別々に〈モノ〉を捜した方が効率いいでしょ。私たちは〈モノ〉を喰くうために来ただけなんだから。一緒にいたってしょうがないじゃない」

「でも何かあったら困るだろ。七なな倉くら家の人間とか仙谷とかもいるかもしれないんだし。万一のことがあった場合、俺おれたち連絡取る手段もねえじゃん」

「待ち合わせ場所を決めればいいじゃない」

「だから、もしそこに行けない状況になったらどうすんだって言ってるんだよ」

「そんなに警戒しなくたって平気でしょ。お互い自分のことくらい自分でなんとかする」

「なんでそこまで分かれることにこだわるんだよ。お前そんなに俺と一緒にいるのが嫌いやか！」

「あんたこそ心配しすぎだってのよ。そんなに私と離れたくないわけ！」

「俺はただ、もうこれ以上……」

　怒鳴り返そうとして、途中で言葉は止まった。もうこれ以上何かがあったら嫌だと思った。ただそれだけだ。

　もうお前しかいないのに、知らないところで綾佳に何かがあったらと思うと怖い。

　──言えるかそんなこと。

　純は舌打ちして顔を背そむけた。

　それにしたって、綾あや佳かは何をこだわっているんだか。もともと沸ふつ点てんは低い女だけど、無意味な強情を張ったりはしないのに。

「純じゆん！」

　突然綾佳が声をあげた。今度はなんだと、純は少しうんざりしながら視線を戻す。すると、さっと右手を取られた。

「何」

「血」

　言われたとたん、ちりっと痛みを感じた。見れば、純の手の外側、小指の下辺りが切れて、血をにじませていた。

「なんだ……かまいたち？」

　いつの間にかできていた傷に、純は首をひねりながらつぶやく。見る見るうちににじみ出す血の量は増え、水たまりに赤いしずくを垂らす。

　その様子に、見覚えがあった。

「あ」

　薄暗い台所。落ちる包丁。とっさに受けとめようとした純の手を切って、鈍い色の刃は床に落ちた。

「そういえば俺おれ、一昨日おととい怪け我がしたんだった」

「一昨日？」

「ああ。なんで、今いま頃ごろ……。それとも、その怪我とは関係ないのかな」

「どうして怪我したの」

「包丁落として、とっさに手を出したら切れた」

「馬ば鹿か」

　綾佳は眉まゆを寄せてつぶやくと、辺りを見回し、純の手をつかんで近くにあったホテルのラウンジに引っぱり込んだ。中に入ると、雨風の轟ごう音おんが壁を隔へだてて遠くなる。冷房の風が吹きつけてきて、ずぶ濡ぬれの体には寒かった。

　綾佳はハンカチを取り出し（そのハンカチもすっかり濡れていたけれど）、純の傷口に巻いた。濡れたハンカチが血を吸って、水で薄くなった血の色がさっと広がる。

「純、目は？」

　ハンカチを結びながら、綾佳が訊きく。訊かれてようやく気づいた。

「ああ……そういえば、まただ。見えにくくなってる」

　台風の中、ただでさえ視界が悪いので気づくのが遅れたが、純の体は確かにまたあの状態になっているようだった。キメラの体になる前の、低い視力。

　けれど、すでに治ったはずの傷が開くことなんて、今まではなかったのに。

「なんでかな」

　綾あや佳かはつぶやく。声はしっかりしていたが、その横顔にはあからさまに不安の色が出ていた。

　一歩ずつ、戻れない道を進んでしまっているような気がした。自分たちの意志とは関係なく、体の状態がどんどん変化していく。

　エレベーターで〈モノ〉に襲おそわれる事件があったのは、気がつけばもう四年前だ。あれから、生まれた子供の体が成長し、成人し、やがて衰おとろえてゆき病やまいを得るように、純じゆんたちの体は絶えず変化していった。この四年の間に、生き物の一生を早送りするような変化が訪れていたのかもしれない。

　そのたどり着く場所を考えると気が滅め入いりそうで、純は自分の手に添えられたままの綾佳の手の甲をぽんと軽く叩たたいた。

「心配するな。本当にあの時の怪け我がが開いたと決まったわけじゃない」

　言うと、綾佳は複雑そうな顔をした。

「前向きでいるのと、現実から目をそらしているのって、紙かみ一ひと重えよね」

「違いない」

　そこでようやく、綾佳も表情を緩ゆるめた。しょうがないなとつぶやく。

「離れられなくなったじゃない」

「だから、どっちにしろ一緒にいた方がいいって」

「足手まといのくせに偉そうね。そうか、別れるのを嫌いやがったのはこうなるのが不安だったからね」

　綾佳の声に冗談めかした笑いが含まれていたので、純も乗った。

「そうだよ。だからお前が側そばにいて守ってくれ」

　綾佳は軽く肩をすくめ、頰ほおに笑みを残したまま小さく言った。

「守ってあげるわ」
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　銃の乱射を思わせるような音を立てて、雨が窓ガラスを叩いていた。攻撃的な雨だ。

　絵え梨り香かはカーテンを少しだけめくって、風雨に荒れる外の様子をうかがった。木が風に激しくなびいて、太く強きよう靱じんなはずの幹がしなっている。

「こら。あんまり窓に近づくんじゃないよ」

　後ろからやわらかく声をかけられ、肩を引かれた。振り向くと、生え際ぎわのところに傷のある男が苦笑しながら絵梨香を見下ろしている。仙せん谷たにさん、と絵梨香は小さくつぶやくように呼ぶ。

「外の音が、すごかったから」

「台風が来てるからな」

「そうなの？」

　絵え梨り香かは首を傾かしげる。ここにはテレビもラジオもないので、外の情報は何も入ってこない。仙せん谷たには微笑を浮かべたまま頷うなずいた。

「結構大型の台風みたいだな。さ、カーテンから手を離して」

　言われた通り、絵梨香はカーテンをつかんでいた手を離す。少し黄ばんだ白のカーテンは、ひらりと裾すそを翻ひるがえしてもとに戻った。そのカーテンの前には、太い注し連め縄なわのような縄が横断している。

　仙谷は、素直に言うことを聞いた絵梨香をほめるように、前髪の上に軽くキスを落とした。

「縄の外に出ちゃ駄だ目めだと言ったろう」

「ごめんなさい。カーテンめくるくらいなら大丈夫だと思って」

　謝ると、仙谷は軽く絵梨香の頭に手を載せた。

「気分はどう？」

「……大丈夫」

　口元を引き結んで答えた。本当は体が重くて仕方がなく、部屋の中が回っているような感覚さえある。

　だが、ぐっと顎あごを持ち上げて、できる限りしっかりして見えるような顔を作る。それでも少しふらついてしまっていたのか、仙谷はさりげなく絵梨香の肘ひじを支えてくれた。

（死んだ同級生たちを呼ぶんだ）

　初めて会ったあの日、仙谷はそう言った。

　死んだ彼らを残らず背負い込み、救うことができるのは、君だけだ。

　彼らの親兄弟がどんなに嘆いて彼らを呼んだとしても、彼らはもう抜け出せない。死者の身内たちには、救うことができない。

　だけど、君は違う。

　君は、もう少しで彼らの仲間になるはずの人間だった。君にならば、彼らを呼べる。彼らを背負うことができる。

　だから、君が背負え。

　絵梨香は仙谷の手にふれた。仙谷は心得たように絵梨香の手を握ってくれる。大きな、骨張った手だ。指をすべらせると、少しかさついた皮ひ膚ふの感触が当たった。

（君には救える。だから、君が背負え）

　仙谷のその言葉は、絵梨香を救った。

　お前のせいだとなじられ、また一方では、お前のせいじゃない強く生きろと言われて立ちすくんでいた絵梨香に力を与えてくれたのは仙谷だった。

　一いち条じよう戻もどり橋で出会った仙谷は、君の力を見せてやると言った。そして「もし、試す気持ちがあるのなら、手を貸してくれないか」と、絵梨香に向かって右手を差し出した。その時はもちろん、絵梨香は目の前の男を怪しんでいたし、騙だまされちゃいけないと心臓の辺りが警告を発するようにうずいていた。

「どうして、私が早さ苗なえの携帯電話を持っているって知っていたの」

　警戒心を露あらわにした声で絵え梨り香かは言った。けれど仙せん谷たにはそんな絵梨香の様子に頓とん着ちやくせず、天気の話でもするような口調で答えた。

「本人に聞いたからさ」

「本人？」

「若わか松まつ早苗さん」

　絵梨香の顔にかっと熱が上った。早苗は死んだ。もうこの世にはいない。まだすべての遺体は見つかっていないし、見つかった遺体も──誰だれのものなのかわからない状態になってしまっているものも多かったけれど、幸か不幸か、早苗の遺体は比較的綺き麗れいな状態で発見された。早苗は死んでいるのだ。間違いなく。

「ふざけないで！」

「ふざけてはいない。真ま面じ目めな話だ。君も確認するといい。だから、手を出してごらん。若松早苗に会いたくはないか？」

　拒絶するという選せん択たく肢しはなかった。そうするくらいならば、最初からこんな得え体たいの知れないメールに誘われて、のこのこ出てきたりなどしなかった。

　仙谷の手を取った。絵梨香の手は仙谷の大きな手にすっぽりと包み込まれる。

　そのとたん、足の下から急に地面が消えたような感覚があり、世界が白くなった。

　橋も、通りも、何もかも見えなくなる。音が消える。立っている感覚すらなくなって、絵梨香はこのまま自分が消えてなくなってしまいそうな恐怖を感じ、唯一感覚の残っている場所である、仙谷とつないだ手にすがるように力を込めた。

　──ここは、沖縄の海だ。

　声が聞こえた。その声は白い空間全体にうわんと響いた。

　──君は上空に浮かんでいる。沖縄本島のすぐ近くの海。そう、君の同級生たちが乗った飛行機が墜おちた場所だよ。

　絵梨香は身を震ふるわせる。けれど、強い義務感に突き動かされて、必死にその状況をイメージした。

　──下を見てごらん。

「……何？　何も見えない」

　言われた通り下を向くが、ただ何もない白い空間が広がっているばかりだ。だが、微かすかに波の音が聞こえた。

　──よく見るんだ。君の下に広がる海で、君の友人たちがたくさん死んだんだ。何もないわけがない。君の下に禍々しい黒い塊がある。その中に死んだみんなが捕らえられ、声をあげている。

　真っ白だった空間に、黒い塊かたまりがあるのが見えた。絵え梨り香かのいる場所の遥はるか下方に、おぞましい黒さを持つ巨大な塊がある。

「何、あれ……」

　──あれが君の同級生たちだよ。

　言葉を失った。絵梨香は愕がく然ぜんと黒い塊を見下ろす。そうしていると、その禍まが々まがしい塊から何か音が聞こえてくるのに気づいた。

　地響きのような音だった。けれどすぐに、人の呻うめき声だと気づいた。

　絵梨香の同級生だった人たちが──同じ空間の中で笑ったり勉強したり何かに熱中したりした人たちが、今恐ろしい黒い塊となって、苦しげな声をあげている。

　それは、腹の中にまで響いて絵梨香を揺さぶった。悪夢の中で聞いた恨うらみの声よりもずっとずっと恐ろしい苦く悶もんの声だった。

　泣き叫びそうになった絵梨香を正気に返らせたのは、ぎゅっと握りしめてきた仙せん谷たにの手の感触だった。

　足あし下もとから聞こえてくる恐ろしい声を中和するように、仙谷の優しい声が響く。

　──あの中から、君の友人を救い出すんだ。集中して、あの黒い塊の声に耳を傾け、心を合わせなさい。大丈夫、君のことは僕がつかまえているから、引きずり込まれるようなことはない。彼らに共振し、友人を見つけ出し、引き上げるんだ。

　仙谷の言葉に、恐ろしくてたまらなかった黒い塊に意識が向く。絵梨香の意識は、吸い寄せられるように禍々しい黒い沼ぬまの中に沈んでいく。

　痛みと、恐怖と、悲しみと呪じゆ詛そ。それらが絵梨香の意識をざくざくと刺す。

　どうしてお前がそっちにいるんだ。

　卑ひ怯きよう者もの。裏切り者。お前もこっちに来るがいい。

　一緒にこの中で、苦しめばいい。

　──違う。

　絡からみつく恨みの声を断ち切って、仙谷の明めい瞭りような声が絵梨香の頭に響いた。

　その声に、絵梨香は体の隅々まで浄じよう化かされ、綺き麗れいになっていく感覚を覚えた。その声は絵梨香に力を与えた。

　そうだ、違う。私が、みんなが苦しんでいる中に入るんじゃない。

　みんなをこっちに引っぱり出すんだ。

「早さ苗なえ！」

　暗くら闇やみの中、大事な友達の姿を見つけた。ショートカットの、少年みたいな容姿の女の子。細くて力強かった手足は今はだらりと垂れ、いつもくるくると表情を変えていた顔も今は青白く弛し緩かんしていたが、それは確かに絵梨香の親友の姿だった。彼女が、黒い塊の中から浮かび上がってくる。

　出し抜けに、絵え梨り香かの右腕がぐんと引かれた。最高速度で走っている新幹線の上にぽんと乗せられたかのように、周りの景色がいきなりものすごい勢いで後ろに流れ、絵梨香は転がりそうになり──

　どっと倒れ込んで、絵梨香は仙せん谷たにの腕に抱だきとめられていた。

　驚おどろいて顔を上げると、白い空間も黒い禍まが々まがしい塊かたまりもどこにもなく、橋と川と通りがあった。さっきまで空を踏んでいた絵梨香の足の下には今はちゃんと地面があったが、膝ひざががくがくと震ふるえてうまく立っていられなかった。仙谷に支えられ、その胸に顔を埋うずめるようにして、荒い呼吸を繰り返した。

　顔に手を当てると、頰ほおがひどく濡ぬれているのに気づいた。いつの間にか、絵梨香は激しく涙を流していた。

「君は、若わか松まつ早さ苗なえさんを救った」

　仙谷が、絵梨香を抱きかかえたまま言った。絵梨香はわけがわからずに彼の顔を見上げる。

「何を、言って……」

「早苗さんは今、君の側そばにいるよ。君には見えないかもしれないが、感じることはできるだろう。しばらく体が重く、体調が悪いと感じるかもしれない。それは、彼女の魂たましいの重みが君の体にかかっているからだよ」

　仙谷は言いながら、絵梨香の背中を撫なでた。知らない男にふれられているというのに少しも不快ではなく、むしろ心地よさを感じ、安心感が心を満たした。

「早苗は、もう苦しんでいないの？」

「ああ。君が背負うことで、彼女は救われた。もう君の悪夢に現れることもないだろう」

　安あん堵どを感じると同時に、さっき見た白い空間と黒い塊の記憶がよみがえってきて、絵梨香の胸に詰まった。

　早苗を救うことができたのだとしても他ほかのみんなはまだあそこに、あんな恐ろしいところに捕らわれている。

　絵梨香の心を読んだように、仙谷はささやくような声でそっと言った。

「こうやって、君が一人ずつ、死んだ同級生たちを呼ぶんだ。彼らを闇やみの中から救う。海の底から、恨うらみの塊の中から救い出して、君の体に憑ける。最初はつらいだろう。死者の魂を背負う重みで、苦しい思いをするはずだ。だが、君はだんだんと力を持つようになる」

　君にはできる、君にしかできない、と仙谷は言った。

「君には救える。だから、君が背負え」

　絵梨香は仙谷の言葉に従った。

　一度家に帰り、準備を整え、書き置きを残すと家を出た。

　そうして絵梨香は仙谷と共に、今も同級生たちを救い続けている。

　仙谷は、汗の浮いた絵梨香の額にふれた。彼の手に自分の汗がついてしまうのが恥ずかしくて、絵え梨り香かはわずかに身をよじる。仙せん谷たにはくすりと笑った。

「呼ぶことができた霊れいは、まだ一クラス分にも満たないよ。これからどんどんつらくなる」

　絵梨香は強く頷うなずいた。

「平気」

「いい子だ」

　激しく雨の叩たたきつける窓から離れ、絵梨香は部屋の中心に据すえてあるベッドに向かった。

　十畳じよう一間の部屋の中央にシングルベッドが一つだけ置いてあるという奇妙な部屋の光景。他ほかに家具は一切なく、白い壁と床と天井があるばかりで、箱の中に閉じ込められているような感覚に陥おちいる。

　すべての窓には、先程絵梨香が外をのぞいていた窓と同じように縄がかけられており、玄関も同様だ。絵梨香も仙谷もこの部屋から外に出ることはほとんどなく、買い置きの食料を口にして過ごしている。夜は、絵梨香は部屋の中央のベッドで眠り、仙谷はそのベッドにもたれかかるようにして眠るのだ。

　一緒に寝ようかと、何度か提案したことがある。だがそのたびに仙谷は苦笑して首を横に振り、ゆっくりお休みとささやいた。

　そして夜中に絵梨香がうなされるたびに、仙谷は絵梨香の手を握ってくれる。

　ベッドに腰かけると、仙谷は部屋を見回して、そろそろかなと言った。絵梨香は首を傾かしげる。

「そろそろ場所を変えないといけないな。一カ所に長くとどまると、見つかる可能性が高くなる」

「見つかるって、誰だれに？」

　仙谷は困ったような、少し寂しげな笑みを浮かべた。

「僕と同じような力──死んだ人の魂たましいなどを見たり、干渉したりする力を持つ者たちがいるんだ。彼らに僕たちがやろうとしていることが知られれば、必ず止めに来る」

「どうして？」

「僕のやり方は、君の体にひどく負担をかけるものだ。実際、君は今苦しい思いをしているだろう？　そうまでして……生者に負担をかけてまで死者を救おうとする行為は、他の者の目には人道に反した行いに映る」

　その言葉に、かっと頭が熱くなった。

「そんなの、あれを見ていないから言えるんだ……！」

　絵梨香は唇くちびるを嚙かむ。仙谷の力を借りて目まのあたりにした、同級生だった人たちでできた、黒く禍まが々まがしい塊かたまりのことを思った。そこから発せられた苦く悶もんの声を思った。あんな声を、絵梨香は今まで聞いたことがない。

　それを思えば、今絵梨香が感じている体の重さやだるさなどなんでもない。風か邪ぜのようなものだ。それも、心配されて甘やかしてもらえるという特権のついた風邪。死んだ彼らの苦しみとは、比べることもできない。

「僕たちのやろうとしていることを止めようとする者たちは、君を救うつもりでやってくるだろう。彼らから見れば、君は僕に騙だまされた可哀かわい想そうな被害者で、僕は君を苦しめる悪者だ」

　絵え梨り香かは仙せん谷たにの腕にぎゅっと抱だきつく。

　そんなのは違う。仙谷は絵梨香を救った。確かに体は少しつらいけれど、心を救った。

　仙谷は、絵梨香を責めない。

　君は悪くないとも言わない。立ち直れとも、みんなの分も強く生きろとも言わない。

　ただ、今絵梨香にできることを教えてくれ、一緒に戦ってくれている。

　誰だれにも責めさせたりはしない。本当に苦しいことはなんなのかも知らない人が、薄っぺらい善人面づらで仙谷さんを責めたりしたら、私がぶん殴なぐってやるんだ。

　考えていると涙がにじんできた。

　仙谷は腕にすがりついたままの絵梨香の頭を撫なでた。

「僕も、君を救う方法はこれしかないと思っている。だから、誰にも見つからないよう、一緒に逃げながらがんばろう」

「どこに？　どこなら見つからない？」

「何も心配はいらないよ。すべては僕が手配する。君のことは僕が守るよ」

　仙谷の声は、考えることを放ほう棄きさせるような、不思議な力がある。

　絵梨香は身を委ゆだねるように、そっと目を閉じた。
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「はい、はい……。そうです。今から和かず巳みさんと一緒に本家に向かいます。昼頃ごろには着きますから」

　文ふみ尋ひろは電話を切ると、急いで七なな倉くら和巳の待つところへ戻った。いまいち何を考えているのかわかりづらいこの男は、目を離したらどこかへ消えてしまいそうな気がする。

　七倉は、駆け寄ってきた文尋には目をやらず、大荒れの空を睨にらむようにじっと見つめている。

「和巳さん？　どうかしたんですか」

　文尋は不思議に思って彼の顔をのぞき込む。七倉は視線を空に向けたままだ。

「……多分、彼らも来ているな」

　七倉の言葉に、文尋は目をむいた。

「彼らって、キメラたちですか？」

「場所はわからない。だが、おそらくそう遠くない場所にいる」

　文尋は目をこらすようにして七倉が見ていた方角を見た。風によってぐにゃぐにゃと身をくねらせている木々と、暗い空が見える。視線を落とせば、変形した傘かさを両手で必死に捧げ持って歩く人々の姿。

　文ふみ尋ひろに感じられる気配は、この天候のように入り乱れた〈モノ〉の気配だけだ。

「和かず巳みさん、ここから個別の〈モノ〉の気配がわかるんですか」

　文尋は感嘆して言ったのだが、七なな倉くらはあっさりと首を横に振った。

「わからないよ。ただ、遠くないと感じるだけだ」

「こんな中でそれがわかるだけですごいですよ。やっぱり、和巳さんのアンテナは特別製なんだ」

　言うと、迷惑そうに一いち瞥べつされた。そういえば、いつもそうだった。文尋が彼に対して賞賛を向けると、決まって迷惑そうな視線が返ってきた。

　文尋は、タクシー乗り場に向かって足を進めた。だが、七倉がついてこないことにすぐに気づき、振り返る。

「どうしたんですか」

「文尋、君はキメラの味方か」

　突然の問いに、文尋は目を瞬しばたたかせた。

「できるだけ味方したいと思っています。和巳さんだってそうでしょう？」

「私は、十じゆう文もん字じ誠まことを死に追いやったよ」

　体の芯しんが硬く太い棒のようになって、文尋は強こわばった。口の中にたまった唾つばを吞のみ込み、慌あわてて口を開く。

「でも、それは仕方のないことだった」

　あの事件のとき、文尋はモノ祓ばらい師の父親に連れられて、出現した小さな〈モノ〉の祓いにてんてこ舞いだった。キメラたちの顚てん末まつを文尋が聞いたのは、すべてが終わってから数日後のことだ。その時感じたのは、ショックと同情と、それから微かすかな安あん堵どだった。

「確かに、可哀かわい想そうだったとは思うけど、十文字誠は和巳さんにはっきり敵対して、人間を──相手は犯罪者だったけど、人間を喰くった。もう、手に負えない状況だった。仕方なかったんです。和巳さんは悪くない」

　七倉和巳は息だけで笑った。嘲あざけるような笑い方だった。

「可哀想だから助けてやり、けれど手に負えなくなったら殺してしまう。仕方がない、か」

　文尋の頰ほおに熱がともった。間違ったことは言っていないはずだ。そう思うのに、何な故ぜだか無性に恥ずかしくなった。

「私は人殺しだよ」

「そんな──」

「憧あこがれる相手はもう少し選んだ方がいい」

　切り捨てるようにそう言って、七倉は歩き出した。動けずにいる文尋とすれ違いざま、小さな声で言う。

「それに、キメラたちも、君が可哀かわい想そうがって救ってやれるような甘い相手じゃない。気をつけるがいい」




　　　　　　＊




　激しい風雨が吹きつける中、水み藤とうは橋のたもとに漂う〈モノ〉を薙なぎ払うように喰くった。

　空腹だった体は、京都に来てからの数日間でかなり満たされていた。

　何な故ぜこんなにも多くの〈モノ〉がうろついているのか、一体ここで何が起こっているのかはわからない。

　けれど、それも今の水藤にとってはどうでもよかった。

　雨に濡ぬれた長い髪が頰ほおにはりつく。肌に痛いほどの雨が叩たたきつけてくる。

　橋の下を流れる川は増水し、泥が混ざった茶色いうねりとなってごうごうと流れていく。橋の上にも水は足首までつかるほどにたまっており、下の川に勢いよく流れ込んでいた。

　強固な意志を持って何かを倒そうとしているような台風の勢いに、何故だか水藤は少し愉快になった。

　凶暴な雨と風が、何かを壊していく。それは奇妙な快感を感じさせるものだった。

　──大いなる自然の中にいると、自分がちっぽけな存在なのだと実感できる。

　自然の中に──多少なりとも凶暴なにおいのする自然の中に身を置くことを好む人間は、大たい抵ていそう言う。

　だけど、どうしてだろうか。水藤はこの嵐あらしの中にいても、そのような謙虚な気持ちは持てなかった。むしろ、自分がこの嵐と一体になっているような、もしくは、この嵐さえ支配下に置いているような、奇妙に高こう揚ようした気分でいた。

　京都に来たのは、事故報道をしているニュース番組の画面に〈モノ〉が映っているのを見たためだった。

　七なな倉くら家に見つかることも考えないではなかったが、たとえそうなったとしてもかまわないと思った。どうせもう、負けるわけがない。

　今ここで、何かが起きているのだろう。だがそんなのは知ったことではない。ただ、「食事」ができればそれでいい。

　胸の中には、自分でも理由のわからない苛いら立だちがあった。その苛立ちはむしろ、七倉家のモノ祓ばらい師が襲おそってくれば、奴やつらを喰ってしまう大義名分ができていいのにとつぶやいている。水藤自身は胸の中のその苛立ちをのぞき込みながらも、とりわけなんの感想も持てずにいた。

　もう、無理してその苛立ちを抑えるような気持ちはわかない。

　楽になった。

　水藤は思う。

　純じゆんと綾あや佳かと離れてから、とても楽になった。もう何かを悩むことはほとんどない。

　枷かせは外れている。

　苛いら立だつ獣けものは、いつでも走り出せる。













　　　第二章　生け贄にえ〈八月二十五日から二十六日〉







　焼きたての香ばしい匂においを放つパンをトレーに載せて、棚に持っていく。クルミを中心に数種類のナッツが入っている人気のパンだ。店内に客がいるときは、「ただいま焼きあがりました。ご利用下さい」と声をあげることになっているのだが、あいにくこの台風の中濡ぬれそぼちながらパンを買いに来てくれる客はまれで、今日は非常に暇だった。

　森もり山やま真ま里さとは、朝からほとんど減っていないパンの群れを眺ながめながら、しばらく食事には困らないなと考えた。余り物を持って帰れるのは従業員の特権だ。

　一昨年おととしの三月、真里はある事件の渦か中ちゆうにあった。その事件からしばらくして身辺が静まってくると、真里は北海道の伯お父じの家を出て、幼い頃ころ両親と住んでいたらしい京都で（その頃の記憶がないのでらしいとしか言えないのだが）暮らすようになった。別に逃亡したわけではないので、居場所は警察に知らせてある。

　真里の伯お母ばが殺害された事件は、いまだ未解決のままだ。伯父が重要参考人として手配されているが、見つかっていない。当たり前だ。もう伯父はこの世にはいない。その顚てん末まつを知っているのは、真ま里さとと、真里を助けてくれた三人の男女だけ。

　助けてくれた彼らと別れてから、真里は成長した。中身はどうだかわからないが、少なくとも外見は。まだ手足は細っこいが以前よりは肉がついたし、まだ平均よりはだいぶん下回るが背だって伸びた。もう、十七歳だ。

　ぼんやりとカウンターに立って、真里は店の外を眺ながめていた。雨がじゃぶじゃぶと豪快にガラスを洗い流している。

　その時、隔へだての向こうに聞こえていた雨風の音が、急にダイレクトに響いた。同時に霧のように細かい雨粒が、カウンターにいる真里のところまで届いてくる。客だ。レインコートを着た、真里と同じくらいの年とし頃ごろの少女だった。

「いらっしゃいませ」

　森もり山やまさん、笑顔を練習しようね。店長に何度もそう注意されて、今ではそこそこの営業スマイルを身につけることができたと思う。

　店員の笑顔など道で配っているティッシュのようなもので、受け取るだけ受け取って、なんの感謝もお返しもいらないものなのだけれど、嵐あらしの中パン屋にやってきたレインコートの少女は微かすかな微笑ほほえみを真里に返した。微笑みを返してくれたものの、それはひどく弱々しく、顔色も悪い。

　真里はなんだか落ち着かない気分になった。

（なんだろう。……なんか、急に空気が悪くなったような）

　あの客が入ってきたとたんに空気が悪くなったような気がする、なんて、失礼きわまりない話だ。具合は悪そうだが、感じのいい女の子なのに。

　少女はレインコートのフードを取ると、トレーを手にしてパンを選ぶ。色素の薄い、緩ゆるくウエーブのかかった長い髪をしていた。お姫様みたいな子だなと、真里はぼんやり思う。

　突然、そのお姫様の体がぐらりと傾かしいだ。トレーに載せた二つのパンがすべり落ちる。

「おひ……お客様！」

　お姫様みたいだなんて考えていたもので、危うく妙な呼び方をしてしまうところだったが、すんでのところで言い直し、彼女のもとに駆け寄った。

「大丈夫ですか」

　よろめいたお姫様は、棚にすがるように手をついていた。めまいがするのかそのまま数秒じっとしていたが、やがてゆっくりと顔を上げ、床に落ちたパンを見て「あ……」と声をあげた。

「ごめんなさい、私……」

　お姫様が落ちたパンを拾おうとするので、すかさず真里はしゃがみ込んで代わりに拾った。

「すみません、弁べん償しようします」

「大丈夫です。いっぱい余ってますから」

　フォローの言葉として出てきたのは店員としては減点ものだっただろうが、お姫様は少し笑ってくれた。真ま里さとは落ちたパンを片づけ（あとで自分の食事にするつもりだった。真里は床に落ちたくらいで食べ物を捨ててしまうような環境には育っていない）、新しいトレーとトングを出して持ってくる。彼女にそれを渡そうとして、躊ちゆう躇ちよした。

「あの、大丈夫ですか。店の奥で休んでいきますか」

　そっと提案してみたが、お姫様は青白い顔のまま首を横に振る。

「それじゃ、代わりに取りましょうか」

「あ……すみません。お願いします」

　棚に寄りかかったままのお姫様に向かって一つ頷うなずき、真里はさっき落ちたパンと同じ種類のものを取る。「あとはどうしましょう」と訊きくと、もう選ぶのもつらいのか、お姫様は困った顔をした。

「あと二つくらい……何か、おすすめは」

「クルミパン焼きたてです」

「じゃあ、それで」

　もう一つはお姫様が適当に指さしたのを取り、真里はカウンターに向かった。お姫様がよろよろとついてくるので、真里は急いで奥からパイプ椅い子すを持ってきてカウンターの横に置いた。座ってて下さいと言うと、お姫様はまた困った顔をしたが、結局体調の悪さに負けたのか、素直に腰かけた。

　少しでも長く休めるように、真里はわざとゆっくりとパンを袋に入れていく。

「迷惑かけちゃってすみません。私、一人でうろつくなって言われてたんだけど、お昼を買いに行くくらいなら大丈夫だろうって思って……」

　お姫様の声は、半分夢の中にいるかのようにふわふわしている。真里はなんだか不安になった。

　それに、彼女が入ってきたときに感じた嫌いやな気配も消えていない。空気が濁にごって、息苦しくなったような感じ──

　この感じ、何に似ているのだろうと考えて、真里ははっとした。

（幽ゆう霊れいに襲おそわれたときみたいだ）

　あまり他ほかの人にはない経験だろうが、真里は幽霊に、それも自分の母親の霊に襲われたことがあった。その母親の霊は人間の手によって加工され、人を害する毒のようになっていた。

（この人から、それと似たような気配がする）

　真里は眉まゆをひそめた。パンを袋に詰め終えて、じっとお姫様を観察する。

　レインコートの下に、何か奇妙なものが見えた。首にかけているようだが、ネックレスには見えない。あれは。

　縄？

「その首にかけてるのってなんですか」

　真ま里さとの問いに、お姫様は思わぬほど強く反応した。

　はっと両手で隠すようにレインコートの上から縄を押さえ、蹴け飛とばされた猫のような目をして真里を見た。

「これは、お守りです」

「お守り？」

「お会計、お願いします」

　問い返した真里にそれ以上は答えず、お姫様は立ち上がる。真里は仕方なくレジを叩たたいた。

「五百四十円です」

　少女が小銭を探す間、真里はレインコート越しに縄を観察する。

（いつも身につけるお守りにしては、あんまりにも仰ぎよう々ぎようしいじゃないか。何か、今それを身につけていなきゃならない理由でもあるのかな）

　お姫様はまず五百円玉を出し、十円玉を一枚ずつ探し出している。

（お守りっていうのは、外にある危険から自分を守るもの。それなのに、この人がまとう空気は気持ちが悪い。これは、もしかしたら）

　もしかしたら、このお姫様が首にかけている縄は、彼女が持っている何かを外に逃がさないようにするためじゃないのか。

　そう考えた瞬間、すっと白いものが真里の視界に入った。

　あれ、と真里はぱちぱちとまばたきをする。

　お姫様の手が、多い。

　小銭を取り出すお姫様の二本の手の他ほかに、もう二本、白い手が彼女の体に巻きついていた。まるで、彼女にぴったりはりつくようなすぐ後ろに誰だれかがいて、彼女を抱だきしめているかのように。

　その考えに呼応するように、お姫様の頭の後ろから、もう一つ別の顔がぬうっと現れた。虚うつろな目をした少女の顔。縄は、お姫様の首と、その背後の少女の首をまとめるようにかかっている。

　真里が息を吞のんだ瞬間、お姫様の体に巻きつく白い腕の数が、ざあっと増えた。幾本もの手が彼女の体に絡からみつき、彼女は人間の腕で作った蓑みのをまとう蓑虫のようになる。

　声にならない悲鳴をあげて、真里はあとずさった。

　思い切り背中を壁にぶつけ、その勢いで隣の棚に置いてあった使用済みトレーが音を立てて落ちた。

　お姫様も驚おどろいた顔をして、ようやく取り出した五百四十円を床に落とす。

　チャリーン、と、場の光景に似合わない軽薄な音が響いた。

「何、その……」

　その手、と言おうとして、真里は言葉を吞み込んだ。

　驚おどろいて反応してしまったが、まずかったかもしれないと、おののきながらも真ま里さとは思った。彼女には自分の体に巻きつく手が見えていないのだとしたら、こんなことを言えば怖がらせるだけだ。

　落ち着きつつある頭を必死にめぐらせて考える。

　でも、どうしたらいい。このまま放っておいて、彼女は大丈夫なのだろうか。

「あの」

　とにかく何か言わなければと思って口を開いたとたん、お姫様はぱっと背を向けて走り出した。

　どうして逃げられたのかわからないまま、真里はただこのまま行かせてはいけないという切迫感から彼女を追いかけた。

　お姫様が走る。自動ドアが開く。強きよう烈れつな雨が顔面に吹きつけてくる。

「待って！」

　真里は店の外に飛び出した。だが、お姫様は店のすぐ外に立っていて、真里は危うくぶつかりそうになった。

　お姫様の前には、背の高い男がいた。彼はお姫様を守るように、彼女の肩に腕を回して抱だき寄せていた。お姫様は男の服にすがっている。

　真里は男の顔を見上げ、一歩あとずさった。あとずさった足が水たまりを踏み、びしゃりと跳はねる。

「これはこれは。思わぬ人に会うものだな」

　雨に濡ぬれた髪の下から、傷きず痕あとが見えた。真里は男の顔を凝ぎよう視ししたまま、唇くちびるを震ふるわせた。

「仙せん谷たに……」

　二年と数カ月前に起こった事件の仕掛け人だ。何な故ぜこの男がこんなところにいる？

「久しぶりだな、森もり山やま真里さん。君がここにいるということは、彼らも来ているのかい」

「知らないよ」

　声を強こわばらせてはねつけると、仙谷は喉のどで笑った。

「彼らの『大事な非常食』にはなりそこねたみたいだな。捨てられたか」

「うるさいな」

　捨てられたわけじゃない。真里が選んだことだ。彼らにとって、自分にとって一番いい道を。

「あんた、何してるの」

「観光さ」

「噓うそつき」

　睨にらむと、仙谷はまた笑う。相変わらず何がおかしいのかわからないが、よく笑う男だ。

「その人をどうするの」

「どうとは？」

「その人に何かを取り憑つかせたの、あんたでしょう」

　言うと、仙せん谷たには軽く目を見開いた。

「そうか、そういえば君は見える人だったな。〈モノ〉に憑かれてからさらに鋭くなったんじゃないか？　これをかけていても見えるとは、いっぱしの霊れい感かん少女だ」

　これというところで、仙谷はお姫様のうなじにふれ、首にかかっている縄を軽く引っぱった。お姫様はわずかに肩を震ふるわせる。なだめるように仙谷は彼女の肩を軽く叩たたき、濡ぬれた頭にレインコートのフードをかぶせてやった。

「その人をどうするの」

　真ま里さとはもう一度訊きいた。仙谷はお姫様の背中を軽く押して、歩き出すよう促うながす。彼女は不安そうに仙谷を一度見上げてから、ゆっくり歩き始める。風に翻ほん弄ろうされてその体が揺れる。

　仙谷はお姫様には見えない場所で、口元を笑みの形に歪ゆがめた。
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「救うのさ」

　仙谷は踵きびすを返し、首だけを真里に向けた。

「どうだ、君も一緒に来るかい」

「誰だれが」

　仙谷は肩をすくめる。

「せっかく君に会えたのだから、ぜひ彼らを京都観光に誘ってほしいところだが、君からの糸が切れているのでは仕方がない。まあ、すでに来ているかもしれないしね」

「何を言ってるの」

「楽しいことになるといいな」

　仙せん谷たには小さな声で言って、真ま里さとに向かってバイバイと手を振ってみせる。そのままお姫様のあとに続き、横に並んだ。風雨の中遠ざかっていく二人の背中を数秒見つめてしまってから、真里は声を張りあげた。

「やめなよ、戻っておいで！　仙谷なんかについていっちゃ駄だ目めだ！」

　お姫様の背中が微かすかに揺れたように見えた。だが、立ち止まったり迷ったりする様子はなかった。

　お姫様の首にかかった縄に引きずられるように、また虚うつろな目の少女の姿が見えた。お姫様の背中にくくりつけられているかのように、後ろ向きにずるずると引きずられていく。少女の首が縄の内側にあるため、惨むごい絞首刑にあっているみたいだ。

　その虚ろな少女の霊れいは、制服を着ていた。赤系のチェックのスカートに、えんじ色のリボン。見覚えのある制服だった。

（あのお姫様、ひょっとしたら）

　はっと思い至ったときには、すでに二人の姿はなかった。どうしようもなくて、真里はとぼとぼと店の中に戻る。全身からしたたる水で床が濡ぬれた。

　しゃがみ込んで、お姫様が落としたパンの代金を拾っていると、強い後悔の念がわき上がってきた。

　あのお姫様を仙谷と一緒に行かせてよかったのだろうか。そりゃあ、彼女は自分の意志で仙谷についていっているように見えたし、むしろ仙谷に支えられてようやく立っているような感じだった。だけど、あんな状態の彼女をみすみす行かせて、本当によかったのだろうか。力ずくでも止めるべきじゃなかったんだろうか。

「わ、森もり山やまさん何してるの。ずぶ濡れじゃないか。外に出たの？」

　顔を上げると、店の奥から店長が出てきたところだった。頭頂部はあまり豊かではないが、心とパンづくりの才能は豊かな人だ。彼はおろおろしながらタオルを持ってきてくれた。

　真里は小銭をぎゅっと握りしめ、店長を見上げた。

「店長。電話帳ありますか」




　　　　　　＊




　何な故ぜか、離れていてと言われた。

　純じゆんは綾あや佳かの背中を、数メートル離れた位置から眺ながめる。綾佳は妙に時間をかけて〈モノ〉を喰くうと、小走りで純のところへ戻ってきた。

　純じゆんの体がもとの状態に戻るのを待ってから、町を歩き回って二人で〈モノ〉を捜した。見つけた〈モノ〉は今のところほとんど純が喰くっていた。綾あや佳かが純にばかり譲ゆずりたがったからだ。「体調不安定なんだから、今のうちに食べておきなよ」と言って、綾佳は身を引く。最初は気き遣づかわれることに決まり悪さを感じながらも、彼女の言葉にも一理あったので一人で喰っていた。だが、たび重なるうちに、頑かたくなに純にばかり喰わせようとする綾佳に不審を感じて眉まゆをひそめた。すると綾佳はわずかに困惑した様子を見せ、「じゃあ、離れていて」と言ったのだ。

「なんで離れなきゃいけなかったわけ」

　戻ってきた綾佳に問うと、彼女は顔をそらした。

「食べるところ見られるの、嫌いなのよ」

「何を今さら」

「非常時はしょうがないけど、今はそうじゃないんだからいいでしょ。そのぐらい気を遣ってよね」

　純は肩をすくめた。

　確かに、純たちの目には、今は「非常時」というほどの状態ではないように見えた。町をうろつく〈モノ〉の数は確かに普通と比べると恐ろしく多いが、綾佳が結けつ界かいを壊した二年半前の状況と比べると、なんということもない。夜になればもっと増えるのかもしれないが、それでも、七なな倉くら家が真ま面じ目めに掃除をすれば、綺き麗れいに片づくのではないかと思えた。

　ただ、言いようのない不気味な雰囲気が町全体を覆おおっていた。今はこの嵐あらしにまぎれて見えないが、何かとんでもない事態が進行しているのではないか、そう思わせるような。

　じりじりとした焦しよう燥そうに駆られて、純は口を引き結んだ。

　ふと、綾佳が耳を押さえた。

「耳鳴りがする」

　綾佳の言葉と同時に、純も気づいた。頭の奥がじんと痺しびれるような感覚がある。大型の機械の稼か働どう音おんにも似た、内臓に響くような音を体の内側に感じる。

「なんだ、これ」

　何かが近づいてくる。

　そう感じた。綾佳も同様のことを思ったらしく、南の方角に目をやる。そちらから、何かが来る。

　引き寄せられるように、純は走り出した。土手が見える。水が流れる轟ごう音おんが聞こえる。川が増水しているのだろう。純はその土手を駆け上がった。綾佳もあとに続いてくる。

　耳鳴りがひどくなる。何かに共振しているように、純の体の芯しんが震ふるえる。

（川の下流の方からだ。何かが来る）

　純がそう思った瞬間、ひときわ強い風が巻き起こった。ごおっと音を立て、竜たつ巻まきのように激しく渦を巻いて風が巻き上がる。下に落ちる大粒の雨までが、風に煽あおられて上に上がる。

　さすがに純じゆんもよろめいた。吹き飛ばされそうになる綾あや佳かを支えようと手を伸ばすが自分も踏ん張りきれず、二人で土手の下に転がり膝ひざをつく。

　土手から落ちる寸前、人を見た。

　生身ではない。少女の姿の、霊れい的てき〈モノ〉。

　それが、巻き上がる風の中を突き抜けて飛び去っていく。

　チェックのスカートとえんじ色のリボンのついた制服を着ていた。

　だがその姿を確認できたのは一瞬で、純たちは突風に突き落とされる形で土手から転がった。

　叩たたくように水が──おそらく、雨だけではなく巻き上がった川の水もあったのだろう──多量の水が辺り一面に降ってきて、唐とう突とつに起こった小さな竜たつ巻まきは消えた。

　一瞬だけ辺りが凪ないだような気がしたが、またすぐにもとのような風が吹き始める。

「おい、だいじょうぶか」

　綾佳の肩をつかんで引き起こす。綾佳は目を押さえていた。

「痛たた……目、土入った。カラコンも多分飛んだ」

　涙目になった彼女の瞳ひとみを見ると、確かに左目のカラーコンタクトレンズがなくなっていて、濃い赤の瞳が露あらわになっていた。

「片目だけな。左右の目の色が違う猫みたいになってる。よけいに目立つから、もう取っちゃった方がいいんじゃない」

　綾佳は頷うなずき、その前に手を洗いたいわねと泥だらけの両手をはたきながら立ち上がる。

「今の、なんだろう」

「突風と一緒に突き抜けていった霊的〈モノ〉の姿、見たか？」

「見た」

「……あの制服さ、例の、修学旅行生が飛行機事故にあった学校のじゃねえの」

　事故報道が繰り返される中で、犠ぎ牲せい者しやを出した学校の制服は、テレビで何度も目にしていた。

　綾佳は表情を厳しくする。

「じゃあ、今の子は事故で死んだ……」

「かも。でも、今の現れ方も消え方も異常だったよな」

　嫌いやな感じだ。

　あの事故を免まぬかれた少女が、仙せん谷たにと一緒にいるらしいという戸と塚つかの言葉を思い出す。

「仙谷かな」

　思わずつぶやきがこぼれた。綾佳はしばらく黙っていた。二人して呆ぼう然ぜんと立ちつくしていると、綾佳がふと純の方に手を伸ばした。

　白い指が、純の髪にふれる。

「草、ついてる」

　離れた指先には、土手の草がつままれていた。なんとなく二人でその草を見つめたあと、綾佳はぱっと指を開いて草を飛ばしながら言った。

「なんとかしたいって顔してる」

　綾あや佳かは草が飛んでいった方向に視線を投げている。純じゆんは戸惑った。

「なんとかって……」

「そうでしょ。なんか変だものね、ここ。もし何か悪いことが起こっているんなら、あんたはなんとかしたいんだ。いい人ぶりたいのよ」

　純は黙った。綾佳はわずかに笑った。

「そういうのも、悪くないと思うわ」

「綾佳？」

「なんとかしようか」

　その口調があまりに気軽な様子だったので、一瞬純はなんのことを言っているのかわからずに目を瞬しばたたかせた。

「なんとかしたいんでしょ。〈モノ〉を喰くうだけ喰って逃げたくはない気持ちになってる。仙せん谷たにが……ううん、もしあいつじゃないとしても、誰だれかがここでよくないことを起こそうとしていて、自分たちにはそれを防ぐことができるかもしれないのなら、そうしたいって思ってるんでしょう。なら、なんとかしようか」

　純はたじろいだ。綾佳の、妙にすっきりした、何かを吹っ切ったような表情に不安すら感じた。

「でも、なんとかするっつったって……」

　純は言いかけて、ふと綾佳の胸元に視線を落とし、眉まゆを寄せた。

「お前、その服、どうした」

「え？」

「血がついてる」

　綾佳の着ている薄い青のブラウスの胸の辺りに、赤黒い血がついていた。綾佳はさっと表情を変え、胸元を手で押さえる。

「ああ……多分、純の手の血じゃないの」

　純は眉をひそめ、また傷が開いたときにそなえてハンカチを巻いたままにしてある手を見た。

　そうだっただろうか。あの時から血はついていたのだろうか。

「そうか、悪い」

　訝いぶかしく思いながらも軽く謝ると、綾佳は首を横に振った。その様子は何かにせきたてられているように見えた。

「私、光こう陵りよう会かいに連絡取って、仙谷の行方ゆくえを探ってみる。純はこのまま〈モノ〉を捜して。今の霊れい的てき〈モノ〉が去っていった方向を注意してみるといいかもしれない。もしまた力がなくなるようなことになったらすぐに安全な場所に避難すること。お互い無理はしない。待ち合わせ場所は、さっきちょっと入ったホテルのラウンジ……もし部屋が空いていたら、フロントに伝言残して部屋取った方がいいわね。ひとまず次の待ち合わせ時間は明日の朝七時。どう？」

　一気にまくしたてられて、純じゆんは慌あわてた。ちょっと待てよと言うが、綾あや佳かはすでに踵きびすを返して歩き始めている。純は声をあげた。

「綾佳！　お前、どうした」

　綾佳は立ち止まり、純を見た。赤い左目が純を刺す。

「どうもしないわ。ただ、ここで逃げ出して後々まで後悔するのは嫌いやだと思ったのよ」

　それだけ言うと、綾佳は離れていった。その背中を見つめながら、純は水み藤とうと決別した夜に綾佳が言ってくれた言葉を思い出していた。

（私は、あんたがあんたである限り側そばにいるから。私のことは見なくて平気よ。見てなくたってちゃんと側にいるから、安心しなさいよ）

　見てるよ。

　純は奥歯を嚙かみしめた。

　見てるよ。お前がなんと言おうと見ているから、勝手にいなくなったりするなよ。
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　デパートのトイレで、綾佳は濡ぬれた服を着がえた。色は黒。血がついても目立たないようにするためだ。

　白い洗面台に手をついて、綾佳はうなだれた。

　一緒にいながらごまかし続けるのは、もう限界だった。

　綾佳は、〈モノ〉が喰くえない。

　飢うえていたのにもかかわらず、〈モノ〉が喰えない。

　それを思い知った瞬間の途方に暮れた気持ちがよみがえって、綾佳は深いため息をついた。

　純にばかり喰わせ続けることも不自然になって、綾佳は小さな半物質的〈モノ〉を喰おうとした。駅のホームで霊れい的てき〈モノ〉を喰いそこねた件があったため、本当は〈モノ〉を喰おうと試すのは一人の時にしたかったのだけれど。

「離れてて」

　綾佳はそう言って純から遠ざかり、彼に見えないように、もし喰うのに失敗してもすぐにばれないように気をつけて、〈モノ〉を喰おうと試みた。

　その結果が、これだ。

　綾あや佳かは血に汚れたブラウスを洗面台にかけた。

〈モノ〉を喰くえなかった。喰おうとするとたまらなく気分が悪くなってしまい、結局純じゆんに隠すため、〈モノ〉は喰わずに殺した。その時の返り血が、綾佳のブラウスを汚していた。

　今の、〈モノ〉を喰えない状態が、治るものなのかどうかもわからない。もしかしたら、これ以上変化できなくなった体が、飢うえとは裏腹に〈モノ〉を拒否しているのかもしれない。そうだとしたら致命的だ。

　今は純に知られたくないと思った。心配をかけたくないだとか、そんな殊しゆ勝しような思いからではない。ただ自分勝手に我が儘ままに、この状態を純に知られるのは嫌いやだと思った。

（せめて、この件が純の気のすむように片づいて、ここを離れるときまでは）

　なんとかしようだなんて、能天気なことを言った。自分の身一つ守りきれる保証もなく、よそのことにかまっている余裕などどこにもないのに。

　けれど、純がどうしたいと思っているか、わかってしまうのだ。そしてさらに救えないことに、自分は純の思う通りにしてやりたいなどと願ってしまっている。

　綾佳は、鏡に映る赤い二つの瞳ひとみを見み据すえ、さっき服と一緒に買ったサングラスで、人でない印のようなその瞳を覆おおった。




　デパートの地下の電話ボックスの中で、綾佳は問い合わせて調べた光こう陵りよう会かいの電話番号のメモを見つめ、受話器を取り上げた。

　光陵会が不振となり、信者が離れているらしいという話は聞いていた。仙せん谷たにはまだそこにいるのだろうか。

　電話に出た女の声は、奇妙に感じるほどの明るさとやわらかさをもって綾佳を迎えた。だが、綾佳が仙谷と話したいという段になって、急激に曇った。

『どのようなご用件でしょう』

「本人に話します。早はや瀬せから電話だと伝えていただければわかるはずです。そちらにはいらっしゃらないんですか」

『ご用件はまずこちらで承うけたまわりますので』

　これは無理かな、と綾佳は半ば諦あきらめかけた。会社の受付に行って、いきなり社長を出せと騒ぐようなものだったかもしれない。

　それに、仙谷が本当にこっちに来ているのだとしたら、今電話に応対している彼女はその詳細を知らないだろう。

「それじゃあ、伝言をお願いします」

　綾佳は言った。受話器を握り直し、対決するような気分で背筋を伸ばし、息を吸い込んだ。

「早瀬です。……二年と数カ月前にお世話になった、早瀬綾佳です。もしあなたが私たちを捜しているのなら、受けて立ちます」

　受付の女性は仰ぎよう天てんしたようだった。わけはわからないが、幹部の仙せん谷たにが捜している相手からの電話であることは理解したのだろう。少し待ってほしいと言われ、バタバタと落ち着かない物音がしたあと、別の人間の、今度は男の声が聞こえてきた。

『あんたは……北海道の……』

「どうも。もしかしたら会ったことがあるのかしら？　あの時の北海道で。あなたもモノ祓ばらい師？」

　男は黙った。図星なのだろう。北海道で綾あや佳かたちを狙ねらって罠わなを張っていた仙谷は、数人の信者とモノ祓いの力があるらしき者たち──おそらくは幹部仲間だったのだろう──を使っていた。今電話に出ているこの男は、多分その中の一人だ。

　ほんの四、五秒の沈黙だったが、電話だとどうしようもなく長く感じた。

『仙谷なら、ここにはいない』

　男は緊張した声で、ゆっくりと言った。

「……どこにいるの」

『知らない。我々にも行き先は告げなかった』

「家出？」

　揶や揄ゆするようなつもりで訊きいたのだが、男は真ま面じ目めに受けとめたようだった。そのようなものかもしれない、と硬い声で返された。

　仙谷は、光こう陵りよう会かいを捨てたのだろうか。自分の力が生かせる場所として、光陵会という宗教団体を選び、その維持拡大のために無む謀ぼうな行為をも行っていた彼は、もうその船を乗り捨ててしまったのだろうか。

『あんたも、仙谷を捜しているのか』

「も、って」

『モノ祓い師の女が、仙谷の行方ゆくえを知ろうと探りを入れてきたことがあった』

　戸と塚つかだろうか。綾佳はとっさにそう考える。

「彼女にも同じように答えたの」

　少しの間があった。

『……そうだ。私たちは彼の行方を知らない。むしろ、お前たちの方が心あたりがあるんだろう』

「彼女は何か言っていた？」

『京都の方にいるんじゃないかと考えているようだった。お前もそうなのか』

　綾佳はそれには答えず、考えながら受話器を持ちかえた。

「仙谷からは、もう連絡が来ることもないの？」

『ごくたまに、事務的な連絡のために電話が来ることはある』

　綾佳は少しの間迷ったが、賭かけるようなつもりで言った。

「もし、明日中に連絡があったら伝えて。二年半前に壊れた場所で待ってる」

『壊れた場所？』

「そのまま伝えてくれたらわかるはずよ。……わかんないようだったら別にいいし」

　二年半前に壊れた場所。それは、あの日綾あや佳かが壊した結けつ界かいがあった場所のことを示したつもりだった。おそらく仙せん谷たにならば、あの日にどこで何が起きたのか、詳細に調べているだろう。

　誰だれにでもわかる場所を指定すれば、危険が増すような気がした。所しよ詮せんは浅い小細工でしかないけれども。

「時間は……二十七日の午前零時に。それまでに連絡がなかったらもういいわ。別の方法を考えるから」

　電話の男は了承した。最初の戸惑いの色は薄れ、淡々とした口調になっていた。

　電話を切ったあと、綾佳は電話機を見つめてぼんやりと思った。

　今の男はきっと、かつては仙谷の夢の舟に同乗していたのだろう。その舟を乗り捨てたのは仙谷の方だったのだろうか。それとも、彼らが仙谷を舟から追い出したのだろうか。

　綾佳にとっては、どうでもいいことだけれど。
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　真ま里さとには車のことはさっぱりわからない。以前、真里の勤めるパン屋にバイトに入った女子大生が、今の彼氏の車のダサさとこの前合コンで知り合った男の車のカッコよさについて語っていたが、彼女が発する車の名前は真里にとっては何かの呪じゆ文もんのようにしか聞こえなかった。

　だけど、今真里を乗せて走っている車が高級な車であるだろうことはわかった。黒く光る、胴が長い車だ。運転席が普通とは逆だ。こんな車に乗っているのは社長かやくざのどっちかだ。と、真里は偏見に満ちた頭で考える。

　バイトが終わったあと、真里は店長に貸してもらった電話帳で「七なな倉くら」という家を探した。以前一度、真里を助けてくれた七倉和かず巳みという人を見つけ出して、今日真里が目撃したことについて話すつもりだった。

　あの時聞いた話では、七倉和巳自身は東京に住んでいるが、彼の親しん戚せきがたくさん京都にいるとのことだったはずだ。それなら電話帳で七倉家を探して連絡し、七倉和巳とコンタクトを取れないだろうかと思ったのだ。

　だが、その糸は想像以上にあっさりとつながった。電話の相手が七倉和巳を知っているようだったので、自分の名前と連絡先を伝えてもらおうとしたところ、折り返す電話を待つこともなく、その電話口に本人が出たのだ。

　車はやがて、巨大な屋敷に到着した。促うながされて車を降りた真ま里さとは、呆ぼう然ぜんと屋敷を見上げる。

　北海道育ちの真里は敷地の広い家は見慣れているが、これは桁けた違ちがいだ。嵐あらしの効果もあって、その家は恐ろしい殿とのが住む武家屋敷に見えた。

　さしかけられた傘かさは風圧で歪ゆがんでいる。車から屋敷の玄関に着くまでの短い間に、真里の服はすっかり濡ぬれてしまった。

「呼びつけてしまってすまないね」

　玄関先でそう言って迎えてくれた男を見て、真里は何な故ぜか、胸の底からわき上がるようななつかしさを感じた。

　おかしな話だ。彼と会ったのはたった一度きり、ほんの数時間のことだったのに。

　真里は浅く頭を下げた。そのまま下を向く。

　けれど多分、今この人に感じているなつかしさは、本当は彼から連想される別の人たちに向けられたものなのだろう。

　彼らと共に過ごした時間も、たった一週間という短いものだったけれど。

　真里は七なな倉くらに連れられて板張りの廊下を進み、座敷に入った。そこには真里と変わらない年とし頃ごろの少年がいて、真里を見ると慌あわてて席を外そうとした。

「文ふみ尋ひろ、いいよ。一緒に話を聞いてくれ」

　少年は戸惑いがちに頷うなずき、真里に向かって困惑気味の会え釈しやくをする。真里も同じくらいに困惑の交じった微妙なお辞じ儀ぎをした。

「今はこの家に住んでるんですか」

　立派で古めかしい屋敷の様子に落ち着かず、足あし下もとをもぞもぞさせながら真里は訊きいた。七倉は首を横に振る。

「いいや。今は用事があって来ているだけだ。昨日到着したのだけれど、この嵐で身動きが取れないでいたところだよ。……君は、今はこっちに住んでいるのか」

　真里は頷いた。

「そうか。それなら、気をつけてくれ。しばらく夜は外を出歩かず、もし〈モノ〉を見かけるようなことがあったらすぐに連絡して。あとで私の番号を教える」

「……何が起きているの？」

　訊くと、七倉は疲れたような顔で微笑し、首を横に振った。

「それがよくわからない。だからまず、君が電話で言っていた話を、詳しくしてくれないかな」

　電話では、仙せん谷たにが妙な女の子と一緒にいたことを話しただけだった。直接会いたいと言われ、すぐさまあの社長かやくざが乗るような車が迎えに来たのだ。

　真里は座ざ布ぶ団とんの上に座り直し、今日店に来た少女と仙谷の話をできるだけ詳しく語った。

「吉よし永なが絵え梨り香かだ」

　真ま里さとが話し終わってまず口をきいたのは、七なな倉くらではなく、少し離れて聞いていた、文ふみ尋ひろと呼ばれた少年だった。

「吉よし永なが絵え梨り香かって、あのお姫様の名前？」

　真里が思わず訊きくと、文尋は首を傾かしげた。

「お姫様？」

「ふわふわの長い髪してて、童話に出てくるお姫様みたいだったから」

　文尋は一つ頷うなずく。

「その人、例の高校の二年生で、一人生き残った子だよ」

　真里は頷いた。やっぱり、という気持ちではあった。吉永絵梨香に取り憑ついていた少女の制服は、何度もニュースで見た、修学旅行生が飛行機事故にあった笹ささ元もと高校のものだった。

「なんであの子、仙せん谷たになんかと一緒にいたの」

「……仙谷は、彼女を利用するつもりだろうな」

　七倉の言葉に、実際に利用された経験のある真里は顔をしかめた。

「どうやって？」

「吉永絵梨香を使って、結けつ界かいを壊すつもりかもしれない。仙谷は、二年半前のような事態を引き起こそうとしているんじゃないか」

　文尋が表情を強こわばらせ、声をあげた。

「なんでそんなこと」

「多分、目的はキメラたちだろうな。あの三人に、餌えさを与えるつもりなのかもしれない」

　あの三人。

　その言葉に真里は息を吞のむ。また、仙谷が彼らを狙ねらっているのか。

「それに、吉永絵梨香を使って結界を壊すつもりって、どういう意味ですか。どうやって？」

　七倉は文尋の質問に答えず立ち上がった。

「文尋、晴はる輝き伯お父じさんにこのことを知らせて、人を集めさせるんだ。急いだ方がいいのかもしれない」

　文尋はわけがわからないといった顔をしながらも、それ以上食い下がることはなくあわただしく部屋を出ていった。

　七倉と二人残された真里は、そっと尋たずねる。

「また、私や伯父さんみたいな人が出るの？」

「そうならないよう努力するつもりだよ。……森もり山やまさん、今日は遅くなったしこの天気だ。問題がないようなら泊まっていくといい」

「うん、泊まっていきます。これからどうなっちゃうのか知りたいし」

　言うと、七倉は少し困った顔をした。

「だが、明日の朝には帰るんだ。ちゃんと送らせる。知らせてくれて助かった。礼を言うよ」

　七なな倉くらの言葉の端に、真ま里さとを排除しようとするような色を感じて、真里はわずかに表情を硬くした。

「……言われなくたって帰ります。明日も、仕事あるし」

「そうか」

「私は、それでご飯食べているんだから」

　七倉はやわらかく微笑ほほえんだ。だが真里は硬い表情を崩さないで七倉を見る。

「でも、綾あや佳かさんたちに何かあるのなら、何を投げ出しても駆けつけるよ」

「……」

「私は、あの人たちのおかげで、生きているんだから」

「彼らがいなければ、君は最初から生死に関かかわるような状況に陥おちいらずにすんだ」

　真里は小さく頷うなずく。だが、強く言った。

「そうかもしれない。でも私はそれでも、あの人たちのおかげだって思ってるんだ」
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　また一人、暗い闇やみの中から引っぱり出す。

　体がずんと重くなった。呼吸ができなくなり、助けを求めるように絵え梨り香かは右手の温かさにすがる。その手が力強く絵梨香を引き戻す。

　ひゅっ、と、ようやく空気が喉のどに入り、絵梨香は荒く呼吸する。

　ベッドの上に仰あお向むけになっている絵梨香を、仙せん谷たにがのぞき込んでいる。だが、電灯の光がひどく弱くなっているみたいに、視界が暗くて仙谷の表情がよく見えない。どきりとした。

「よくがんばった。また一人、君の手によって救われた」

「仙谷、さん……」

「うん？」

　絵梨香は手を伸ばし、仙谷の頰ほおにふれた。指先にはしっかりした皮ひ膚ふの感触が感じられるが、目に映る仙谷の顔は薄闇の中にあって頼りない。

「目が」

　絵梨香は目元をぬぐった。またいつものように涙が流れていたが、それをふき取っても目の調子は戻らない。

「目が、よく見えない」

　恐ろしくなって、絵梨香は仙谷の腕を強くつかんだ。絵梨香の額に大きな手が当てられ、その手はゆっくりとすべって絵梨香の目を覆おおい隠す。

「君が背負った同級生の魂たましいの重みのせいだろう。大丈夫、君が背負った魂をすべて浄じよう化かさせたらもとに戻る」

「浄じよう化か……できるの？」

　言うと、仙せん谷たにが息だけで笑った。空気が微かすかに揺れる。

「もちろんだよ。だが、それをするのは今じゃない」

　あんな暗くて恐ろしい場所で苦しみ続けているみんなを救えるのならば、自分の体にかかる負担などなんてことはないと思っていた。けれど、暗くなった視界に、絵え梨り香かは恐怖を感じていた。弱くなった目は、息苦しいほどの不安感を絵梨香に与えた。

「このままどんどん見えなくなっていくの？」

「……そうだな、彼らを浄化するまでは、視界は暗くなっていく一方だろう。でも心配することはない。僕が君の目になる」

　いつもはいっぺんに絵梨香を安心させる彼の声も、今回ばかりは心を緩ゆるませてくれない。

　手放しで信じることができなくなっているのは、昼間のことがあるからだろうか。

（やめなよ、戻っておいで！　仙谷なんかについていっちゃ駄だ目めだ！）

　嵐あらしの中、風の音をかき分けて絵梨香の耳まで届いた、パン屋の少女の声を思い出す。

「一度浄化してしまうわけにはいかないの？　今呼び寄せることができた人たちを浄化して、残りの人たちはまた一から呼ぶようにはできない？」

「君は、同級生を一人残らず熟知しているのか」

「え？」

「君が、君一人で呼べる人間は限られているだろう。全員を救うためには、今君が背負っている人たちの力を借りなければならない。君がよく知らない誰だれかと、君が今背負っている誰かは親しかったかもしれない。その場合、君の力だけでなく、君が背負っているその人の力がいるんだ。ここで、背負いきれないと一度荷物を下ろしてしまえば、君には救えない誰かが出てしまう。そんなのは嫌いやだろう？」

　諭さとすような仙谷の声が響く。絵梨香は目を覆おおう仙谷の手をつかみ、そっとのけた。暗い視界の真ん中に、仙谷の顔がある。

「怖がらないでいい。体は不自由になっていくかもしれないが、代わりに同級生の霊れいたちは、君に特別な力を授けてくれる」

「どういうこと？」

「君が背負っている霊たちの力は、君の力になるということさ。今は君の首にかけているその〝縄〟の力で抑えているが、いざというとき──例えば君に危害を加えようとしたり、君の意に染まぬことをしようとする者がいたら、その〝縄〟を取るといい。君に憑ついている同級生たちの力が、君を守ってくれるだろう」

　絵梨香は胸元に垂れている縄を見下ろした。この縄は、絵梨香を隠し、同級生の霊たちを抑え、けれどこれを外せば絵梨香に力が与えられると仙谷は言う。絵梨香にはよくわからない。

　絵梨香は目を閉じ、つかんだままの仙谷の手の甲に額を当てる。

「ねえ、仙せん谷たにさん。訊きいてもいい？」

「なんだ」

「昼間の、パン屋さんの女の子、誰だれ？」

「ちょっとした知り合いだよ」

　はぐらかすように仙谷は言う。

「『彼ら』って、誰。誰のことを話していたの？」

　食い下がると、仙谷が困ったように笑う息いき遣づかいが聞こえた。

「化け物さ」

　ぽんと放りなげられたその言葉に、絵え梨り香かは驚おどろいて目を開いた。

「魂たましいを喰くう化け物だよ。……比ひ喩ゆではなく、文字通りにね。君も気をつけなきゃいけないよ。君が救った同級生たちを食べられたりしないように」

　ぞっとして、絵梨香は自分の胸を抱だいた。仙谷はなだめるような手つきで、絵梨香の髪を指で梳すく。

「だが、化け物が悪であるとは限らない。君を救おうとやってくるだろう人々の正義が、よけいなお世話であるのと同様にね」

「仙谷さんは、その化け物のこと、どう思ってるの」

「そうだな……ただ、見たいと思っている」

「見たい？」

「私はもう飛べない。その分というわけではないが、彼らがどこまで飛べるのか見たい」

　仙谷が何を言っているのか、半分もわからなかった。けれど、絵梨香はさっきまで心を占めていた不安や恐怖が霞かすむくらいに強く、「彼ら」に対して嫉しつ妬とを覚えた。

「どうして、もう飛べないなんて言うの」

「僕はもう、居場所を失ってしまっているからな」

　その声に感傷的な雰囲気は少しもにじんでいなかったけれど、絵梨香はなんだか悲しくなった。

「……だから、私を助けてくれたの？」

　居場所を失った者同士。竜たつ巻まきに自宅が吹っ飛ばされていくのを見送ってしまった者同士。

　そんな仲間意識と同情から、絵梨香に手を差し伸べてくれたんじゃないか。

　そう思って言ったのだけれど、口に出してしまってから、自意識過か剰じような発言だった気がして無性に恥ずかしくなった。

　だが仙谷は、優しく「そうだな」とささやいた。

　彼を信じたい。できることなら彼の居場所にもなりたい。

　けれど、絵梨香の耳には、パン屋の少女の声がこびりついて離れなかった。

　──やめなよ、戻っておいで！




　　　　　　＊




　夜明け近くになって、嵐あらしは収まりつつあった。台風が過ぎようとしているのだ。

　トゲトゲとした話し合いは、まだ不満を抱かかえている者は多いもののひとまずの収まりを見て終了となった。

　優秀なモノ祓ばらい師であり、同時にやっかいの種であった七なな倉くら和かず巳みの帰還に対する本家の人々の反応は様々で、文ふみ尋ひろのように純粋に頼もしがる者もいれば、あからさまに「どの面つら下げて帰ってきた」と言いたげな顔を見せる者もいた。

　当の七倉和巳は、それらの反応をどこ吹く風で受け流し、淡々と話した。

　情報提供者の話によると、仙せん谷たに由ゆ紀き夫おは飛行機事故を免まぬかれた少女、吉よし永なが絵え梨り香かと確かに行動を共にしているらしい。そして、吉永絵梨香には死んだ同級生の霊れいが憑ついていた、と。

「目撃者の少女の話によると、吉永絵梨香は首から縄のようなものをかけていたそうです。おそらく、少女に取り憑いている同級生の霊的〈モノ〉の気配を私たちに気け取どられないようにするための工作だろうと思います」

　書いたものを読むような単調な口調で七倉は言った。座の一人が声をあげる。

「なんのためにそんなことを？」

「仙谷は、吉永絵梨香に結けつ界かいを壊させて、二年半前と同じような状態を引き起こそうとしているのではないかと考えています」

　場はざわついた。

「そんなことが可能か？」

「……飛行機事故からこっち、〈モノ〉の出現が増えているのは、仙谷本人による結界への干渉のせいであると思います。もちろん、飛行機事故が人々の心に与えた衝しよう撃げきと、学校という同じ空間で暮らしていた大勢の若者たちの死による動揺も影響していたでしょう。帰る途中に命を絶たれた者たちが、霊的〈モノ〉となって帰還しようとし、外側からこの地の結界を揺るがせてもいたのかもしれない。けれどいずれにせよ、それだけが原因だとは到とう底てい考えられない」

「仙谷が、この動揺の時期に乗じて結界を壊そうと試みたということか」

「推測ですが。……けれど、仙谷一人の力ではうまくはいかなかった。そこで、考えたんでしょう。吉永絵梨香に死んだ同級生の霊的〈モノ〉を憑けて、彼女自身を〈モノ〉のようにしてしまおうと。そうして霊的〈モノ〉によって力を得た吉永絵梨香に、結界を壊させようとしているのではないでしょうか」

「同級生の霊的〈モノ〉を一人一人見つけ出して、吉永絵梨香に憑けているというのか？」

「いえ。そんなことをしなくても、彼女に呼ばせればいい。彼女は一つ間違えば死んだ彼らと同じになっていた境界上の人です。彼女を媒ばい体たいにして──例えば、彼女に苦く悶もんする同級生たちの霊れいの塊かたまりという負のイメージを持たせ、そこから一人ずつ同級生を救い出すという強い思いを抱いだかせればいい。霊的〈モノ〉は、自分を呼ぶ境界の場に引き寄せられる。〈モノ〉に干渉する力と、多少の暗示の技術があればできる」

「お前にもできるのか」

「やろうと思えば、おそらく」

　七なな倉くら和かず巳みは頷うなずき、あまり差し迫って聞こえない声こわ音ねで宣言した。

「もし想像の通りだとしたら、事態は一刻を争います」

　それからは、激しいやりとりになった。七倉の言葉に対して疑いの声を投げる者もいたし、それに対して疑っている場合かと一いつ喝かつする者もあった。七倉和巳はもうほとんど発言せず、時々かけられる質問に簡潔に答えていくだけだった。

「万一結けつ界かいが解けたらどうする」

「だからそうならないよう動こうとしているんじゃないか！」

「もしもの話だ！　最悪の場合のことを考えるのは当然だろう！」

　怒声の間に、文ふみ尋ひろはそっと言葉を挟はさんだ。

「……もし、二年半前と同じように手に負えない事態になったら、また彼らを頼るしかないんじゃないですか」

　子供は寝ろ！　というくらいの勢いで、文尋は罵ば声せいを浴びた。

　だが最終的には、仙せん谷たにと吉よし永なが絵え梨り香かを捜す者たちと、今京都に現れてしまっている小さな〈モノ〉を処理する者たち、そしていざ結界が壊されたときのためにキメラを捜す者たちに分かれて動くこととなった。文尋は自ら、キメラたちを捜す役をかって出た。

　今さら奴やつらに協力を請こうのは危険すぎると反対する者ももちろん多かったけれど、結局は最悪の事態を考えれば、彼らに頼るより他ほかにいい方法などない。

（自分たちで追いたてておいて、困ったら引っぱり出してこようとする。本当に、勝手だな）

〈モノ〉を処理する班は、夜が一番動き時なのですでに出発している。台風は大方通り過ぎたのか、雨風はだいぶんおとなしいものに変わっていた。

　文尋は朝になったら出発する予定だった。日が昇るまでもう二、三時間しかなかったが、少しでも休もうと思い、部屋に向かった。普段は本家の屋敷とは別の家に両親と共に住んでいるが、本家の屋敷にも文尋が自由に使える部屋がある。そこへ向かう途中、客間のふすまが開いているのを見つけた。

　訝いぶかしく思って近づくと、ふすまの隙すき間まから女の子がのぞいていた。例の情報提供者の少女、確か森もり山やま真ま里さとという名前だった。

「寝てなかったの？」

　一晩泊まることになった彼女は、客用の座敷に通されていた。文尋を見上げ、真里は軽く首を振る。

「少し寝た。でも、外が騒がしくなったから。話し合い、終わったの？」

「終わったよ」

　言ってから、文ふみ尋ひろはいったん口をつぐんだ。部外者のこの少女にどのくらい話してもいいものか、判断がつかない。

「君さ、和かず巳みさんとどういう知り合いなの？」

「前、助けてもらったの。私、〈モノ〉に憑つかれたことがあったから」

　納得した。つまりは、モノ祓ばらいの仕事で知り合った子か。

　細く開けたふすまの隙すき間まから、入り口に正座している真ま里さとを見下ろす。

　パン屋で働いていると言っていたっけ。可愛かわいいが、接客には向かなそうな表情の薄い顔だ。

　真里はすっと体をずらすと、ふすまを大きく開けた。「入る？」と訊きいてくる。

　朝が近いとはいえ、夜に女の子の寝室に入るのは気後れしたが、真里のなんの色気も感じさせない淡たん泊ぱくな様子にまあいいかという気分になって、軽く会え釈しやくをすると中に踏み込んだ。

　布ふ団とんはさっきまで寝ていたのがありありとわかる様子に乱れていて、文尋はなんとなく決まり悪く視線をそらす。ものを散らかす癖くせがあるのか、部屋の端にある座卓の上には、彼女の鞄かばんの中身が散らばっていた。

「君、煙草たばこ吸うの？」

　座卓の上に、透明なケースに入った煙草を見つけて驚おどろいて真里を見た。真里は首を横に振る。

「私は吸わないよ。それは、貰もらい物」

　確かに、吸っているにしては、ひしゃげた煙草の箱を大事そうにケースに入れているのは奇妙だった。まるで、発掘された貴重な遺物を保管ケースに入れているみたいだ。

　好きな男にでももらったのかな、と文尋は想像してみる。

　真里の視線が、まっすぐに文尋に注がれていた。文尋が少し首を傾かしげると、真里は何気なく言った。

「……綾あや佳かさんたちのこと、捜すの？」

　ぎょっとした。

　あわあわとみっともなく口ごもりながら尋たずねる。

「綾佳さんって、どこの……」

「早はや瀬せ綾佳。と、あと二人」

「なんで、知ってるの」

「前にちょっとだけ、一緒にいたことがあるから」

　呆ぼう然ぜんと訊いた文尋に、真里はあっさりした口調で答えた。

　多分、彼女が和巳さんと出会ったのは、ただのモノ祓いの依頼ではなかったのだろう。

　文尋はそう考えた。何があったのかは知らないが、そのことについて問いただそうという気持ちにはならなかった。

「あのさ、彼らのこと知ってるっていうの、この家の他ほかの人には言っちゃ駄だ目めだよ」

「なんで？」

「和かず巳みさんが困ることになるかもしれないから」

　ふうんと真ま里さとは言って、素直に頷うなずく。

「あなたも、モノ祓ばらい師っていうやつなの？」

「そう。まだ子供だって軽く見られること多いけどさ」

「いくつ？」

「十六」

「あ、一つ違いだ」

「え、君十五歳？」

「ううん。十七」

　文ふみ尋ひろは目を見開いた。十五歳としても幼く見えるのに、まさか年上とは。

　あからさまに驚おどろいた文尋に、真里は軽く口をとがらせた。

「私は成長が遅れたの。これからまだ伸びる予定」

「そう……ですか。すみません」

「なんで急に敬語」

　真里はちょっと笑った。文尋はどきりとする。表情に乏しい子だと思ったけれど、普通に笑えるんじゃないか。

「……あのさ、私は明日帰らなきゃならないんだけど、もし何かあったら教えてもらえないかな」

　遠慮がちに言われ、文尋は思わずきょとんと彼女を見返した。

「何かあったらって」

「綾あや佳かさんたちに何かあったら、知りたいんだ。他のことはいいから」

　真里の目は真剣だった。ぎゅっと握りしめた両の拳こぶしを、膝ひざの上に置いている。

（キメラたちのことを、心配しているんだ）

　そう悟って、文尋の心にじわりと温かいものがわいた。なんだか、同志に出会ったような気持ちがした。

　七なな倉くらの家では、キメラたちに同情を寄せることは悪いことであるかのようにみなされる。もしかしたらそれは、深いところでは彼らに対する申し訳なさの裏返しなのかもしれないけれど──とにかく本家では、キメラに対する同情はタブー視されていると言っていいくらいの空気があった。

　けれど、この目の前の少女は、純粋に彼らの心配をしている。

「彼らと、親しかったの？」

　尋たずねると、真里は少し困ったように沈黙した。

「……親しかったかどうかはわかんない。一緒にいた時間は少しだけだったし。でも、大事にしてもらったって思ってる」

　誠実な答え方だった。

　文ふみ尋ひろは頷うなずき、ポケットに突っ込んでいた携帯電話を取り出して真ま里さとと番号を交換する。彼らに何かあったら知らせると約束した。

「俺おれ、朝になったら、キメラたちを……早はや瀬せさんたちを捜しに行くんだ」

「そうなの？」

「彼らは、どんな人？」

　訊きいてみると、真里は数秒考えるように沈黙してから、大事なものを取り出すみたいに、そっと言った。

「優しい人だよ」

　そっか、と文尋は答え、うつむいた。何な故ぜか、泣きそうな気分になった。
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　軽いノックの音が聞こえた。純じゆんは立ち上がり、部屋の入り口に向かう。備えつけのデジタル時計を見ると、ちょうど落ち合う予定の時刻だった。ドアを開けると、瞳ひとみの色を隠すためにサングラスをかけた綾あや佳かが立っていた。

「無事？」

　サングラスを引き抜き、純の顔をまじまじと見ながら綾佳は言った。やたらと心配されているのが居心地悪くて、「無事」と短く返した純の声は、ややふてくされたものになった。

「部屋、どうしようか迷ったけど、どうせ一時的な拠点にするだけだろうから一室しか取らなかった。もしなんなら……」

「ベッドが二つあるならそれでいいわよ」

　純の言葉を、綾佳はどうでもよさそうに遮さえぎって言う。

　同居生活もいい加減長いのは確かだが、恥じらいもへったくれもあったもんじゃねえ、と、純はひそかに嘆息する。

「それで、そっちはどうだった」

「仙せん谷たには行方ゆくえ不明。光こう陵りよう会かいの幹部っぽい男と話はできたけど、その男も結局仙谷の行方は知らなかったわ。仙谷はもう光陵会は捨てる気なのかもしれないわね。教団の状態はもうがたがたで、実質解散に近いような有り様みたいだって聞いてるし」

「じゃあ、収しゆう穫かくはなしか」

「そうね。ただ、光陵会と仙谷の糸が完全に切れているわけじゃなさそうだったから、一応伝言を頼んでみた」

「なんて？」

「もし今日中に仙せん谷たにから連絡があったら、二年半前に壊れた結けつ界かいがある場所に、二十七日の午前零時に来いと伝えてくれって」

　純じゆんは口を開けた。

「お前、仙谷と待ち合わせしてどうすんだよ」

「ことの次第を問いただすのよ。決まってるでしょ。まあ、本当に今日中に連絡がつく可能性は低いと思うけど」

　また、純の心に不安がわいた。ベッドの上に座り直し、綾あや佳かの顔をのぞき込む。

「お前、何か焦あせってないか」

「焦ってるかもね。あんまりここに長居したくないし」

「……ここにいるのが嫌いやなら、もう去ってもいいんだ。〈モノ〉喰くうだけなら、いくらか喰えたし」

「後悔するのは嫌だとも言ったでしょ。あんた、結構あとから悩むタイプじゃない」

「俺おれが後悔しないようにしてくれてるわけ？」

　ぷつりと沈黙が落ちた。綾佳の赤い瞳ひとみとじっと向き合う。ふと、綾佳は笑った。

「そうよ」

「そら、お世話さまで」

「言ったじゃない。あんたのこと、守るって」

　冗談めかした声で言われて、純はそれ以上たぐり寄せる糸を失い、軽く肩をすくめた。

　綾佳を見つめていると、不意に奇妙なことに気づく。

「綾佳、お前本当に〈モノ〉喰った？」

「え？」

「今お前、俺よりだいぶん弱いだろ」

「不安定なあんたよりだいぶんマシよ」

「じゃなくて、今現在。力失ったりしてない、普通の状態の今の俺と比べて」

　綾佳は困惑げな表情を見せた。

　純が町中を回って〈モノ〉を捜し、喰っている最中、綾佳は光こう陵りよう会かいの探りに回ってくれていた。けれど、それにしても──

「……前さ、京都に来ると、時々観光したじゃない。十じゆう文もん字じくんも、水み藤とうくんもいて、大学にも通ってて、七なな倉くらさんの用意してくれたマンションで四人で住んでいた頃ころ。モノ祓ばらいの仕事で京都に来ると、そのついでに観光して帰ったりした」

「あ？　ああ」

　突然の話題転換に、純は訝いぶかしく思いつつも頷うなずく。

「お寺の庭園、すごく綺き麗れいなんだけどさ、長く伸びた木の枝には……あっちこっち支え棒がしてあるのよね。それで、木の方も支えられているのを前提にして成長していくから、無理な方向に枝を伸ばしていって、もう支え棒なしでは一人で立っていられない木になってるの」

　そういえば、そんな光景もあった。美しく作り込まれた庭園の木々を支える、何本もの棒。

「それがどうした」

「だからつまり、あんたは基底となる〈モノ〉の部分──言ってみりゃ、支え棒の数が私より多いわけで、その分長く枝を伸ばして、強くなった。けど、支え棒を頼って伸びてるんで状態は不安定。私はそんなに支えが多くないんで、〈モノ〉を食べてももうこれ以上は育つことができません。代わりにあんたよりは安定してる。そういうことじゃないのっていうたとえ話よ。以上」

　綾あや佳かは一方的に話を打ち切ると、バスルームに消えた。湯を使う音が聞こえてくる。

　純じゆんは綾佳の話を反はん芻すうしていた。

　支え棒か、と純は考える。綾佳が支え棒のない、これ以上成長できない木だとすると、彼女はもう〈モノ〉を喰くっても、変わらずにすむのだろうか。

　純はベッドに仰あお向むけに横たわり、蛍光灯の明かりに自分の手をかざした。

　完全ではないが、純のここしばらくの空腹は満たされつつあった。劇的な変化があったわけではないが、満たされた分、力となった。

　綾佳はどうなのだろう。体の変化はともかくとして、彼女は満たされているのだろうか。まるで空腹時のように綾佳が弱っていると感じるのは、支え棒の多い自分の錯さつ覚かくなのだろうか。

　シャワーの音が止まって、綾佳が出てきた。

　気がつけば、窓の外に聞こえる雨の音が小さくなっていた。台風はだいぶん力を弱めているようだ。

　バスルームから流れてきた石せつ鹼けんの匂においのする湯気が部屋に漂う。勢いをやわらげた雨が屋根や地面を叩たたく音を聞きながら、二人はしばらくの間黙っていた。

　やがて、隣のベッドの上で髪をふきながら、綾佳がぽとりと何かを落とすように言った。

「一つだけ訊きいてもいい？」

「何」

「東京にいる間、あの幼なじみの彼女に会いに行ったり、した？」

　純は目を見開いて綾佳を見た。考えてもみなかった──と言えば噓うそになるが、本当に実行しようとしたことは、一度もない。

「しないよ」

「なんだ。のろま」

「お前な」

　怒ろうかと思ったが、綾佳の表情を見たら、そんな気は残らず失うせた。

「あんたが東京に住みたいって言ったのは、あの子に対する未練じゃないの」

「……どうかな」

　ごまかしたわけではなく、本気でわからずそう答えた。綾あや佳かは苦笑した。

「ちょっと寝れば。もう朝だし、〈モノ〉の動きも鈍るでしょ。あんた最近活動力が低いんだから、今のうちに寝て力ためときなさいよ」

「お前は俺おれのハハオヤか」

　そういえば俺も似たようなことを言われたことがあるな、と、口に出したあとで気づいた。

「綾佳」

「ん？」

「水み藤とう、こっちにいるな」

　京都に来たときから感じていた。気配のわかりにくいこの土地でも、近くにいればお互いのことはわかる。

　そうだね、と、小さな声が返ってきた。

　戸と塚つかは、水藤を捜しているのだろうか。

　純じゆんは目をつぶり、眠りに向かいながら考えた。

　この距離ならば、純と綾佳には、水藤を見つけ出すことができる。戸塚が水藤に会いたいというのならば、案内してやることもできる。

　だが、純は決してそれをしない。

　会うことが、彼が今どういう状態にいるのか見てしまうことが、ただ怖い。
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　外からでも並べられているパンが見えるように、店の前面はガラス張りになっている。「ベーカリー・ブラウン」という、パンをかたどった看板から、雨がしたたっていた。

　絵え梨り香かはそっと近づき、ガラス越しに中の様子をうかがう。昨日の女の子がカウンターにいるのが見えた。

　うしろめたさが絵梨香の背中を刺す。やっぱりこのまま戻ろうかと気持ちがくじけた。

　絵梨香は仙せん谷たにの留守中に、こっそり部屋を抜け出していた。

　今け朝さ仙谷は「少しの間部屋を空けるよ」と言って出ていった。行き先は聞いていない。ただ、おとなしく留守番することを約束した。

　それなのに、絵梨香は今ここにいる。重くて自由にならない体を、半ば引きずるようにしてまで。

（どうしても、気になったんだもん）

　罪悪感を押し殺して、絵梨香は自分にそう言い訳する。

　一人で外をうろつくのは危険だとわかっている。部屋には、絵梨香を隠すための仕掛けがされているけれど、外に出てしまえば、絵え梨り香かを守るのは仙せん谷たにが首にかけてくれたこの縄だけだ。

　手で、首にかかる縄にふれる。ざらりと粗あらい感触が指を刺す。こんなものを堂々とかけていると目立つことはわかっていたので、今日は上に薄いベストを着て、できるだけ縄を隠していた。

　昨日、隠れ家を移動する途中で一人でパン屋に入ったことだけでも叱しかられたのに、留守中に一人で出歩いたりして……呆あきれられて見捨てられるかもしれない。

　しかも、昨日のパン屋の子に会いに来たなんて。

　──やめなよ、戻っておいで！　仙谷なんかについていっちゃ駄だ目めだ！

　絵梨香は頭を一つ振る。

（違う。別に私は、仙谷さんのことを疑ってるわけじゃない。ただあの子は、仙谷さんのことを知ってる。私はあの人のことを知りたいだけ。疑っているからじゃなくて、もっとよく知りたいから、だから来たんだ）

　今日は嵐あらしも収まりつつあるためか、他ほかにも客が入っていた。絵梨香は躊ちゆう躇ちよする。話ができないのなら会っても仕方がない。

　迷っていると、肩を軽く叩たたかれた。ぎくりとする。

　知り合いか。

　固まったまま、とっさにそう思った。

　もし知り合いに見とがめられたんだったら、どうしよう。走って逃げられるだろうか。

　だが聞こえてきた声は、知らない女の人のものだった。

「吉よし永なが絵梨香さんね」

　心臓が跳はねる。絵梨香は振り向き様に飛び退のいた。

　背後に立っていた女は、一見絵梨香と同じくらいの年とし頃ごろに見えたが、その表情はもっと年上の女性のようでもあった。真っ黒な髪をしている。日本人形みたいな雰囲気の人だ。

「あなた、誰だれ」

　絵梨香はおそるおそる訊きいた。頭はすでに、一人で抜け出してきたことを後悔している。

「戸と塚つかといいます。あなたのご家族に、あなたを捜し出すことを約束したの」

　息が詰まった。逃げ出そうとするが、体が重く、思うように動かない。戸塚も絵梨香が逃げようとすることは予測していたようで、すばやく退路をふさがれた。

「待って。落ち着いて話を聞いて。時間がないの。あなたが一緒にいる男は危険よ。彼のところへ戻っては駄目」

　まただ。

　また、知らない女の人が仙谷は危険だと絵梨香に告げる。

　戸塚と名乗った女は、なんだか急いでいるみたいで早口に続ける。

「あの人は、光こう陵りよう会かいという宗教団体の幹部だったの。彼は幽ゆう霊れいを使うことができる。その力で信者に幽ゆう霊れいを取り憑つかせ、神秘体験だと錯さつ覚かくさせる手を使っていた。彼が今あなたにしていることも、それと同じようなものなのよ。今あなたの体に憑いているのは、確かに本物の、あなたの同級生よ。だけど、仙せん谷たにがあなたに同級生の霊を憑けたのは、彼らを救うためじゃない。利用するためなの」

　わけがわからなかった。

　追い詰められた気分で泣きそうになりながら、絵え梨り香かは素直に「わけがわからない」と言おうとする。だがそれより早く、戸と塚つかは頷うなずいた。

「ああそうよね。いきなりこんなこと言われても困るわね。でも今は急いでるの。仙谷があなたを迎えに来る前に、ここから逃げないと。私は光こう陵りよう会かいから、仙谷が関西に所有している不動産を聞き出して、そこを虱しらみつぶしにして、あなたたちがさっきまでいた部屋を見つけたの。あなたが一人になるときを待ってたのよ」

「どうして……」

　泣きそうになりながら、首を横に振る。戸塚は絵梨香の肩をつかんだ。彼女の目が、絵梨香の目をとらえる。絵梨香の中身を暴あばくような目で、怖くなった。

「あなたと、あなたに憑いている人たちを助けたいの。仙谷は、あなたを救いたいんじゃないのよ。彼にとって、あなたは生け贄にえなの」

「嫌いや！」

　絵梨香は戸塚の手を振り払った。彼女はさらに何かを言おうとする。もう聞きたくなくて、絵梨香は首にかけていた縄をつかんだ。戸塚の顔が強こわばった。

「待って！」

　制止を聞かず、絵梨香は縄を首から外した。絵梨香の周りにぴったりとくっつき、絵梨香の体を重く、苦しくさせていたものが一気に膨ぼう張ちようし、周りが黒いもやのようなもので包まれた。

　戸塚が呻うめき、よろめいた。

　絵梨香もふらふらとしながら、戸塚から離れる。

　その時、店の自動ドアが開いた。

　飛び出して来たのは、あの少女だった。仙谷と険悪そうに話をし、絵梨香に向かって、仙谷についていっちゃ駄だ目めだと叫んだ、あの少女だ。

　少女もまた、店から出るなり、絵梨香の発する黒い空気にあてられてせき込んだ。

「あ……」

　絵梨香はこの少女に会って何を訊ききたかったのか、もう思い出せなかった。不意打ちに現れた女がめちゃくちゃなことを言うから、もう何がなんだかわからなくなってしまった。

　これ以上何も聞きたくなくて、絵梨香は踵きびすを返す。

　だが、後ろから肘ひじをつかまれた。見ると、パン屋の少女が気分の悪そうな、蒼そう白はくな顔をしながらも、絵梨香をつかまえている。

「私は、人を殺したことがあるの」

　唐とう突とつに、少女は言った。絵え梨り香かは目を見開く。耳を疑うような言葉だったが、少女の目はこれ以上なく真剣だった。

「あなたは、そうなっちゃ駄だ目めだ。このままじゃ、あなたも私と似たようなことをしちゃうかもしれない。もう仙せん谷たにのところに戻っちゃ、駄目だ」

「やめてよ！」

　絵梨香は少女を突き飛ばした。そのとたん、絵梨香の全身を包む黒いものが少女とその後ろにいる戸と塚つかに、消火器から噴射された粉末のように降りかかった。二人は崩れるように膝ひざをつく。

　絵梨香は走った。

　走ったつもりだったけれど、実際は足を引きずりながらなんとか前に進んでいるにすぎなかった。それでも、パン屋の少女にも戸塚にも追いつかれることはなかった。

　だんだんと目の前が暗くなり、絵梨香は自分がどこを走っているのかわからなくなってくる。

　視界がまた、暗くふさがっていっているんだと気づき、ぞっとした。

（どうしよう。勝手に縄を外したりしたから、よけいに負担がかかっちゃったのかもしれない）

　今目が見えなくなれば、帰れなくなる。

　絵梨香の恐怖をよそに、視界から光が消えていく。

　降りそそぐ雨が、レインコート越しに絵梨香の頭や肩を叩たたく。雨雲がどんどんどんどん濃くなって、夜のように暗くなっていくみたいだ。けれど実際は雲が厚くなっているわけではなく、暗くなっていくのはただ絵梨香の世界だけだった。

（早く帰らなくちゃ。早く、早く！）

　世界が闇やみに包まれる。絵梨香の目が、ついに光をとらえなくなる。けれどその闇の中で、絵梨香はただただ足を動かした。

　走っても走っても前に進まない夢の中にいるようだ。足を動かす分だけ地面が後ろに流れているような、そんな気がした。もう、雨の音も感触もない。

　見えない中を走ることに、不思議と恐怖感はわかなかった。

　恐ろしかったのは、このままあの部屋に帰れなくなることだけだった。

（ちょっとでも仙谷さんを疑ったりして、勝手なことをしたからこんなことになったんだ）

　馬ば鹿かだ、と自分を罵ののしり、ただひたすらに走った。もう、どう行けばあの部屋に帰れるのかなんて、さっぱりわからなくなっていた。けれど何な故ぜか、光を失った目で走っていても、何にもぶつかることはなかった。絵梨香一人、異次元に迷い込んでしまったかのようだった。

　絵梨香は闇の中に手を差し出す。その手が何かにふれた。

　大きな骨張った手。その手は温かく絵梨香の手を包み込み、引き寄せた。

　絵梨香は引き寄せてくれたその腕の中に体当たりするような勢いで飛び込んでいた。けれど絵え梨り香かを抱だきとめた体は揺らがず、しっかりと絵梨香を腕の中に閉じ込めた。

「困った子だ」

　ここ数日毎日聞いていた、耳に心地よい声が聞こえた。魔ま法ほうをかけるような響き。

　奇跡だ、と思った。

「仙せん谷たにさん……？」

「家でおとなしく待っていると約束しただろう」

「ごめんなさい。でも、どうしてここに」

「君が僕を呼んだ」

　そう言う声が聞こえると同時に、頭を優しく撫なでられた。絵梨香が好きな、やわらかな感触だった。

　絵梨香は仙谷の腕に半ば抱かかえられるようにして歩き、車らしきものに乗せられた。エンジンがかかる音がし、体が前に進む感覚があった。

「どこに行くの」

「本当はもう少し時間をかけるつもりだったのだけれど、こうなってしまったからには仕方がない。今からある場所に行くよ」

「ある場所？」

「大きな力が眠っている場所さ。君はそこで、眠っている力を解き放つ」

「なんのために？」

「救うためさ」

　明確な説明はされなかった。怒っているのかもしれない。けれど、仙谷の声はどこかしら楽しそうにも聞こえた。彼がどんな表情をしているのか見ることはできない。

　けれどもう、深く問いただすつもりも逆らう気もなかった。

　彼に対して疑いの心を持ったことで負い目を感じていたし、疑って勝手に出ていった絵梨香を迎えに来てくれたことに感謝もしていた。

　長くは走らずに、車は停とまった。絵梨香は仙谷の手を借りて車を降りる。

　肩を抱かれて促うながされるままにしばらく歩くと、絵梨香を支えていた腕がいったん離れた。すぐに今度は、後ろから絵梨香の体に腕が回される。

「さあ、姫。手を前に出してごらん。そこに、何か網のようなものがあるのがわかるだろう」

　いきなりそんなふうに言われ、絵梨香は戸惑った。

「わからない。もう、何も見えないの」

「見る必要はない。手を出すんだ。指先に何かが当たるのを感じるはずだ。──そう。それに指をかけてごらん。フェンスに手をかけるような要領だよ。そして、それを思い切り引っぱる。引き裂さくんだ。君の、その手で」

　闇やみの中、絵梨香は熱く熱された、糸のようなものにふれた。糸は編みあげられ、ネット状になっているようだった。

　仙せん谷たにの声が、耳の奥で甘く響く。引き裂さくんだ。君の、その手で。

　──引き裂くんだ。
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　文ふみ尋ひろははっと顔を上げた。何か奇妙な気配が破は裂れつするように生まれたのを感じた。一瞬呆ぼう然ぜんとしたあと、慌あわてて走り出す。

　霊れい的てき〈モノ〉みたいだけど、奇妙に濃い気配。

　昨夜の、七なな倉くら和かず巳みの推測を思い出す。

　吉よし永なが絵え梨り香かに死んだ同級生の霊的〈モノ〉を憑つけて、彼女自身を〈モノ〉のようにしてしまおうと──

　この気配は、もしかすると。

　考えたとたん、どおんと音を立てて地面が揺れた。

　同時に、さっきとは比べものにならない大きな気配が生まれる。文尋はよろめいて、塀へいに手をついた。

「なんだ──」

　顔を上げたとたん、突風が吹きつけた。過ぎ去ったはずの台風が、気が変わっていきなり引き返してきたみたいな、そんな風が吹いた。その風は緩ゆるんでいた文尋の手から傘かさをさらい、遥はるか後方へ吹っ飛ばした。

　文尋は顔を上げる。

　開いた口の中に、雨が降り込んだ。

　まだ夕方なのに、じわじわと辺りに闇やみが下りてくる。〈モノ〉が解き放たれたのだ。

「二年半前の、繰り返しだ」

　結けつ界かいが解かれた。七倉和巳が懸け念ねんしていた事態が本当になった。

　文尋はよろめくように一歩足を踏み出す。

　行かなきゃ。そう思うのに、足がすくんでいた。

　多分今の時点で、文尋が一番破れた結界に近い位置にいる。行って、状況を確認してこなきゃ。

　萎なえかけた足を叱しつ咤たして、文尋は再び走り出した。文尋の頰ほおを、〈モノ〉の気配がぴりぴりと焼く。

　息があがった。走ったせいだけではない。解き放たれた〈モノ〉が与えるプレッシャーが、文尋を息苦しくさせている。

　暗雲に覆おおわれた空の下、ひときわ黒い塊かたまりが見えた。

　文ふみ尋ひろは立ち止まる。その闇やみの塊かたまりは、常人には見えないものだろう。だが、立ち止まった文尋の側そばに、その闇の塊をじっと見つめている人物がいた。

　長い髪を後ろで一つに束ねている男だった。整った顔をしている。陶器みたいな肌と、感情の見えない両の目が、男の顔を何か不気味なものに見せていた。

　文尋は息を吞のんだ。

　写真で、顔は知っていた。それ以上に、男が発する気配の異様さでわかる。

　彼も、結けつ界かいが壊されたことを感じて、やってきたのだろう。

　どうしよう、見つけてしまった。

　捜していたくせに、いざ目の前にすると文尋はうろたえた。

　──水み藤とう深しん矢やだ。













　　　第三章　旋回〈八月二十六日〉







　お前の独断で接触しようとしたりはするな。

　何人もの人に念をおすように言われた言葉を思い出した。だが、今はまさに結界が解かれたところという非常事態だ。本家に連絡しても、迅じん速そくな対応は期待できない。

　文尋は水藤深矢の様子をうかがいながら、必死で頭をめぐらせていた。

　もし彼がこの場を離れようとしたら、文尋一人で彼を追いきれる自信はなかった。

（優しい人だよ）

　森もり山やま真ま里さとが大事そうに言った言葉が頭の中によみがえる。結局、それが決め手となった。

「あの」

　文尋は思い切って声をかけた。声はわずかに震ふるえていた。

　水藤が文尋の方にゆっくりと視線を動かした。向けられた視線の鋭さに、文尋の体が強こわばる。

「何か」

　どう説明するのが一番穏おん当とうなのだろうかと考えながら、文尋はおそるおそる口を開く。

「俺おれ、協力してほしくて、あなたを捜していたんです。見ての通り、今、大変な事態で……」

　水み藤とうはゆっくりとまばたきをした。先を促うながすような目をして黙っている。

　文ふみ尋ひろは焦あせっていた。なんだか、妙な汗が出てくる。駅で早はや瀬せ綾あや佳かと会ったときに感じた緊張とは比べものにならないくらいに心臓が走っている。

「俺は、七なな倉くら文尋っていいます。七倉和かず巳みのまたいとこで、モノ祓ばらい師です。今、七倉家ではあなたたちのことを捜しているんです。もし結けつ界かいが破られてしまうようなことになったら、またあなたたちの力を借りるしかないから。それで、今本当に結界が破られてしまって、それで」

　しどろもどろになって、これ以上なんと言ったらいいのかわからなくなった。

　何やってるんだ。しっかりしろ。

　息を吸うと、濃い、夏の雨のにおいがした。そのにおいが、文尋を少し落ち着かせた。

「勝手なことを言っているとわかっています。でも、お願いします。助けて下さい。協力してもらえれば、今後七倉の家は、あなたたちの立場を守ります」

　最後のは、文尋の勝手な発言だ。ただでさえキメラたちを危険視する者たちが多いのだ。昨夜の話し合いでは、今後のキメラたちの立場を尊重するなどという方針は一切打ち出されなかった。

　だけど、文尋はなんとしてでもそれを実現させるつもりだった。口先だけの約束ですますつもりはない。使い捨ての道具のように、利用するだけ利用して捨てるなど、させるものかと決意していた。

　水藤はじっと文尋を見つめていたが、やがてゆっくりと言った。

「そうか、君は七倉さんの親しん戚せきか」

　七倉さん。それが七倉和巳を示しているのだと実感するまで、ほんのわずかだが時間がかかった。文尋自身も七倉姓だ。和巳のことを「七倉さん」と呼ばれることに、どことなく不思議な感覚を覚えた。そうか、彼らにとって七倉とは、七倉和巳ただ一人だったのだと理解する。

「いいよ」

　水藤はあっさりと言って、微笑ほほえんだ。

「いいよ、君に協力しよう」

　ほっとして、体から力が抜けた。文尋は露ろ骨こつにうれしそうな顔をしたのだろう。水藤に何か微笑ましいものを見るような目を向けられて、なんだか恥ずかしくなった。

「あの、あとの二人は……」

　早瀬綾佳と矢や代しろ純じゆんにも同様のお願いをしなければならない。だが水藤は首を横に振った。

「彼らは、今一緒じゃないんだ」

「え、それじゃあ彼らはどこに？」

　水藤は目を細め、すっと遠くを見た。

「京都には来てる」

　何な故ぜか、それ以上は訊きいてはいけないような空気を感じて、文ふみ尋ひろは黙った。

「それで。俺おれはあの〈モノ〉を喰くえばいいのか」

「いや、待って下さい」

　文尋は慌あわてて携帯電話を取り出した。彼と一人で接触してしまっただけでも勝手な行為だったのだ。このまま連絡も入れずに行動することはできなかった。

　連絡する相手を数秒迷い、結局七なな倉くら和かず巳みを選ぶ。本当ならキメラ捜索班のリーダーに連絡するのが筋だが、もうすでに勝手な行動を取ってしまった。ならば彼らの頭を飛び越して、一番話が通りやすそうな七倉和巳に話してしまっても、あとの面倒は一緒だ。

　コール音三回で、相手は出た。つながり方は非常に近く、少し耳を離しても聞こえるほどの音量があった。

「和巳さん、水み藤とう深しん矢やさんと接触しました」

　一瞬、電話が切れてしまったかと思うほど、しんとした沈黙が訪れた。

『接触？　今、彼はそこにいるのか』

「はい。思わぬ事態だったので。今、壊れた結けつ界かいの側そばにいます」

『代わってくれ』

　文尋は、水藤に視線をやる。電話のやりとりが聞こえていたのか、水藤は文尋が何かを言う前に、一つ頷うなずいて手を出した。

　携帯電話を手渡した文尋は、さりげなく水藤の側に寄り、耳を近づける。微かすかに七倉の声が聞こえた。

『水藤か』

「はい、お久しぶりです」

『純じゆんと綾あや佳かはどうした』

「この場にはいません。でも、京都には来てますよ」

『……では、二人と合流し、本家に来てはくれないか』

　水藤は黙った。何を考えているのか、その横顔からはうかがえない。

　風に吹かれて、背中に垂れている水藤の髪が踊った。長いな、と思う。一番最初に見た写真では、彼の髪は短く、育ちのよさそうな優等生に見えた。最後の記録写真──彼らが逃げ出す直前の写真と比べても、彼の髪は長くなっている。それだけではなく、全体の雰囲気もどことなく変質しているように感じた。

　もちろん、写真しか見たことのない文尋には、確かなことは言えないけれど。

　水藤は、ゆっくりと口を開いた。

「すみませんが、それは断ります」

『……そうか。以前の状態に、二年半前のあの事件以前の状態に戻る気は、もうないか』

「ありません。もし今、七倉さんが俺たちの力を必要としているのなら協力しましょう。〈モノ〉を喰くえと言われて断る理由はない。けれど、本家には近づきませんし、以前の状態に戻りたいとも望みません。仮に戻ったとしても、どうせ同じことの繰り返しになる」

『わかった。では、今さっき放たれてしまった〈モノ〉と、それに引きずられて出現した、小さな〈モノ〉たちの始末を頼みたい。詳しい事情は、そこにいる少年に聞いてくれ。……純じゆんと綾あや佳かには連絡を取れるか』

「ええ」

　はっきりと、水み藤とうは頷うなずいた。

『では、彼らにもそのように伝えてくれ。……ところで、君は』

　電話の向こうの七なな倉くらの声が、気き遣づかうような色を帯びた。

『大丈夫なのか』

　なんのことを言っているのか、文ふみ尋ひろにはわからなかった。だが、水藤は微笑ほほえんだ。

「おかげさまで」

『そうか。それならよかった。では、借りを返してもらおう』

　水藤は静かに通話を切った。

　彼らの間で、どんな貸し借りがあったのか文尋は知らない。けれど、漏もれ聞こえた七倉の声の様子と水藤の表情から、何か文尋には踏み入ることのできない確執と絆きずながあるのだろうと思った。

　彼の手から携帯電話を返してもらいながら、文尋は何な故ぜか胸の内がざわざわと不安げに波打つのを感じた。

　きっと、まだ緊張しているんだ。
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　遠くの空で爆発が起こり、もくもくと黒く禍まが々まがしい煙が立ちのぼるのを眺ながめる夢を見て、純は目を覚ました。

　目を覚ましたあとしばらく、何かが変だなとぼんやり考えていた。地震によって目を覚ましたのに、起きたときにはすでに揺れが収まっていたため、なんで自分がこんなふうに焦あせって起きたのかわからないような、そんな感じだった。

　ベッドから下りて、窓に近づいた。本当に大地震が起きたあとで、町が壊滅していたらどうしようと寝ぼけた頭で考えながらカーテンを開く。

　建物が崩れていることも地面が割れていることも当然なく、嵐あらしが収まりつつある分昨日よりもだいぶん平和な光景が広がっていた。

　だが、何かがおかしかった。

　はっと気づいて、ようやく目が覚める。

〈モノ〉の気配が濃くなっていた。大きな〈モノ〉の気配と、その周りにあふれている小さな〈モノ〉たちの気配。

　覚えのある様子だった。二年半前の光景が目の前に浮かぶ。

　結けつ界かいがまた、壊れたのか？

　純じゆんは勢いよく振り返った。純の隣のベッドは空だ。いつ出ていったのかまったく気づかなかったが、ベッドは整えられていて、慌あわてて飛び出していった様子はない。この状態になる前に部屋を出たのだろう。

　ベッドの上にはメモが一枚置いてあった。「先に出ます。体調注意。例の待ち合わせ場所には私が行ってみます。朝にはこの部屋に戻るつもり」

　簡潔な文章が書かれていた。純は愛あい想そのない文面を読みながら、まず彼女を捜すべきかどうか考えた。

　綾あや佳かはどう動くだろうか。今のこの状況を、どこで確認しただろう。

（なんとかしようか）

　そう言った綾佳の吹っ切ったような声を思い出した。

　なんとかしようか。──そうだ、今まさに俺おれたちがなんとかしなきゃならない状況になっているんじゃないのか。

　純は部屋を出た。どうしてこんなことになったのだろうと繰り返し考える。

（仙せん谷たにがやったのだろうか。結界を壊して〈モノ〉を外に出して、俺たちをおびき出そうとでもしているのか。けれど、どうやって。それに、一緒にいるらしいと噂うわさの、生き残り少女はどうしているのだろう。……水み藤とうは、今どこで何をしているのだろう）

　状況が知りたかった。

　結界が壊れ〈モノ〉が出現している場所へ行けば、何かわかるかもしれない。それでたとえ、仙谷が何かたくらんでいたとしても、望むところじゃないか。綾佳など、こっちから仙谷と待ち合わせをしようとしたのだ。罠わなだとしても、行って仙谷に直接会えるのならば手間が省ける。

　だがそう考える反面、また真ま里さとのときのように仙谷の思う壺つぼにはまり、他ほかの人間を巻き込むことになったらという懸け念ねんもあった。

（状況が知りたい。──七なな倉くらは、何か知っているだろうか）

　本家とは絶縁状態だと言っていた。けれどこの状況だ。力あるモノ祓ばらい師であった七倉の力は本家に必要とされているんじゃないか。彼のもとに何か情報が入ってきている可能性は大きいように思えた。

　純はロビーに下りると電話に近づき、一○四を押して七倉和かず巳みの和食器店の番号を聞き出した。受話器は置かずに手でフックを一度下ろすと、今度は今聞き出した番号にかける。だが、誰だれも出ない。時計を見ればまだ五時半過ぎ。営業時間内のはずだ。

　臨時に店を閉めているのだろうか。そう考えて、彼がこっちに来ている可能性に思いあたる。

　逃げてきてから初めて、携帯電話を廃はい棄きしたことを後悔した。七なな倉くらの携帯電話の番号は、以前持っていた携帯には登録していたものの、もうわからない。ちくしょう、電源を切るか電池を抜いた状態で取っておけばよかった。

　七倉の本家に直接近づくのは、やばいかな。

　純じゆんは考える。七倉本家に行ったことは一度もないし、詳しい場所も知らない。だが、大体の方面は聞いていたし、それだけでかい旧家ならば、タクシーに乗って方面と七倉の姓を言えば連れていってくれるかもしれない。

　しばらく迷った。七倉との接触を試みるか、綾あや佳かを捜しに行くか、直接結けつ界かいの壊れた場所へおもむくか。

　秒針が一周するくらいの間立ちつくし、結局純はホテルを出ると正面の通りでタクシーを止めた。
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　北東の方角で、爆発するように黒々とした気配が現れ、立ちのぼった。〈モノ〉だ。

　綾佳は塀へいに寄りかかり、呆ぼう然ぜんとその方向を眺ながめていた。

（何があったんだろう）

　封じられていた〈モノ〉が外に出てしまった。二年半前に綾佳がやったことを、今また誰だれかが実行したのだろう。

　出現した〈モノ〉は、二年半前のほどは大きくないように思えた。純にしろ水み藤とうにしろ、あれを喰くうのに苦労はないだろう。綾佳とて、喰うのでなければ──殺すだけならば、さほど手こずることはないはずだ。

　宙を〈モノ〉が舞う。人間の肘ひじから指の先までくらいの大きさの、鬼の形をした〈モノ〉が漂うように過ぎていく。

　綾佳はその〈モノ〉を数秒見つめたあと、そっと手を持ち上げた。

　ずっ、と、綾佳の手が〈モノ〉の体を貫つらぬいた。なま温かい感触が手に当たる。血が飛ぶ。〈モノ〉が落ちる。返り血が、綾佳の服についた。だが、黒い服にはその血もあまり目立たない。そのための黒だ。

　綾佳は地面に落ちて血を流している〈モノ〉を見下ろした。なんだかとてもくたびれて、思わずその側そばにしゃがみ込んでしまう。

〈モノ〉の体からトロトロと流れる血が、綾佳の靴くつ先さきに届いた。

「お姉ちゃん、何見てるの？」

　あどけない少女の声が聞こえた。顔を上げると、小学校低学年くらいの女の子が、地面に座り込んでいる綾佳を不思議そうに見ている。ピンク色の長靴で水たまりを踏みながら近づいてきて、綾あや佳かの近くに座り込んだ。綾佳の目の前に落ちている〈モノ〉の死体は、少女の目には映らない。

「なんでもないよ。疲れたから座っちゃっただけ。ほら、もう夕方だよ。お家うち帰りなさい」

「お姉ちゃん、目が赤いね」

　少女がびっくりした顔をする。忘れていた。そうだ、もうカラーコンタクトレンズをつけていないんだった。サングラスは部屋に置いてきてしまった。このまま人込みに出たりしないよう、気をつけないと。

　子供の世界は普段から驚おどろきに満ちているから、不思議なことには慣れている。「そうだよ、めずらしいでしょ」と言って笑えば、少女は「うん」と素直に頷うなずいて受け入れてくれた。

「お家、どこなの？」

「そこ」

　少女は綾佳の手を──〈モノ〉の血で汚れた綾佳の手を取って、三軒向こうの家を指した。

「じゃ、もうお家に入って。今日は外に出ちゃ駄だ目めよ」

　綾佳は言って、やわらかくさりげなく、少女の手を離した。彼女に血がついてしまわないように。

　バイバイと手を振る少女が無事に家の中に入るのを見届けてから、綾佳は深い深いため息をつき、自分の体を見下ろした。

　黒い服でごまかそうとしている血まみれ女。だけど、普通の人にはそれは見えない。普通の人の目には見えない血で、綾佳は汚れていく。

〈モノ〉の死体に目をやった。死体だと思っていたが、その体がぴくりと動く。

　まだ生きているのか。

　綾佳は瀕ひん死しの〈モノ〉の喉のどに、手をふれてみる。ねちゃりとした血の感触があった。

　指先に集中する。目をつぶり、弱々しくなった〈モノ〉の魂たましいを指先から吸い上げるようイメージする。

　ゆっくり、ゆっくりと、〈モノ〉にふれた指から体の中へ、熱くなったり冷たくなったりする感覚が上ってきた。その魂の質量は、半分以上綾佳の指の間をすり抜け落ちていきながらも、いくらかは綾佳の体に入った。わずかに満たされる感覚があった。

　目を開ける。〈モノ〉の死体は、頭部の半分と右足を残して土くれに変わっていた。

「まあ……今の私の状態なら、上出来の部類かな」

　綾佳は立ち上がろうとする。だがそのとたん、立ちくらみを起こしたように目の前が暗くなり、足から力が抜けた。頭痛と吐き気がする。

（嫌いやだな。〈モノ〉喰くうたびにこんな状況になるんじゃ、まずいな）

　ごたごたが片づいて、ここを離れるときになったら、自分の状態を純じゆんにも話そうと綾佳は考える。嫌だけど、何事も心の準備というものは必要だろうし。

（でも、こんな状態になりながらでも、まだ〈モノ〉を喰くうことができるのなら、できるだけここで喰っておいた方がいい。純じゆんと一緒のときにはできないけど、今は一人だから、喰えるだけ喰って、あとは立てるようになるまでうずくまってりゃいい）

　数分間座り込んでいると、だんだん状態が回復してきた。立ち上がり、自分の足が使い物になるかどうか、二、三度踏みかえる。

「よし」

　北東の方角、大きな〈モノ〉あり。体調に難あり。現在の状況、不明。

「がんばるよ」

　綾あや佳かはつぶやく。
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「早はや瀬せさんと矢や代しろさんに、連絡しないんですか」

　文ふみ尋ひろは水み藤とうの隣に並んで歩きながら、一向に電話をかけようとする様子を見せない彼を訝いぶかしく思って訊きいた。

「俺おれたちは携帯持っていないんだ」

「え、じゃあどうやって知らせるんですか。さっきの和かず巳みさんとの電話では、二人と連絡は取れるって言ってましたよね」

「テレパシー」

　冗談なのか本気なのかわからない口調で言われて、文尋は困惑する。真ま面じ目めに返したら馬ば鹿かみたいだろうかと思いながらも、一応言ってみる。

「ええと……そんな能力があるなんて聞いたことありませんでしたけど……」

「人間は進化するものだよ」

　水藤の口調はさっぱり冗談っぽくないので、文尋は笑うこともできずに黙った。

　結けつ界かいが解かれた付近を歩き回り、水藤は小さな〈モノ〉を見つけては喰っていた。文尋が手を出すようなことは何もなかった。

　夜の手前になって、雨はあがった。濡ぬれた衣服が、むっとしたにおいを放ち、文尋は眉まゆをひそめる。

「放たれた〈モノ〉は、出ませんね」

「これから夜が来る。急ぐことはないさ」

　水藤の声には余裕があった。文尋は彼の横顔を眺ながめながら、不思議な感覚を覚えていた。それは拍子抜けした気分のようでもあり、思わぬ事態に戸惑う気持ちのようでもあった。

　ずっと、可哀かわい想そうな人だと思っていた。

　水藤深しん矢やが一般人を喰ったという話を聞いたときも、彼を助けるために十じゆう文もん字じ誠まことが七なな倉くら家の敵に回ったと聞いたときも、早はや瀬せ綾あや佳かが自分たちの保身のために結けつ界かいを壊したと聞いたときも、それでも彼らは可哀かわい想そうな人たちだと思っていた。そうせざるをえなかった、選ぶ道がひどく限られた、同情すべき人だと。

　だが今文ふみ尋ひろの隣にいる水み藤とうからは、そういった悲ひ哀あいのようなものはとりわけ感じられない。なんだか、吹っ切ってしまった人に思える。

　別に、悩み苦しんでいる彼らに、自分が救いの手を差し伸べるなんていう夢を見ていたわけではないけれど。

　それに、水藤深しん矢やから感じられる〈モノ〉の気配は、思っていたよりもずっと濃かった。七なな倉くら家の目の届かないところに隠れていた二年半の間、彼はさらに変化を遂げたのだろう。そして、駅で出会った早瀬綾佳とは違う雰囲気を感じる。彼らの体に訪れた変化は同じものではなかったのだろうか。それとも、彼は一人何か特殊な〈モノ〉でも喰くったのだろうか。

「俺おれが怖いか」

　あまりに凝ぎよう視ししすぎていたようだ。水藤が笑いと共にそう言って、文尋を見た。文尋は慌あわてて首を横に振る。

「いいえ」

「怖くない？」

「怖くはないです。本家では、水藤さんたちを危険なものとして見るモノ祓ばらい師たちも多いですけど、俺はそんなふうには思いません。キメラだなんだっていったって、心は人間なんだから」

　水藤は微笑ほほえんだ。それは、たいしてスポーツができるわけでもない子供がプロ野球の選手になりたいですと言うのを見るような、微笑ましく眺ながめつつも本気で取り合ってはいない、どこか哀あわれむような色を含んだ微笑みだった。

　なんでそんな顔をされるのかわからず、文尋は不安と不満を込めて、問いかけるように水藤を見る。

「体は半分人間でなくなったのに、心だけは完全な人間のままでいられると信じられるのか」

　水藤の表情にはまだ薄く笑みが残っていた。だが、声は平へい坦たんだった。

　怖くはない。今言ったばかりのその言葉が、翻ひるがえりそうになる。彼はどうして今、こんなことを言うのだろう。

「水藤さんは、自分の心はもう完全な人間じゃないと思ってるんですか」

　水藤は文尋の問いには答えなかった。

　小さな〈モノ〉が、塀へいの上を伝い歩くのが見えた。文尋が何か言うより早く、水藤は腕を振るってそれを喰う。ばさり。土くれが塀の上から落ちる。

「仮定の話をしようか」

　水藤が言った。

「例えば、化け物となってしまった元人間が、人間の心を持ち続けるのが面倒になったとしよう」

「面倒に？」

「そう。化け物となった元人間は、現人間たちによって排除されそうになる。そんなとき、人間であり続けようとするのはとても面倒くさいだろう。自分が人間だと主張し続けるためには、人間以上に人間らしく、いい人ぶらなければならない。もう、そんなのは面倒になってしまう」

　文ふみ尋ひろは足を止めた。水み藤とうの顔を凝ぎよう視しする。

「そうなんですか」

「仮定の話だと言っただろう」

　水藤の声は、変わらず静かだ。

「けれど、人間であり続けようとすることが面倒になったとしても、ある程度の筋は通そうとするかもしれない。人間の心に固執することをやめたからといって、すぐに本能だけで生きる動物になるわけではないのだから」

　文尋は息苦しくなってきた。強こわばった体の上に汗が浮いている。体と同様に頭の中まで強ばって、うまく思考が回らない。けれど、水藤の「ある程度の筋」という言葉で、さっき電話から漏もれ聞こえた七なな倉くら和かず巳みの声を思い出した。

「和巳さんが、『借りを返せ』と言っていた」

「そうだね」

「……何があったんですか」

「俺おれは彼に、命を助けられたんだ。俺たちは七倉家に追われる身だったが、彼はそんな中で、死に瀕ひんしていた俺を救ってくれた」

「だから、協力してくれるんですか」

「七倉さんが今、〈モノ〉のせいで困っていて、それを片づけることが借りを返すことになるのならそうしよう」

　水藤の口元には笑みがあったが、目には苛いら立だちが見えた。もう今ははっきりと、文尋は彼に怯おびえていた。

「化け物でも、ある程度の筋は通そうという気持ちはある。けれど、それ以上のものを求められることには、苛立ちを感じるかもしれない」

「俺は、別に……」

「君は俺に何を期待していたのかな」

　辺りがさっきよりも暗くなっている気がした。日が沈んだのか、〈モノ〉の影響が強まっているのか、それとも単に文尋の気分の問題なのか。

「化け物にとって、捨てたものを期待されるのは、あまり愉快なことではないかもしれない。哀あわれまれることも救いの手を差し伸べてもらうことも、化け物の方では少しも望んでいないかもしれない。それもわからずにむやみに手を出せば、嚙かみつかれるかもしれない」

　水み藤とうの目が文ふみ尋ひろを見み据すえる。文尋は動けない。だが水藤は、簡単に視線をはずした。

「闇やみが濃くなってきた。もうすぐ、〈モノ〉が現れるかもしれないな」

　水藤は一人歩き出した。文尋はその背中を見つめる。水藤は振り向かないまま言った。

「全部仮定の話だよ。本気にすることはない」
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　さすがに、七なな倉くらの本家の前までタクシーを乗りつけて、堂々と正面の門を叩たたくつもりはなかった、のだが。

「何事だ、これは」

　純じゆんは本家の屋敷が見える場所で、七倉和かず巳みと向き合っていた。

「君たちを捜していたんだよ。君の気配がこの家に向かってきていると知らせを受けたときには驚おどろいた」

　純は、タクシーで七倉本家の近くを通り過ぎようとしていた。近づけば気づかれてしまうだろうとわかっていたが、どうせこの町にいる時点でいずれ見つかる可能性は大いにあったし、追ってきた七倉家の者と接触すれば、七倉和巳とつながる足がかりにできるかもしれないと考えていた。

　だが、タクシーが屋敷の横を通過しようとしたとき、七倉和巳本人が、門の前に立っているのが見えたのだ。

「中に入って話さないか」

「悪いけど、それは勘かん弁べん。そこまで無防備にはなれない。むしろ、ちょっと場所を変えたいんだけど」

「……わかった。だが、そう遠くまでは行けない。こっちも手が離せない状況なんだ。私の口約束などなんのあてにもならないかもしれないが、今君に危害を加えさせるようなことは決してないと誓うよ。むしろ私たちは今、君たちの力が必要なんだ」

　またあの時の繰り返しか。自分たちは二年半かけてぐるりと旋回し、同じ場所に戻ってきてしまったのかもしれない。

　純は一つ頷うなずいた。それでも安全のため、他ほかに人のいる場所で話し合おうと、通りまで出て、近くにあった喫茶店に入った。

「それで、君はどうして本家に来たんだ」

「事情を知りたいんだ。今何が起きている」

　訊きくと、何な故ぜか七倉は驚いた顔をした。

「まだ話を聞いていないのか」

「誰だれから？」

「水み藤とう。彼に聞いて来たんじゃなかったのか」

　純じゆんは言葉に詰まった。

　水藤が、七なな倉くらと接触してる？

　純の様子の変化に気づいたようで、七倉の表情が険しくなった。

「聞いていないのか。……水藤は、君たちに連絡すると言っていたが」

　純は動揺を押し殺し、表情を改めた。なんでもない顔を繕つくろって、事情を説明してくれるよう促うながす。

　七倉は、訝いぶかしげな目を純に向けたまま、それでも話してくれた。

　仙せん谷たにが飛行機事故の生き残りの少女に大量の死者の魂たましいを憑つけ、結けつ界かいを壊させたようだということ。七倉家では、〈モノ〉の始末をする班、仙谷を捜索する班、そして、いざというとき──もうすでにそのいざは来てしまったのだけれど──のために、キメラたちを捜す班に分かれて行動していたということ。

「見ての通り、さっき一つの結界が壊された。だが、仙谷はこれだけで終わらせる気はないだろう」

「仙谷は、その吉よし永なが絵え梨り香かって子を使って、また別の結界を壊させるかもしれないってこと？　仙谷の狙ねらいは、俺おれたちなのか」

「奴やつの興味の対象は君たちだとしか思えない。だが、これ以上好き勝手されては困る。今、仙谷の捜索には全力をつくしている」

　純は頷うなずいた。それから七倉の目から微妙に視線をはずして、慎重に、できるだけ怪しまれないよう気をつけながら、訊きく。

「水藤と連絡を取っているのか」

「君たちを捜していたうちのモノ祓ばらい師──まだ十六歳の少年なのだが──彼から、水藤深しん矢やと接触したとさっき連絡が入った。本人とも電話で話したよ。水藤は、君たちに知らせると言っていたが」

「俺たち、携帯捨てたからさ、連絡つけるのも一苦労なんだよ。一応綾あや佳かが今中継点にいるから、そっちには連絡行ってるのかも」

　水藤が変わってしまったこと、彼とは決別したことは七倉には隠して、少し噓うそをつく。言ってしまえば、水藤がまた七倉家のモノ祓い師たちに命を狙われる可能性が高かった。そんなことになれば、どっちも──水藤も、水藤を祓おうとするモノ祓い師たちも、双方無事ではすまないだろう。

　だが、隠すことにも不安はあった。

「それで、七倉さんとこの、その若いモノ祓い師は、今水藤と一緒にいるのか」

「ああ」

「水み藤とうはそれで、俺おれたちにも連絡すると言ったんだな」

「そうだ」

　七なな倉くらの目が不審そうに細められた。

「お互いの状況を把は握あくしていないのか」

「だからそれは……」

「君たちは、本当に行動を共にしているのか？」

　純じゆんが何かを言う前に、七倉の携帯が鳴った。七倉は軽くため息をつき、純に目顔で断って電話に出る。

　電話で話す七倉の声が少しだけ驚おどろいたものになり、すぐに今いる場所を口にした。

「どうした」

「……仙せん谷たにと吉よし永なが絵え梨り香かについての情報を教えてくれた目撃者が、もうすぐこっちに来るよ」

「は？」

「君も知っている子だ」

　純は早くこの場を去りたかった。水藤と一緒にいるというモノ祓ばらい師のことが気がかりだった。自分たちと決別したあと、水藤がどんな変化を遂げたのかわからない。彼が何を思って七倉家に協力しているのかも、共にいるモノ祓い師の少年にどんな感情を抱いだくのかも。

　水藤とは、二度と会わないつもりだった。

　けれど今だけ、もう一度だけ会って、七倉家のモノ祓い師にむやみな害意を持っていないかどうかだけ確かめたい。

　今純たちの前に、腹を満たす「食糧」ならある。それだけでいいはずだ。水藤がこの地にいる理由が、純たちと同様、「食事」をするだけだということが確認できれば、それでいい。

　事情は聞き出した以上、これ以上七倉と顔を突き合わせて話す理由はなかったが、七倉は純と一緒にその目撃者とやらを迎えるつもりらしく動く様子がない。どう言って席を立とうかと純が考えているとき、店のドアが開いた。

「純ちゃん！」

　なつかしい声がした。驚いて顔を向けると、大きな目をさらに大きく見開いた少女が純を見ていた。

「なんで……」

　呆ぼう然ぜんと純はつぶやく。出会ってから別れるまでの時間は、ほんの一週間たらずだった。だがその間にお互いの秘密を知り、一時はこのまま連れていって一緒に生きようかとまで考えた少女。

　真ま里さとは純のところに駆け寄ってくると、うれしそうに笑った。

　そうか、そうやって自然に笑うことができるようになったんだなと、純は染しみ入るようにそう思った。

「マサト、なんでお前、ここにいるんだ」

「今、京都に住んでるんだよ。パン屋さんで働いてる。ちゃんと自分で生きてるよ」

　そうか。とつぶやく。真ま里さとの姿を上から下まで眺ながめた。

「ずいぶん育ったな」

「育ったよ。もう、十七」

　十七歳。純じゆんが、あのエレベーターの中で人生狂わせたときの年齢だった。真里はあの時の自分と同じ歳としなのかと、奇妙な感かん慨がいを覚えた。

「パン屋で働いてるって、お前が作ったパン、できそこないのお好み焼きみたいな物体だったよな」

「別に私は作っていないよ。売ってるだけだよ。でも、今なら私も普通のパン作れるよ」

「……積もる話はあるだろうが、森もり山やまさん、すまないがまず君が見たことについて話してもらってもいいかい」

　七なな倉くらの言葉に、真里は思い出したような顔をして頷うなずいた。

　仙せん谷たにと行動を共にしている吉よし永なが絵え梨り香かという少女が、再び真里が働いている店にやってきてからの一連の出来事について、真里は淡々と語った。純は眉まゆをひそめてそれを聞いていた。

「……吉永絵梨香と店の前で言い争いになっていた女ってのは、日本人形みたいな雰囲気で、ぱっと見高校生くらいに見える感じの？」

　真里は頷いた。

「あの子が首の縄外して、黒いもやのようなものに包まれたら、すごく具合が悪くなって……気がついたら、あの子はいなくなってた。そのあと、その日本人形みたいな女の人がお清めみたいなことしてくれて、すぐに治ったけど」

「戸と塚つかだな。……彼女もモノ祓ばらい師だ」

　純が言うと、七倉は意外そうな顔をした。

「知っているのか、戸塚結ゆいのこと」

「会ったことがある。なんだ、彼女有名人なのか？」

「両親の依頼で吉永絵梨香を捜しているという話は聞いていた。それに、彼女は光こう陵りよう会かいの幹部から、仙谷が関西に所有している不動産を聞き出していたらしいという報告も、ついさっき仙谷の行方ゆくえを捜している班の者から聞いた」

　なるほど、と純はつぶやく。人の心を感じ取る能力の強い戸塚は、きっとそういった交渉術にも長たけているのだろう。

「じゃあ、仙谷はもうすぐ捕まりそうなんだな」

「どうだろうか。自分の所有する部屋が知られたことに気づいたなら、もうそこに戻るような真ま似ねはしないだろう。だが本家でも全力をあげて捜している。おそらく京都から遠くへ離れるつもりはないだろうし、時間の問題だとは思う」

「……やけくそなのかな、仙せん谷たにの奴やつ」

「光こう陵りよう会かいの維持発展に失敗して、もう執着するものが君たちだけになってしまったのかもしれないな」

　純じゆんは頷うなずくと、そろそろ行くよと言って立ち上がった。

「これからどこへ行く？」

「……七なな倉くらさんたちは、俺おれたちに〈モノ〉をなんとかしてほしいんだろ。なんとかするさ。どうせ喰くえるときに喰っとかなきゃいけないんだし。水み藤とうだって引き受けたんだろ」

　七倉はまた表情を厳しくした。やはり、疑念を抱いだかせてしまっているのだ。

「あのさ、水藤と一緒にいるモノ祓ばらい師って、どんな奴？」

　答えが返ってくるまで、一拍の間があった。

「君たちに同情的で、できることなら救いたいと思っているような少年だよ」

「へえ」

「彼は彼なりに真剣だ」

　純は席を離れた。去り際ぎわに、真ま里さとの頭に軽く手を載せ、じゃあなと言った。

　店を出て、辺りを見回す。尾行はつくだろうか。

　結けつ界かいが壊れた場所は、ここより北の方だった。解き放たれた〈モノ〉はまだなりを潜ひそめているようだ。

　気配をたぐる。相変わらずごちゃごちゃと混線したような、気配のたどりにくい場所だ。注意深く、散らばったビーズを一つ一つつまみ上げて、目的の色のものを見つけようとするように、なじみの気配を地道に探す。

　──北に一つ。壊れた結界の場所に近い。こっちが水藤のものだろう。

　綾あや佳かのものと思われる気配は、完全に反対方向にある。

「純ちゃん、待って」

　集中していると、不意に後ろから声をかけられた。振り向くと、真里がバッグの中をかき回しながら店から出てこようとしている。バッグに手を突っ込んだまま、体でドアを押し開けようと踏ん張っているので、純は手を出してドアを開けてやった。

「どうした」

「待って、これ、持ってって」

　バッグの口を全開にして、ようやく取り出した携帯電話を純に差し出した。細かい傷のついた、丸みを帯びた形をしたアクアブルーの電話。

「電話なくて、連絡取るのが大変なんでしょ？　使って。七倉さんの番号も登録してるから、何かあったときかけられるし」

　差し出された携帯電話を見下ろして、しばらく迷った。確かに自分だけでも携帯電話を持っていれば、今後連絡を取り合うのがぐっと楽にはなる。
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「貸すだけだから。返してね」

　迷う純じゆんの背中を押すように真ま里さとが言った。純は結局、苦笑してそれを受け取った。

「悪いな」

「今度、私が働いてるお店に来たらいいよ」

「そうだな。お前、綾あや佳かにも会いたいよな」

「うん。水み藤とうさんにも」

　言われて、純はぐっと詰まった。真里には言えない。七なな倉くらに話が伝わってしまうかもしれないだとか、そんなことではなく、知らせれば真里を傷つけてしまうと思った。

　水藤が変わる原因となった霊れい的てき〈モノ〉の蠱こ毒どく。あれは、真里の母の霊だった。

「……そうだな」

　無理に笑顔を作って答えたが、下へ手ただったらしい。真里は訝いぶかしげな顔をした。

　ごまかすように目をそらして、純は開きっぱなしの真里の鞄かばんの中から、透明のケースに入ったくしゃくしゃの煙草たばこの箱がのぞいているのに気づいた。

「マサト、もしかしたらその煙草」

　視線で示すと、真里は自分の鞄の中に目をやって、「うん」と頷うなずいた。

「前、純ちゃんにもらったやつだよ」

「まだこんなもん持ってたんだ」

　煙草たばこに興味を持たれて、なんの気なしにあげたものだった。惰だ性せいで続けていた喫煙の習慣をやめようと思って、真ま里さとに、今は吸うなよと言いながらも渡した。

「純じゆんちゃんは？　本当に煙草もうやめたの？」

「やめたよ。言ったろ、俺おれは本当は、煙草の効果は何も得られないんだって。だから、ニコチン中毒にもならないの」

　言うと、自然とため息と苦笑が漏もれた。

「何をやめようと、引きとめるものは別にもうないんだよな」

　真里は純の顔を真剣な面もちで見つめ、袖そでを軽くつかんだ。

「引きとめるものだって、あるよ」

　そう言って、つかんだ袖を引いた。

　泣きたいような気分になって、純は真里の髪をくしゃりとかき混ぜると、そっと腕を取り返して背を向けた。
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　水み藤とうの後ろを、二歩ほど遅れて文ふみ尋ひろがついてくる。水藤は振り向かないままそちらに意識をやった。

　水藤は苛いらついていた。少年モノ祓ばらい師の、使命感に満ちた出会いの印象にも、同情するような視線にも、今現在の、怯おびえたような態度にも、等しく苛立っていた。

　いや、そもそも彼がどういう態度を取ろうとも、彼がモノ祓い師だというその一点のみで、水藤は苛立ったのかもしれない。

　虫を見るだけで過か剰じように拒否反応を起こす人のようなものかな、と水藤は考えた。水藤自身は幼い頃ころから生き物全般で嫌いなものは特になかったし、カエルだろうと青虫だろうと、生き物の観察は基本的に好きだった。けれど、学校ではやれ土を掘ったらミミズが出た、やれ教室にゴキブリが出たと、真剣に怯えて騒ぐ人があまりにも多いので、不思議だった。具体的に、その生き物の何がどう嫌いやなのか友人に説明を求めたこともあるが、「嫌なものは嫌なんだ」という主しゆ旨しの返答しか返ってきたためしはなかった。

　その感覚に少し似ているかもしれないな、と、苛立ちながらも冷静に水藤は考える。

　水藤の心にはモノ祓い師に対する拒否反応が刻み込まれてしまったのかもしれない。それは、虫を嫌う心よりはずっと理由のはっきりした感情だけれど、何もその感情を自分たちに同情的らしい、この正義感のある少年にまで向けることはないのだ。

　それとも、水藤の神経に障さわるのは、この薄っぺらい正義感の方なのだろうか。

　キメラたちの味方のようなことを言っておいて、少し脅おどかせば簡単に怯えてしまう、その薄っぺらさに苛立っているのだろうか。

（だとしたら、ずいぶんと大人おとなげない話だな）

　水み藤とうはそう思って、内心笑った。

　嵐あらしは大方去ったものの、雨はまだ降ったりやんだりを繰り返している。またぞろ細かい雨が降り出して、生ぬるい雨が服を濡ぬらした。湿気が全身を押し包んでいて、暑さ寒さに影響を受けにくい水藤でも不快感を感じる。

　胸の中にある、凶暴な苛いら立だちをなだめ、抑える。体の中で獣けものを飼っているようなものだ。その獣は、あの日のエレベーターの中で生まれ（もしかしたらそれ以前からその前身は存在したのかもしれないけれど）、次第に大きくなっていき、霊れい的てき〈モノ〉の蠱こ毒どくが決定的な栄養となって、やがて体の中の獣は育ちきった。今ではもう、獣との共生には慣れた。無理矢理に抑え込もうとすることもない。

　獣が育っていくのが、以前は恐ろしかった。抑えきれなくなる日が来るんじゃないかと思うと怖かった。けれど、抑える必要などないのだと割り切ってしまうと楽になった。

　獣は空腹を訴え、時々凶暴になる。

　だが、今は落ち着けよ。と、水藤は腹の中の獣をなだめる。

　いくら苛立ちを感じたとしても、不必要にこの少年を喰くう気はなかった。

　今現在は、食糧にはまったく困らない状況だ。そんなときに無意味に彼を喰うなど、やっかいごとを増やし、自分の身を危険にするだけだ。

　意味のない殺せつ生しようはしない。それは生き物の基本だ。たとえ相手がモノ祓ばらい師であっても。

　歩きながら、水藤は戸と塚つかのことを思った。

　今会えば、彼女に対してもこのような苛立ちを感じてしまうのだろうか。

〈モノ〉の気配が濃くなってきた。闇やみも濃くなる。もうすぐ現れそうだな、と水藤は空を見上げて考える。

「君は帰るか」

　立ち止まって振り返り、後ろに続く文ふみ尋ひろに訊きいた。彼が一緒にいる必要はもうまったくない。

　文尋は迷っているようだった。〈モノ〉の影響で、街灯の光は力を失いつつある。夜よ目めのきく水藤は闇の中でも視界はクリアだが、文尋はよく見えていないらしく、こっちの顔の辺りを眺ながめてくるのだが視線は合わない。

「いいえ」

　不安そうな顔のまま、文尋は首を横に振った。

「君が来ても意味はないように思うけれどね」

　そんな不安そうな顔をするならば、早く安全な場所へ帰ればいい。水藤の胸にまた苛立ちが宿り、ちりちりと内側を焼く。

「すみません。でも、一緒に行きます。俺おれの仕事だから」

「仕事、ね」

　水み藤とうは肩をすくめ、歩みを再開した。

　真っ暗な闇やみ。古木が背を伸ばしており、葉がざわざわと音を立てる。

　闇はどんどん濃く、深くなっていき、どろりとした質感まで感じられるほどになる。街灯の明かりはほとんど用をなさなくなる。

〈モノ〉が作り出す、目から体の中に染しみ入ってきそうなほどの、真の暗闇。

　ああ、なつかしいなと水藤は感じる。

　二年半前の、この町のあの夜の闇を思い出してなつかしがっているのか、それとも、自分の中に溶けている〈モノ〉が闇自体をなつかしがり、帰りたがってでもいるのか。

「み、水藤さん」

　背後から、文ふみ尋ひろのか細い声が聞こえた。大きな〈モノ〉にこんなに近づいた経験など、もちろんないだろう。〈モノ〉の息の混じった濃厚な闇の中、歩行もままならないのかもしれない。水藤は一度足を止め、後ろを振り返った。

　引き返せと言おうかと考える。だが、ここはもう、〈モノ〉のテリトリーの中と言っていい場所だ。ここで彼を一人にすれば、運が悪ければ帰れないかもしれない。

「……俺おれから離れない方がいいみたいだな」

　仕方なく水藤は言った。だが文尋は近寄ってこようとしない。闇の中、完全に方向を見失っているのだろう。

　とんだお荷物だな。

　水藤は息を吐いて、大おお股またで文尋のところまで戻ると、彼の腕をつかんだ。そのとたん、文尋の体がびくりと震ふるえた。水藤はまた苛いら立だつ。

「おいていかれたいのか、君は」

「すみません。あの……」

　文尋は混乱した様子で、しばらくあわあわと無意味に手を動かし、最終的には水藤のシャツの裾すそをつかんだ。

　とても疲れた気持ちで、水藤は何度目か知れないため息をつき、それでもはぐれられるよりは面倒がない気がしたのでそのまま歩き出した。文尋は引っぱられるようにしてついてくる。シャツが伸びそうだ。

　幼い子供を連れている父親みたいだなと思うが、心情的にはそんな温かな気持ちはさっぱりわかなかった。

　幼い子供は、父の服の裾をつかみながら、その父に怯おびえて震えたりはしない。

　背後で微かすかに震えている文尋が恐ろしがっているのは、この闇の先にいる〈モノ〉だけではないのだろう。

　ぺちゃり。ぺちゃり。何か重たくやわらかいものが、地面を一歩ずつ進んでくる音がする。

　来たな、と水藤は眼前の闇を見み据すえた。

　ぺちゃり。ぺちゃり。音は近づいてくる。

　裾すそを引く文ふみ尋ひろの力が強まった。

　他ほかの音が、その場から消えていた。やわらかいものが地面を踏む音だけがその場に響き、他のあるべき音──虫の声や遠くの車の音、そういったものがすべて消え失うせている。

　闇やみの向こうから、〈モノ〉が姿を現す。

　白い、肉の塊かたまりだ。

　見ようによっては、人のようにも見えるかもしれない。けれどそれには目も口も鼻もない。かろうじて足と、腕らしきものがぐにゃりと伸びているだけだ。

　背後で、文尋が息を吞のむ。

「離れろ」

　水み藤とうは静かに言った。ぱっと手が離され、数歩あとずさる音が聞こえる。

〈モノ〉としての質量はかなりのものだ。けれど、たいした相手ではない。

　ぺちゃり。ぺちゃり。〈モノ〉は水藤の側そばを通り過ぎようとした。すれ違うつもりのようだった。

　水藤は手を伸ばし、白い肉にく塊かいのような〈モノ〉の表面にふれた。やわらかい脂し肪ぼうのような感触が手のひらに当たる。

〈モノ〉が、水藤の方を向いた。顔も目もないので、本当に水藤を見たのか動作からはわからない。だが、確実に〈モノ〉の意識が水藤に向いたのを感じた。

〈モノ〉は、驚おどろいているようだった。この〈モノ〉に表情など存在しないが、空気の動きと、〈モノ〉にふれている手のひらに伝わる感触から、〈モノ〉の感情がわかる。

　闇の中、同族とすれ違おうとしたところ、いきなり手をかけられて戸惑っている。そんな雰囲気をありありと感じた。

「悪いな」

　水藤は短く言った。

　悪いな。俺おれは、キメラなんだ。今の俺はだいぶんあんたたち寄りに見えるだろうけれど、どっちの味方でもない。食べやすい方を食べるだけだ。

〈モノ〉に当てた手のひらに集中する。

　肉塊がうごめく。

　闇が飛ぶ。
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　突風が起きた。純じゆんは足を止め、手で目を守りながら風上の方向を見る。

〈モノ〉の気配が弱まっていくのを感じた。水藤が喰くっているのだろう。

　しばらくの間、その場に立ちつくして〈モノ〉の気配が消えていくのを見守った。やがて、黒々とした〈モノ〉の気配は消え、代わりによく知った気配が強まる。

　状況を悟って、純じゆんは口を引き結んだ。

　あいつは今、どんな状態なんだろうか。別れて数カ月。彼の身に訪れた変化を見るのが怖かった。そして、今また大きな〈モノ〉を喰くった。これからまた、変わるのだろうか。

　視線を落とした。水み藤とうのもとに行く一歩を踏み出す力をなくして、純は足を踏みかえた。

　その時、視界の端に、何か赤黒い物体が映った。視線を向けると、側そつ溝こうに何かが落ちているのを見つける。赤黒い、濡ぬれた物体。

　純は眉まゆをひそめて近づいた。それがなんであるのか理解するまでしばらくかかった。

　死体だ。

　引き裂さかれた〈モノ〉の死体。

　小さな鬼の形の〈モノ〉だった。ぼこぼことこぶの突き出た小さな手足と、やはりこぶだらけのごつごつした顔。その〈モノ〉は、腹に穴をあけて死んでいた。半物質的〈モノ〉とはいえ、生物のようにはいつまでも死体をとどめていたりしないのだろう。もうすでに半分形を崩し、消滅しかけている。

　けれどそれは確かに、〈モノ〉の死体だった。

「なんで、こんなものが……」

　つぶやき、思い出す。そうだ確か、この辺りは昨日綾あや佳かと回った場所ではなかったか。〈モノ〉を喰うとき、綾佳は必ず「離れていて」と純に言った。〈モノ〉を喰うところを見られるのは嫌いやだから、離れていてと。

　綾佳のブラウスについていた血の色が、目の奥によみがえる。

（ああ……多分、純の手の血じゃないの）

　綾佳はそう言ってごまかした。だがあの血は本当は、綾佳が殺した〈モノ〉の血だったんじゃないのか。

　顔面から血の気が引くのを感じた。

　あの馬ば鹿か。何を隠している？

　どうして、〈モノ〉を喰わずに殺した。

　この町で〈モノ〉を喰い、空腹を満たしたはずであるにもかかわらず、綾佳の気配が妙に弱っていたのが気になっていた。けれどまさか、喰っているふりだけして、純にわからないようにただ殺していたなんて、考えてもみなかった。

　どうして、〈モノ〉を喰わずに殺した。決まっている。喰えないからだ。綾佳はもう、ろくに〈モノ〉が喰えない体になっているのだ。

　綾佳は今、どこにいる。

　彼女の気配をたぐろうと顔を上げた瞬間、視界がぼやけた。思わず一歩よろけ、塀へいに手をつく。

「くそっ……またかよ！」

　昨日もこの状態になったばかりだ。力を失う周期が短くなっている。

　キメラの体にガタがきているのは、純じゆんも同じだ。

　ここへ来て〈モノ〉を喰くったおかげで、さらに純の体のバランスは取りづらくなってしまったのかもしれない。

　視線を落とすと、側そつ溝こうの中にあった〈モノ〉の死体は純の目には見えなくなっていた。この状態では、気配をたどることもままならない。

　肝かん心じんなときに役立たずになった体に舌打ちした。

　どうする。今の俺おれでは、綾あや佳かは捜せない。けれど水み藤とうの大体の位置ならば覚えている。彼がすぐに移動してしまわなければ、会えるかもしれない。

　今の体の状態で水藤と会うことに、不安はあった。不安を感じてしまう自分が嫌いやでもあった。

　力をなくした状態の自分を、水藤が喰ったり傷つけたりすると思っているのか。

　──わからないのだ。もう、純には水藤のことがわからない。

　それでも、純は一歩足を前に踏み出した。今できることはそれしかなかった。




　　　　　　＊




　文ふみ尋ひろは、結けつ界かいから解かれた力ある〈モノ〉を、あっさりと喰いつくした水藤の背中をじっと見つめていた。

　怖かった。

　闇やみの中、確かに彼は文尋を守ってくれた。けれど文尋には、水藤が純粋な〈モノ〉のように見えて仕方がなかった。

　可哀かわい想そうなキメラ。──本当にそうなのか？

　彼らは、体は半分〈モノ〉となってしまったが、心は人のままなのだと文尋は信じていた。けれど、目の前の彼の心が「人」のものであると、もう信じきることはできない。

　だって──足が震ふるえるのだ。

　彼の側そばにいるだけで、恐ろしくて足が震える。

「これで、いいのかな」

　水藤が言って、ゆっくりと振り返った。表情はない。

　文尋は足の震えを止めるため、ぐっと無理に力を入れて、頭を下げた。

「はい。ありがとうございます」

　心臓が一人で走っているみたいだった。体は硬直しているのに、心臓だけがやたらめたらと動いている。

　文ふみ尋ひろは努めて平静をよそおって、水み藤とうの目を見る。その時、横合いから声がかかった。

「お久しぶりだな」

　視線を向けて、文尋は目を見開いた。

　三十歳前後の男と、高校生らしき少女がそこにいた。

　男は奇妙ににこにこと笑っている。少し長めの髪の下、額の生え際ぎわの辺りに傷きず痕あとが見えた。男の腕に支えられてかろうじて立っているように見える少女は、ふわふわとした色素の薄い長い髪をしている。目の焦点が合っていない。彼女は今、目が見えないのかもしれない。

　仙せん谷たに由ゆ紀き夫おと、吉よし永なが絵え梨り香かだ。

　文尋は身構える。どう対処すればいい。本家が必死に捜している男と少女が、今文尋の目の前にいるのだ。さらに隣には、頼みの綱でもあり、今は恐怖の対象でもあるキメラが一人。

「水藤さん」

　文尋は仙谷に視線を据すえたまま、押し殺した声で水藤にささやいた。

「あれが仙谷由紀夫です。今の事態の元凶の男です。彼を捕まえなきゃならない。協力してもらえませんか」

「断る」

　水藤の返事は簡潔で、少しの慈じ悲ひもなかった。文尋は困惑して水藤を見る。水藤はやや険しい表情を作って、仙谷を見ていた。

「どうしてですか」

「俺おれが頼まれた仕事は、〈モノ〉を喰くうことのはずだよ。生身の人間の捕ほ獲かくなど、引き受けた覚えはない。そんな仕事にはメリットはないからな」

「ふうん。ずいぶんと変わったじゃないか、君は」

　仙谷の笑いを含んだ楽しそうな声が響く。そういえばさっきも、仙谷は水藤に向かって「お久しぶりだな」と言った。知り合いなのか。

　視線で水藤に尋たずねる。

「以前ちょっとした因いん縁ねんがあってね」

　水藤はそう簡単に答えた。

「君は元気そうで何よりだ。実はあのあとどうしたか気にしていたんだよ。君たちは行方ゆくえをくらませてしまうし、まあ僕の方も色々あって、のちのフォローは何もできなかったがね」

「あんたにフォローしてもらいたいことなど何一つありませんが」

　冷えきった視線を、水藤は仙谷に向ける。知り合いではあるようだが、友好的な色は見られなかった。もしかしたら、彼らは最初から組んでいたのだろうかという疑念も抱いだいたのだが、どうやらその可能性は薄そうだった。

　でもそれならば、仙せん谷たにを捕まえるのに協力してもよさそうなものじゃないか。水み藤とうの立ち位置がわからない限りは、文ふみ尋ひろは動くことができない。

「一緒に来ないか」

　仙谷が言った。文尋はぎょっとする。とんでもなく突拍子もない申し出に聞こえたが、水藤は表情を変えなかった。ふと、水藤は一瞬視線を文尋にやった。

「あんたたちは互いにモノ祓ばらい師だけど、対立している。その片方は俺おれに、相手を捕まえるのを手伝ってほしいと言い、もう片方は俺に、一緒に来ないかと誘う。一体あんたたちは、俺をなんだと思っているんだ？」

　水藤の声は平へい坦たんで、怒りのような激しい感情は見えなかった。強しいて言えば、うんざりしたような色だけが見える。

「〈モノ〉なら喰くおう。だが、モノ祓い師に荷担はしない。勝手にやってくれ」

　仙谷は何な故ぜかうれしそうな顔をした。

「そうか。ならばお言葉通り、勝手にさせてもらおう。食糧が増えるのは、君たちにとっても悪いことじゃないだろう」

　仙谷は、腕に抱だいた吉よし永なが絵え梨り香かの体を軽く揺すって促うながすと、その場を立ち去ろうとする。

「待てよ！」

　文尋は声をあげ、仙谷の背を追った。

　水藤はどちらにもつかないと言った。それならば、文尋が仙谷を捕らえなければならない。最悪でも、吉永絵梨香の身柄は保護する。

　だが仙谷は、あろうことか絵梨香の体を前に押し出した。

「さあ、絵梨香。君の友人たちを傷つけようとする輩やからだ」

　仙谷が絵梨香の耳元でそうささやくのが微かすかに聞こえた。

　次の瞬間、文尋はどす黒い空気に押し包まれていた。ぐっと息が詰まる。胃がひっくり返りそうになる。頭が刺すように痛む。

　熟成された霊れい的てき〈モノ〉の塊かたまりだ。

　文尋はそう理解する。仙谷は彼女を生きる霊場にしたのだ。彼女の体に霊的〈モノ〉を一つずつ集めていき、育てた。彼女の心を、霊的〈モノ〉たちに同調させて。

〈モノ〉の気にあてられて、文尋は膝ひざをついた。口を開けて必死に新鮮な空気を取り込み、顔を上げたときには──仙谷も絵梨香も、姿を消していた。

　側そばでは、水藤が興味のなさそうな顔をして文尋を見下ろしている。

「二人は」

「行ったよ。近くに車を停とめていたんだろうな。エンジン音が聞こえた」

　文尋は唇くちびるを嚙かみ、それでもすぐさま携帯電話を取り出して、本家に連絡した。今あったことを簡潔に報告し、何もできずに取り逃がしたことを謝罪する。

「なんで、黙って行かせたりしたんですか」

　電話を切ったあと、どうしても悔しくなって、文ふみ尋ひろはわめきそうになるのを必死に押し殺して言った。

「仙せん谷たにが何をやっているのか、あの女の子をどんなふうに利用しているのか、話したでしょう。なんとも思わないんですか。彼女が、自分がやっていることは死んだ同級生を救うための行為なんだと信じ込んで、苦痛に耐えながら大量の霊れい的てき〈モノ〉を背負い込んで育てて、結局何をやらされたかといえば、危険な〈モノ〉を町に解き放って人々の安全を脅おびやかす行為だ。なんとも思わないんですか。彼女が、救済行為だと信じて外げ道どうの片棒をかつがされていることも、町に〈モノ〉があふれて、誰だれかが傷つくかもしれないことも、どうでもいいって思ってるんですか？」

　最後には結局わめく形になった。文尋は喉のどが痛むほどに声をあげ、地面に手をついたまま、ぐっと拳こぶしを握り込んだ。爪つめの間に土が入る。

「……それで、君はこれからどうするんだ。〈モノ〉の始末はついたから、俺おれはお役ご免でさよならということでいいか」

　文尋が叫んだ問いかけには一切反応を返さずに、水み藤とうは淡々と言った。

　ちくしょう、と、歯の間から呻うめきが漏もれた。頭上に水藤のため息が降ってくる。

「君はモノ祓ばらい師だろう。霊的〈モノ〉に襲おそわれたくらいで膝ひざをつくな。モノ祓い師ならば化け物などに頼らずに、自分でなんとかしろ」

　文尋は、拳で顔をぬぐった。手の甲に汗がつく。土のにおいがする。睨にらみ上げるようにして水藤を見た。

「一緒に行きます。仙谷はこれで終わらせるつもりはない。〈モノ〉を喰くうのならやってくれるんでしょう。なら、俺と一緒に待機して下さい」

「俺は本家には近寄らない。俺の居場所を他ほかの者に知らせるのもなしだ。それでいいのならついてくればいい」

　文尋は頷うなずいた。立ち上がり、水藤のあとに続く。

　この人はとても、危険な人なのかもしれない。

　可哀かわい想そうがって救ってやれるような甘い相手じゃない。気をつけろと言われたのを思い出す。

　目を離したらいけない。強くそう思った。

（優しい人だよ）

　真ま里さとの言葉が、文尋の胸に刺さる。彼女の知っている優しい人は、一体どこに行ったのだろう。

　──あとで、見つからないように本家に連絡を入れよう。




　　　　　　＊




　仙せん谷たにはラブホテルの一室を取り、絵え梨り香かを寝かせると、急いでドアや窓に〝縄〟を張り、絵梨香が背負っている〈モノ〉の気配を隠すための細工を施ほどこす。

　絵梨香の話によると、追ってきた戸と塚つかという女は、仙谷が京都に所有する住居を把は握あくしていたらしい。用意した部屋はもう使えないと考えた方がいい。

　普通のホテルの部屋を取るにも、これだけ具合の悪そうな絵梨香を連れてでは目を引きすぎる。

　演出の過か剰じような天てん蓋がいつきのベッドに、仙谷は苦笑した。いわゆるお姫様ベッドというやつだ。彼女には似合いかもしれない。

　成り行きでラブホテルには入ったが、仙谷は彼女の体には興味はなかった。求められれば抱だいてもいいが、彼女が仙谷に対して望んでいるのは精神的な支えであり、その欲求を満たしてやるには、緩ゆるい抱ほう擁ようと子供にするようなキスで事足りる。

　苦しそうに眉まゆを寄せて眠る絵梨香の前髪をかき分け、そっと額を撫なでた。ほんの少しだけ、絵梨香の表情が和やわらぐ。

　仙谷はベッドから離れ、部屋の隅で携帯電話を使った。光こう陵りよう会かい幹部の仲間にかける。

　仙谷の情報を、誰だれに、どの程度しゃべったのか、確認したかった。ただそれだけであって、責める気は毛頭ない。

　光陵会の人間の誰とも、仙谷は何があっても謝罪をし合うような関係は築かなかった。光陵会は失敗した。それは仙谷の失敗であり、仙谷があの船を墜つい落らくさせてしまったと言える。だが、詫わびの言葉は一度も口にしなかった。光陵会を栄えさせることに失敗したことは残念でも申し訳なくもあったが、もとより想定の範囲内のことでもあった。前も後ろも見ずに、ただ上だけを見て飛び続ける仙谷に、船の舵かじを握らせたのはその仲間たちだ。

　だから、もし今その仲間たちが仙谷を誰に売ってもなんの不思議も恨うらみもない。これはただの事実確認の電話だ。

　そう長くは待たされずに相手は出た。だが、確認したかったことを訊きくよりも先に、相手は伝言をあずかっていると言った。

　話を終え、電話を切る。仙谷は自分の口元が笑みの形に歪ゆがむのを感じた。

　おもしろいな、と思う。彼らがこうやってちぐはぐな行動を取るのは、彼らの間の絆きずながすでに切れてしまっているためだろう。

　少なくとも、水み藤とう深しん矢やと早はや瀬せ綾あや佳かの間は切れている。いや、多分水藤深矢が一人浮き上がってしまった形なのだろう。

　あの時の蠱こ毒どくの影響だろうか。

　おもしろいな。と仙せん谷たには再び笑い、大きな天てん蓋がいつきベッドの方に向かった。

「絵え梨り香か。……起きられるか」

　ささやくと、絵梨香は苦しげにぎゅっと目をつぶり、それからゆっくりと開く。そっと頰ほおをさすってやると、絵梨香の視線が仙谷の顔の辺りをゆらゆらとさまよった。人影くらいはまだかろうじてとらえられるのかもしれない。

「私はこれから少し出なければならないが、一人で待てるね？」

「どこ……行くの」

「すぐ近くだよ。ちょっとした用事ができたんだ。大丈夫、すぐ戻るよ。いいかい、絶対に外に出たり、〝縄〟を外したりしては駄だ目めだ。私が戻るまで眠っていなさい。何か欲しいものはあるか？」

「何も。……早く帰ってきて」

「もちろん。いい子だ、おとなしく待っておいで」

　可愛かわいい子だ。と、仙谷は笑う。

　別に、使い捨てるつもりはない。彼女が僕の側そばが心地よいと言うのならば、いつまでだって側に置こう。
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　壊れた結けつ界かいがあったとおぼしき場所に着いても、水み藤とうたちを見つけることはできなかった。

　純じゆんはしばらく辺りを歩き回ったが、疲労がたまる一方で、一向に見つかる気配はない。

（もう、この辺りから離れたのか）

　純は顔をしかめる。今の体では気配を探ることもできない。むしろ、今この体であまりうろつかない方がいいかもしれないと思い始めたとき、純のポケットで何かが振動した。

　離れて久しい感覚に、一瞬驚おどろく。だがすぐに、真ま里さとに借りた携帯電話のバイブレーションだと気づいた。一回半くらいの振動だけで止まる。メールらしい。

　勝手に見ていいものか迷ったが、真里か七なな倉くらが純に向けて送ったものかもしれない。

　携帯電話に向かって謝るように一回拝むと、メール画面を開いた。

『今、水藤さんと一緒にいます。ごめん、彼が優しい人だと、信じられなくなってしまった』

　そのメールを、三度読み返した。

　差出人は、七倉文ふみ尋ひろとなっている。

　これは、純ではなく真里に向けたメールだ。一体いつの間に、真里が七倉家に友達を作ったのか知らないが、このメールの相手はおそらく、七倉和かず巳みが言っていた少年モノ祓ばらい師だ。

（彼が優しい人だと、信じられなくなってしまった）

　一体何があった。

　焦あせりが背中を駆け上がる。使い方のいまいちわからない携帯電話を操作し、登録してあった七なな倉くら文ふみ尋ひろの番号を呼び出してかけた。

　コール音が鳴る。

　プルルル、プルルル、プツリ。

「もしもし」

　勢い込んで声をあげたが、呼び出し音が切れた先に、相手はいなかった。ツー、ツー、と通話が切れたあとの単調な音を繰り返している。

　すぐさまもう一度かけ直したが、今度は女性の感情のない声が応こたえた。『お客様のおかけになった電話は、電波の届かない場所にあるか、電源が入っていないため……』

「くそっ」

　切られた。かけた電話を、故意に切られた。

　誰だれに？　七倉文尋本人か、それとも。
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　水み藤とうが今住すま居いにしているのは、ワンルームのウィークリーマンションだった。

　最初から長居をするつもりはなかった。契約期間は二週間で入居していて、その期間ももうすぐ終わる。備えつけの家具はベッド以外はほとんど使っておらず、電化製品の多くはスイッチを入れられたことすらなかった。

　自前の持ち物は大きめの鞄かばん一つに入るだけしかなく、それも着がえを出す以外に開かれることはあまりない。

　文尋は初めての場所に連れてこられた猫のように警戒の目を辺りに向けながらついてきた。彼が本家に帰るときは、水藤もここを出るときだ。この仮住居が知られたところでなんということもないだろう。

　適当にしていろと言って、水藤はバスルームに入った。土くれまみれの全身をなんとかしたかった。

　汚れた服を脱ぎ、土くれを洗い流しながら、水藤は仙せん谷たにと少女のことを考え、文尋から浴びせられた罵ば声せいのことを考えた。

　不思議と、仙谷に対してはたいした苛いら立だちを感じなかった。諸悪の根元ともいえる男であるにもかかわらず、格別の感情はわかなかった。

　それはもしかしたら、仙せん谷たにがモノ祓ばらい師らしいモノ祓い師ではないからかもしれない。仙谷には確かにモノ祓いの力があるが、彼がその力を正しく使っている様は見たことも聞いたこともない。奴やつの性根は人間的ですらなく、むしろ〈モノ〉に近いのかもしれない。

（だから苛いら立だたなかった？　あの男になんらかの親近感でも覚えたか）

　救えないなと、自分に対して思う。

　仙谷と一緒にいた少女に関しては、なんの感情も抱いだけなかった。水み藤とうを責めた文ふみ尋ひろの言葉は正しいのだろうが、だからといって彼女を救おうという気分にはなれない。

　今水藤の胸にある感情は、ただ文尋に対する苛立ちだけだった。

　モノ祓い師だからというだけじゃない。彼が、当然のように水藤に求めてくるものが嫌いやだった。優しさだとか、哀あわれさだとかを水藤が持ち合わせていないことに対して、裏切られたような顔をするのが嫌だった。

〈モノ〉をなんとかしてほしくて水藤を頼ってきたのならば、彼が水藤に期待していいのは〈モノ〉を始末するための力だけだ。

　体をふいて着がえると、鏡に向かった。凍りついたように表情のない顔がそこに映る。今でも愛あい想そ笑いくらいはできるが、彼らと別れてから、表情の大半を失った気がする。

　大きく息をついて、胸の苛立ちをなだめ、そっとバスルームを出た。

　文尋は部屋の真ん中にこちらに背を向けて座り込み、うつむいていた。

　すぐ背後まで歩み寄るが気づかない。上からのぞき込むと、携帯でメールを書いているようだった。

　その文面が目に入り、水藤はすっと体の芯しんが冷えるのを感じた。

『今、水藤さんと一緒にいます。ごめん、彼が優しい人だと、信じられなくなってしまった』

　文尋は迷っているのか、しばらく画面を眺ながめたまま固まっていた。だがやがて、自や棄けになったみたいなやり方で送信ボタンを押す。そのままの指で、また新しくメール作成画面を開き、今度はここの場所を記すメールを打ち始める。

　水藤は黙ったまま身を屈かがめ、文尋の手から携帯電話を取り上げた。文尋の肩がびくりと震ふるえ、とっさに距離を取ろうとしたのか飛び退のく。ローテーブルに膝ひざをしたたかに打ちつける音がしたが痛みは感じていないようで、その表情にはただ驚きよう愕がくだけが浮かんでいる。

「何をしているんだ」

　水藤はボタンを操作して、メール作成画面を消しながら、静かに言った。文尋はいっそ愉快なほどに蒼そう白はくな顔をしていた。

「連絡はしないという約束だろう」

「すみません。俺おれ……」

　水藤の心を凍いてつかせていたのは、文尋がこの場所を知らせようとしたことの方ではなかった。その前の、誰だれに送ったのかは知らない、くだらないメール。

「『優しい人だと信じられなくなった』？」

　何な故ぜか笑いが漏もれた。冷えきった胸の中で、苛いら立だちだけが熱くなり、牙きばをむく。

「君は、俺おれたちをどんなふうに想像していたんだ。優しい人だって？　飢うえて、耐えて、化け物だと言われて、追われて、それでも優しくあり続けなきゃいけない？」

　文ふみ尋ひろは立ち上がり、あとずさった。

「そうなんだろうな。優しくあり続けなきゃいけなかったんだろう。そうしなければ、人間として認めてもらえないんだろうな」

　水み藤とうの手の中で、携帯電話が鳴った。ディスプレイを見下ろし、水藤は眉まゆを寄せる。

　森もり山やま真ま里さと。

　画面に表示されているのは、水藤にとってなつかしく感じる少女の名だった。

　何故七なな倉くら家のモノ祓ばらい師の少年の携帯に、彼女が登録されているのか。彼女はどうしているのか。なんの用で、彼女は今この携帯にかけてきているのか。

　わき上がった疑問は、そのまましぼんだ。もうどうでもいいと思った。

　水藤は携帯の電源を切ると、床に放り捨てた。

「水藤さん……」

「もう、いい。どんな目にあっても、人間に献身的に尽くさなければ人間でいられないというのならば、もう人間じゃなくていい。本当に、心底うんざりなんだよ」

　水藤は手を持ち上げた。文尋は壁にぴったり背をつけ、かぶりを振る。

「俺を喰くうの？」

「モノ祓い師は嫌いなんだ」

　水藤は、すっと目を細める。

「好意的であろうとしてくれたのに悪いな。最近、忍耐力がなくなったんだ」
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　　　第四章　いいひと〈八月二十六日深夜から二十七日〉







　喉のどに、指の感触が食い込む。

　体の中の血を、太いストローでぐんぐん吸い上げられているみたいに、全身から力が抜け、寒くなり、感覚がなくなっていく。

　俺おれ、喰くわれかけているんだ。

　文ふみ尋ひろの唇くちびるは震ふるえた。

「たすけて」

　声はかさかさにひび割れて、自分以外には聞き取れなかったかもしれない。手を持ち上げようとするが、力が入らず、腹の高さまでしか上がらない。

　肌の表面が乾いて、今にも指先からぼろりと崩れて土くれになってしまいそうな気がした。

　水み藤とう深しん矢やの、感情の見えない目がすぐ側そばにあった。この目には、俺は食糧としてしか映っていないのだろうか。

　ぐにゃりと視界が歪ゆがみ、水藤の顔がぶれる。目の前の光景がぼやけていく。ああ、目に涙がたまっているみたいだとようやく気づく。

「……こうやって……喰くったんですか……」

　絞り出すように、文ふみ尋ひろは言った。自分の声が頭の中で響く。頭の中だけで響いているのか、本当にちゃんと喉のどから外へ声が響いているのか、もうわからない。

「あの医者を喰ったときも……誰だれかのためじゃなくて、自分の苛いら立だちと空腹のために、喰ったんですか。……それが、本当だったんですか……」

　水み藤とう深しん矢やが一般の人間を喰ったという話を聞いたときも、それでも彼は被害者なのだと信じていた。詳しい事情を聞けば、彼には同情の余地があったこともわかったし、あの時は仕方がなかったのだと思った。

　けれど、違うのか。

「それじゃあ、君はどうなんだ。俺おれたちに同情してくれて、俺があの医者を喰ったことも仕方がなかったと言ってくれて、その同じ口で、十じゆう文もん字じが死に追いやられたのも仕方がなかったと言うのか。仕方がない、仕方がない。そうだな。世の中、同情するに足る、仕方がない事柄でいっぱいだ」

　水藤の手が首から外れた。文尋は崩れ落ちて床に尻しりをつく。

　息が苦しく、全身がひどくだるかった。だが、力の入らない手足を必死に動かして部屋から這はい出る。

　玄関から転がり出ると、水藤が追ってきているかどうかも確認できないまま、ドアの前にすばやく〝壁〟を立てる。

　文尋の力で立てた〝壁〟が、水藤にとって何かの妨さまたげになるとも思えなかったが、何かをせずにはいられなかった。そのまま壁に手をつき、よたよたと進む。

　靴くつをはかないまま飛び出したことに、数歩歩いてから気づいた。足の下でぺたぺたと音がする。冷たいコンクリートの感触が、足の裏にしみる。

　エレベーターまでたどり着くと、下向きのボタンを連打した。そうしながら、何度も後ろを振り返る。水藤はまだ追ってこない。

　無機質な音を立てて、エレベーターが上ってきた。ドアが開くのももどかしく、中にすべり込んで「閉」ボタンを何度も乱暴に押した。

　エレベーターの床に座り込んで、浮遊感に身をゆだねる。手のひらでごしごしと顔をこすった。少量の涙が手につく。どうしようもなく情けなかった。

　逃げなきゃ。逃げて、本家に連絡を……。

　文尋は頭を抱かかえ、髪の毛をつかむ。

　水藤深矢に喰われかけた。そんな報告をすれば、どうなってしまうのかは目に見えていた。

　けれど他ほかに、文尋が選べる道などなかった。
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　純じゆんの体の状態はなかなかもとには戻らなかった。

　別に、普通に生活する上ではこの力のない状態でもそう困ることはないのだけれど、この状況下ではひどく難なん儀ぎだ。気配がたどれない上、目が悪いので、たとえ二、三メートル先に捜し人がいたとしてもわからないかもしれない。

　無む為いに歩き回った末、純は道の端にしゃがみ込んでいた。

　体が、〈モノ〉と人の間でどっちつかずに揺れ動いている。じわりと力が戻ってくるのを感じ、手の傷や視力が回復しそうになったりもするのだが、次の瞬間にはまたふらりと力ない状態に逆戻りしていく。

　体の不安定さは確実に悪化していた。力を失っている時間も、今回のように長いときもあれば、完全に力を失うところまでは行かず、ほんの一瞬で戻るときもある。そしてその周期は確実に短くなっていた。

　純は一つため息をついて、真ま里さとに借りた携帯電話を取り出す。デジタル表示の時計が、午後十一時を示していた。

（そういや、仙せん谷たにの件もあるんだった……）

　綾あや佳かが仙谷に指定した時間は、午前零時だった。

　さっき見つけた〈モノ〉の死体のことを考えた。綾佳の体が今どういう状態なのかわからないが、万全の状態でないのは確かだ。綾佳を一人で仙谷のところへ行かせるのは嫌いやだった。

　水み藤とうはもう、この辺りから離れてしまっている可能性が高い。このまま無為に捜し続けるより、先に仙谷に指定した場所に行ってみようか。

　けれど、いくら綾佳一人で行かせるのが不安だといっても、今の自分が合流したところで足手まとい以外の何者でもないんじゃないのか。

　そう考えて少し落ち込んだとき、微かすかな笛のような音が聞こえた。

　何かの鳥の鳴き声のようにも聞こえる。途切れ途切れの高い音。

　純は思わず片耳の下を押さえた。

　ヒュィィ、ヒュィィ、ヒュ……

　不快な音ではない。奇妙に心にかかる音だった。だが音は本当に微かで、どこから聞こえてくるのかもよくわからない。気にするほどのものではないような気もした。

　だが、無視して歩き出そうとすると、音が迫ってきた。まるで、見過ごして行こうとすることを責めるように音は近づき、だが近づきすぎない位置で響いている。

　ヒュィィ、ヒュィィ、ヒュ……

　口笛に似てるなと気づく。だがただの口笛にしては奇妙だ。何か意志を持って呼んでいるように思えて仕方がない。

　純じゆんは立ち止まり、音の発生源をたどるようにじっと耳をすませた。

　すると音は次第に遠くなっていく。

　時折聞こえなくなる微かすかなその音をたどって、純は歩いた。音は純を誘いざなうように、ゆっくりと遠ざかっていく。純はそれを追う。

　階段の下にたどり着いた。神社のようだが特に観光名所ではないようだ。古びた石の鳥とり居いが立っている。その前に立つと、理由のわからない不安感を感じた。とっさに、この前遭そう遇ぐうした階段に棲すんでいた半物質的〈モノ〉のことを思い出す。

　もしかするとここに〈モノ〉がいるのだろうか。だとしたら、今の純には対処できない。〈モノ〉を見ることすらできない可能性が高い。

　離れた方がいいか──そう考えたとき、再びあの音が聞こえた。笛に似た音。引き寄せようとするように響く。

　迷った末、純は階段に足をかけた。笛のようなこの音が、〈モノ〉の発する音のようには思えなくて気になった。

　階段の上は、そう広くない神社の境けい内だいだった。とりわけ観光客を引きつけるような華やかさはない、ごく普通のどこにでもあるような神社。

　その境内の真ん中に立ったとき、音はやんだ。

　代わりに、背後で土を踏む微かな音が聞こえた。振り向く。

　まず目に映ったのは、閃ひらめく鈍い光だった。光はシャッと弧こを描えがいて純に向かう。認識するよりも先に体が動いて後ろに跳とんだ。普通の人生からそれてしまってからの四年間のうちに身についた、異常事態に対する反射行動だった。

　けれど、脊せき髄ずいが発した反射指令に、力を失っている今の純の体は応こたえきれない。腹に一瞬冷たい感触が走り、すぐさまそれは焼けつくような熱い痛みに変わる。足がもつれ、後ろに数歩よろめいた末に地面に転がった。

　全身に伝でん播ぱする激しい痛みに呻うめき、痛みの発生源を手で押さえた。腹の左側。血があふれて手がすべる。暗くら闇やみの中、どの程度の傷なのかは確認できなかった。はらわたが出たらどうしようと思い、両手で傷を必死に押さえる。同時に、相手を確認しようと顔を上げた。

　人影が数人確認できた。一番近くにいる者の手に、鈍く光る長い物体が握られている。刀だ。抜き身の刀。──なんだそれは。ここはいつの時代だ。お前は侍さむらいか。

　痛みに歯を食いしばりながらも心の中でつっこみを入れて、純は第二撃に備えてなんとか身を起こす。膝ひざをついて起き上がるところまで体勢を立て直したが、すぐには立てそうになかった。

　動くと腹が引き裂さけそうに痛む。

「違う、こいつではない」

「かまうものか。これも同じだ。今始末できるのならばすべきだ」

「だが……」

「あのキメラ贔びい屓きの文ふみ尋ひろが、本気で怯おびえて連絡してきたんだぞ。保護された文尋は、ひどく弱っていたそうだ。あと一歩であいつは土くれになっていたんだ」

「やったのは水み藤とう深しん矢やなのだろう？」

「そうだ。だがこの勢いに乗ってキメラたち全員を退治してしまわなければ、また何かがあったときに『キメラたちに協力させよう』などと言い出す奴やつが出てくる。喉のど元もとも過ぎぬうちに熱さを忘れる馬ば鹿かどもがたくさんいるんだ。いつまでも同じことの繰り返し。今殺しておかなければ、今度はこっちに死人が出るぞ」

「上の決定がまだだ」

「だから決定が出ぬうちにやってしまおうと言っている。和かず巳みが出てくると面倒だ」

　複数の男たちが低い声で言い争うのが聞こえた。中の一人が、純じゆんを殺そうと積極的であるらしい。

　純は脇わき腹ばらを押さえてうずくまりながら、そのやりとりをじっと聞いていた。傷口から流れる温かい血が、純の手のひらを濡ぬらしていく。

「だが、奇妙じゃないか。魔ま寄よせの音の効果も顕けん著ちよであったとは言いがたい」

「それでもここへ誘い込まれたじゃないか」

「だから奇妙なんだ。強く引き寄せられた様子でもなかったのに、結局罠わなだと気づくこともなくやってきた。あまりにも間抜けすぎるじゃないか。犬が効きもしないマタタビにつられて猫取りの罠に入ってくるようなものだ」

　間抜けで悪かったな。痛みに苦しみながらも、純はゆっくりと口を開いた。

「さっきの音、あんたらが……？」

　刀を持ったモノ祓ばらい師が馬鹿にするように笑った。顔は見えないが、気配でそれとわかる。別の者が口笛を吹いた。ヒュィィ、とさっきの音がする。モノ祓い師の息を込めた魔寄せの術らしい。

　純は自分自身に対して舌打ちしたい気分だった。まさに、単純な罠にかかった動物そのものだ。

　モノ祓い師の発した魔寄せの音がたいして効かなかったのは、今の純の体の状態が、バランスを崩して人間寄りになっていたからなのだろうし、同時にモノ祓い師による罠だと気づけなかった理由も同じだ。今現在は純の中で薄れている〈モノ〉の部分が、漠ばく然ぜんと魔寄せに引き寄せられてしまったのだろう。

（くそ……どうする）

　純はまだもめている様子のモノ祓い師たちを見つめながら考える。

　白はく刃じんの光は厄やくを祓う力を持つという。男が持っている刀も、おそらくモノ祓いの力を持つものなのだろう。だがそれ以前の問題として、刀は純粋な凶器だ。斬きられれば死ぬ。それは今の純じゆんも例外ではない。

　傷のうずきには少しずつ慣れてきた。麻ま痺ひしてきただけかもしれないが、いずれにしろ最初に思ったほどは深い傷ではなさそうだ。血はまだ止まらないが、腹の中身は無事だ。

　辺りを見回す。目に入るモノ祓ばらい師の数は五人だった。わざわざこの場所に誘い出したということは、今の純には確認できないが、ここはそれなりの結けつ界かいで囲われているのだろう。

　けれど、今の純ならばかえって結界の影響は薄いかもしれない。抜けられる可能性は大きい。向こうだって、力で結界の網を破られる可能性は考えて準備していても、網の目からすり抜けられることは想定外だろう。

　モノ祓い師たちは一箇か所しよに固まっている。純の背後は、崖がけに近い急斜面になっていた。だが、高さはそれほどではないようで、道の明かりが木の間から見える。

（モノ祓い師に殺されたってんならまだしも、斜面転がり落ちて死んだら笑いものだな）

　純は頰ほおだけでわずかに笑って、両足に力を込めて立ち上がった。力を込めた瞬間、出血の量が増えた気がした。モノ祓い師たちが身構える。

「……やはりおかしい。こいつは本当にキメラか？」

　男の一人が言ったと同時に、純は地を蹴けった。モノ祓い師たちの姿を視界に入れたまま後ろに──神社の境けい内だいから斜面に向かって跳とぶ。刀を持った男が、反射のように足を踏み出した。白はく刃じんがまた一いつ閃せんする。純はとっさに腕を上げる。熱い感触が肘ひじの上辺りを横一線に走る。また斬られたかもしれない。けれどまだ痛みは感じない。きっと皮一枚のことだ。

　境内から体が外に出る瞬間、電流を流されたような衝しよう撃げきが全身を打った。

　息が詰まる。

（やばい、無理か。押し戻されるか──）

　危機感に総毛立ったとき、体がふわりと浮いた。別の衝撃が純の体を襲おそう。体が打ちつけられる。世界が回る。何がなんだかわからなくなる。

　数秒、気を失っていたかもしれない。引き戻してくれたのは女の悲鳴だ。絶叫というほど大きくはないが、頭のてっぺんから発されたような頓とん狂きような声だった。

　はっと目を開ける。ここはどこだと一瞬混乱した。

　人通りの少ない夜の道。焦こげ茶色に塗装された街灯。目を見開いて驚おどろいている若い女。

　純は後ろを振り向いた。急斜面が背後にある。見上げると、さっきまで純がいた神社らしき場所が見えた。

　結界を抜けられたんだ。

　急いで逃げようとして、純は呻うめいた。傷がひどく痛む。

　当たり前だ、刀で斬りつけられたあげくにこの急斜面を転げ落ちたのだ。死ななかっただけめっけものだ。

　叫び声をあげた目撃者の女は、おろおろと手を動かしている。二は十た歳ちそこそこの年齢だろうが、とっさの場合冷静な判断が下せるタイプではないようだった。だらだらと血を流している男が突然目の前に転がり落ちてきたら、大たい抵ていの人間は慌あわてふためくものかもしれないが。

「すみません！　この上に刀を持った男たちがいるんです、警察を呼んできて下さい！」

　慌てている女をさらに煽あおるように、純じゆんは声を張りあげた。半分は、こっちに向かってきているかもしれないモノ祓ばらい師たちへの牽けん制せいだ。

　純が向こうの通りを指し示して女に迫ると、彼女は飛び上がって激しく頷うなずいた。多分彼女は携帯電話くらい持っているだろうし、本当に警察を呼ぶことが目的ならばどこかへ走っていく必要などないのだが、純の剣幕に押されたのか、刀を持った男が近くにいるという言葉に恐怖したのか、それとも単に混乱しているだけなのか、彼女は必死の形相で走り去っていく。

　純はその隙すきに彼女とは逆の方向に走り出した。もっとも、傷の痛みのせいで走ると言えるようなスピードは出ない。傷を押さえてよろめきながら、純はできるだけその場から遠ざかろうと足を動かす。

　角を曲がったとき、道の端にエンジンをかけたまま停車しているトラックが目に入った。運転席を確認すると、誰だれも乗っていない。

　迷った時間はほんのわずかだった。

　他ほかに選せん択たく肢しはなく、純はすばやくトラックの荷台に身をすべり込ませた。荷物の間に体をねじ込み、できる限り小さくなる。

　運転手はすぐに戻ってきた。荷物の積み卸おろしをしていたのだろう。まだ荷台の荷物を動かすようだとまずいな──そう不安に思ったとき、運転手はばたんと荷台を閉めた。




　水み藤とうが、行動を共にしていた少年モノ祓い師を喰くおうとしたらしいこと、そのために自分たちは命を狙ねらわれているようだということは理解した。

　襲おそってきたモノ祓い師たちの話を聞く限りでは、純たちを殺そうとしているのは、七なな倉くら家の総意ではないようだった。多分、キメラたちに協力を要請することに最初から反対だった者も多かったのだろう。純を襲ったのは、きっとその一部の血気盛んなモノ祓い師たちだ。刀で斬きりかかってきた男など、その最たる者だろう。少年モノ祓い師の件があってごたごたしているうちにキメラを殺してしまおう。そう考えて先走っている雰囲気だった。

（どうする。早いところ、綾あや佳かにこのことを知らせないと）

　綾佳は多分、仙せん谷たにに指定したあの場所にいるだろう。けれど純が今すぐにそこへ行くことはできない。

　トラックの荷台で振動に身を任せながら、純はじっと考える。第一、この車はどこへ向かっているのだろうか。あまり遠くまで連れていかれる前に降りて、綾佳と合流したいのだけれど。

　純は、傷口をそっと探ってみる。

「うっ……」

　指が傷口に入ってしまい、熱い痛みが走って純じゆんは呻うめいた。

　この傷じゃろくに動けないし、動けばすぐに人目についてしまう。脇わき腹ばらから血を流して歩いている男を見つけたら、良識ある人間なら一一〇番か一一九番を押すだろう。

　体の状態が戻るのを待つしかない。

　純は唇くちびるを嚙かみ、左手では傷を押さえたまま、右手で携帯電話を引っぱり出した。アクアブルーの電話に、血の汚れがついた。

「やべ。借り物なのに」

　つぶやいて、そんな心配ができる自分に少し安心した。

　ホテルの番号を問い合わせてかけるが、やはりまだ綾あや佳かは部屋に戻っていない。

　真ま里さとの携帯電話の電話帳を見せてもらう。登録件数が十件ちょいしかないのは彼女らしい。その中に真里の自宅の電話はないだろうかと探したが、それらしいものは登録されていなかった。家には電話を引いていないのかもしれない。

　綾佳に今の状況を知らせるだけでいい。それができれば、彼女は自分で自分の身をちゃんと守るだろう。けれど今の状況ではその手段さえない。

　七なな倉くら和かず巳みの番号が目にとまる。彼に助けを求める気はないし、助けてもらえるとも思っていないが、事情くらいは訊きけるだろうかと考える。けれどそのあとに続く名前を見て、気が変わった。

　七倉文ふみ尋ひろ。事情を訊くならこっちの方がいいかもしれない。何しろ当事者だ。キメラたちに同情的だったらしいこの少年が、どうして水み藤とうに喰くわれかけることになったのか、彼が話せる状態ならば訊きたいと思った。

　ボタンを押し、耳に当てる。コール音が長く続いた。

　やっぱり、出られる状態じゃないか。

　諦あきらめかけたとき、コール音が途切れた。だが、向こうは何も言わない。留守電につながっちゃったかなと考えたが、数拍待ってもそのような応答もない。耳をすますと、微かすかに雑音が聞こえる。誰だれかが電話に出たのは確からしい。

「もしもし？」

　不審に思って純の方から声を発した。すると、電話の向こうでわずかに息を吞のむ気配があった。

「もしもし」

『純か』

　その声に、純もはっとする。不意を突かれて言葉を失っていた。

　会わなかった時間は数カ月にすぎないのに、途方もなくなつかしく感じる。もう二度と聞くことはないと思い決めていた声だ。

「……なんで、お前がその携帯を持ってるんだよ、水み藤とう」

『忘れ物だよ。それに、それはこっちのセリフだな。君はまた森もり山やま真ま里さとさんと一緒にいるのか』

　一度驚おどろきから立ち直ると、水藤は純じゆんたちと決別したことも数カ月間のブランクもなかったかのような声を出してそう言った。

「ついさっき、会ってな。色々不便だろうからって、携帯貸してくれた」

『へえ。……どうして彼女が七なな倉くらの家の人間と携帯番号を交換するような関係になったのか、理解に苦しむところだけれど』

「まあ、色々あったんじゃないの。俺おれもよくは知らない」

　適当に言ってから、純は声を落とした。楽しい話ではない。自然、声は低くなる。

「水藤、何があった。どうしてお前、モノ祓ばらい師を喰くおうとした。相手は、俺たちに好意的なガキだったんだろ」

『情報が早いね』

「そのおかげでこっちは腹から血ぃ出して動けない状況に陥おちいってるんだよ」

　言うと、短い沈黙が返ってきた。何を思っての沈黙なのかは知らない。純も黙って待つと、声はすぐに返ってきた。

『モノ祓い師に襲おそわれたのか』

「そうだよ。なあ、なんでだ。何かトラブルがあったのか。腹はへっていないはずだ。喰うものなら、今のこの町には他ほかにいくらでもある」

『別に、とりわけ何かがあったわけでもないんだ。明確な理由はない』

「どういうことだよ」

『苛いら立だったんだ』

　純は、なんと答えていいのかわからず黙った。苛立った？　何に？

「何に？」

『何にというわけでもない。ただ、苛立ったんだ。もう、モノ祓い師だというだけで俺にとっては苛立ちの対象なのかもしれない』

　水藤の声は微かすかだが困惑した様子が交じっていて、本気で言っているのだとわかる。

『苛立ちを抑えるのが面倒になった』

　やはりもう、水藤は変わりきってしまったのだろうか。

　純は目を閉じる。彼の中の苛立ちは、純や綾あや佳かに代わって一人で喰った、あの霊れい的てき〈モノ〉の蠱こ毒どくが種となって生まれたものなのだろうか。そうならば、何か一つが違えば、その苛立ちを抱かかえていたのは純の方だったかもしれないのだ。

　心を〈モノ〉に近づけてしまっていたのは、自分だったかもしれない。

『けれど、君たちには悪いことをしたな』

「……これからどうするつもりなんだ」

『襲おそってくるモノ祓ばらい師がいたら、喰くうだろうな』

「やめろと言っても、無む駄だか」

『無駄だね』

　純じゆんは口を引き結ぶ。水み藤とうに対する言いようのない感情は脇わきにのけ、苦いものを飲み込むような気持ちで言った。

「……助けてくれる気はないか」

『どういうことだ』

「綾あや佳かに、俺おれたちが命を狙ねらわれていることを伝えたい。俺は今例の状態で、しかも血だらけで動けない。……伝えるだけでいいんだ。頼めないか」

　少しだけ、考えるような間があった。

『やめた方がいいんじゃないか』

「どういうことだ」

『俺と関かかわらない方がいい。君たちはもう俺とは決別したのだから、そのスタンスを貫つらぬけよ。俺が綾佳さんを助けようとしたら、君たちは俺の仲間だということになるよ。それは、不本意だろう』

「けど……」

『綾佳さんなら平気だろ。君と違って体調も安定しているんだし』

「そうじゃないかもしれない」

　純は言った。必死だった。

「俺もよくわからないけど、あいつ今、〈モノ〉を喰えない体なんじゃないかと思う。体調がどうかは知らない。でももしかしたら、今誰だれかに襲われたら危ないような状態かもしれない」

『知らないよ』

　そう切り捨てられて、さすがに純は黙った。これ以上食い下がっても無意味だ。今は、綾佳を信じて、自分の体が一刻も早くもとの状態に戻るのを願うしかない。

「……わかった。時間を取らせて悪かったな」

　電話を切ろうとして、純はふと思い出して言った。

「戸と塚つかさんがお前のこと捜してる」

『会いたくないな』

　間髪を容いれずに言葉が返った。

『心底、会いたくない』

「……そうか」

　モノ祓い師というだけで苛いら立だちの対象になるのかもしれない、と言った水藤の声を思い出す。

　変わってしまっても、水藤にも守りたいものが残っているのかもしれない。

『君たちにも会いたくないな』

「そうかよ」

『もし会えば、君は俺を殺すよ』

　予言するように水み藤とうは言った。純じゆんは思わず電話を耳から離し、見つめた。

『賭かけてもいい。もしこの先、純と俺おれが会うようなことがあったら、君は俺を殺すことで責任をとろうとする』

　断定するような水藤の口調に、純は怯ひるんでいた。

　そんなこと、とはねつけようとしてやめ、どうしてそんなことを言うんだ、と訊きこうとしてやめた。

「……万一そんな状況に陥おちいったら、殺されるのは俺のような気がするけど」

　結局、ぼやくようにそう言うと、水藤の息だけの冷めた笑いが聞こえた。
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　二年半前、綾あや佳かが結けつ界かいを破った場所。そこが、仙せん谷たにに指定した場所だった。

　綾佳は視線を上げた。闇やみの中に二に条じよう城がそびえているのが目に映る。

　時刻は、午前零時を過ぎていた。やっぱりまだ伝言は聞いていないかな、と綾佳は半ば諦あきらめていた。もとよりたいした期待もしていないけれど。

　あと十五分くらい待ったら行こう、と考える。

　木に寄りかかり、手を握ったり開いたりと動かしてみる。手の動きはややぎこちない。脳が指令を出してから手が反応するまでタイムラグがあるかのようだ。

　……やっぱり、もう行こうかな。

　少し不安になって綾佳は思い直す。無理をしたせいか、具合はよくない。

　綾佳は〈モノ〉を受けつけない体で、無理矢理いくつかの〈モノ〉を喰くってみていた。一つの〈モノ〉を喰うのに非常に時間がかかり、喰ったあとにはひどく気分が悪くなる。今も体は重い。

（それでも、喰えるうちに少しでも喰っておかないと）

　そう考えたとき、土を踏む音が聞こえた。視線を向ける。

「仙谷」

　名を呼んだ。自分で呼び出したくせに、彼が目の前に現れたことが奇妙なことのように感じていた。

　仙谷は微笑ほほえみながら近づいてくる。

「光こう陵りよう会かいと、連絡取ってたんだ」

「まあ、色々とあってね。光陵会から私の個人情報が流出したようなので、その事実関係の確認のため連絡を入れたら、意外な人からの伝言があったというわけさ」

　綾あや佳かは体の横で、こっそりとまた、手を開いたり閉じたりしてみた。

　大丈夫。いつもより鈍くはなっていてもちゃんと体は動く。

　別に仙せん谷たにを喰くうわけじゃないのだ。何かあったとき、自分の身を守るために戦うだけの力があればそれでいい。

「今、あんたが何をしているのか、それが知りたくて呼び出したの」

「いいよ。ゆっくり話そう。けれどその前に、場所を変えないか？」

　綾佳は眉まゆをひそめた。どこかに誘い込む気だろうか。

「ここじゃ話せないわけ？」

「僕も君も追われる身だ。特に君は、気配が目立つ。君たちを捜して七なな倉くら家が血ち眼まなこになっているんだ。外をふらふらしてると、見つかるのも時間の問題だよ」

「七倉家が？　……〈モノ〉があふれてしまっている今、私たちのことは見て見ぬふりの状態なのかと思ってたけど」

「君が知らない間に事態は色々と動いていてね。少し前までは、むしろいざというときに協力させようという目的で君たちのことを捜していたようだが、今は明確な殺意を持って捜されているよ」

　殺意。

　その言葉の強さに、綾佳は眉を寄せる。

「どういうこと」

「水み藤とう深しん矢やが、七倉家のモノ祓ばらい師を喰いかけたらしい。結局は未み遂すいだったようだがね」

「……どうしてそんなことを知ってるのよ」

「さっきそこで、本人に聞いたのさ」

　わけがわからない。そう顔に出ていたらしく、仙谷は綾佳を見て楽しそうに笑った。

「水藤深矢に会った場所は、本当にすぐそこだよ。……彼は君の様子をうかがっていたんじゃないのかな。モノ祓い師に命を狙ねらわれる原因を作ったのは彼だからね。君のことを心配していたんじゃないか」

　綾佳はとっさに水藤の気配を探した。本当に、そう遠くない場所にいる。今は離れつつあるようだけれど。

「もしそうだとして、どうして水藤くんがそれをあんたに言うのよ」

「自分は接触したくなかったんだろう。君たちの間に何があったのかは知らないが、今君たちは行動を共にしてはいないようだしね。……で、そういうわけで場所を変えてもいいかい。僕も今、七倉家の連中には見つかりたくないんだ」

　水藤が七倉家のモノ祓い師を喰いかけた。

　そのせいで、綾佳たちも命を狙われている。

　水藤はそのことを気にかけて、綾佳の様子を見に来た。

　そして──仙せん谷たにに事情を話した？

　綾あや佳かは目の前に立つ仙谷を睨にらみ据すえる。この男が言っていることが本当かどうかはわからないが、もしそうなら確かにここでぼんやり立っているのはまずい。

　それに、純じゆんのことも心配だった。

「もしあんたが言ってることが本当なら、悪いけどあんたとしゃべってられないわ」

「矢や代しろくんのことが心配かい？　でも彼の話だと、矢代くんは状況を承知しているみたいだよ」

「それも水み藤とうくんから聞いたっていうの？　どうして彼があんたにそんなことを話すのよ。水藤くんがあんたを信頼してそんな話をするとは、到とう底てい思えないんだけど」

「信頼、ね」

　仙谷が笑った。馬ば鹿かにされたような感じがして、綾佳は顔をしかめる。

「もちろん、信頼などされていないよ。水藤くんはもう、どんな人間のことも信頼なんてしてない。そうだな、信頼していないという点においては、僕も七なな倉くらも他ほかの人間も一緒なんだろう。彼は近くにたまたま使い勝手のいい僕がいたから使っただけさ」

　どんな人間のことも信頼していない。どんな人間も、みんな一緒。

　──もしかしたら彼は、人間の区別などつかなくなってきているのかもしれない。

　そう考えて、ぐっと体の内側が痛んだ。

　人間が動物の個体の区別がほとんどつかないように、〈モノ〉に近づく水藤は、だんだんと人間たちの区別が曖あい昧まいになってきているんじゃないのか。

　それは考え出すと果てしなく気が滅め入いっていきそうな想像で、綾佳は途中で考えを断ち切った。

「……場所を変えるとしたら、どこに？」

「僕たちが今潜伏している場所に。一応簡かん易い結けつ界かいを施ほどこしてあるから、そう簡単には見つからないはずだ。……あまり品のいい場所ではないが、気を悪くしないでくれると助かるな」

「どこよ」

「ラブホテル。ベッドは天てん蓋がいつきだよ」

　綾佳は仙谷を斜はすに睨んだ。仙谷と共にそんなところに入ると考えただけでげんなりするが、仙谷は今「僕たちが潜伏している場所」と言った。つまりそこに、仙谷が連れていると噂うわさの吉よし永なが絵え梨り香かもいるのだろう。

　綾佳は仙谷の顔を見つめ、必死に頭をめぐらせる。

　この男が何を考えているのか知らない。綾佳の体調も万全ではない。けれど、いざというときに戦えるくらいの力はあるし、仙谷が強大な力を裏に隠しているとも考えにくい。仙谷から吉永絵梨香を奪うばい返そうと思うなら、今が好機だ。

（純は大丈夫かな）

　また力のない状態になったりしていないだろうか。純は状況を把は握あくしているらしいと仙谷は言ったが、それも水み藤とうから聞いたことなのか。だとしたら、純じゆんと水藤の糸はつながったのか。
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　結局、よけいな世話を焼いてしまった。

　水藤はため息をついて、タクシーの座席に体をもたせかけた。

　純と綾あや佳かにはもう関かかわらないつもりだった。彼らと決別した日、そう決めた。それなのに、今さら純が頼るようなことを言うから。

　けれどやっぱり直接会う気力まではわかず、綾佳の気配のすぐ近くまで行ったところで水藤は足を止めた。今さら彼女の前に姿を現して助けるようなことをするのは、もう一度戻りたいとすがっているみたいで気が進まなかった。けれどこのまま引き返すのも馬ば鹿かみたいで、どうするべきかと立ち往生していると、さっき目の前から去ったばかりの仙せん谷たにが現れたのだ。

（今日はずいぶん君と縁がある日だな。どうした。早はや瀬せさんに用事かい）

　仙谷は、綾佳に会いに来たのだと言った。詳しいことは聞きいていないが、綾佳の方から仙谷に接触を試みようとしていたらしい。彼女はきっと、この事態を解決しようと考えて動いているのだろう。

　ちょうどよかったので仙谷に状況を話した。仙谷はよろこんでそれを綾佳に伝えただろう。

　よけいな真ま似ねをした。綾佳は仙谷になど頼りたくはないだろうし、もしかしたら事態を悪化させることになったかもしれない。けれど、自分が彼らと接触しようとするならば、そのくらいの負の要素があった方がバランスが取れるのかもしれないとも思った。

　水藤は窓の外に目をやった。車の窓から見える空は狭かったが、星がいくつも光っているのが見えた。雲がないのだ。台風は過ぎたのだろう。

　人通りも車通りも少ない時間帯。タクシーはほとんど何にも阻はばまれることなく走っていく。水藤はふと気づいた。

　ずいぶんと目立つ車があとをつけてきていた。黒のベンツ。それが、一定距離をおいて常にサイドミラーに映っていた。

　タクシーの運転手を見る。彼も気づいているようで、訝いぶかしげな顔をしてバックミラー越しに水藤の顔を見た。水藤は苦笑する。

　どうやら尾行は下へ手たな連中らしい。無理はない。彼らの仕事は〈モノ〉を祓はらうことであって、尾行をすることでもカーチェイスをすることでもない。

（それでも、俺おれたちがこんな体になってからは、こういった仕事も増えたはずだけれど）

　あとをつけられたり見張られたり。七なな倉くらのもとにいたときは、そんなことは日常茶飯事だった。

　先程、純はモノ祓い師に襲おそわれたと言った。反応が早すぎる。おそらく、今自分たちを追っているモノ祓ばらい師たちは、もとからキメラに悪感情を抱いだいていた者たちなのだろう。ずっと、〈モノ〉と人のキメラなどという危険な存在を排除したいと考えていて、今その大義名分を得て勇んでいるのではないか。彼らは自分たちに関かかわるような役目は今まで引き受けたことがなく、尾行は初めてなのかもしれないし、ただ単に、尾行の準備をする時間さえなかったのかもしれない。

　本家の中心では、まだキメラたちにどう対処するのか決めかねているのではないだろうか。奴やつらはその隙すきに実力行使をして、水み藤とうだけでなく純じゆんと綾あや佳かのことも祓ってしまおう──殺してしまおうとしている。

　再び、苛いら立だちが胸の中で暴れ出す。じりじりと燃えて胸の内を焼き、その熱が脳を痺しびれさせる。頭がぼんやりとする。何も考えたくなくなる。苛立つ心を食い止めようとすることに、抑えがたい疲れを感じていた。

（どうせ、もうあと戻りはできないんだ。あの少年モノ祓い師を喰くおうとした段階で、もう終わってる）

　どうしてあの少年を喰うことを途中でやめたのだろう。いっそのこと喰ってしまっていれば、事態の発覚は遅れて、ここまで面倒なことにならずにすんだかもしれないのに。

　その時の自分の気持ちすらもう思い出せなかった。

　サイドミラーで追ってくる車を眺ながめる。熱を持った苛立ちが臨界点を超え、奇妙な静けさが訪れた。

　──もういい。そんなに殺したいのならチャンスをやろう。

「すみません、行き先を変更してくれませんか」

　水藤は運転手に声をかけた。彼はミラー越しに訝いぶかしげな視線を投げる。

「どこへ？」

　静かな場所へ行こうと思った。静かで人ひと気けがなく、争いごとを起こしてもすぐにはそうとわからない場所。

　彼らにとっても俺おれにとっても都合のいい場所に。
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　お姫様の部屋をコンセプトにしたような内装の部屋で、綾佳は居心地悪く身をよじった。

　部屋に入るなり仙せん谷たには鍵かぎを閉め、ドアの前に〝縄〟をかけた。綾佳はわずかに体を緊張させる。

　部屋の真ん中に据すえられたベッドに近づく。広いベッドに、少女が一人横たわっていた。緩ゆるくウエーブした、色素の薄い長い髪が、シーツの上に広がっている。これが吉よし永なが絵え梨り香かか。お姫様みたいな少女だ。

　けれど、眠り姫にしては彼女はあまりに苦しそうな顔をしていた。それもそのはずだ。大量の霊れい的てき〈モノ〉の塊かたまりが、絵え梨り香かにのしかかり、押し包んでいる。

　それも、ただの集合霊ではない。普通の集合霊は、一つ一つの形をほとんどなくしていて、集まり大きくなった代わりに濃度は薄い、希薄な〈モノ〉だ。それが、絵梨香に憑ついている霊的〈モノ〉の塊は、一人一人が確固とした個人の形をとどめている。たくさんの──それこそ百に近い人間たちが、絵梨香一人に群がり、のしかかっているようなものだ。

「どうして、こんなこと」

「すごいだろう。さすがに、死んだ同級生全員というのは無理だったが。全員が霊的〈モノ〉として残ったわけでもないしね。だが彼女は、これだけの人数を呼び寄せ、背負い込むことに成功した。ただの集合霊にならず、霊的〈モノ〉個人個人の姿をとどめているのは、生前の一人一人のことを知っている彼女の精神力がそうさせているんだ。まったく、すばらしいよ」

　自分の作品を自慢するような物言いに──いや、「ような」ではなく、仙せん谷たにはまさにそのつもりなのだろう──綾あや佳かはこめかみの辺りが熱くなるのを感じた。

「なんてことするのよ」

　綾佳は絵梨香の体に手をかけた。彼女の首にかけられた、おそらく〈モノ〉を封じていると思われる〝縄〟を取り去り、霊的〈モノ〉を彼女から引き離すつもりだった。今の綾佳には喰くえなくとも、消し去ることくらいはできるはずだ。

　だが、綾佳の指が首の〝縄〟にふれたとたん、はじかれるような痛みが指先に走った。じゅっと焼ける音がして、同時に絵梨香が目を開いた。

「仙谷さん……？」

　絵梨香はつぶやき、肘ひじで体を起こそうとするが、上半身を完全に起こす力はないようで、体を横向きにした状態で止まる。絵梨香の目が、辺りをあてどなくうろうろとさまよっている。綾佳ははっと気づいた。

「あなたまさか、目が見えなくなってるの？」

　声をかけると、絵梨香の顔色が変わった。怯おびえた顔をして、ベッドの上でずるずるとあとずさる。仙谷がすかさず回り込んで、絵梨香の手を優しく取った。

「落ち着きなさい。大丈夫、僕はここにいるよ。彼女は僕のちょっとした知り合いさ」

　絵梨香は仙谷の腕にすがり、なんで、と問いたげな表情をして、仙谷の顔の辺りを見上げる。仙谷はただ絵梨香の頭を撫なで、綾佳に顔を向けた。

「ものの影はうっすらと見えているようだけれど、今はほとんど光を失っている。不用意に驚おどろかせないようにしてくれ」

「あんたがやったの？」

　ゆらゆらと立ちのぼるような怒りを感じた。仙谷は微笑する。

「大丈夫。一時的なものさ。すべてが終わって、彼女に憑いた同級生の霊を解放すれば、またちゃんと見えるようになるよ」

「ふざけないで！」

　怒鳴ると、仙せん谷たにはすっと綾あや佳かの顔に手を伸ばした。硬い指先が、綾佳の頰ほおにふれる。

　振り払おうかとも思ったが、しばらく黙って彼の行動を見守ってみた。

　仙谷はいとおしそうに綾佳の頰に指をすべらせる。べたべたとさわるのではなく、指先だけで、ふれるかふれないかというくらい微かすかに。

「それじゃ、代わりに君が僕と来るか」

　仙谷は小さな声で、耳打ちするように言った。

　だがそのささやき声は絵え梨り香かにも届いたのだろう。彼女の表情が強こわばった。

　できるだけ彼女を刺激したくない。

　綾佳は絵梨香の様子を気にしながら、やはり声を落として返す。

「どういう意味よ」

「二年数カ月前のリトライだよ。君たちが欲しいんだ」

「……あんたが大事にしていた居場所は、もう墜つい落らくしかけてるんじゃないの。今さら私たちをどう使う気よ」

「使ったりなどしないさ。……君の言う通り、私の居場所はもうほとんど崩壊している」

　仙谷は言った。見ようによっては、どこか寂しげにも見える顔をした。

「残っているのは後始末だけさ。もう、君たちを利用してどうこうという段ではない。僕はただ、君たちを見ていたいだけなのさ」

「見ていたい？」

「君たちが、どう変わって、どうなっていくのか」

　微笑ほほえみで細められた目の中に、歪ゆがんだ欲望が見える。「見る」ことに対する欲望だ。

　彼はきっと、金にも女にもたいした執着は見せないのだろうなと、仙谷の瞳ひとみを見つめながら、綾佳は思った。

　彼が執着を見せるのは、彼が持つ力、〈モノ〉を見、干渉する力にのみなのかもしれない。

　この男が今までどんな人生を歩んできたかなんて、綾佳は知らない。けれど、彼が普通の家庭に生まれたのだとしたら、少なくとも人生の前半は、彼の持つ力は生きる邪じや魔まにしかならなかったのではないか。

　けれど彼は、自分の力を試せる場所を見つけた。以前会ったとき、彼はいずれ崩れるとわかっていながら石を積み続け、塔を高くし続ける、計画性もへったくれもない男だった。適当なところで石を積むのをやめて塔を安定させることなど考えず、ただ次の一石が上に載るかどうかだけに興味を持っている男。

　いい歳としして、未来のことも他人のことも見ることができない、刹せつ那な的な自己中心主義のどうしようもない人間。

　彼は、石の塔が崩れたあとも、一番光っていた一石に執着し続けた。仙せん谷たににとってのその一石が、綾あや佳かたちキメラだったのだろう。

　熱く絡からみつくような執着を肌に感じながら、綾佳の心は反比例して冷えていった。

（キメラになったのがあんただったら、もしかしたらあんたは幸せだったかもしれないね）

　この男には、一片だって人間であり続けることへの未練などないだろうから。

「あんたが結けつ界かいを壊したのは、私たちをおびき出すため？」

「おびき出すなんて言い方はよくないな。ただ、もう一度会いたかっただけさ」

「それなら、目的はもう果たしたでしょ」

　綾佳は視線で絵え梨り香かを示し、言外に彼女はもう必要ないだろうと訴える。だが仙谷は笑顔のまま、首を横に振る。

「彼女には、僕が必要なんだよ。そうだろう？」

　絵梨香は答えなかったが、仙谷に寄りそう彼女の体と、綾佳が立つ方向を睨にらみつける目──多分、嫉しつ妬との含まれた目が、仙谷の言葉を肯定していた。

　焦点は合っておらず、視線も定まらない。けれど絵梨香の目には、綾佳に対する敵意がはっきりと表れていた。絵梨香は仙谷にすがりながらも、仙谷を守ろうともしているように見えた。

　綾佳は絵梨香に向き直り、そっと口を開く。

「……あなた、自分が何をさせられているのか、知らないでしょう」

　そんな苦しい思いをして、霊れい的てき〈モノ〉を背負い込まされて、これが救済になるのだと信じて。

「私は、私たちは、みんなを救うんだ」

「この男がやりたいのは、救うことなんかじゃないわ」

「僕は救うつもりだよ。ちゃんと最終的には、彼女に憑ついた霊的〈モノ〉を、穏おん便びんに浮かび上がらせよう。それが君にできるか？　君たちは〈モノ〉を喰くって、自分の腹を満たすだけだ。では、七なな倉くら家がしてくれたか？　そりゃあ、今の彼女を見つけたら、彼女に憑いている〈モノ〉の祓はらいはするだろう。けれど、彼女の同級生たちの魂たましいを一人一人捜し、呼び出し、救ってやることなど、彼らがわざわざやってくれたと思うかい？」

「自分がそれをやってあげてるんだから、だから彼女を自分の好きにあつかっていいっていうの？」

　綾佳は仙谷を絵梨香から引き離そうと、彼の肩をつかむ。すると、綾佳の動きを気配で察知したのか、絵梨香が悲鳴じみた声を短くあげた。

「やめて！」

　絵梨香の手がめちゃくちゃに振り回され、綾佳の手の甲をかすった。綾佳は彼女の手をつかまえる。絵梨香は未知の生物に食いつかれたかのようにびくついて、ますます抵抗を強くした。

「落ち着いて。私はあなたを助けたいの！　こんなところにいちゃ駄だ目めよ！　あなた、死ぬわよ」

「嫌いやだ！」

　つかまれた手を取り返そうとして、絵え梨り香かは暴れる。その顔が仙せん谷たにを捜す。彼女の体全体から、綾あや佳かに対する拒絶と恐怖の感情が放射されていた。その感情は思っていたよりも痛くて、綾佳の手が思わず緩ゆるんだ。その中から絵梨香の腕がすり抜けていく。

　絵梨香は後ろに転がるようにして綾佳から距離を取った。

「命くらいかけるよ！」

　絵梨香の涙交じりの叫び声が響く。

「私はあなたに助けてもらいたくなんかない。私は、自分で自分を助ける。みんなの魂たましいを救うことで、自分を助ける。取り残された私ができるのは、それだけなんだ！」

「だから違うのよ！　あなたがそんなふうに身を削けずってまで仙谷にやらされていることは、亡なくなった人たちを救うことじゃなくて、仙谷の欲望を満たすための──」

「違う！」

　光をとらえない絵梨香の目に、奇妙な光が宿った。絵梨香の激情が急に冷めて、彼女はゆっくりと首を横に振る。

「……ううん。もし、そうだとしてもいい。私が何かをすることで、仙谷さんへのお礼になるのならそれでいい」

　綾佳は怖くなった。この子は今、ぎりぎりまで張りつめている。これ以上刺激して、彼女の中の張りつめた何かを切ってしまうことが恐ろしくなった。

「知ってるよ。あなた、化け物なんでしょう」

　絵梨香がゆらりと言った。

「魂を食べる化け物なんでしょう。本当は、私と一緒にいるみんなの魂を食べようとしているんじゃないの。だから、そんなことを言って、私を仙谷さんから引き離そうとしているんじゃないの」

「絵梨香」

　仙谷が軽く咎とがめるような声を出して、絵梨香の肩を揺すった。それは本当に軽い仕草だったけれど、絵梨香はひどく傷ついた顔をした。

　仙谷の綾佳への執着が、絵梨香を傷つけた。

　向けられた嫉しつ妬とは綾佳には不本意だった。こんなふうにこの少女が、仙谷のすべてを受け入れきっていることに腹立ちを覚えた。

　綾佳は足を前に踏み出し、絵梨香に近づく。手を伸ばしても彼女は動かない。見えていないのだ。暗くら闇やみの世界に今彼女はいる。

　説得は無理だ。

　もう仕方がない。彼女を傷つけることになるとしても、無理矢理にでも彼女に憑ついた〈モノ〉を祓はらう。

　仙せん谷たにの顔から笑みが引き、身構えた。仙谷の動きを感じて絵え梨り香かの体が強こわばる。けれど彼らが反応するより早く、綾あや佳かは絵梨香の首にかかっている〝縄〟を取り払った。〝縄〟をつかんだ綾佳の手のひらに焼けるような痛みが走る。放りなげるように〝縄〟を床に捨てた。

　絵梨香の体から闇やみが立ちのぼる。彼女は叫び声をあげたが、もう体力もないのかその声は弱々しい。

　出現した闇の中に、制服を着た高校生たちの姿がいくつも浮かび上がった。彼らは一様に虚うつろな顔をしている。

　恨うらみに凝こり固まった霊れいのような禍まが々まがしさはなかった。仙谷によって絵梨香の体に縫ぬいとめられた霊的〈モノ〉たちは、純然たる「力」となってそこにあった。

　今の綾佳の体でこの霊的〈モノ〉たちを喰くうことはできないだろう。

　綾佳の力で消滅させるしかない。

「食べないで！」

〈モノ〉に向かって手を伸ばした瞬間、絵梨香の引きつるような声があがった。

　絵梨香の目からこぼれた涙が、闇の中で銀色に光っていた。ヒステリックな叫びが、綾佳の耳を突く。

「どうしても食べるっていうなら、私ごと食べたらいいじゃないか！」

　絵梨香は枕まくらを取り上げ、力ない腕でそれを投げた。綿の入った軽そうな枕だったが、それは綾佳の立つ場所まで届かず、ぽとりと力なく床に落ちた。

「化け物なんでしょ。いい人ぶらないでよ、この偽ぎ善ぜん者しや！　みんなを食べたりしたら、私も死んで、あんたを祟たたってやる！」

　ふわりと、絵梨香の首に再び〝縄〟が戻された。

　いつの間に拾ってきたのか、仙谷が〝縄〟を手に持って、後ろから絵梨香にかぶせていた。

　緩ゆるやかに闇が収束していく。

　闇に浮かんでいた高校生たちの姿も、ゆっくりと闇の中に溶けてゆき、絵梨香の体に吸い込まれていく。

　やがて、スイッチが切れたように絵梨香の瞼まぶたが下りてきて、くたりと体から力が抜けた。仙谷はその体を腕に抱だき取る。

「今回は、この子の勝ちかな」

　仙谷が笑う。愉快な映画を見終わったような顔をしていた。

「ふふ。こんな激しいところのある子だったとは、僕も知らなかったな」

　綾佳は何も言わなかった。言葉を発する気力すらなかった。

　仙谷の腕の中で目を閉じている彼女はおとなしい姫のようで、さっきまでの激情はもうどこにも見られなかった。

「簡かん易い結けつ界かいを部屋に施ほどこしているからおそらく大丈夫だとは思うが、今の気配を七なな倉くらの奴やつらに気づかれているとまずい。彼女が目を覚ましたら私たちは場所を変えるが、君はどうする？」

　この男を今ここで叩たたきのめしたら、何かが解決するだろうか。

　綾あや佳かは仙せん谷たにを見つめながらぼんやり思った。頭の芯しんが麻ま痺ひしてしまったようで、うまく思考がめぐらなかった。

（私、落ち込んでるのか）

　どうやら心はダメージを受けているようだったけれど、一体自分が何によって傷つけられたのかよくわからない。

　今ここで綾佳が取ることができる行動とその結果について、幾通りか考えた。

　そうして結局、諸悪の根元の男と救うべき少女を目の前にしながら、綾佳は踵きびすを返して逃げ出した。




　　　　　　＊




　綾佳と合流できたのは、午前十時頃ごろだった。

　昨夜、怪け我がをした純じゆんを乗せたままトラックは大阪まで行った。純の体調が戻り、荷台から抜け出すチャンスに恵まれたときには午前三時を回っていて、電車は動いていないし、服の血は洗い流したもののとてもタクシーに乗せてもらえる姿でもなかったので、自分の足を動かして綾佳の気配を目指した。綾佳の方でも純を捜しているらしく、少しずつこちらに向かってきているのが感じられ、最終的に二人が会えたのは京都と大阪の県境の辺りだった。

　台風のなごりはすっかりと消え去り、雲の断片すらない真まっ青さおな空が広がっている。勢力を取り戻した太陽に熱せられて薄く湯気を立てるアスファルトの先に、純は綾佳の姿を見つけた。ほっと息をつく。

　純は彼女の方へ軽く駆け寄っていった。綾佳もこちらに気づいているだろうに、足を速める様子はない。近づくにつれ、彼女の表情が硬く強こわばっていることに気づいた。

　左右を一般住宅に挟はさまれた道の真ん中。靴くつ越しにも熱を感じるほどのアスファルトの上に立って綾佳と向かい合い、純は少し戸惑った。

「お前、どうした」

「……何が」

　ふれれば崩れてしまいそうな危ういバランスでかろうじて立っているように見えて、純はおそるおそる綾佳の顔をのぞき込む。怪我はなさそうだけれど。

「大丈夫だったのか」

「見ての通り、私は無事だけど」

「あんまり無事そうな顔してない。……今まで、どこにいたんだ」

「仙せん谷たにと、ラブホテルに」

　言ったとたん、綾あや佳かの目に涙が浮かんだ。今までこらえていたものがあふれ出したかのように彼女の目がうるんでいき、赤い瞳ひとみの上に涙の膜ができる。

　純じゆんは硬直した。

「……なんて顔してるのよ」

　綾佳は純を見て言い、何かに気づいたような顔をして少し笑った。

「別に、変なことはなかったわよ」

　噓うそはなさそうだった。純は深く深く息をつき、なんだか決まりが悪くなって、わざと軽い調子で頷うなずく。

「だよな、うん。そう本気で心配はしてない」

「ごめん」

「何が」

　綾佳は純から目をそらした。けれどうつむかない。目にたまった涙が落ちないようにしているのかもしれない。

「吉よし永なが絵え梨り香かさんを取り戻すことに、失敗した」

「……会ったのか」

「うん。彼女、完全に仙谷を支えにしてる感じだった。……力ずくで連れ出すことはできたと思う。でも、もうわかんなくなった」

　純と綾佳は人様の家の塀へいに寄りかかり、話をした。正面の庭には、ふぞろいで少し不格好なひまわりが三つ咲いていた。一度老人が出てきて、台風のあとだというのに庭の草木にホースで水をやった。光を反射して水がきらきらと光っていた。水しぶきが時折道路まで飛び、濃い染しみを作ったがほんの数秒で乾いた。今までにあったことを、まず綾佳が話し、感想も差し挟はさまないまま、続いて純も話した。気がつくと、綾佳の目をうるませていた涙は一滴もこぼれることはなく乾いていた。

「このまま逃げるか」

　話し終えて沈黙が訪れると、純は言った。綾佳は答えない。間を埋めようとするように、蟬せみが鳴き出す。

　綾佳の体を見下ろした。柄のない、黒一色のワンピースを着ている。あまり動きやすそうな格好とはいえなかったが、多分彼女に必要だったのは、形ではなくその色だったのだろう。黒に隠されてはいるが、よく見ればあちこちにべたりとした染みができているのがわかる。

「俺おれは、一つ怒っているんだけど」

　気の抜けた、少しも怒っていなさそうな声が出る。

「お前、俺に隠し事をしてるだろ」

　綾佳の目が見開かれた。その視線が純の顔に向く。

「死体を見つけた。綾あや佳かが俺おれに対して喰くったように見せかけながら殺したやつ」

　少し責めるニュアンスを含ませて言うと、綾佳はばつが悪そうな顔をした。ごめん、とつぶやく。

「謝んなくてもいいけど、もうやめろよな、こういう隠し事は。何もいいことねえぞ」

「うん」

「……それで、もう、喰えないのか」

「全然喰えないわけじゃないよ。具合悪くなるのを覚悟した上で、時間をかけて喰えば、多少は」

　純じゆんは頷うなずいた。ほんの少しほっとする。

「そうか。……とにかく〈モノ〉が普通に喰えないんじゃ、少なくともお前はこれ以上京都にいる理由はないよな。先に、家に戻ったら」

　言うと、綾佳は表情を険しくした。睨にらむような目で見られて、純は視線をずらす。

「純は」

「俺は、もう一度戻ってもう少し〈モノ〉を喰おうかと。俺が喰ってお前に分けるって形なら、安全だし少しは喰いやすいだろ」

「そんな不安定な体のくせに一人で残るっての。しかも……水み藤とうくんのことがあって、命狙ねらわれてるのよ」

「だな。とりあえず俺もお前も、今は京都の中心地をうろつくのは自殺行為だ。一度、家に帰るか」

「でもまた来る気なんだ？」

　純はポケットに手を突っ込み、携帯電話を取り出した。それを綾佳に向けて振ってみせる。

「これ、返しに行かなきゃならないし」

　言うと、綾佳は真ま里さとの携帯電話を見つめ、少しだけ微笑ほほえんだ。

「そうね。でも、その時は私も行くわ」

　綾佳は言った。再会したときの張りつめた表情は緩ゆるんでいたが、個人的には綾佳にはもう仙せん谷たにだの封じられた〈モノ〉だのに近づいてほしくなくて、純はなんとか言いくるめられないかと頭を働かせた。

　その時、純の手の中で携帯電話が振動した。

　驚おどろき、思わず綾佳と顔を見合わせる。

　携帯電話を開いてディスプレイを見ると、十一桁けたの携帯番号がそのまま表示されていた。純は綾佳に目で合図すると、少し警戒しながら電話に出た。

『どうも。矢や代しろくんね？　あなたたち、今無事なのかな？』

　戸と塚つかの飄ひよう々ひようとした声が聞こえた。

「あんたなんで、俺がこの携帯持ってること知ってるんだよ」

『仕事のできる人の条件の一つは、広い情報網を持ってることよ』

　戸と塚つかはそんなふうに言うが、戸塚と真ま里さとは一度接触している。あのあともう一度会って、普通に真里から話を聞いたのだろう。

　隣の綾あや佳かには、口の動きだけで戸塚からだということを知らせる。

「それで、仕事のできる戸塚さんの状況は？」

『絵え梨り香かさんを保護する依頼の件は大失敗だわ。刺激した上逃げられちゃって、さっきまで七なな倉くら家で事情聴取されてたの。もう動くなと釘くぎを刺されたわ。吉よし永なが絵梨香さんの保護は七倉家でやるって』

「ふうん。じゃ、その仕事はおろされたのか。……でも、それが言いたくて電話してきたわけじゃないよな。何かあったのか」

『まだ何もないわ。でも、これからあるかも』

「どういうことだよ」

『私、これから水み藤とう深しん矢やに会いに行く』

　純じゆんは絶句した。彼女が水藤を捜していることはずっと知っていたけれど。

「居場所、わかったのか」

『七倉家情報。事情聴取されたけど、こっちからも知りたいことは探ってみたの。七倉家では、彼の居場所は突きとめているけれど、もうこれ以上手を出せないでいる』

「これ以上？」

『反キメラ派のモノ祓ばらい師の方々が、独断で彼を追って、殺そうとした』

「それで」

『死人が出た』

　一瞬、頭の中が真っ白になった。

「……あいつが喰くったのか」

　綾佳の視線が純に刺さった。だが純は彼女に視線を向けられないまま、真里の携帯電話をぎゅっと握る。

『そう。というわけで、私にもしものことがあったら、あとよろしくね』

「待てよ、よろしくねじゃねえよ！」

『まあそうか。何をよろしくされてるんだかわからないわね。……うーんと、別に何か言いたくて電話をしたわけじゃないんだけど、彼に会う前にあなたたちに知らせるのが筋かなって思って』

「やめとけ。あいつは変わったんだ。もう、関かかわらない方がいい」

『それがそうもいかないのよ。七倉さんちの血気盛んなお若い方々が、玉ぎよく砕さい覚悟みたいな感じで突撃しようとしててね。本家の中はえらい騒ぎだったわ。上の人たちに止められて、ずいぶんもめてたけど、振り切って独走しちゃうのも時間の問題っぽいから、今のうちに彼に会おうと思って』

「待てって。それじゃ、あんたも逸はやったモノ祓ばらい師たちと一緒じゃないかよ」

『違うわ。……彼を説得する確かな自信があるわけじゃないけど、捨て鉢ばちになってるわけでもないの。何はともあれ、会わなきゃ話にならないというか』

「でも」

『簡単に言っちゃえば、ただ、会いたいのよ』

　思い詰めた様子ではなかったが、茶化して言っているわけでもない。ごく普通に、さらりと真しん摯しに言われた言葉だった。純じゆんは詰まる。

『で、もし私たちが消えても、捜さないでね』

「消えてもって？」

『彼が私を喰くって姿をくらましたのだとしても、私たちが手に手を取って逃げ出したのだとしても』

　純が何かを答える前に、「じゃあね」と軽い調子の言葉が聞こえ、通話は切れた。













　　　第五章　優しい夜に〈八月二十七日〉







　台風一過の快晴だった。

　真まっ青さおな濃い色の空には雲一つなく、照りつけてくる太陽の熱はひどく攻撃的だ。

　水み藤とうはその突き抜ける空を見上げて大きく息を吐いた。写真にしたら、さわやかな風景かもしれない。空の青と光に照らされて光る葉の緑が、鮮やかなコントラストを作る。

　けれど、実際は熱気と湿気に満ちた空気はさわやかさとは縁遠く、そして何より、水藤の足あし下もとにはいくつもの土くれの山があった。

　土くれの山──水藤に喰われた人間たちの残ざん骸がいだ。

　水藤は縁側に腰かけ、庭の土くれをぼんやりと眺ながめる。

　また人間を──しかも今度は特に罪のない人間を喰ったことに対しては、なんの感想もわかなかった。向こうは殺意を持って襲おそってきたのだ。一応は正当防衛の範囲内だ。……いや、さすがにこれは過か剰じよう防衛か。

　水藤は腕を持ち上げた。両の腕には、いくつものやけどのような痕あとがある。一応は、水藤もダメージを受けていた。生活に支障をきたすほどの傷は一つもないが、多少の痛みはある。水み藤とうを襲おそってきたモノ祓ばらい師は、目に見える範囲では五人だったが、他ほかにも外から援護している者たちがいるようだった。モノ祓い師の三人が喰くわれた段階で、彼らはいったん引いたが、これっきりということはあるまい。きっと、今度はもっと周到に準備をしてやってくるだろう。

　モノ祓い師に殺される危機感は微み塵じんも感じない。何な故ぜだろうかと水藤は考える。自分の力を絶対的だと思っているわけではない。単純な力ならば水藤が上でも、長い歴史を持つモノ祓い師一族の家だ。大きな〈モノ〉を祓うための工夫くらいしてくるのではないかと思う。昨日だって、あの程度の人数相手にわずかとはいえ怪け我がを負わされたのだし。

（もう、どうでもいいということか）

　胸の中の苛いら立だちを我慢し、人を傷つけないよう努力する気持ちも、生き延びるためにあがく気力もなくなっている。

　疲れたな、と思う。

　とても疲れた。力の強い自分勝手な犬に引き回される飼い主のように、体の中の苛立ちに振り回されている。疲労感が全身を満たしていて、本当にもう、何もかもがどうでもいい気分だった。

　水藤は立ち上がり、家の中に引っ込んだ。山の麓ふもとにある家だ。おそらく、誰だれかの別荘なのだろう。いつでも暮らせるくらいに家の中は整っていたが、どこにも均等にほこりが積もっているところをみると、しばらく誰も来てはいないのだろう。

　住居不法侵入。殺人罪と比べれば、取るに足りない付録だ。

　この家を選んだのは、お互いやりやすいだろうと思ったからだ。モノ祓い師たちが水藤を殺そうとするにも、水藤がそれを返り討ちにするにも、この静かで孤立した家ならば、周りに気を遣つかわなくていいだろう。

（庭の土くれに種を植えたら、花は咲くのかな）

　考えてみて、それは一見ロマンチックなようで、実質はひどくグロテスクで悪趣味なことに気づき、すぐに打ち消した。

　玄関チャイムが鳴った。水藤は訝いぶかしく思って眉まゆをひそめる。

　家に勝手に入ったのがばれたのだろうか。まさか、昨日仲間を喰われたモノ祓い師が、正面玄関から丁てい寧ねいにチャイムを鳴らして訪問してきたりはすまい。

　どうしようかと少しの間考えたが、結局水藤は玄関に向かった。この家の様子がおかしいことを怪しんだ一般人だった場合、なんらかの言い訳をしなければならないところだろうが、特に考えないままドアを開ける。面倒なようだったら喰ってしまってもいいし。麻ま痺ひした頭の隅で、そんなことを思った。

「どうも。お久しぶりです」

　今の状況を考えればずいぶん間の抜けた挨あい拶さつをして、戸と塚つかが水藤を見上げた。

　反応できず、水み藤とうは黙って戸と塚つかを見つめる。彼女の、人の内面を見透かす目が、まっすぐに水藤の瞳ひとみに向いている。

「あがってもいいかしら」

「……俺おれの家じゃないから、なんとも言えないな」

「そっか。じゃあまあ、自己判断で失礼します」

　戸塚が入ってこようとするので、水藤は身を引いた。彼女は丁てい寧ねいにドアを閉め、靴くつを脱ぐ。

　心底会いたくないと思っていたのは事実なのに、どうして俺は彼女が家に入ってくるのをおとなしく見ているのだろうか。

　五カ月ほど前、今こん生じようの別れのつもりで、彼女に電話でさよならを言った。返ってきた返事は「またね」だったけれど、それにしてもこの気の抜けた再会の仕方はなんだろう。

　戸塚は居間に入ると、掃き出し窓から見える庭の光景を眺ながめた。そこにある土くれの山を、無言で眺めた。

「知っているんだろ、俺がやったこと。なのにどうして来たんです」

「私、約束は守るわ」

　彼女の顔の上に、いつもの人を食ったような笑顔はなかった。真剣な、どこか怒ったような目を水藤に向ける。

「何があっても、あなたの味方でいると約束した」

「……約束を守るというポリシーは貴とうといけれど、時と場合ってものがある」

「それに、あなたには重りが必要よ。何もかもなくして完全に自由になった人間がまっとうで居続けるのは、普通でも難しいものよ」

　迷いのない戸塚の口調に、水藤の胸の内でまた苛いら立だちがうずいた。

（ああ、嫌いやだ）

　水藤は自分の胸の辺りをつかんだ。そこにある苛立ちをわしづかみ、押しとどめるように。

（だから会いたくなかったんだ。彼女にまで、こんな、殺意に近い苛立ちを感じたくはなかった）

「あなたが俺の重りになると？」

「そうよ。せいぜい重たがってくれるとありがたいんだけど」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。帰った方がいいですよ。いろんな意味で安全は保証できない」

「いろんな意味？」

　水藤は顎あごで外を示す。

「七なな倉くらのモノ祓ばらい師たちが見張ってる。それも、どうも性質が過激なようだ。俺の味方だなんて言っているのが知られたら、捕まって尋じん問もんを受けかねませんよ」

「それは遠慮したいところね。尋問ならついさっきまで受けてたし。頭に血が上ってる人から受けるのはさらに嫌だわ」

　戸と塚つかの返答は聞き流し、水み藤とうはさっき戸塚が見ていた庭を示す。

「何より、気づいてると思いますけど、そこの庭の土くれはもとは七なな倉くら家のモノ祓ばらい師です。あなたもああはなりたくないでしょう」

「出ていかないと喰くうぞってこと？」

　戸塚の目が水藤を透かし見る。

　黒い瞳ひとみが光を反射する。吸い込まれそうに黒い、大きな瞳。彼女はそこに、水藤の内側を映し出そうとしている。鏡のように。

　苛いら立だちがうずく。やめろ、そんな目で見るなと、叫んでいる。

　胸の内の苛立つ獣けものになんとか鎖をかけて引き戻そうと渾こん身しんの力を込める。だが、獣の力は強く、引きずられてしまいそうになる。

　それでも鎖は離さない。彼女を喰ってしまうのだけは、絶対に嫌いやだ。

「警告しているだけありがたいと思ってもらいたい」

　戸塚が一歩水藤に近寄った。その目は水藤の中の何を見ているのか、少しも揺らがない。

　猛もう獣じゆうを捕ほ獲かくしようとする人みたいだな、と、彼女の様子を眺ながめながら水藤は思った。不安そうな態度を見せたり、視線をそらしたりすると襲おそわれるから、堂々としてしっかりと目を見つめながら近づく。猛獣を刺激する一線にふれてしまわないよう慎重に。

「あなたは、自分がもう変わりきってしまったと思っているの？」

　なじるような色のにじむ声だった。

「その庭の惨さん状じようを見てもまだ、俺おれは変わりきっていないと思うんですか。まだ、味方するような余地があると？」

「完かん璧ぺき主義の男ってこれだから駄だ目めなのよ。一度失敗すると何もかもどうでもよくなって、それまでの努力を簡単に放ほう棄きしちゃう」

　戸塚は怒ったような声を出した。そうして、右腕をすっとまっすぐ前に伸ばして、水藤の胸を指さす。

　人を指さしてはいけないというのは日本でもしつけられることだけれど、どこかの国では指をさすという行為は、魔ま法ほうをかける仕草だからタブー視されているのだと聞いたことがある。

　戸塚の指のさし方は、まさに魔法をかけているようだった。彼女はその姿勢のまま、一言一言をはっきりとした発音で言う。

「もとのあなたは、まだちゃんと残ってるわ。一回負けたからって諦あきらめないで。あなたの良心に反する行為だと感じたら、あなたがあなたを止める努力をして。一回人を喰っちゃったら、もう終わりじゃないのよ。一人喰ってしまったなら、二人も三人も同じだなんて思わないで。最後まで、自分に責任を持ちなさい」

　タン、と、軽い音がして、戸塚の背が壁にぶつかった。

　水藤の指が、戸塚の喉のどに食い込む。

　指の下に、戸と塚つかの細い首が脈打つ感触がある。

　戸塚は苦しげに喉のどを鳴らし、一度目を閉じたが、すぐに視線を上げた。少しも変わらない、人を暴あばく強い目だった。

　一度は、彼女のこの目で、変わりつつあった自分の中身を見きわめてほしいと願った。すぐに見られるのが怖くなって彼女を避けるようになったけれど、それでも彼女は水み藤とうを追ってきた。しつこくて、なんでそんなにまでして気にかけてくれるのかわからなくて、もういいから放っておいてくれとも思ったけれど、彼女はずっと水藤を引きとめようとしてくれていて。

　仲間だった二人のことを思った。綾あや佳かは泣いてくれた。純じゆんは決別を言い渡した。二人は水藤から目を背そむけた。うぬぼれるのならば、多分、それが彼らの愛情だった。

　けれど今、彼女の目は水藤を見つめ続けている。

　ああ、初めて会ったときも、彼女の襟えり首くびをつかんで木に押しつけたんだっけ。あの時はずいぶん手加減していたけれど。

　とりとめのない考えが、水藤の頭の中に浮かんでは消える。

「ほらね、迷っている。あなたは変わりきってなんかいない。もとのあなたは、ちゃんとそこにいるわ。私の目の先に、ちゃんといる」

　目は強くとも、喉を押さえられているため、声は弱々しかった。けれど、戸塚は黙らない。

「もう疲れて、面倒になって、仲間と決別して枷かせが外れて自由になったような気分になって、がんばるのをやめちゃったんでしょ。でも今は、私のために必死になってくれてるわよね。自分の中の暴力的な〈モノ〉を抑えて、押しのけて、戻ってきてくれようとしているわよね」

「知らないよ、そんなこと」

「甘えるんじゃないの。あなた、本当はどうしたいのよ」

　戸塚の息が詰まる。

　わからなかった。本当に、戸塚の言う通りなのかどうか。自分の感情がわからない。

　苛いら立だちがあった。殺意があった。けれど、彼女がいなくなるのは嫌いやだという強い気持ちがあり、愛情があった。

　頭がぼんやりする。自分が何を考えているのかわからなくなる。頭が痛んだ。

　水藤の中身が変わり始めた頃ころ、よく感じていた感覚だった。こんなふうにわけがわからなくなってしまう自分が怖くて、戸塚を頼った。けれど結局、戸塚に自分の内面を見られることも怖くなって、逃げ出した。

　──また逃げるのか。

　頭のどこかから声が聞こえる。

　──彼女を喰くって、自分を見つめる目を消して、また枷を外したつもりになって楽になるのか。悩むことをやめて、芯しんから〈モノ〉になって楽に生きたいと望んでいるのか。

「私の目を見て」

　かすれた声で戸と塚つかが言った。かろうじて絞り出された無声音だったのに、その声にはあらがいがたい力があった。
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　水み藤とうは彼女の目を見つめた。その瞳ひとみに、自分の影が映る。

　小さすぎて表情なんて見えやしないはずなのに、彼女の瞳に映る自分の影は、何な故ぜか泣きそうな顔をしているように思えた。

　床に倒れ込む音で、自分の手が彼女の首から外れたことに気づいた。

　戸塚は床に座り込んで、喉のど元もとを押さえて激しくせき込んでいた。

　水藤は動けなかった。どうしていいのかわからない。

　もう、彼女を喰くおうという気持ちは起こらなかった。けれど、彼女の横に座り込んで、その背中をさすることもできない。

　しばらくの間、床に手をついて苦しむ戸塚を、途方に暮れた気持ちで見下ろしていた。

　戸塚は、このまま死んでしまうのではないかと不安になるほどに長い間、せき込み、苦しげな呼吸を繰り返した。

　だがやがて、顔を上げて水藤の顔を見ると、表情を和やわらげた。

「今なら、何もかも捨てて、あなたと二人で逃げてもいいわ」

　まだ苦しそうな声で、それでもやわらかく戸塚は言った。

　ぽたりと雫しずくが一滴、戸塚の頰ほおに落ちて顎あごまで流れた。

　それが自分の涙だと気づくまで、しばらくかかった。







　水み藤とうが手渡した水を飲み干すと、戸と塚つかはふうと息をついた。その首には、手の跡が赤く残っている。

　水藤は思わず目を伏せた。何を言っていいのかわからず、戸塚から距離を取って壁かべ際ぎわに黙って座った。

　テーブルに置かれたガラスのコップの表面が濡ぬれていた。窓から射さし込む光があたり、白く光っている。外では蟬せみの声が四重奏五重奏になって響いている。

　頭を空にして、ぼんやりとその夏の空気を感じていると、ゆっくりと戸塚が動き出した。座った姿勢のまま、手で畳たたみの上をずって近づいてくる。

　びくついて、水藤は体を引いた。戸塚はかまわずに腕を伸ばし、水藤の頭の上に手のひらを載せた。

　戸塚の顔には、いつもの笑顔が戻っていた。いい子いい子とでも言い出しそうな様子で、水藤の頭を撫なでる。

「あの、戸塚さん」

「ん？」

「やっぱり、あなたは帰った方がいい」

　体をずらして、戸塚の手から逃れた。

「それであなたはどうするのよ」

「一人で逃げます」

　戸塚の目が水藤の本心を探るように見つめてくる。水藤は顔を伏せる。

「……さっきも言ったけど、あなたには重りがいるのよ。もういいやって思ってしまわないための。だから私は、せいぜいあなたのお荷物になるわ」

「でも俺おれはいつまた、さっきみたいに……」

　戸塚の首を見るのがつらかった。あと一歩踏み違えていたら、戸塚は今ここにいなかった。

「うん、確かにあなたと一緒にいるのはなかなかデンジャラスだけどね。でも、あなたが踏みとどまろうとするならば、私は力になるわ。何度だって引き戻す。不安になったら、私の目を見て」

　頷うなずくことはできなかった。彼女の言葉は本当にありがたかったけれど、恐怖が先に立って動けずにいた。

「どうしていいのかわからない」

　正直に言うと、彼女は微かすかに声を立てて笑った。

「そうね、私もよくわからない。でも、一人でいるより、二人の方がきっとマシよ」

「俺おれと一緒じゃ、逃亡生活ですよ」

「うん」

「なんでそこまで……」

「なんでかなあ。こんなやくざな仕事をやってるものの、私はどっちかっていうと安定志向だったはずなんだけど。危険な男に惹ひかれる方でもないし」

　戸と塚つかの声は冗談を言うときの調子ではずんだ。元気を出させようとしてくれている。

「俺は、癇かん癪しやくや欲求を抑えられないどうしようもない子供みたいなものだ。そんな子供が、化け物の力を持っている」

「だから、その困った子供をまっとうにするために、私が来たんでしょ」

「あなたはそれでいいんですか。なんと言おうと、俺は人喰くいの人殺しだ。そんな奴やつの味方をして、あなたの良心はよしとするんですか」

「めんどくさい人ね」

　戸塚はため息をつく。

「私の良心の場所は、もうこれ以上あなたが傷ついたり傷つけたりしないことにあるのよ」

　言い切られて、水み藤とうは言葉の接つぎ穂ほを失った。

「私を連れて逃げてよ。いざというときは私を人ひと質じちにすればいい。だから、もう誰だれも傷つけないようにして生きよう」

　戸塚の瞳ひとみを見返した。すると彼女は、水藤が何かを答える前に、にこりと満足げに微笑ほほえんで立ち上がった。さて、と腰に手を当て辺りを見回す。

　彼女の中で、すでに結論は出たことになったらしい。結局のところ、言葉にしなくても俺がどうしたいのか見透かされたということかと、恥ずかしくなった。

「まずはここから離れなきゃね。今ここはかなり厳重に見張られてるはずだから……。外のモノ祓ばらい師たちをまくことはできそう？」

「……多分。人の多い場所に出れば、まくのはさらに楽になると思う」

「そうね。気配をわかりにくくしたり、逆に紙なんかで作った形かた代しろにあなたの気配を移して混乱させるとかいう小細工も、私も一応使えるし、なんとかなるわね」

　戸塚は、水を飲んだコップを片づけ、てきぱきと出発する準備を始める。水藤はまだついてゆけずに、ぼんやりその様子を見ていた。

「そうだ。……矢や代しろくんに、一応知らせてもいいかしら」

「純じゆんに？　何を」

「あなたに会いに来る前、彼に電話したのよね。特攻隊からの最後の通信みたいなことになっちゃったんで、多分心配してる。今の状況を知らせたいんだけど」

「駄だ目めだ」

　水藤は首を横に振った。それは譲ゆずれなかった。

「彼らには知らせないで下さい」

　変わってしまい、もう戻れない昔の仲間。

　彼らの中での自分の位置は、そこでなければならない。

　それは、瀬せ戸と際ぎわを歩く水み藤とうにとって、最後の保険でもあった。

　戸と塚つかは水藤の顔を数秒間見て、頷うなずいた。説明しなくてもわかってくれる戸塚の性質が、この時ばかりはありがたかった。




　　　　　　＊




「うん。……うん、わかった。……こっちは大丈夫だよ。それより、悪いな、この電話借りっぱなしで。……うん、じゃあな」

　純じゆんは相手の話す言葉に何度か頷き、最後に軽く詫わびると通話を切った。

　借りっぱなしになっている、アクアブルーの携帯電話をぱたんと閉じる。ストラップもシールも何もついていない、十七歳の女の子のものにしては愛あい想そのない携帯電話。

　綾あや佳かが問いかける目で純を見てくる。

「マサト、今七なな倉くらの本家にいるらしい。事情聞いて、心配してくれたっぽいよ」

「そう。……水藤くんのことも、聞いちゃったのかな」

　純は頷いた。

　電話で純たちの安否を確かめ、向こうの状況を知らせてくれた真ま里さとの声は、意外なほどに落ち着いて聞こえた。真里は静かに、水藤のことも告げた。

「水藤がいなくなったらしいってさ」

　言うと、綾佳の顔が不安げに曇る。

「戸塚さんは？」

「一緒にいなくなってる。多分、彼女の意志で行動を共にしてるんだと思う。今のところそれらしき土くれも見つかっていないし、多分今も二人でいるんじゃないかって」

　真里はこれだけのことを七倉から聞き出してくれたのだろうか。それとも、七倉の方から、彼女が純たちに連絡すると踏んで、わかっていることを話してくれたのだろうか。

「七倉の家はまだかなり混乱してるっぽいな。しばらく隠れてた方がいいって念をおされた」

〈モノ〉に、仙せん谷たにと吉よし永なが絵え梨り香か、そして水藤と、純、綾佳。七倉家にとって追いかける目標が多すぎて、今は収拾がつかなくなっているのだろう。

　戸塚からの電話があって、結局純たちは東京に帰りそこねていた。今はひとまず大阪に宿を取っている。

「仙谷とあの女の子は、まだ見つからないのね」

　つぶやいた綾佳の声は沈んでいた。

「しょうがないさ。お前が気にするなよ」

「わかってる」

　綾あや佳かはふうっと息を吐き、立ち上がった。

「純じゆん、傷の手当てしてないでしょ」

「今は大丈夫だよ」

「馬ば鹿かね。大丈夫なときに傷口ふさいでおかなきゃ。また体があの状態になったとき、傷口がぱっくりいくわよ。下へ手たすりゃ、明日の朝目が覚めたときにはベッドが血だらけかもしれないんだし」

　綾佳はそう言って、買ってきておいたらしい真新しいさらしを純に向かって放った。

　面倒だなと思ったが、朝起きたとき血だらけではあとの始末がよけいに面倒になると思い直し、のろのろとシャツを脱いだ。最近は、ほぼ一日一回くらいの周期で力を失う瞬間がやってきている気がする。傷に気をつけておく必要は確かにありそうだった。

　脇わき腹ばらに手をやると、まっすぐ一文字に皮ひ膚ふが薄くなっているのがわかった。今は皮膚がつながり、つるりとした感触があるが、またあの状態になったらこの薄い皮は再び切れてしまうのだろう。

　傷きず痕あとをふさぐようにさらしを当てて胴に回そうとすると、さらしの巻いた部分がベッドから転がり落ち、長く白い布がだらしなく伸びた。もたもたした手つきでその布と格闘していると、綾佳が見かねたように手を出してきた。

　ほどけたさらしを巻き取り直し、「はいそこ、手を上げてそっち向く」ときびきび指示を出された。素直に従っておく。

　彼女の白い腕が、背後から何度も純の腹の前を通り、布を巻いていく。うまいもので、緩ゆるすぎずきつすぎない巻き方だった。

「もう、怪け我がしないでよ」

　ぽつりとこぼすように綾佳が言った。いつもの叱しかるような口調ではなく、不安そうな声だったので、純はとっさに返事ができなかった。

「歯の治療したあと、しばらくものを食べるなって言われるのは、なんでだと思うの」

「つけたばっかりの歯の詰め物がとれるからじゃねえの」

「まあ、それもあるだろうけど。……麻ま酔すいしたあとって、頰ほおの感覚がなくなるじゃない。だからその状態のときに食事すると、頰を嚙かんでもその時は気づかなくて、麻酔が切れたときにひどいことになるのよ」

　綾佳はそう言うと、さらしを巻き終えた。けれどそのまま、純の後ろにぺたりと座り込んでいる。純も動かない。

「あんたも、〈モノ〉が強いときは怪我したって平気だろうけど、いったん『人』が強い状態になったら、一気にツケが回ってくるわよ」

　強い声を出そうとしているのにどうしても覇は気きがなくなってしまっているような、不安定な声こわ音ねだった。

　四年前に出会ってからこっち、彼女とはさんざん言い争ったり叱しかられたりしたけれども、こんなふうに不安げな様子を見せられることには慣れていなかった。

　本当にもう、お互いが自分に残された最後のものになってしまっているんだなと思う。

「お前こそ」

　純じゆんは綾あや佳かに背を向けたまま言った。

「人のこと言えるのかよ。黙って一人で問題抱かかえて。俺おれの知らないところで何かあったら泣くぞ」

「泣けば」

　それはちょっと気持ちがいいかもしれないわ。と、ようやく彼女が冗談っぽい声を出したので、純も笑った。

　きしりとベッドが揺れる。綾佳が純の背後から退き、ベッドを下りた。

「水み藤とうくん、戸と塚つかさんを喰くったりしないわよね」

「祈るしかないだろ」

　綾佳はくしゃりと顔を歪ゆがめ、痛みに耐える顔をして、言った。

「もしそんなことになりそうになったら、私は水藤くんを喰うわ」

「綾佳？」

「そんなの、あんまりじゃない。水藤くんにとっても、彼女にとっても。……だから、もしそんなことになるくらいなら、私が喰う」

　純はしばらく黙って綾佳を見つめた。ぼそりと言ってみる。

「お前、喰えないじゃん」

「彼のことはきっと喰える。私たちは、もともと一つだったんだから」

　どうして彼女がこんなことを言い出したのか、純にはよくわからなかった。

　ただ純は、十じゆう文もん字じを喰わなければならなかったときのことを思い出した。

　腕の中で崩れた体の感触がよみがえって、純は綾佳に背を向け、身を投げるようにしてベッドの上に転がった。




　　　　　　＊




　激しく言い合う様々な人の声が、夢うつつの文ふみ尋ひろの上をいくつも行き来していった。何をそんなに熱くなって議論しているのかはわからなかった。わかる言葉は一片もなかった。

　文尋はゆらゆらと船に揺られているような気分でたゆたっていた。何度か無理矢理起こされて、苦い味のする液体を飲まされた。それを飲み下す瞬間だけは、苦みが文尋の感覚を現実に引き戻し、その味覚の刺激に引きずられて、聴覚や視覚、触覚が戻ってきた。名前を呼ばれたのがわかった。薄く開いた瞼まぶたの下から、七なな倉くら和かず巳みの顔が見えた。

　文ふみ尋ひろが自分から目を開いたとき、もう飛び交う声はそこにはなかった。

　静まりかえった部屋の中、目を開けた文尋をのぞき込むようにして視線を合わせてきたのは、キメラたちと知り合いだと言っていたあの少女だった。

「森もり山やまさん……なんで、ここに」

　呆ぼう然ぜんとした文尋の言葉に、森山真ま里さとは目元だけでわずかに微笑ほほえんだ。けれど全体の表情は動かず、彼女はどこか怒っているようにも見えた。

「大丈夫？」

　真里が訊きく。文尋は体を動かそうとしてみる。けれど、全身がひどくだるく、腕を布ふ団とんから出すのが精一杯だった。

「和巳さんは」

　状況がよくつかめないまま、夢うつつに見たはずの顔を探す。

「町のモノ祓ばらいに出るって。朝には戻るって言ってたよ」

「君はどうしてここに」

　もう一度同じ質問を繰り返した。真里は大きな目をぱちぱちと瞬しばたたかせ、少しうつむき加減になった。

「仕事が終わったあと、気になって来たの。七倉さんに話を聞けないかなって思って。綾あや佳かさんたちが今どうしているのか、知りたかったから」

　その言葉で、文尋は自分の身に起きたことを思い出した。あっと声をあげようとしたが、腹に力が入らず、はっと口から空気が漏もれただけだった。

「俺おれ、水み藤とう深しん矢やを見つけて……」

「知ってる。聞いた。それで一緒に行動してたんでしょ。それで……食べられちゃいそうになったんでしょ」

　真里の声が泣きそうにうるんだ。文尋もつられて泣きそうになって、慌あわてて唇くちびるを嚙かむ。

「ごめん」

　水藤に喰くわれかかる直前、真里にメールを送った。本当は、部外者とこんなふうに連絡を取るべきではないとわかっていたが、文尋が今までほとんど得られなかった「キメラたちの味方」である彼女に、自分があの時感じた不安を知ってほしいと思った。

「俺が送ったメール、見た？」

「メール？」

　真里の目が不思議そうに見開かれた。あれ、確かに送ったはずなのにと文尋が訝いぶかしく思っていると、真里は「ああ」と小さく声をあげた。

「私の携帯、純じゆんちゃんに貸しちゃったの。連絡取る手段がなくて大変そうだったから」

　文ふみ尋ひろはぎくりとする。ということは、あのメールは矢や代しろ純じゆんのところに送られたことになるのか。

「私にメールくれたの？」

「……うん」

　なんて？　と真ま里さとは首を傾かしげる。

「優しい人だと信じられなくなった。……って」

　真里は何も言わなかった。文尋は目を伏せる。水み藤とうに首をとらえられたときの恐怖を思い出して、体が震ふるえた。

「俺おれ、あの人と一緒にいて怖かったんだ。俺はずっと、キメラたちは可哀かわい想そうな人だと思ってた。けど、話したり、〈モノ〉を喰くうところを側そばで見ていたりするうちにだんだん怖くなって、この人の心は本当に人間なのかなって不安になって……」

　文尋は、水藤と一緒にいたときのことをぽつりぽつりと、だが事細かに語った。真里は言葉を挟はさまず、静かに聞いていた。

　話し終わっても、真里はなかなか言葉を発さなかった。沈黙の中、文尋の意識がようやく周りの様子に向く。障しよう子じの向こうは暗く、今は夜のようだった。文尋が喰われかけてから数時間しか経たっていないのか、それとも丸一日以上が経っているのかすらわからない。

「今は、君が運び込まれた次の日の夜だよ」

　考えていることが顔に出たのか、真里が静かに言った。

「そっか。じゃあ俺、丸一日寝てたんだ」

　独り言のように言ってから、文尋は次の質問を口にするのに少しためらった。真里は無表情で文尋を見ている。訊ききたいことは、さっきのように文尋の顔に表れているのかもしれない。けれど真里は、文尋が尋たずねるのを待つような目をしていた。

「あのあと、どうなったか知ってる？」

　文尋は訊いた。真里は表情を動かさず、用意していたものを取り出すように言った。

「大騒ぎになって、短気な人たちが水藤さんたちを殺しちゃおうって飛び出していったんだって。七なな倉くらさんが言ってた」

　そうか、と、文尋はつぶやいた。それは、予想していた事態だった。

　喰われかかった文尋が命からがら逃げ出して、本家に助けを求めたとき、おそらくはそんなことになってしまうだろうと思っていた。

　──けれど、仕方なかった。だって、本当に怖かったんだ。本当に喰われるところだった。

　文尋の考えを見透かしたのか、真里は悲しそうな顔をした。そのまっすぐな悲しい視線に貫つらぬかれて、文尋はなんだか恥ずかしくなった。七倉和かず巳みに言われた言葉を思い出す。

（可哀想だから助けてやり、けれど手に負えなくなったら殺してしまう。仕方がない、か）

（キメラたちも、君が可哀想がって救ってやれるような甘い相手じゃない。気をつけるがいい）

　私は人殺しだよ。

　七なな倉くら和かず巳みはそう言った。それでは、文ふみ尋ひろはどうなのだろう。勝手な行動をして、結局はキメラたちを殺させる大義名分を作った。

「それで、彼らはどうなったの」

「純じゆんちゃんと綾あや佳かさんは今は無事。ここの家の人に見つからないように隠れてる」

「彼は……？」

　真ま里さとはぎゅっと眉まゆを寄せた。眉み間けんにしわが刻まれる。

「襲おそってきたモノ祓ばらい師の人を、食べたんだって」

　血の気が引く。思わず起き上がりかけて、力が入らず再び布ふ団とんの上に倒れる。そのまま真里を見上げた。

「それって……うちのモノ祓い師が、死んだってこと」

「そう」

「誰だれが」

「知らない。あとでここの人に訊きいて」

　当然だ。だが文尋は、切り捨てるような真里の声に、理り不ふ尽じんにも腹立たしさを感じた。奥歯を嚙かみしめ、真里の顔をキッと見上げる。

「君はこれでも、あの人たちを優しい人だって言うの」

「じゃああなたは、やっぱりあの人たちは危険人物だったから殺した方がいいって言うの」

　即座に切り返されて、文尋は言葉に詰まった。「そういうことを言ってるんじゃなくて」と言いかけて、文尋は息を吞のむ。

　真里の目から涙がこぼれ落ちていた。表情を動かさず、怒らせた目から二粒だけ涙をこぼした。

「私、あの人たちに食べられてもいいって、本気で思ってた」

　不意に真里が言った。濡ぬれた瞳ひとみには真剣な光があった。

「あの人たちの非常食になるつもりで、一緒に連れていってもらおうと思ってたことがあるんだ。……だから、私はあの人たちの味方だよ。たとえ、君が食べられちゃってたとしても、味方だった」

　ごめんね、と、つけたすように真里は言った。

　文尋は真里のことを、キメラたちの味方をする、数少ない同志だと思っていた。けれど違う。彼女は文尋とはまったく違う覚悟で、彼らの味方をしていたのだ。

　同情でも正義感でもなく、肉親に対して抱いだくような、無条件で盲目的で、理不尽なほどの愛情を、彼女は彼らに向けていた。

「私、〈モノ〉に憑つかれたことがあるって言ったでしょう」

　真里が言った。手のひらで頰ほおの涙をぬぐう。

「だからわかるんだ。私も、簡単に人を殺しちゃいそうになる気持ち、知ってるから。その苦しさも、知ってる」

　頰ほおに布ふ団とんの感触を感じながら、文ふみ尋ひろは目だけで真ま里さとを見上げていた。動かない体を格好悪く投げ出したまま、誰だれに対して言えばいいのかわからない謝罪の言葉を吞のみ込んだ。
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　手の中を土くれがすべり落ちていく感触が消えない。

　じっと自分の手のひらを見下ろしていたら、ふと横から手が伸びてきて、水み藤とうの手のひらを覆おおった。すべすべとした手だった。

　顔を上げると、戸と塚つかがにこにこ笑っていた。水藤が何を考えていたのかなんて彼女にはお見通しであろうに、ただ笑っている。

「上、見たら。星がすごいよ」

　戸塚が言った。振り仰あおぐと、白い光が闇やみの中にちりばめられている。

「台風のあとだからかな。雲が一掃されてる」

「この辺りは、他ほかにあまり光がないしな」

　水藤が言うと、戸塚はふふふと声に出して笑う。

「夏の星座、わかる？」

「あまり。天体はそんなに得意じゃないんだ」

「夏の大三角形を目印にして星座を探すのよね。一番明るいのがベガだっけ。あとの二つは？」

「アルタイルとデネブ」

　答えながらも、水藤は星をさす戸塚の指を見つめていた。指先に絆ばん創そう膏こうが貼はられている。

　水藤の左腕には白い包帯が巻かれていた。包帯の下には、気配をごまかすために戸塚の血で封じ印いんがつけられている。

（モノ祓ばらい師の血は、結構便利よ）

　そう言いながらも、戸塚は火で炙あぶって消毒したカッターと、自分の指先を見つめたまま固まってしまった。

　そんなことしなくていいよと言うと、戸塚はめずらしく少しふてくされた顔をして、今決心を固めているところなんだから邪じや魔ましないでとはねつけた。

　ぷるぷると震ふるえる手で握ったカッターを指先に近づけていく様を見ていられなくなって、水藤は彼女の手首をつかんだ。

（本当に、いいから。そんなことしなくても、俺おれがなんとかします）

（……確かに私は痛みに対するこらえ性はない方ですが、このくらいします。むやみに体傷つけるのを嫌う私が、そうした方がいいと判断したんだから、ここは黙って待っててよ）

（でも）

（もう、うるさいなあ。さっき私のこと殺しかけたくせに）

　その言葉がざっくりと刺さって黙り込むと、ちょうどいいからそこで落ち込んでて、と背を向けられた。それからすぐに、彼女は少し体を強こわばらせながら、カッターの刃先でぷつりと指先の皮ひ膚ふを破った。

　戸と塚つかの血によって水み藤とうの気配を薄め、追っ手をくらませながら二人は逃げた。途中、観光地の人込みの中や、京都駅周辺のホテルに入る人の荷物などに、水藤の気配を移した紙の人形をまぎれ込ませ、さらに混乱させる小細工もした。

　そして、戸塚の車で二人は京都を離れていた。山道を走っている途中で夜になり、車を停とめた。

「ここは涼しいね。少し標高が高いからかな」

　盆地の熱に蒸むされていた体に、山地の風は確かに心地よかった。

　短い青い草で覆おおわれている斜面に並んで座っていた。戸塚は、スカートから伸びる素足に草が当たるのがくすぐったいのか、少し身じろぎ、足を折り曲げて膝ひざを抱かかえた。

　人工の明かりのほとんどない山道で、二人で並んで星を見ている。そんな自分たちの様子を客観的に眺ながめると、なんだかおかしく、気恥ずかしい気分になった。

「まさに逃避行だな」

　星空を見上げたまま言うと、戸塚が楽しそうな声を出した。

「『ロミオとジュリエット』？」

「いや、どちらかというと『冥めい途どの飛ひ脚きやく』」

「……いい若者が、近ちか松まつの浄じよう瑠る璃りなんか読んでるわけ。高校じゃやらないでしょ」

「タイトルは覚えさせられるだろう。その際にあらすじは確認している」

「男が他人の金使い込んじゃって女連れて逃げて、結局逮捕される話でしょ」

「身も蓋ふたもないまとめ方だな。でも、男がやらかして女巻き込んで逃亡するあたり、俺おれたちに合ってる」

「あなたの発想って救えないわね」

「『ロミオとジュリエット』だって悲劇じゃないか。冥途へ向かう点では大差ない。というか、ロミオたちの場合は逃避行を始める前にすれ違って死ぬんだから違うでしょう」

「そうだけど、雰囲気の問題でしょ。あれには『あなたはどうしてロミオなの』なんていうナンセンスな問いかけさえ美しく見せかけるロマンチックさがあるじゃない」

「『冥途の飛脚』だって結構ロマンチックな話じゃないんですか」

「タイトルが悪いわ。冥途へまっしぐら、みたいな」

「あなたは死なせないよ」

　言うと、一瞬戸塚は黙った。横目で見ると、複雑そうな顔をしている。

「……『あなたは』なんて言うかな」

　水み藤とうは軽く笑って、彼女から目を離した。

　草の中に座り込んだまま後ろに手をついて空を見上げていると、不意にやわらかく腕を取られた。支えをなくし、さらにそのまま肩を押されて、水藤は地面に仰あお向むけに倒れた。

　戸と塚つかの顔が水藤をのぞき込む。彼女の顔の遥はるか後方で、星が瞬またたいている。彼女の肩からすべり落ちた黒髪が、水藤の顔の横に流れた。

「何？」

「押し倒しておこうかな、と思って」

　戸塚は笑っていたが、その笑顔はいつものそれとは少し違った。

　童女のような顔の下から、女の表情が浮かび上がる。

「嫌いや？」

「……訊きくかな。あなたが、そういうことを」

　水藤は彼女の目を見上げて苦笑した。戸塚はふふっと声を漏もらすと、ゆっくりと覆おおいかぶさった。

　手のひらに、土くれの感触はいつまでも残っていた。

　けれど、彼女の小さくやわらかな唇くちびるを受けとめながらその首に手を這はわせると、温かい鼓こ動どうが水藤の手のひらをそっと打った。







　車の後部座席のシートを倒して、二人は体を寄せ合った。

　何も言葉を発することなく、お互いの熱っぽい息と、時折漏れる声だけを交換した時間が過ぎ去り、あとはただ互いの体温を感じながらくたりと横たわっていた。

　なんだか泣き出しそうな気持ちだったけれど、さすがに気分のおもむくままに子供のように泣いてしまうわけにもいかず、水藤は戸塚の頭を見つめた。水藤の胸に顔を伏せている戸塚の表情はこちらからは見えない。

　戸塚の耳元の髪をそっとかき上げると、彼女の体がぴくりと震ふるえた。

「なんか……」

「ん？」

「戸塚さんは、もっと淡たん泊ぱくなのかと思ってた」

　笑いを含めて言うと、戸塚が顔を上げた。おもしろそうな顔をして、すくい上げるように水藤を見る。

「万事につけ、感じやすいたちですから」

「うまくないよ、それ」

「別にうまいこと言おうとしたわけじゃないもの」

　ふざけ合うようにそう言って、お互い呆あきれて笑った。

　戸と塚つかはゆっくりと身を起こすと、さすがに暑いねと言って窓を開けた。

　ひんやりした空気が入り込んできて、肌に浮いた汗がすっと冷えるのを感じる。

「ちょっと寝たら、日が昇る前に出発しましょう。そこそこ都会な町のどこかに、ひっそり住もう」

「できるかな」

「できるわよ。私だって伊だ達てに子供の頃ころから稼いでないわ。あなた一人くらい養ってあげる」

　彼女の腕を軽く引いた。膝ひざの上に倒れかかってきた戸塚を受けとめる。とても軽かった。

「あなたは」

　水み藤とうは、あまりよく考えないまま口を開いた。

「俺おれを好いてくれているの」

「私は好きでもない男と寝るような女に見えますか」

「そうじゃないけど。死にそうな動物を拾って最さい期ごを見とってあげようとする人には見える」

　戸塚はふうっと、ため息なのか笑いなのか判然としない息をこぼした。

「そんなこと言ったら、あなたの方こそ溺おぼれながら藁わらをつかんでいる人にしか見えないわ。私はただの藁？」

　開けた窓の外で、虫が鳴いていた。秋の音ねだ。遠くないうちに、夏は終わるのだ。

「惚ほれた理由なんてなんだっていいわ。きっかけが同情だろうと利用だろうとかまいやしない。傾けられた思いが本物かどうかはちゃんと見きわめられるわ」

　戸塚の腕が、つなぎとめるように水藤を抱だく。

　けれど水藤はそうされながらも冷静であったし、戸塚も多分そうだった。

　おそらく、こうして優しい空気の中で生きられる時間は、そう長くはない。

　こんなのは遊びにすぎなかった。つかの間現実を忘れるためだけの、子供の家出と一緒だった。

　戸塚が引きとめてくれているとはいえ、自分がいつまでも今の状態でいられるとは思えない。

　彼女だってきっと、そんなことはわかっている。

　それでも、いつまでもこうして一緒にいられるのだと信じているような顔をしていてくれるのは、彼女の優しさなのだろうか。

　それとも本気で、そうであってほしいと願ってくれているためなのだろうか。

　水藤は目を閉じた。

　今この瞬間、この夜だけは、未来から目をそらして彼女の言葉をただ信じようと思った。
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　京都でまた一つ結けつ界かいが壊れたのは、それから三日後のことだった。













　　　第六章　哀かなしみキメラ〈八月三十一日〉







　本当なら、数秒間同じ空間を共有するだけの、名もない通りすがり同士で終わるはずだった。







　純じゆんは塾の駐輪場に自転車を停とめ、建物の中に入る。エレベーターのドアが開いていて、すでに人は乗り込み終えている。薄い縁なし眼鏡めがねをかけた優等生然とした制服の男と、スポーツバッグを持った私服の、目の細い男。それから、少し具合が悪そうに壁に寄りかかっている、長い髪の女。

　行っちまうかな、と思ったが、エレベーターはドアを開けたまま、純が乗り込むのを待っている。純はエレベーターに向かって小走りに駆ける。

　何度も何度も、その場面を夢に見た。

　そのたびに純は、エレベーターのケージに入っていく自分の後ろ姿を見送りながら、駄だ目めだ、乗るんじゃない、と叫ぶ。

　だけど、もし、純じゆんがあのエレベーターに乗らなかったら。

　純はそうも考える。

　もしあのエレベーターに三人しか乗らなかったとしたら、彼らは〈モノ〉と同化することすらできず、喰くわれてしまったのではないか。誰だれにも知られることなく、もちろん純も知ることなく、彼らは〈モノ〉に喰われ、いなくなってしまったんじゃないか。

　そう考えると、幸運だったのではないかとも思うのだ。

　名も知らない通りすがりの三人のために自分の人生をなげうつことができるのかと言われれば、もちろんそんなことはできやしないが、彼らと出会い、一緒に生きてきた今となっては、あの時自分がエレベーターに乗り込んだことを心の底から後悔することはできなくなっていた。

「人間の心っていうのは案外うまくできてるな」

　隣を歩く綾あや佳かに言うと、彼女は赤い瞳ひとみで問いかけるように純を見た。

「あのエレベーターに乗っちまってから、俺おれたちの人生踏んだり蹴けったりだけど、それでもその場その場で地味な幸せ感じることってのは、結構あったもんな」

「あんたの脳のう味み噌そが幸せにできてるんじゃないの」

　綾佳はひとまずそう悪態をついてから、くすりと笑った。

「でも、そういうものかもね」

　別に、自分が不幸だとは思わない。けれど、こんなふうに言葉を交わしながらも、ざらりとした思いが胸の内にあって、それがことあるごとにヤスリのように心を削けずるのも確かだった。

　胸の内のざらり。純にとってのそれは、死なれたことだ。

　腕に抱かかえた彼の重みは、決して忘れない。

　半分化け物になろうが、命を狙ねらわれようが、大事な女や家族と別れようが、今までなんとかなってきたし、笑ったりもしながら生きてきた。

　だけど、死なれてしまうことだけは、どうしようもなく、心を削るざらりとした思いとなって胸に潜ひそむ。

　純は、脇わき腹ばらを探った。シャツの下に布の感触がある。暑苦しいが、また体のバランスを崩して傷が開いたときのためだ。傷のあった場所は、きっちりと布に覆おおわれている。腕の傷と、ついでに包丁で切った手の傷も同様だ。

「死ぬなよ」

　純は、綾佳を見ぬまま言った。綾佳は肩をすくめる。

「お互い様だわ」




　二つ目の結けつ界かいが壊されたらしいとの知らせは、真ま里さとの電話によってもたらされた。

『御ご所しよのところ……京都御ぎよ苑えんの中で、結界が壊されたんだって、七なな倉くらさんが』

　感情の出にくい彼女の声こわ音ねに、この時ばかりは焦あせりがにじみ出ていた。

　純じゆんも綾あや佳かも、電話を受ける前から京都の方角におかしな気配が出現したことには気づいていた。気づいて、迷っていた。

「マサト、そのこと、七なな倉くらに聞いたのか？」

『うん。私はあれから、仕事が終わると七倉さんの家に行くようにしてた。水み藤とうさんに……食べられかけたあの人のお見舞いに行って、何か変わったことが起こらなかったか毎日訊きいてた。今日も最初は、話せるような進展は何もないって言われたんだ。だけど、しばらくしたら家の中がすごい騒ぎになった。何があったのか知りたくてずっと待ってたら、七倉さんが来て、話してくれたの』

「そのこと、俺おれたちに伝えるように言われた？」

『ううん。ただ、京都御ぎよ苑えんで結けつ界かいが壊されてすごい〈モノ〉が出てきて大変だってことと、七倉さんちの人たちが今夜はそこを結界で囲って対処しているけど、朝になったらそういうわけにもいかなくなるって話を聞いて……』

　早口で言う真ま里さとの言葉を聞きながら、純は確信していた。

　七倉は、真里が純たちにこのことを伝えることを見込んで話している。真里を通して純と綾佳に語りかけているのだ。

　七倉はもう、自分からは純たちに手を伸ばさないつもりかもしれない。

　今回純が七倉と顔を合わせたのは、純の方から七倉の家におもむいたからだったし、いざというときのために純たちを捜していたと言いながらも、七倉は町中に出現したモノ祓ばらいの方を担当して、キメラ捜しにはあまり関かかわっていないようだった。

「俺たちのことは、そっちではどうなってるんだ」

『わかんない。それどころじゃない感じだけど……』

　純は真里には聞こえないようにため息をついた。

（できることなら助けてほしいけれど、同時に安全の保証もできないってことか。だからマサトを使って、状況だけは伝えた。あとはこっちに任せるって？）

　そして結局、純たちはここにいる。

　目の前に、京都御苑を囲む七倉家の結界がある。純の目には、うっすらと白く浮かび上がる目の細かい網の中で、どす黒いもやが渦巻いているように見える。

「馬ば鹿かっぽいよな、俺たち。ここまでされて、それでもまだここに戻ってくるところなんかさ」

「そうね。私なんか偽ぎ善ぜん者しやと罵ののしられたわよ。別に、反論する気はないけどさ」

　善行──といえるかどうかはわからないが、純が今起こっていることをなんとかしようとしているのは、自分の心の平へい穏おんのためにすぎない。人を守ることで、自分はまだ人間だと思い込みたいのだ。

　もっと言えば──。

「俺はもしかしたら、一番最初に水藤を見捨てたことを後悔しないために、ずっとこの立ち位置にこだわってるのかもな」

　人間でいたいから、人を喰くった水み藤とうを見捨て、七なな倉くらについた。

　あの時もし、仲間を取っていれば。十じゆう文もん字じと一緒に水藤を救う道を選んでいれば、今誰だれ一人失わずに四人で生きていられたかもしれない。

　そう考えると、立てなくなりそうになるから。だから今さら、仲間を失ってまで選んだ道を、曲げることができなくなっているだけなんじゃないか。

　それはもう、正義感でも、偽ぎ善ぜんですらない。まさに、あとには引けなくなったというやつだ。

「……ここまでしようとする理由が、過去の自分の行動を正当化しようとするためだなんて、あまりにも情けないな」

「動く理由がなんだとしても、そのために救われる何かがあるなら、それはそれでいいじゃない。あんたは、自分のしたいようにすればいいのよ」

　綾あや佳かの声には強い芯しんが通っていて、けれど包み込むようにやわらかだった。

　綾佳は即席の結けつ界かいの中を透かし見るように目を細めていたが、ふと視線を移した。その方角はさっきから純じゆんが気にしていたところで、ぐっと心臓の辺りが痛む。

　なじんだ気配がこっちに向かってきていた。もう、すぐ近くまで来ている。

　彼はまた、結界から放たれた〈モノ〉を喰うために来たのだろうか。それだけならば、いい。純たちが出る幕もないほどだ。けれど、七倉家のモノ祓ばらい師とはちあわせてしまったら、彼はどうするだろう。

　もう会わないと決めていた。彼からは目をそらして、きっと元気に平和にやっているのだと身勝手に信じようと思った。けれど、彼の話は否いや応おうなく耳に入ってくる。

（もし会えば、君は俺おれを殺すよ）

「純」

　綾佳が呼んだ。見ると、彼女の赤い瞳ひとみとぶつかる。

「離れないでね」

「なんだ。ずっとお前は離れたがってたくせに」

「ばれちゃしょうがないじゃない。……私ら、お互い体の状態おかしくなってるけど、今のところ補い合えばなんとかなるもの。あんたが駄だ目めになったら、私が戦うわ。だから、私が食べられない分、あんたが食べる」

「……喰った分はあとで分ける。安全な場所で、ゆっくり俺から喰うぐらいは、大丈夫だろ」

「そうね、多分」

「わかってりゃ、こうやって対処できるんだから、最初から隠すなよ」

「ごめん」

　純は綾佳と共に、足を前に踏み出した。網の中へ、禍まが々まがしい獣けものの檻おりの中へ。
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　もう決めたってことか。

　水み藤とうが京都に戻りたいと言い出したとき、戸と塚つかは少しだけ目を細めてそうつぶやいた。

　反対はされなかった。たとえ止められたとしても水藤は一人で行くつもりだったし、戸塚にはそれがわかったのだろう。

　戸塚と逃げることを決めたときから、あまり時間はないのだとわかっていた。

　彼女に引き戻されて、今はかろうじてもとの状態に戻れている。けれど、いつまでもこのままではいられない。じわじわとリミットが迫っていることを感じていた。

　それは、上半分の見えない砂時計のようなものだ。残りの砂の量がわからず、いつ落ちきってしまうかわからない。細い穴を通ってさらさらと落ちてくる砂を見つめながら、それが途切れてしまうときが来るのを恐れ続けている。

　再び自分が変わってしまう前に終わらせようと思っていた。次に空腹が来たときは、確実にもう駄だ目めだろう。それまで一年か二年か、そのぐらいはもつだろうかと思った。けれどその保証さえどこにもなく、そしてもし駄目になったときにまず標的としてしまうのは、一番近くにいるモノ祓ばらい師の戸塚であろうとも思った。

　──だから、京都の方から大きな〈モノ〉が出現した気配を感じ、そして純じゆんと綾あや佳かがそちらに向かっていることを感じ取ったときには、決心がついた。

　二人の体の状態がよくないことは聞いている。彼らを自分よりも先に死なせるわけにはいかない。きっと、賭かけるのならば今なのだろう。戸塚ともう少しは一緒にいられると思っていたけれど、一方でこういう事態も予想しないではなかった。京都で大きな変事があったら感じ取れるくらいの場所に腰を落ち着けたのも、そのためだった。

　たった三日。三日間だけ共に暮らした部屋を出て、戸塚はまた車を走らせた。

　車内では、ずっと無言だった。水藤は何かを話したかったけれど、この空気の中で切り出せる話題は何も思いつかず、黙って視線を落としているしかなかった。

　戸塚の表情は硬い。いつも、超然とした笑みをたたえている彼女が、今日は一度も笑っていない。

「何かしゃべって」

　唐とう突とつに、戸塚が言った。

「……怒っている？」

　おそるおそる水藤は訊きいてみた。戸塚の表情は変わらない。

「怒っちゃいないわ。あなたのことは、あなたが決める権利がある」

「権利と感情は別の問題だ」

「そうね。……怒ってはいないけど、悲しくはあるわ」

　ありがとう、と言おうとして、さすがに思いとどまった。悲しんでくれてありがとうだなんて、あんまりだろう。

「私にもっと力があったらよかったのにね」

　戸と塚つかは前を見み据すえたままつぶやく。

「もっと力があって、いざというときにはあなたを殺してしまうことができるくらいに強かったら、あなたは最後まで私と一緒にいることを選んでくれたかもしれない」

　水み藤とうは黙っていた。そうかもしれないと思った。彼女に自分を殺せるほどの力があれば、もっと心やすく、彼女の側そばに居続けることができたかもしれない。

「でも俺おれは、やっぱり自分が最良と思える道を選びたい。賭かけではあるけれど、彼らに託すことが、俺の最後の希望だ」

「……わかってる」

　戸塚はハンドルを切った。車体が軽く揺れる。

　水藤は隣で運転する戸塚を見つめた。袖そでから伸びる白い腕や、まっすぐでやや硬質な黒髪の一本一本が揺れる様子や、頑かたくなにこちらに一いち瞥べつもくれようとしない瞳ひとみを眺ながめていた。

　指が動きそうになって、水藤は膝ひざの上でぎゅっと拳こぶしを握る。

　彼女を喰くってしまうときが来るとしたら、それは苛いら立だちによってではなく、欲望によってかもしれない。彼女を貪むさぼり自分のものにしてしまいたいという欲は、多分再会したときからずっと、水藤の心の奥にあった。

「昔、猫を飼っていたんだけどね」

　唐とう突とつに戸塚が言う。視線は相変わらず、ちらりともこちらに向かない。

「病気になって、最後の頃ころは動物病院に入りっぱなしだった。様子を見に行くと、具合が悪いくせにうれしそうにじゃれついてくるのよ。けど、帰る間ま際ぎわになると、連れて帰ってくれって言うみたいに、必死に鳴くの。……ああこの猫は、病院で死なせちゃいけないんだろうなって思ったわ。だから最終的には、もう駄だ目めだっていうところで見切りをつけて、治療を断念して連れて帰った」

「……その猫は、あなたの側で死んだ？」

「ええ。その時は悲しくて、もうこんなのは嫌いやだなんて思ったけれど、逆もつらいのね」

「逆？」

「自分が最後にいるべき場所はここじゃないって、離れていかれること」

　胸が詰まるような苦しさを感じた。彼女の名を呼ぼうとしたが、戸塚はそれを遮さえぎるように首を横に振った。

「ごめん。わかってる。ただの愚ぐ痴ちよ。……許して」

　戸塚は車の速度を緩ゆるめた。〈モノ〉の気配はすぐそこに迫っていた。重たい気配が混ざり合い、淀よどんでいる。だがそれは四角い箱の中に閉じ込められているかのようで、外にはほとんど漏もれていない。

「大きな簡かん易い結けつ界かいを張ってるみたいね」

　戸と塚つかは言って、駐車場に入った。停車する。

　エンジン音が消え、車内は静寂に包まれた。水み藤とうも戸塚もすぐには動かず、フロントガラスを見み据すえたまま、言うべき言葉を探していた。

「ここでさよならでもいいかな」

　水藤の言葉は、車の中の空気に吸い込まれた。戸塚は首を振る。

「私も行くわ。……仕事があるもの」

「仕事？」

「仙せん谷たにと一緒にいる吉よし永なが絵え梨り香かさん。彼女を連れ戻す依頼を受けてたの。ごたごたがあって、もう手を出すなと七なな倉くらの家のモノ祓ばらい師たちに言われてるんだけどね」

　戸塚の目がようやく水藤に向けられた。

「多分、まだ中に仙谷も彼女もいると思う。……あなたは、私を連れてあの中に入れる？」

　一時的に張られた簡易結界を破るのは難しくない。侵入するに足るだけの穴をあけ、戸塚と一緒に中に入ることはできるだろう。結界の穴は、すぐに七倉家のモノ祓い師が気づいてふさぐはずだ。

「入れるけど、嫌いやだな」

　中は危険だ。解き放たれた〈モノ〉がいる。しかも、結界の中は混こん沌とんとしていて、何がどこにいるのかさっぱり感じ取れない。けれどだからといって、水藤がずっと側そばにいて守るわけにもいかないのだ。

「私も、モノ祓い師よ」

　水藤の不安を感じ取って、戸塚は言った。

「それに、中には七倉家のモノ祓い師たちも多数いるはずよ。もしはちあわせすれば混乱が起こる。私が一緒にいれば、その混乱も少しは緩かん和わされるわ」

　言外に、水藤がまた同じことを繰り返さないための歯止めにもなると言っている。確かに、あの〈モノ〉の闇やみの中でモノ祓い師と遭そう遇ぐうし、敵意を向けられても、静かな心持ちを維持できる自信は水藤にはなかった。

「わかった。……一緒に行こう」

　水藤は頷うなずいた。また、苛いら立だちに支配されるわけにはいかなかった。自分をこちら側につなぎとめてくれている彼女の存在は、ぎりぎりまで必要なのかもしれない。

　それに本当は。

（少しでも長く一緒にいられたらいい。最後の瞬間までとは言わないから）
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　七なな倉くら和かず巳みは足あし下もとの土くれを見つめていた。

　人間数人分の量の土くれ。しかもその土くれには血が染しみ込んでいる。

「和巳さん、これは」

　七倉の背後で、モノ祓ばらい師の一人が呻うめくような声をあげた。

　七倉家のモノ祓い師たちが張った結けつ界かいの中に入ったのは、三人から五人編成の四つの班だった。今目の前にある土くれの山は、多分その中の誰だれかのものなのだ。

　七倉は土くれの山を見つめながら、共にこの中に入ったモノ祓い師たち一人一人の顔を思い浮かべようとした。けれど、何な故ぜかうまくいかなかった。

「……土くれに、血液が付着している」

　七倉はしゃがみ込み、土くれの赤黒く濡ぬれた箇か所しよにふれてみた。泥のような感触があった。まだこぼれて間もない血なのだろう。おそらく、わずかなりとも自分とつながった血。

「まさか、あのキメラたちが来ているんじゃ……」

　さっき声をあげたモノ祓い師とは違う男がおののくように言う。七倉の班は三人編成だった。七倉和巳以外の二人はそれが事実と決めたように、強こわばった顔を見合わせている。二人とも二十代半ばのモノ祓い師で、先走ってキメラたちを殺そうとした奴やつらほど過激ではないが、決してキメラたちに対して好意的な見方をしない立場に立っている。

「物質度の高い〈モノ〉ならば、人間の肉体を害することも十分にありえる。第一、どうしてキメラたちがモノ祓い師に血を流させるような危害を加える」

「モノ祓い師に追われて頭にきて、喰くうためじゃなく殺すために殺したのかもしれない」

　七倉は深く息をついた。確かに、ありえないことではなかった。

　三日前に民家から回収された、モノ祓い師の土くれのことを思った。水み藤とうが数時間潜伏していた民家の庭に山となっていた、数人分の土くれ。

　純じゆんと綾あや佳かはどうしただろう。森もり山やま真ま里さとからの連絡はいっただろうか。遠回しに助けを求めるような甘えたやり方をしてしまったが、自分にできることはそれしかなかった。今はもう、〈モノ〉をなんとかしてくれないかと直接頼むことも、彼らの安全を約束することもできない。彼らに事実が伝わるようにすることが精一杯だった。あとは、二人に選んでもらうしかない。

　水藤も、今の事態に気づいているのだろうか。

「……一度引き返す。外の者にこのことを報告する」

　七倉は言い、外から結界を維持しているモノ祓い師たちがいる門へと歩き出した。同行の二人のモノ祓い師たちも慌あわてて続く。

〈モノ〉の影響が強きよう烈れつなこの場所では、携帯電話などの通信機器はほとんど役立たずになる。いちいち足を使って戻り、外の者たちを中継して連絡を取るしかなかった。

　歩きながら少しでも状況を感じ取ろうと七なな倉くらは目を細めて神経を集中させた。だが、やはりこの混こん沌とんとした状況の中で感じ取れるものなどほとんどない。パニックの群衆の中で一人一人の言葉を聞きわけようとするようなものだった。

　門に近づくと、結けつ界かいの向こう側で何かもめている様子が見えた。訝いぶかしく思ってよく見ると、一人の少女を前に、モノ祓ばらい師たちが何やら手を焼いているようなのがわかる。

「森もり山やまさん？」

　門前でモノ祓い師たちと問答していたのは森山真ま里さとだった。七倉のつぶやきが聞こえたのか、真里はぱっと顔を上げて七倉の方を見た。七倉は急ぎ足で彼女に近づく。

「どうしたんだ、こんなところに来て」

「気になったんです」

　真里はきっぱりと言う。ずっと真里と話していたらしいモノ祓い師が、うんざりした声を出した。

「なんとかして下さいよ。この子、和かず巳みさんの知り合いなんでしょう？」

　七倉は結界を隔へだてて、そのモノ祓い師に向き直った。名前は忘れたが、分家の男だ。純じゆんたちとたいして歳としの変わらない若い男。ここ数日の激動の中でよく働いたのだろう。目の下には隈くまを作り、薄く髭ひげが浮いていたが、顔つきはしっかりしていた。彼は七倉の目を見て、すっと表情を引きしめた。

「……どうしました」

「土くれを発見した。数人分だ。何か連絡はないか」

　男はぴくりと目元を引きつらせたが、静かに首を横に振った。

「中からの連絡は何もありません。……ただ、申し訳ないことに二度、結界が破られた形跡がありました」

「二度？」

「キメラたちだ！」

　問い返した七倉の後ろから、同行のモノ祓い師が叫んだ。横目で見ると、本気で怯おびえているようで、顔色は蒼そう白はくだった。

　結界の外にいる分家のモノ祓い師は小さく頷うなずく。

「一度目は確認できていません。破られた場所に駆けつけたときはすでに人影はありませんでした。結界はすぐに修復したんでそちらは問題ありませんでしたが、誰だれかが……おそらくキメラが中に入り込んでいると思います」

「二度目は侵入を目撃したのか」

「はい。たまたま近くを巡回していた奴やつがいて、結界が破られた箇か所しよに急行したら、水み藤とう深しん矢やが」

　同行のモノ祓ばらい師二人が同時に息を吞のむ。分家のモノ祓い師は、一拍間をおいて続けた。

「女連れて、中に入っていったそうです」

「女？　戸と塚つか結ゆいか」

「わかんないです。そいつも俺おれも、戸塚の顔は知らないんで。ただ、水み藤とう深しん矢やはその女の首をとらえて、発見したモノ祓い師に向かって『近づくな』と脅おどしたそうです」

　近づいたらこの女を喰くう──というわけか。

「人ひと質じち連れで中に入ったんだな」

　彼は何を考えている？

　人質まで連れて、「近づくな」と脅すということは、逆に言えば近づきさえしなければもうモノ祓い師に害を与える気はないということになるだろうか。しかし──

「実際に、血のついた土くれがあったんだ。奴やつがやったんだ！」

　同行のモノ祓い師が声をあげる。分家のモノ祓い師は苦い声を出した。

「……仲間がやられたという報告は受けていません。もしモノ祓い師が喰われたのだとしたら……どこか一班が全滅している可能性が高い。さもなきゃ、中に取り残された一般人って可能性もあります」

　七なな倉くらは真ま里さとに視線を移した。真里は唇くちびるを固く引き結んだまま、モノ祓い師たちのやりとりを黙って見ていた。

「どう思う」

　ほとんど無意識に、七倉は真里に訊きいていた。周りのモノ祓い師たちが一様にぎょっとした顔をする。

　真里はゆっくりと首を横に振った。

「わかんない。水藤さんは……前の私みたいに、人殺しても平気になっちゃってるのかもしれない。もしそうだとしたら、それは母さんのせいだね？」

　七倉は答えなかった。真里も殊こと更さら返答を求めようとはせず続ける。

「でも、仙せん谷たにを油断させるために純じゆんちゃんを蹴けり飛ばしたりもするような人だし、何か考えてるのかもしれない。……私にはわかんないです」

「そうだな。こんなことを訊いてすまなかった」

　七倉は深く頷うなずくことで礼と謝罪を示した。分家のモノ祓い師が呆ぼう然ぜんとした顔をして真里と七倉を見比べている。

「この子、なんなんですか」

「関係者だ。悪いが、ここで守っていてやってくれ」

　分家のモノ祓い師は一瞬虚を突かれた顔をしたが、頷いた。

「……了解。守ります」

　真里は一歩七倉に歩み寄った。

「あのお姫様は、中にいるんですか」

「わからないが、多分仙せん谷たにと共にこの中にいるだろうと見当をつけている」

　真ま里さとの目は純粋に吉よし永なが絵え梨り香かのことを心配していた。もしかしたら仙谷に利用されている彼女に対してなんらかの仲間意識を抱いだいているのかもしれないし、二度接触して二度とも行かせてしまったことを悔やんでいるのかもしれなかった。

「大丈夫だ。ちゃんと、ここから連れ出すよ」

　精一杯の誠実さを込めて言うと、七なな倉くらは踵きびすを返した。

「ひとまず他ほかの班を捜し、今の状況を報告する。そのあとで、できればキメラたちと接触したい」

　同行の二人のモノ祓ばらい師に向けてそう言い、歩き出す。だが、悲鳴じみた否定の言葉が七倉の耳を打った。

「本気ですか！」

　振り向く。叫んだモノ祓い師の顔は青く、目だけが赤く血走っていた。

「土くれを見たでしょう。血のついた土くれ。死んでるんですよ、何人も。それなのに、キメラに接触するだって？　ふざけんで下さいよ。あんたは自分の仲間より、あの化け物どもの方が大事だって言うんですか。冗談じゃないですよ。あいつらを本気で人間だと思ってるのなんか、あんたとあの甘っちょろいガキぐらいのもんですよ。他の奴やつらは……たとえキメラに協力させるための捜索班に回った奴らだって、あの化け物どもの有用性は認めていても誰だれも信じちゃいません。さっきから聞いてりゃ、和かず巳みさんはまだあの化け物を信じようとしているみたいに聞こえる。信じた文ふみ尋ひろがどうなったか忘れたんですか。あんたが奴らを信じようとするたびに、大変なことが起きてるのがまだわかんないんですか。ホント、冗談じゃねえよ。あんたにつきあって殺されるのはまっぴらごめんだ！」

　モノ祓い師は叫ぶと、荒い息をついた。もう一人の方は硬直している。

　七倉は再び背を向けた。

「怖いなら結けつ界かいの外に出ろ。邪じや魔まだ」

　耳が痛いところもあった。けれど苛いら立だたしさの方が今は勝まさって、七倉は短く言い捨てて一人で歩き出す。

　ちくしょう、と毒づく声が聞こえ、何な故ぜか今激しく七倉を否定した方のモノ祓い師はあとを追ってきた。もう一人はまだ硬直したままで、結局ついてはこなかった。
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　血のにおいがする。

　純じゆんは手の甲で鼻の辺りを押さえた。むっと胸が悪くなるようなにおいだ。内臓が反応して吐き気を感じる。

「闇やみ鍋なべの具になった気分だ」

「気持ち悪いたとえはやめてくれない」

　純じゆんの言葉に、綾あや佳かは顔をしかめた。本当に心底嫌いやそうな顔だったので、多分純の気分に共感するところはあったのだろう。

　──ドロドロに濁にごって、どこに何があるのかさっぱりわからない鍋の中。自分たちもその中に閉じ込められて、ぐつぐつと闇で煮られている。

　京都盆地の真ん中に鎮ちん座ざする土地。様々な植物や生き物が見られる大きな公園であるこの場所が、今は闇を煮たてる器うつわとなっている。

　この場所の禍まが々まがしい淀よどみはすさまじいが、結けつ界かいが壊された場所が京都御ぎよ苑えんの中という、大きくて比較的外界と切り離しがしやすい場所であったことは幸運だったのかもしれない。七なな倉くら家の簡易結界で綺き麗れいに囲い込みはできている。

（これなら、外への影響は少なくてすむかもしれない。一般人を巻き込まずに──）

　そう考えたとき、出し抜けに悲鳴が響き渡った。

　純と綾佳ははっと顔を見合わせる。その悲鳴の鋭さに刺されて一瞬立ちすくんだあと、同時に駆け出した。

　血のにおいが濃くなる。

　心臓が体の中から逃げ出そうとしているかのようにどくどくと走っていた。嫌な感じがして、背中の産うぶ毛げがざわつく。

　もう一度悲鳴があがった。複数だ。女の鋭く高い声と、男の呻うめくような低い声が交ざる。

　純の目に最初に飛び込んできたのは、黒い塊かたまりだった。

（髪の毛？）

　ざわざわとうごめく黒いもの。流れ、揺れる、黒い川。

　巨大な髪の毛の塊に見えた。

　髪の毛の山が振り向く。

　ぼたりと、黒く重たい水分が垂れた。地面に飛び散る。毛の生えた動物の足が、髪の毛に縁ふち取どられた闇の真ん中にぶら下がっているのが見えた。

　隣で綾佳が小さく呻いた。

　これは頭だ。

　大人の男二人分の身長を足したくらいの高さを持つ、巨大な頭。

　頭からは大量の髪の毛が流れて川を作っていた。顔はわからない。闇に溶けて──いやむしろ、顔が闇そのものであるようにぽっかりと暗い。その闇の中に、巨大な口だけが浮き上がっていた。

　髪の毛に縁取られた闇の顔。その中に、唯一白いものが見える。白く、鋭い歯。

　闇やみの中に横一列に並んだ歯の間から、血だらけの動物の半身が垂れ下がっていた。その奧はさらに一層暗い、底なしの黒だ。

　突然、〈モノ〉の口から垂れ下がっていた動物の半身が、ぼろりと土くれになって崩れた。

　また悲鳴があがる。

　その悲鳴を聞いて、ようやく他ほかの人間の存在に頭が回った。声の発信源を見ると、恋人同士か夫婦なのであろう男女が、お互いの体をかき寄せるようにして身を寄せ合い震ふるえていた。女の手には、途中で引きちぎられた紐ひもが握られている。おそらく、犬のリードだ。

（今喰くわれた犬のものか）

　純じゆんは〈モノ〉の前の地面に目をやる。さっきしたたり落ちた犬の血が、水たまりを作っていた。

　綾あや佳かが動いた。〈モノ〉の前を横切り、カップルのもとに駆け寄る。その背に向かって、〈モノ〉の髪の毛が鞭むちのようにすばやく繰り出された。

　純ははっと我に返って飛び出した。髪の鞭が綾佳の背に届く寸前、純は自分の腕でその生き物のような黒髪を巻き取る。

「純！」

　腕に巻きついた髪が、強きよう烈れつな力で締めつけてきた。最初は房ふさで絡からみついていた髪がざらりとばらけ、一本一本に分かれて鋭く肉を締める。腕がスライスされる恐怖を感じて、純は反対の手でその髪をつかみ、喰らうように力を吸い上げた。

　巨大な頭部の形の〈モノ〉から伸びていた髪の毛が、ぶつりと切れた。同時に、純の腕に巻きついていた髪が土くれに変わって落ちる。本体まで喰われるのを防ぐために、〈モノ〉自ら切り落としたのだ。

　腕を見ると、細い傷が無数にできていた。千切りに失敗したかのような傷の様は気持ちが悪いが、深くはない。この程度なら、力を失ったとたんに自分の腕が薄切りハムになって落ちることはないはずだ。

「馬ば鹿か、飛び出したりしないでよ心臓に悪い！」

　へたり込んだカップルを木の陰に押しやりながら、綾佳は焦あせった声で怒鳴る。

「下がって。いったん私が取り押さえるからそれまで──」

　言いながらこちらへ来ようとした綾佳の体が、かくんと止まった。視線を落とすと、カップルが二人して綾佳の体にすがりついている。

「ちょ、ちょっと放して。大丈夫、あなたたちのことは守るから……」

「あれ、何よ！」

　カップルの女の方が金切り声をあげて、〈モノ〉を指さした。

「何……なんなのよ、あの化け物。なんでこんな……噓うそよ、こんなの……」

　見えている。

　純じゆんは目を見開いた。綾あや佳かも驚おどろいた顔をして純に視線をやる。

　女は完全に混乱している様子だが、はっきりと〈モノ〉を指さして「あの化け物」と言った。この〈モノ〉は、普通の人間である彼らにも見えている。それだけ物質度が高いということか。

「ルウは、どうなったんだ」

　男が言った。ルウとは、おそらく喰くわれた犬の名前なのだろう。女が千切れたリードを一層強く握りしめた。

「残念だけれど、犬は戻らないわ」

　綾佳が断ち切るように言って、すがりつく二人を振り払う。

　この〈モノ〉を喰うためには、本体と接触しなければならない。髪の毛では駄だ目めだ。トカゲの尻尾しつぽよりも簡単に、断ち切られて逃げられる。

　ざわりと〈モノ〉の髪の毛が動いた。長い黒髪が広がる。

「純、この人たちを！」

　綾佳が叫ぶ。純を〈モノ〉と接触させまいとしてくれている。確かに、今は大丈夫でも、このまま戦えば人間に戻ったときにみじん切りになってしまうような怪け我がを負いかねない。

　情けなさを感じつつも、純はおとなしく下がった。一般人カップルを逃がそうと、二人の方に手を伸ばす。

　その時、指先が何かにはじかれるような衝しよう撃げきを受けた。激しく拍手をしたあとのような痺しびれが手のひらに走る。

〝壁〟だ。純とこのカップルの間に、〝壁〟が立てられている。

「モノ祓ばらい師だ！」

　純が声をあげた瞬間、木の陰や道の向こう側から、純たちと〈モノ〉の周りを取り囲むように、モノ祓い師らしき人々がざっと姿を現した。全部で五人。

「〈モノ〉とモノ祓い師、両方いっぺんに相手かよ」

　敵の敵も敵というどうしようもない状況に、純は舌打ちする。唯一いいことは、このカップルの面倒はモノ祓い師たちに任せられるということか。

　どうする。この状況じゃ、〈モノ〉を喰ったとたんにモノ祓い師にやられるってことも考えられる。奴やつらは〈モノ〉同士が共倒れになるのを待つつもりかもしれない。

　だが、考える時間はなかった。

　綾佳が飛んでいた。自発的にではない。体に〈モノ〉の髪が絡からみついている。

　この〈モノ〉は、うごめく髪で相手を引き寄せ、喰うのだ。綾佳の体が、〈モノ〉の闇やみでできた顔に──その闇の中に浮かぶ白い歯の並んだ口に引き寄せられる。

　血をしたたらせながら〈モノ〉の口にぶら下がっていた犬の下半身がフラッシュバックして背筋が冷えた。

「綾佳！」

　追おうとした純じゆんの足がすくわれた。思い切り後ろに倒れ、そのまま引きずられる。左足に〈モノ〉の髪が絡からみついていた。体勢を立て直す余裕もなく地面の上をすべる。

　髪に巻かれた綾あや佳かの体が、闇やみでできた〈モノ〉の顔に吸い込まれていきそうになった。〈モノ〉の髪と彼女自身の髪が絡み合っているのが見えた。

　白い光が〈モノ〉の顔の辺りではじける。綾佳の力だ。

　地面を震ふるわすような〈モノ〉の苦く悶もんの声が響いた。のたうつように〈モノ〉の髪がざわめく。綾佳が髪の毛まみれのまま地面に叩たたきつけられる。痛みに耐えるような綾佳の小さな声がこぼれた。

　純は〈モノ〉の髪が自分を引きずり寄せる勢いに乗って、〈モノ〉に飛び込んだ。

　蛇へびのようにうごめく気味の悪い髪の毛の中に潜ひそむ闇。闇に浮かぶ口。それが眼前に迫ってくる。

〈モノ〉は、まだ苦しむように身を──頭を捩よじっていた。けれど純が迫ると、歪ゆがんだ口元を開いた。

（あの口にとらえられたらおしまいだ）

　綾佳の放つ白い光のエネルギーが、純の足に絡んでいた髪の毛を切った。枷かせが外れ、純は自由になる。

〈モノ〉の闇色の顔に手をふれられれば──

　そう考えた瞬間、〈モノ〉の髪の毛がざっと逆立った。細い剣の切っ先のような毛先を純に向ける。

　純の頭の中で、その髪の毛一本一本に刺し貫つらぬかれる自分の姿が浮かんだ。視界の端で綾佳が身構えるのが見える。庇かばう気かもしれない。

　だがそれらの動きも考えも、すべて一秒に満たない間に過ぎ去り、純は〈モノ〉の顔に手を突っ込んでいた。

〈モノ〉の髪の毛は、純に切っ先を向けたまま動かなかった。純は〈モノ〉の口の上、普通ならば鼻があるだろう辺りに手を当てていた。

　ぼんやりとした黒い霧のように見えていた闇の塊かたまりは、純の手のひらにねとりとした感触を伝えた。皮ひ膚ふを剝はがれた肉の塊にふれたような気分だった。

　だがそれも一瞬のことで、その感触は崩れて消えた。

　土くれになったのではない。ただ、消えた。

　溶けた雪だるまが水たまりを作るみたいに、地面の上に黒い染しみが広がる。

（なんだ？）

　状況を把は握あくする前に、黒い染みが動き出した。驚おどろくべき速さで地面の上をすべり、去っていく。とっさに追うことすら思いつかなかった。

（逃げられた）

　そう認識したのは、地面に広がった黒い染しみが見えなくなって数秒経たってからのことだった。

　呆ぼう然ぜんと座り込んでいる純じゆんと綾あや佳かに、モノ祓ばらい師らしき者たちがゆっくりと近づいてくる。純はそちらに視線をやって、立ち上がった。

　身構える気持ちは変わらなかったが、さっき感じたような危機感はなくなっていた。

「……助すけ太だ刀ちしてくれたわけか。それとも、次は俺おれたちの番なのか？」

　周りを囲むモノ祓い師たちを一人一人見ながら言う。

　さっき、〈モノ〉の髪が純を襲おそおうとしたとき、それを止めたのはこのモノ祓い師たちだった。〈モノ〉の顔に手を当てながら、純はモノ祓い師たちが何かを唱える声を聞いた。それは純を苛さいなむことはなく、〈モノ〉の動きを縫ぬいとめた。結果的に純は、このモノ祓い師たちに助けられたことになる。

「助太刀とまでは言わない。ただ私たちは、解き放たれた〈モノ〉を処理しなければならない。そのためにはお前たちの力を利用するのが手っ取り早かった」

　苦々しげな口調でモノ祓い師の一人が言った。ボスらしい貫かん禄ろくの、六十過ぎの歳としの男だ。他ほかのモノ祓い師の一人が彼の側そばに駆け寄り、「当主」と小声で呼びかけた。どうやら本当に七なな倉くら家のボスらしい。

「そうかい。それで、俺たちに今の〈モノ〉をなんとかしろというわけか」

「……今はこの場所を結けつ界かいで切り離し、外への影響を少なくしている。夜のうちはなんとかこの状態を維持できるだろう。だが、朝になればそうはいかない。そうなれば外へ被害が広がっていくだろう。今夜中にけりをつけたい」

　そう言って、当主と呼ばれた男はちらりと後方を見た。純もそちらに目をやる。そこには、先程のカップルがぐったりと地面の上に横たわっていて、二人のモノ祓い師が運ぶ準備をしていた。薬か何かで眠らせたのかもしれない。

「他にもまだ、一般人が中にいるかもしれない。それは七倉の方で対処する。中にいる一般人は全員無傷で保護する」

「……犬が一匹死んだけど」

　カップルの女の方が握りしめていた千切れたリードを思い出して、純はつぶやいた。当主は少し驚おどろいたように片かた眉まゆを上げた。

「気の毒なことをした。だが、このまま朝になったら、それどころではない被害が出ることになるかもしれない」

「だからなんとかしろって？」

「……いざ結界が破られたときのため、君たちを捜させていた。君らに好意を抱いだく者と悪意を抱く者たちの双方の先走りによって事態はめちゃくちゃになったが、本当はこんな事態になったときに君たちに協力を要請するため、動いていたのだ」

　それ以上は言わずに、男は黙った。もう、協力しろと口に出しては言わない。今さらそんなことをいけしゃあしゃあと頼まれても、確かに腹が立つけれど。

「七なな倉くら……和かず巳みは」

「来ている。呼ぶか？」

　いや別に。と言って、純じゆんは首を振る。隣に立つ綾あや佳かに目をやり、彼女の意向を視線で尋たずねる。

「純がいいんなら」

　綾佳はこっちに判断を委ゆだねるように言ってから、当主に向き直った。

「変な〈モノ〉だったわね。あいつ、生身の犬を齧かじったわよ。あんなことする奴やつ、見たことないけど」

　物質度の高い〈モノ〉。それは、人間の魂たましいを肉体ごと喰くう。初めて会ったときに七倉に教えられたことだ。そこまで物質度の高い〈モノ〉に会った経験は、一番最初にエレベーターの中で遭そう遇ぐうした奴を入れてもほとんどない。

　それに加えてさっきの〈モノ〉は、魂を喰うためとは思えないやり方で肉を喰らった。その後、犬の死体が土くれになったところを見ると、最終的には通常の喰い方をしたようだけれど、動物を喰らっても、ほとんど満たされることはないはずだ。

「肉を喰らう〈モノ〉は存在する。物質度の高い、凶悪な〈モノ〉だ」

　モノ祓ばらい師の男はそう言ってから、純と綾佳に向かって軽く頭を下げた。協力する意思を伝えたつもりはなかったが、礼のつもりらしかった。
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　神経が闇やみに共鳴した。

　水み藤とうは戸と塚つかの腕を引いて、彼女の体を引き寄せる。戸塚も心得たようで、何を問いかけることもなく足を止めた。

「近くにいる」

〈モノ〉の気配が近い。水藤は自分の体の芯しんが、闇の中に潜ひそんでいる〈モノ〉の鼓こ動どうに共鳴するのを感じた。

　自分の胸元をつかむ。

　どくん、どくんと体の中で音を立てるものは、自分の心臓なのか。それとも、自分の中にある〈モノ〉がうごめいている音なのか。

　どくん、どくんという音から、ごぼり、ごぼりという気味の悪い音に変わっていく。胸の底にある暗く淀よどんだ沼ぬまの中から、〈モノ〉が出てこようとしている。すぐ近くに潜む〈モノ〉に引きずられて、水藤の中の〈モノ〉が浮かび上がってこようとしている。

　強く腕をつかまれた。視線を下げる。戸塚のまっすぐな視線が水藤をとらえた。

　胸の底の沼が静まる。

「しっかりして」

「すみません」

　水み藤とうは腕をつかむ戸と塚つかの手の上に、自分の手のひらを重ねた。そのまま彼女の手を握る。

　彼女を連れてきてよかった。一人だったら、もたなかったかもしれない。

　それでも、体の奧が闇やみに感応するのは止められなかった。解き放たれた〈モノ〉がまとう闇を、心地よいと感じる。台風の日に感じた奇妙な高こう揚よう感かんに似たものが、今水藤の胸の内を満たしていた。

　落ち着け。引っぱられるな。

　戸塚の手を握りしめ、水藤は気持ちを引き戻す。そうして、〈モノ〉の気配に神経を向ける。

　つないでいた手をぎゅっと強く握られた。

「ねえ、あれ……！」

　太く広い道の向こう、闇の中でもそれとわかるほどに黒い影が、何かから逃げているような勢いで、すべるように近づいてくる。

　大きな影。地面に広がる黒い染しみ。そこから、ざわりと何かが伸びる。

　とっさに戸塚の体を抱かかえて跳とんだ。黒い触手のようなものが、一瞬前まで戸塚が立っていた場所をさらう。狙ねらいは、純粋な人間であり力を持つ戸塚の方だ。半分以上体を沈めたままの〈モノ〉の体から、迸ほとばしるような食欲を感じた。

「髪の毛？」

　水藤の腕の中で戸塚がつぶやいた。なるほど確かに、地面から伸びる黒いものは、長く大量の髪の毛に見えた。

　ゆっくりと、地面から〈モノ〉の姿が浮かび上がってくる。姿といっても、それはやはり黒い──毛の塊かたまりにしか見えなかった。髪の毛に縁ふち取どられた顔の部分には何もない。ただ、闇ばかりがある。

　どうする。彼女を抱えたままじゃ戦えない。

　そう考えたとき、戸塚が何かを唱え出した。そのまま、水藤の二の腕を軽く叩たたく。下ろせということだろう。

　少し迷った。けれど、彼女は自分の身をちゃんと大事にするタイプの人間だ。自分の身を守る自信はあるのだろう。

〈モノ〉から距離を取って、彼女を後ろに下ろした。すかさず〈モノ〉の髪が戸塚に向かって伸びた。一部は水藤が切り落とすが、別の角度から伸びた一ひと房ふさが戸塚を狙う。

　だがその髪は、戸塚のすぐ手前で分かれた。戸塚が自分の周りに〝壁〟を立てている。

〈モノ〉の髪はうらめしそうに戸塚の周りを取り囲む。彼女の姿が〈モノ〉の髪によって覆おおい隠されてしまう前に、水藤はその髪をつかんだ。

　髪は、湿った感触がした。その手ざわりは、今まで接触したことのある半物質的〈モノ〉たちと比べて奇妙に生々しい。

　そこから〈モノ〉の命を吸い上げようとした瞬間、手の中の髪は土くれに変わった。〈モノ〉の本体から髪が切り離されている。

　水み藤とうは〈モノ〉を睨にらみ据すえた。

　髪の毛の奧の漆しつ黒こく。ただの闇やみであるはずのその向こう側から、〈モノ〉の目が水藤を見つめているように感じる。

　お前はなんだ、と、〈モノ〉の目は問いかける。

　お前がいる場所はこちら側ではないのかと問いかける。

　何な故ぜ人間の前に立って、私の食事を妨さまたげる。お前はなんだ。

　──お前だって、その女を喰くってしまいたいくせに。

　水藤はきつく拳こぶしを握りしめ、その考えを断ち切った。

（やめろ、全部妄もう想そうだ。この〈モノ〉には目などないし、何かを訴えかけてくることもない）

　わき上がる思いを無理矢理に吞のみ込み、水藤はゆっくりと手を持ち上げる。

　こいつはただの、禍々しいものだ。

　体が熱くなる。かざした手に全身の力が集まる。

　消えてしまえ。お前など、俺おれにはもう必要のないものだから。

　背後で戸と塚つかが息を吞むのが聞こえた。

　力が飛ぶ。白い光と黒い闇が混ざり合い、地を震ふるわすような〈モノ〉の呻うめきが聞こえた。

　ぬるりとした髪の毛が地面に落ちる。

　水藤の足の下を、黒い影がすべっていった。足の下を通り過ぎる瞬間、ぬるりとした手で体を撫なでられるような感覚を覚えた。

　突風が襲おそい、〈モノ〉の髪の幾筋かが水藤の顔や体にまといつく。

　あとには静けさが残った。

「なかなか美しいものを見た」

　その場に、男の声が響いた。水藤は顔を上げてそちらを向く。

　男が立っていた。暗闇に強い水藤の目には、彼が心底うれしそうに笑っているのが見て取れた。

「相棒の女の子はどうした、仙せん谷たに」

「彼女はもうろくに動けない状態なのでね。連れて歩くにはしんどいものがあるんだ」

　仙谷は笑顔のまま答える。戸塚が歩み寄ってきて水藤の横に並ぶ。彼女は感情を露あらわにしない目で仙谷を見つめた。

「彼女、まだこの結けつ界かいの中にいるんでしょう。一人でおいてきたの？」

「大丈夫さ。彼女にはたくさんの友達がついている。一人でいても、〈モノ〉に喰われてしまう可能性は低いだろう。一応魔ま封ふうじの〝縄〟を身につけさせているので〈モノ〉を刺激することもないだろうしね。そもそも、僕が側そばにいたからといって、〈モノ〉から守ってやれるとは限らない。僕程度の力では、本気であの〈モノ〉に襲おそわれたら自分一人の身すら守れるか怪しい」

　一人では動けない少女が、ずっと信じてきた男においていかれて、今どんな思いをしているかということには少しも思いが向かないようだった。

「僕の目的は、見ることだ。解き放たれた〈モノ〉を。そしてそれに対して君たちがどんな行動を取り、その結果どうなるのかを。来てくれなかったらどうしようかと思った。よかったよ。これ以上捕まらずに行動するのは限界にきていたからな。……せっかく目的が果たされようとしているときに、一人では歩行もままならない彼女を連れて、身動きが取りにくくなってしまったんじゃ本末転倒だろ」

　水み藤とうは仙せん谷たにを眺ながめながら、つくづく不思議な気持ちになった。この男の欲望の場所は、生物として当然の欲望から離れたところにある。

　仙谷は水藤の顔を見て眉まゆを持ち上げた。

「おや……君は、また少し変わったのかな。君は今僕を軽けい蔑べつするような顔をしているな。この前会った君は、僕のやることにひとかけらの興味も抱いだいていないようだったが」

　仙谷は言って、戸と塚つかに視線を移した。

「恋でもして自分を取り戻したか」

　親しん戚せきの子をからかうような口調で仙谷は言う。

　水藤は仙谷を睨にらみつけた。

　ごぼり。体の奧から音がする。また、体の中の〈モノ〉の部分が顔を出しそうになる。

「ああ、もしかすると君が戸塚結ゆいか。光こう陵りよう会かいの方から私が所有している住居を聞き出したそうじゃないか。なかなか口がうまいみたいだね。おかげで身を隠す場所に苦労したよ。……君は絵え梨り香かを捜していたみたいだが、仕事かね」

「ええ」

「……見たところ、君は僕を経由して彼を捜していたんじゃないのかな。とすると、僕は見事期待に応こたえられたわけか」

「あんたが見たかったのはなんだ。〈モノ〉に変わっていく俺おれたちか」

「それもまた一つだな。けれどそれにこだわっているわけじゃない。ただ、君たちがどうなっていくのか知りたいのさ。今の君と〈モノ〉との衝しよう突とつも、なかなか素敵だった。前から思っていたんだが、君たちが放つ力は、〈モノ〉の力のくせに白く輝く光として目に映る。不思議なもんだな。さっきの闇やみと光のぶつかり合いは美しかったよ。〈モノ〉には逃げられたが、傷つけられたぶん、〈モノ〉の方も凶暴性を増すかもしれない。あの〈モノ〉は、人喰くいだ。人間の肉まで喰らう鬼さ。相当物質度の高い〈モノ〉だよ。君たちと本気でぶつかり合ったらどうなるかな。それにしても、君は本気で消し飛ばす気で力を放ったろう。てっきり喰おうとするものだと思っていたが──」

　延々としゃべり続ける仙せん谷たにの体が横様に倒れた。

　水み藤とうは力の宿った右手を握りしめる。仙谷から言葉が垂れ流されていくのが我慢ならなくなって、力を宿した腕を振るっていた。引き絞るような思いでなんとか手加減はしたが、仙谷は水藤が放った力に打ち倒されていた。
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　仙谷は肩を押さえ、短く呻うめく。

　水藤は体の中がうずくのを感じた。モノ祓ばらい師相手に苛いら立だちを感じていたときは、逆に仙谷に対しては何も感じなかった。けれど今、仙谷に対する腹立たしさが、あっさりと殺意に向かっていく。

　喰くってしまえばいい。

　腹がへっているわけでもないくせに、水藤の頭の中でそうささやく誰だれかがいる。

　戸と塚つかの手が、また水藤の肘ひじをつかむ。

　仙谷がよろめきながら起き上がり、それでも口の端で笑ってみせると離れていった。

　水藤は追わず、その後ろ姿を見送る。どうせこの場は七なな倉くら家のモノ祓い師に包囲されている。捕まるのは時間の問題だろう。

　今水藤が追えば、殺してしまう気がした。

　もう、本当に時間がない。

　できることなら、純じゆんと綾あや佳かに会う前に、〈モノ〉をなんとかしたかった。けれど、もうその余裕もなさそうだ。〈モノ〉と接触すれば、きっとまた引きずられそうになってしまう。

　水み藤とうの肘ひじをつかんだ戸と塚つかの手がすべり下り、握った拳こぶしに重ねられた。水藤は戸塚を見下ろす。

　彼女の瞳ひとみがまっすぐに水藤に向けられている。その瞳を見つめ返し、視線を頰ほおにすべらせ、喉のど元もとに落とした。白く細い首を見ていると、強い衝しよう動どうが波のように襲おそってくる。

　彼女の首をとらえ、彼女を自分の体の一部にしてしまいたい。

　体が動きそうになる。じわりと汗が浮かんだ。

　水藤はそっと手を引いて、自分の手に重ねられた戸塚の手から逃れた。

　戸塚の存在は、水藤の心を引きとめると同時に、水藤の欲をかきたてる。

（もう、俺おれは駄だ目めだ）

　早く、二人に会わなければならない。
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　白い光が見えた。

　気配がふくれ上がり、爆発する。

　純じゆんは光の方角をじっと見つめ、立ちつくした。綾あや佳かも、周りのモノ祓ばらい師たちも同じ方向を見て動きを止める。

「水藤だ」

　ささやくように純は言った。綾佳が頷うなずく。

「……水藤くん、〈モノ〉と戦ってるの？」

　戦っている。喰くうことを目的としているにしては、今の力の爆発は大きすぎた。

（あいつは何を考えているんだ。何しにここに来た。〈モノ〉を喰うためじゃないのか）

　力の爆発が収まっても、〈モノ〉の闇やみは晴れなかった。気持ちの悪い空気が充満したままだ。

　不安感が胸をざわつかせる。もし、今の力を向けられた相手が〈モノ〉でなかったらどうしようという思いが浮かぶ。

「俺、ちょっと様子を見てくるからここで待っててくれないか」

　純は言い、足を踏み出そうとした。

　一人で行きたかった。

　モノ祓い師たちと水藤を会わせれば、悪い結果を招くことになるとしか思えなかった。それに、身勝手きわまりないことだけれど、綾佳と水藤を会わせるのも嫌いやだった。

　周りから反対の声があがろうとする気配を感じながらも駆け出す。

「純！」

　綾佳でも一緒にいたモノ祓い師の誰だれでもない声が、純を引きとめた。

　七なな倉くら和かず巳みが駆け寄ってくる。純は立ち止まり彼を見つめた。七倉の後ろを、もう一人モノ祓い師らしき男がついてきていた。

「やはり来ていたんだな」

　純じゆんと綾あや佳かを見比べながら、七なな倉くらは言った。あんたが真ま里さと使って来させようとしたんだろ、と言いかけてやめる。その代わりに、純は七倉の顔を横目で見ながら早口に言う。意識の半分はさっきの光の方向に向けたままだ。

「〈モノ〉は片づけるよ。それより、あんたらはもうここから出た方がいいんじゃないのか。はっきり言って、七倉さんたちにできるのは、外に被害が及ばないようにすることだけだろ」

「〈モノ〉を再び結けつ界かいの中に封じる策を考えていた。だが、そうだな。君たちが〈モノ〉を始末してくれるというのなら、確かに私たちの出る幕はない」

「それなら」

「モノ祓ばらい師が死んだ」

　会話の流れを断ち切るように、七倉はそう言った。純たちと一緒にいたモノ祓い師たちが息を吞のみ、ざわつく。

「血のついた土くれが見つかった」

「誰だれのものだ」

　当主が七倉に向かって問う。

「三班の無事は確認しました。晴はる輝き伯お父じさんたちも無事ということは、おそらく、二班の三人がやられたのでしょう」

「水み藤とう深しん矢やがやったんだ！」

　七倉の後ろに控えていたモノ祓い師が出し抜けに叫んだ。ぎょっとして見やると、そのモノ祓い師の興奮で充血した目と合う。とたんに、そのモノ祓い師の顔が恐怖に引きつった。

「どういうことだ」

　純は叫んだモノ祓い師にではなく、七倉和かず巳みに訊きく。七倉は苦い顔をする。

「水藤が結界の中に入り込んでいるのは確かなようだ。女を人ひと質じちにしているという話だ」

「女？　戸と塚つかさんか」

「確認はできていないが、おそらく」

「……それで、その土くれは、水藤がやったんだって思ってるのか」

「血がついていたんだ！」

　再びさっきのモノ祓い師が叫ぶ。

「血ならこっちでも流れた。こっちは犬の血だったけど。今この場にいる〈モノ〉は、生身の肉をも齧かじって傷つける奴やつらしい」

　顔をしかめて言うと、そのモノ祓い師は怯おびえながらも悪意をむき出しにした。

「誰が、キメラの言うことなど信じるか」

「黙りなさい」

　言ったのは、当主の男だった。

「彼が言っていることは事実だ。私らも確認した」

「当主……」

「だが、だからと言って、その土くれを作ったのが水み藤とう深しん矢やでないという確証にはならない。水藤深矢はすでに私たちの仲間を殺している。その上、人ひと質じちを連れているなどという剣けん吞のんな事実もあるそうじゃないか」

　純じゆんは苦い思いを飲み下す。絶対にあいつがやったんじゃないなどとは、とても言えない。

「あいつに会いに行くよ」

「会ってどうする」

　当主が言う。

「事実を確認する」

「その事実が、奴やつが殺したことを示していたらどうする」

　純は口をつぐんだ。考える。ずっと考え続けていたことのはずだった。考え続けて、ここへ来ることを決めたときにはもう覚悟をしていたはずだ。

「あいつを、喰くうよ」

　空気が凍る。それを求めて訊きいたくせに、ヒトデナシを見るような視線が刺さってくる。純が水藤を逃がしたら、それはそれで、やはり責められるのだろうけれども。

　もう、あいつは戻れないところまで来てしまったのだろう。今この場に、〈モノ〉を喰うためでなく来ているのだとしたら、終わらせるのが純の責任であるような気がした。せめて、彼が今一緒にいるらしい戸と塚つかを喰ったり傷つけたりしてしまう前に。

（もし会えば、君は俺おれを殺すよ）

　水藤の言葉を思い出す。もしかしたら、あれは彼に残った最後の良心が言わせた願いなのかもしれないとも思った。

　こんなことになるのが嫌いやで、もう二度と水藤とは会わないと決めていたのに。

「すまない」

　男の声が響く。七なな倉くら和かず巳みのものではなく、七倉家当主の男の声だった。純たちを不慮の事故からキメラにし、危険視して殺そうとしていた七倉家のトップが、謝罪の言葉を告げた。

　純はわずかに首を振って足を踏み出した。当然のように綾あや佳かも歩き出す。純は困って、モノ祓ばらい師たちから少し離れたところまで来ると立ち止まった。

「あのさ、悪いんだけど、一人で行かせてくれないか」

　綾佳は目を見開いた。

「なんで」

「二対一ってのは、フェアじゃないだろ」

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ。どうしてもっていうなら、私が一人で行く」

「綾あや佳か」

「あんたの不安定な体調のことを考えれば、ハンデが大きすぎる。それこそフェアじゃないわ」

　綾佳と水み藤とうを会わせたくないというのは、純じゆんの我が儘ままだ。

　けれど、変わってしまった水藤を前にして泣いていた綾佳の姿がよみがえる。泣いている綾佳を前にして立ちつくしていた水藤の姿がよみがえる。

　まだ寒い春の夜の海。冷たいだろうに腰までつかる深さのところまで入って、二人は向き合っていた。純はその光景を浜から見つめ、わずかの間、声をかけるのをためらった。

　もうあんなものは見たくない。いや、綾佳はもう泣かないだろう。けれど、会えば互いに傷つき合う。水藤の方には、傷つくだけの心が残っているかはわからないが。

　なんて言えばいいだろう。二人がかりで水藤を殺すようなことはしたくないというのも本当だ。けれどどれもこれも、結局は純の気持ちの問題であって、綾佳を納得させるだけの論理的な理由はどこにも存在しなかった。

　綾佳を傷つけたくない？　馬ば鹿かな。蚊か帳やの外におかれた方がよっぽど傷つく。

　だからこれは我が儘だ。綾佳につらいものを見せたくないという、そして、変わりきった水藤を見られたくないという、自分勝手な我が儘だ。

　二人とも、純のものではないのに。

「ごめん」

　純は言って、綾佳に向き直った。綾佳は怪け訝げんそうに純を見る。その顔が歪ゆがんだ。

「最っ……低」

　声は出ず、綾佳の唇くちびるだけがそう動く。

　崩れる綾佳を抱だきとめて、純は口の中だけでもう一度謝罪した。

　ほとんど手加減せずに、純は綾佳の鳩みぞ尾おちを拳こぶしで突いていた。

　綾佳は体を二つに折って、無意識にか純の腕に爪つめを立てた。二の腕から肘ひじにかけて、赤い線が引かれる。その熱い痛みを甘んじて受けた。

　離れた場所で事態を見守っていた七なな倉くらが駆け寄ってくる。

　純は少し迷ったが、腕に抱いた綾佳の体を七倉に委ゆだねた。

「意識は完全には失っていない。だけど、しばらくは動けないはずだ。あとを頼む」

　綾佳を抱き取りながら、七倉は複雑そうな顔をして純を見た。

「ひどい顔をしているな。ここまでして彼女をおいていきたいのか」

「……うるさいな」

　純は七倉を睨にらんだ。力ない睨み方しかできなかった。

　回復したら、綾佳は激怒するだろう。怒られれば少しは楽になれるかもしれない。そう考えながら、純は走り出した。
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　水み藤とうは顔を上げた。濃い闇やみの向こうを見つめる。

「戸と塚つかさん。悪いけど、ここまでみたいだ」

　言葉を吐き出すと、奇妙な安あん堵ど感かんが胸に満ちた。何な故ぜか恐怖や迷いはなく、間に合ったとほっとする気持ちが強かった。

「来ているの？」

　水藤は頷うなずく。こちらに向かってくる、自分とよく似た気配が感じられた。

「会うの？　……まず、〈モノ〉をなんとかするんじゃないの」

「そうしたかったけど、無理そうだ」

　解き放たれた〈モノ〉が放つ気配が、水藤の中の〈モノ〉を揺り起こそうとしている。胸の中の苛いら立だちと欲がふくらんでいく。それを抑えることに、限界を感じていた。

　体が、この場に満ちる闇に酔っている。強いアルコールと一緒だ。思考力を鈍らせ、ふわりと浮き上がるような心地よさを感じさせる。こちら側にしがみつこうとする自分の精神と、引きとめようとする彼女の思いによって、かろうじて正気を保っているけれど。

「せめて最後に、彼らの代わりに〈モノ〉を処理しようと思っていたのに、様ざまはないな」

　水藤は苦笑して、戸塚に視線を向けた。

「……あのさ、今さらだけど、やっぱり吉よし永なが絵え梨り香かさんのことは七なな倉くら家に任せて、戸塚さんはここを出た方がいいように思う。〈モノ〉はまだ潜ひそんだままだ。ここを一人で歩くのは危険すぎる」

　戸塚の表情は硬かった。少し怒っているようにも見えた。

「こんなときに言う言葉が、私への心配？」

「心残りがあるままじゃ嫌いやだから」

　戸塚を結けつ界かいの外まで連れ出すくらいの時間はある。だが戸塚は首を横に振った。「いい」と、つぶやくように言う。

「私が会いにこなければ、あなたはこんな道を選ばなかったのかな」

　戸塚の声には、後悔のようなものがにじんでいた。水藤を助けた彼女は、水藤のために悔やんでいる。

　水藤は心の底から言った。

「あなたが俺おれを引き戻してくれたことには、本当に感謝している」

　変わってしまって。変わったままで。そのままで生きていったなら、どれほど楽だっただろうかと思う。

　それでも、今だけでももとの自分に戻れたことに感謝する。

　自分が誰だれかは自分で決める。

　当たり前だけれど、自分にだけは最後までつきあわなきゃならないのだから、せめて少しでも誇りを持てなければつらすぎる。

「結局、あなたは言わないのね」

「何を？」

「『一緒に死んでくれ』、なんて」

　水み藤とうはわずかに笑った。そういえば、もし一緒に死んでくれと言ったらどうするか、なんて、甘えた質問をしたこともあった。

「もし言ったとしても、あなたは死なないだろう」

「……どうかな」

　戸と塚つかは目を伏せた。

　その様子に、水藤の心がまたざわつく。だが、くっと顎あごを引き、その思いをねじ伏せる。

「もしあなたが入じゆ水すいしたらつかまえて泳ぐだなんて言ったけど、結局私にはそんな力はなかったのね。むしろ、崖がけっぷちに立つあなたの背中を押したのは、私だったのかな」

　戸塚の顔を見つめて、水藤は本気で──けれど一つまみの意地悪と若じやつ干かん倒とう錯さく的てきな愛情を込めて言った。

「あなたに殺されるなら、本ほん望もうだよ」

　身勝手きわまりない話だけれど、もし時を戻せたとしても、水藤は今、どの時点にも帰りたいとは思っていなかった。

　後悔して後悔して後悔して、あの出来事をなかったことにしてしまえたらと切望したことは何度もあったはずなのに。

「戸塚さん。俺おれは、あなたに会えてよかったと心底思っているよ」

「うん」

「あなたが、俺をこちら側につなぎとめてくれている。だけど、それも長くはもたない。わかるんだ。俺は、今のままでいられるうちに、自分をなんとかしなきゃならない」

　戸塚の瞳ひとみは揺れなかった。この人はきっと泣かない人だろうと、水藤は思う。

　人の内面を感じ取ってしまう彼女は、悲しみに慣れている。きっと泣かない癖くせがついている。

　最初から最後まで助けられて、守られてばかりだったけれど、本当は自分も彼女を守れる人になりたかった。

　それはもうかなわないけれど、せめて、自分が彼女を害する可能性だけはつぶしたい。

「諦あきらめるの？」

　戸塚が訊きく。

「希望があるならなんでもするよ。だけど、諦めなきゃならないことにすがって、また大事なものを失うわけにはいかないんだ」

「私と生きる気は、ないの」

　戸と塚つかには水み藤とうの決意など手に取るようにわかっているだろうに、彼女は重ねてそう訊きいた。それが不ふ謹きん慎しんにもうれしかった。けれどそれ以上に申し訳なく、彼女の気持ちが痛かった。

「ない」

　あの夜に車の中で戯たわむれるように語った、この先の二人での暮らしが実現したらどんなにいいだろうと思う。彼女と生きていけたらと思う。

　だけど、大事な人の命を担保にして、そんな賭かけはできない。

　なじみの気配がすぐそこまで迫ってきているのを感じた。

　水藤はそちらに一度目をやり、声を落としてそっと言った。

「彼らには言わないでほしい。俺おれが正気だったと知ったら、無む駄だに傷つく」

　戸塚は答えない。だが、了承してくれたのだろう。

「行って下さい。あなたには、見られたくない」

　これ以上一緒にいると、また欲が顔を出してしまいそうだった。落とした声のまま、強く言う。

　十じゆう文もん字じの死と引きかえに救われた命。

　綾あや佳かさんが危険を冒して結けつ界かいを破り、助けてくれた命。

　彼らには、今でも感謝している。今日まで生き延びられたおかげで、彼女に会えた。とてつもなく迷惑な話だろうけれど、幸せだった。

　戸塚の細い指が、物言いたげに水藤の頰ほおをそっとなぞった。

　早く行ってくれと、胸の内で何かが焼き切れていく焦こげたにおいを嗅かぎながら、祈るように思った。

　欲に負けてしまう前に。彼女の首に手を伸ばしてしまう前に。早く、行ってくれ。

　戸塚の親指が、そっと水藤の唇くちびるを撫なでた。

　それが最後だった。

　戸塚は頰から指を離すと、何も言わないままさっと身を翻ひるがえし、駆け出した。

　目で追いそうになって、水藤は思いとどまる。玉砂利を蹴ける音が遠ざかっていくのに背を向け、近づいてくるなじみの気配に向き直った。

　一度目をつぶり、せいぜい酷こく薄はくに見えるよう表情を改める。

　胸の中の苛いら立だちを、〈モノ〉の側の自分を解放する。もう何も、こらえる必要などないのだ。

「久しぶりだな、純じゆん。一人か」

　声が届く距離まで近づいてくるのを待って、水藤は言った。

　胸の中の苛立つ獣けものの鎖を解いたつもりだったが、不思議と純に対して攻撃的な思いはわかない。

　そうか、内側にある獣の自分にとっても、純と綾佳は仲間なのだ。もう一人の自分も、彼らに対してだけは牙きばをむくことはないのだろう。

　苛いら立だちに支配され、人間と〈モノ〉を両方敵に回して攻撃しようとも、愛した女を喰くってしまうことになろうとも、彼らだけは自分にとって仲間であり続けるのだ。

　心根まで〈モノ〉に犯された自分は二人から決別されたけれども、水み藤とうの中では、彼らのことだけは何一つ切り捨てられていないのだ。

　そう考えて、なんだかおかしくなった。必死に抑えようとして、抑えるのに失敗して、面倒になって、自分を振り回したこの胸の内の獣けものが、必要なときはおとなしく寝そべって、ごろごろと喉のどを鳴らしている。なんの苛立ちも攻撃性もわきはしない。

（最後まで、難なん儀ぎだな）

　けれどそれでもいい。自分の始末を、本当の自分のままでつけられるのなら、その方がいい。







「久しぶりだな、純じゆん。一人か」

　水藤が言った。薄い笑みを浮かべている。電話で一度話したものの、顔を合わせるのは五カ月ぶりくらいだ。

「そうだよ」

「ふうん。綾あや佳かさんはおいてきたわけか」

「……お前は、今まで戸と塚つかさんといたのか」

「そうさ。何かの際には人ひと質じちとして使えるかと思って連れ歩いたんだけどな。もう、面倒になった」

「彼女のことは、喰わなかったんだな」

「彼女は俺おれを憎からず思ってくれているからあつかいやすい。何かの折には、また使える」

　純は奥歯を嚙かみしめた。ゆっくりと息を吸う。

「今夜、またモノ祓ばらい師が死んだ」

　水藤の目に微かすかに驚おどろきが浮かんだように見えた。

「〈モノ〉に喰われたのか、それともお前に喰われたのかって、七なな倉くら家のモノ祓い師が騒いでいる」

　水藤の口元が笑みの形を作った。

「純はどっちだと思うんだ」

「わからない。だから来たんだ」

「俺が喰ったと言ったら、君はどうするんだ」

　その時は水藤を喰うと、七倉たちには言った。けれど、純は今また揺れていた。

「俺たちが七倉本家に命狙ねらわれたとき、俺、電話でお前に綾佳のことを頼んだよな。……お前、行ってくれたんだって？」

「暇だったんだ。だけど途中で面倒になった」

「でも、行ってくれた」

　水み藤とうは鼻で笑った。

「そうだな、君たちのピンチに力を貸すのはやぶさかではないよ。俺おれが苛いら立だちを覚える相手は基本的にはモノ祓ばらい師どもだ」

「喰くうのか。腹もへっていないくせに」

「喰うさ。腹などへっていなくても、目め障ざわりならば」

（間違い、だったんだろうか）

　純じゆんは水藤を見つめながら思う。

　水藤の心が変わってしまったと知ったあの時、水藤と決別してしまったのは、間違いだったのかもしれない。

　本当なら、引きとめて側そばにいて、道を踏み外さないように見張っているべきだった。水藤の変化にすぐに気づけなかった純たちがそんなことをしても無む駄だだったかもしれないけれど、少なくとも努力はするべきだったんじゃないか。

　仮にも仲間だったのなら、家族のように思っていたのなら。

　それをせずに別れたのは、逃げたからに他ほかならない。水藤とこんなふうに向き合わなければならなくなるのが怖くて、嫌いやで、逃げたのだ。

（もし会えば、君は俺を殺すよ）

　予言めいた水藤の声は、耳の中にしっかりと残っている。

（賭かけてもいい。もしこの先、純と俺が会うようなことがあったら、君は俺を殺すことで責任をとろうとする）

「水藤、もう一度、俺たちと行かないか」

　純がそう言ったとたん、白い光が目前に迫り、足あし下もとで玉砂利がはじけた。

　とっさに腕で顔を庇かばう。石が水しぶきのように飛んで、胸と腕を打つ。純は後ろに跳とびすさった。

　着地と同時に足の下で砂利が鳴って、重心がわずかに傾く。足場が悪い。

　顔を上げると、水藤の冷ややかな瞳ひとみがあった。

「今さらそんなことを言われるとは驚おどろきだ。……俺を目の届く場所において、人間を傷つけたり喰ったりしないよう見張るつもりか」

　水藤の目の表面が青白く光っていた。

　夜の闇やみと〈モノ〉の闇が混ざり合う中で、光もないのにその目の輝きは際きわだって見える。

　水藤、と名を呼んだ。その呼びかけには冷笑で応こたえられた。

「君たちが俺の側がわに来るのなら歓迎しよう。だが目的が監視なら、一秒たりとも君たちと一緒にいたくはない。諦あきらめろよ、純。俺も諦めた。君たちが人間の味方だというのなら、俺は君たちにも不快感を感じるよ」

　水み藤とうが白い光をはらんだ手を振り上げる。背中に悪お寒かんが走るのと、反射で横に跳とぶのは同時だった。また砂利がはじけ飛ぶ。

　──本気で、殺す気か。

「反撃しろよ。それともおとなしく俺おれに喰くわれてくれるつもりなのか。俺は純じゆんを喰ったら、綾あや佳かさんのところにも行くよ。彼女、もうろくに〈モノ〉を喰えない状態なんだろ？　そんなんなら、どうせ先も長くないだろ。むしろ喰ってやった方がいいんじゃないのか」

「お前！」

　かっと血が上り、腕を薙ないだ。光が暗い闇やみの中に白く太い線を描えがいて走り、水藤がいた場所ではじけた。白い爆発。

　水藤は跳はね上がり、純の頭上から迫る。体をねじり、振り下ろされる腕を避よけた。そのまま水藤の腕を絡からめ取るようにしてとらえる。

　至近距離に迫った水藤の顔には、やはり冷えた笑みがあった。

「まだ遠慮しているのか。君は俺のところに何をしに来たんだ。モノ祓ばらい師を──人間を何人も土くれに変えた俺を、止めに来たんじゃないのか？」

「そうだよ、止めに来た。だけどお前は……」

　水藤は腕を取られたまま、左足を軸に体をひねる。蹴けられる。そう本能で感知して、腕を放すと大きく身を引いた。

「俺を真ま面じ目めに止めるつもりなら喰うしかないだろう。それともまた逃げるのか。君はまた、見なかったことにして、俺を逃がすか」

　純が喰った人間は、死に瀕ひんした十じゆう文もん字じと、死んだばかりの真ま里さとの伯お父じの二人きりだ。

　十文字のときは、もう助からないのだと本人が言い、お前が喰えと願われた。

　真里の伯父のときは、蘇そ生せいの可能性があったかどうかは知らないが、純が見たところでは確かに死んでいた。

　人間を喰ったその時は、それしかないのだと信じてやった。けれど結局、純だって人を喰っている。人間でいたくて、救える人を救って、人間の味方でいようとした純も、実際は人喰いだ。水藤を責められる義理か。

　それに、水藤が変わってしまった原因は、彼が純と綾佳に代わって一人で蠱こ毒どくを喰ったことだ。二人に苦痛を分けることもなく、水藤は一人で背負った。今の事態は、その結果なのだ。

　水藤は純の考えを見透かすように、すっと目を細めた。軽けい蔑べつするような色がその表情に浮かぶ。

「君にとって、俺は仲間であったと同時に醜みにくい現実なんだろ。だから目をそらした。今も、また目をそらそうかと考えている。俺と戦わない、俺を喰わないですむ言い訳を考えているんだろう？」

　戦わないですむ言い訳を考えている。

　言い当てられて、純じゆんは一瞬怯ひるんだ。その隙すきに、胸の辺りに力を叩たたき込まれ、後ろに飛んだ。御ご所しよを囲む塀へいに叩きつけられ、地面に落ちる。

　息が詰まった。砂利に額をつけてせき込む。大半が血の吐と瀉しや物ぶつを吐き出した。内臓に衝しよう撃げきを受けたのだ。

　吐きながら、純は横目で水み藤とうを見た。わずかに眉まゆをひそめて純を見下ろしている。

「どうする、純」

　何を問われているのかわからなかった。ただ、内臓がけいれんしているのか体の内側が痛く、血があふれ、息がうまくできない。

（やばいな、これ。今の状態でこれじゃ、力をなくした状態になったとき、生きていられるかな）

　真剣に自分の生命が危ないというのに、冷蔵庫が壊れてしまって中のものが腐くさりそうで困ったなという程度の危機感しか持てなかった。現実感が麻ま痺ひしているのかもしれない。

「純、人間なんてやめてしまえ。自分たちを脅おびやかす可能性のあるモノ祓ばらい師はみんな喰くってしまって、また三人で生きよう」

「おま、え……」

「それができないというのなら、純も綾あや佳かさんも、もういらない」

　水藤の表情は静かで、それが一層不気味だった。

　純は胸の辺りを押さえながら身を起こし、ゆっくりと細く長く、息を吐いた。吸う。吐く。繰り返すうちにだんだんと楽になっていく。ダメージが回復していく。

　純は立ち上がった。

　二人の力は多分、五ご分ぶだろう。

　純には十じゆう文もん字じの分があり、水藤には純よりも多くの〈モノ〉やモノ祓い師の分がある。

　もういらない。水藤が自分たちのことをそう言うのならば、そう言って、喰ってしまおうとするのならば、もうどうしようもないのだ。

　何人もの人を喰った水藤。もう、駄だ目めだと思った。このままにしてはおけないと思い決めて会いに来て、会ったらまた迷った。

　けれど、もう覚悟を決める。

　これ以上他ほかの人間を喰わせるわけにも、自分が喰われるわけにも綾佳を喰われるわけにもいかない。

　血ち生なま臭ぐさいにおいがする。

　この結けつ界かいの内側にいる〈モノ〉が放つにおいなのか。

　それともさっき吐き出した自分の血のにおいなのか。

　誰だれかの血のにおいを、水藤がまとっているのか。

　足場の悪い地面を蹴けった。石が飛ぶ。白っぽい丸い石が一つ、他ほかとは違う方向に飛んでいって、からからと音を立てて転がった。目の前ではお互いの力がぶつかり合って白い光がはじけているのに、何な故ぜか視界のほんの端に映った小さな一つの石の行方ゆくえが鮮明に見えた。

　互いに放った力がぶつかり合って消し合うと同時に、水み藤とうの腕が純じゆんの肩──少しずれれば首であったところを裂さき、純の光をはらんだ手が水藤の二の腕の辺りを抉えぐった。

　水藤が腕を押さえた。砂利に足を取られ、よろめく。

　追い打ちをかけるように、純は水藤の胸ぐらをつかみ、地面に押しつけた。

　彼の首に手をかける。それは頭で考えた動きではなく、体の勝手な反応に近かった。自分の体は、人をねじ伏せて喰くうことを知っている。

　純の手の下で、水藤の首が脈打った。躊ちゆう躇ちよしそうになったところで、水藤が力を込めた、破壊的なエネルギーをまといつかせた手を純の顔の前に差し出した。

　喰わなければ殺される。

　だが、純には喰えなかった。

　感情の問題ではない。互いに互いの命を握り合った瞬間に、純の体から力がこぼれ落ち始めた。

（あの状態になる）

　内臓が絞られるように痛んだ。息が詰まる。殺される。

　死を覚悟した瞬間、水藤の表情が揺らいだ。

　はらりと仮面が剝はがれ落ちたように、水藤の感情がむき出しになった。

　驚きよう愕がくと戸惑いがその表情に明らかに現れ、純の顔の前にかざした白く光る力を込めた手が、行き場を失う。

　水藤のその表情の変化を目まのあたりにして、純は悟った。

「騙したな」

　演技だ、全部。

　今目の前にいるのは、純がよく知っている水藤深矢そのものだ。

　純は水藤の首に手をかけたまま、水藤は力を込めた手を純の前にかざしたまま、二人は固まっていた。

　だが、純の状態は、完全に力をなくすところまでは進まなかった。不安定に揺れ、一瞬人間寄りの方に針が振れたが、すぐに純の体に力が戻る。

　水藤は何も言わなかった。だが、かぶっていた酷こく薄はくな仮面が、不慮の事故で剝がれ落ちてしまったことは自分でもわかっているようだった。仮面をかぶり直すこともできず、水藤は懇こん願がんするような視線を純に向けた。

　純は自分の顔が歪ゆがむのを感じる。

　喰えということか。水藤が今の状態でいられるうちに、喰ってくれということなのか。

　お互いに構えが崩れてしまったとわかっていながら、気づかなかったふりをして喰くえと、そう言うのか。
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　どのぐらいの時間、その体勢のまま固まって、迷っていたのかわからない。

〈モノ〉がすぐ近くにいる濃厚な闇やみの中、人だか〈モノ〉だかわからない男二人、姿勢は威い嚇かくし合うそのままに、表情は情けなく歪ゆがめて静止していた。

　水み藤とうは決して口を開こうとはしなかった。ただその二つの目だけで叫んでいた。

　純じゆんも言葉を発することはせず、その目を見返した。以前は気づくことができなかった、助けを求める水藤の声を、その目の中に見つける。

　本当の自分が失われていくことへの底なしの恐怖と、最後の痛切な願いが、視線を伝って純に突き刺さった。

　歯を食いしばり、純は動く。水藤の無言の求めに負けて。

（もし会えば、君は俺おれを殺すよ）

　水藤はわずかに微笑ほほえんだ。その笑みに、戦っていたときにすらほとんど抱いだくことができなかった、水藤に対する怒りを感じた。

「この、詐さ欺ぎ師し……」

　濡ぬれてかすれた声が歯の間から漏もれた。




　　　　　　＊




　絵え梨り香かは、自分が生きているのか死んでいるのかすらわからなくなっていた。

　闇やみの中、座り込んだまま動けずにいる。

　目は見えない。真っ暗闇だ。その闇の中、時折同級生たちの姿が浮かぶ。

（私は本当は、あの飛行機にみんなと一緒に乗って、死んでしまったんじゃないのかな）

　絵梨香は同級生の霊れいたちに囲まれながら、ぼんやりとそう思う。

（今までのことは、全部死んじゃった私の夢だったんじゃないのかな）

　──少しの間、ここで待っていなさい。

　仙せん谷たにはそう言って、絵梨香から離れていった。あれからどのくらいの時間が経たったのだろう。

　もう二度と、仙谷は戻ってこないような気がした。彼と過ごした時間そのものが夢だったような気さえした。

　きっとここはまだ沖縄の海で、死んでしまった絵梨香はみんなと一緒にどこにも行けずに漂っているのだ。

「仙谷さん……」

　つぶやいた絵梨香の涙交じりの声は、闇に吸い込まれて消えた。

　──姫、元気ないね、どしたの？

　あれはいつのことだっただろう。絵梨香の同級生がちゃんと二百八十二人いた頃ころのいつか。西校舎と南校舎を結ぶ、三階の渡り廊下の隅っこで、手すりにもたれてぼんやり空を眺ながめていた絵梨香の隣に、早さ苗なえがやってきてそう言った。

　絵梨香がどう答えていいのかわからず、んー、と曖あい昧まいな声を出していると、早苗はチェックのスカートから伸びる細い足を投げ出して、渡り廊下のコンクリートの上にぺたりと座った。陸上部の早苗は、筋肉で硬く締まった、格好いい足をしている。

　絵梨香は早苗の横に同じような格好で座った。絵梨香の足だって決して太くはないが、早苗みたいな筋肉はないので質感が違う。絵梨香の足は白くてふやふやだ。

　早苗はなんにも言わないで、ただ隣に座っている。絵梨香の細くて量の多い髪が風に流されて、早苗の腕にかかっている。早苗のショートヘアも、草原の草が風になびくみたいに揺れている。

「……ふられた」

　ころりと言葉が転がり出た。早苗はびっくりした顔をして絵梨香を見る。

「え、ふられたって、三組の田辺たなべ？　え、一回デートに誘われたって言ってたやつ？　さっそくふられたの？　っていうか姫、告こくったの？」

「告ってない。それ以前に、今度の日曜また遊びに行こうって言ったら、その日は彼女と約束があるから無理って言われた」

「うわあ、何それ最低。彼女いるの隠して、あんたをデートに誘ったわけ？」

「うー。隠されてたのもショックだけど、隠すのをやめられたこともショックだよ。それってさ、一回私と遊びに行ったけど、あんまり楽しくなかったからもういいやって思ったってことだよね？　……何がいけなかったんだろう。私は、楽しかったのにな」

　話していると悲しさが込み上げてきて、絵え梨り香かの目から涙がこぼれ落ちた。すると早さ苗なえの腕が伸びてきて、絵梨香を抱だき寄せた。早苗の、足と同様格好よく締まった腕が、絵梨香の体に巻きつく。

「ああもう、馬ば鹿かだねあんたは。彼女いるのを隠されたままつきあいたかったわけじゃないでしょ。そんなん、悪口言うだけ言って、忘れちゃえばいいのよ」

「だって……」

　ぐすぐす泣きながら、絵梨香は早苗の体にしがみついていた。隠されてただけで、騙だまされてたわけじゃないし、とか、優しくしてくれたのに私は何もおもしろいこと言えなかったから、などと庇かばうようなことを言いながらも、早苗が絵梨香の代わりに彼をこき下ろしてくれることが心地よかった。絵梨香は早苗の優しさにたっぷり甘えて、泣いた。

「もう、姫は本当に男を見る目がないね。私が男だったら、あんたの王子様になってあげられたのに。まあ、泣きたくなったらいつでも私の胸でお泣き」

　おどけた口調でそう言いながら、早苗は絵梨香の頭をぽんぽんと叩たたいた。

（でも、早苗がいないことで泣きたくなったときは、どうすればいいの）

　もう、絵梨香を支えてくれる人はいない。早苗も、仙せん谷たにも、絵梨香の側そばからいなくなった。

　ふわりと、絵梨香の目の端に少女の姿が浮かんだ。白のブラウスの袖そでとチェックのスカートの裾すそから、きゅっと締まった細い手足が伸びている。短い髪の毛が、濡ぬれてぺたりと顔にはりついている。

　早苗。

　見えない目がとらえた親友の姿に、涙がこぼれた。早苗の姿は視覚がとらえているわけではないのだろう。涙は彼女の姿をにじませることなく、ただ水の感触が頰ほおをすべった。

「ごめんね。今、助けるからね」

　浮かび上がった早苗に向かって、絵梨香は必死にそう訴えた。

　私が悲しいときに、早苗が抱きしめてくれたみたいに、今度は私が助けるから。

　早苗は何も言わず、絵梨香を見つめ続ける。

「助けるから……」

　絵梨香の声は、自信なく尻しりすぼみになる。

　だって、仙谷さんがいない。彼がいなければ、一人では何もできない。

「絵梨香」

　声が聞こえた。

　絵え梨り香かは驚おどろいて顔を上げる。早さ苗なえは変わらず青白い悲しげな顔でじっと絵梨香を見つめている。けれど彼女は、確かに絵梨香の名を呼んだ。

「絵梨香」

「早苗、私がわかるの？　ごめんね、すぐに助けたいんだけど、私、もうどうしていいのかわかんなくって……」

「もういいんだよ、姫」

　張りのある早苗の声が響いた。

「もう、絵梨香はそんなことしなくていいんだ」

「何言って……」

「救われなきゃならないのはあんたの方だ、姫」

　早苗が前に手を差し出した。

　今までも、早苗の姿を光を失った目で見ることはあった。けれど、声を聞くことができたのは、これが初めてだった。

　袖そでから伸びる、早苗の健康的に細い腕が、闇やみの中で白く光って見える。絵梨香はおそるおそる、差し出された手を握る。

　やわらかく温かい感触が絵梨香の手を包んだ。

　幽ゆう霊れいの手にしてはあまりに生々しい感触で、絵梨香は身を強こわばらせる。

「なんで……」

「姫は馬ば鹿かだ」

　早苗が言う。

（ああもう、馬鹿だねあんたは）

　あの時と同じように、愛情を込めて、馬鹿だと早苗は言う。

　腕を引かれ、絵梨香はよろめきながらも立ち上がった。

「待ってよ、早苗。私、助けるから。早苗のことも、みんなのこともちゃんと助けるから」

「ホントにもう、この馬鹿たれ」

　ぎゅうっと、早苗の両腕が絵梨香の体に巻きついた。

「私はね、あんたに、ちょっとだけ泣いてもらいたかったんだ。自分を責めるんじゃなくて、ただ純粋に、私がいなくなったことを悲しく思って泣いてもらいたかったんだ。あんたの純粋な一晩分の涙だけで、私は満足だった。だから、もうこれ以上、私を縛しばる涙はいらない」

　光をとらえない目の表面がひりひりと痛む。見えない目に映る早苗。やわらかい、人間の感触。

「私らは、もういつだって旅立てるんだ。……あんたに引き上げてもらって助かった連中もいる。だけどもういいんだ。今私たちを縛っているのは、誰だれでもない、あんただよ」

　早さ苗なえの声が絵え梨り香かの胸を叩たたく。叫び出しそうな気分になった。

　じゃあどうすればよかったの。じゃあ、どうすればいいの！

「でも、だって、仙せん谷たにさんが……」

　何人もの人間が、絵梨香に向かって仙谷を信じるな、戻ってこいと言った。

　絵梨香はそれをすべて無視した。

　仙谷を信じていた、信じたかった。一緒にみんなの魂たましいを救おうと言ってくれた瞬間、確かに絵梨香は救われたから。あの時の救われた思いを噓うそにしたくなかった。

　絵梨香は、彼が好きだった。彼の優しさなしではいられなくなった。もし、利用されているだけだとしてもかまわないと思った。

　けれど、利用されているのが自分だけじゃなく、早苗やみんなの魂までなのだとしたら。

「早苗、どうしたらいいの」

「私らの手を、離して」

　どうやって、と問い返そうとして、絵梨香ははっとする。手探りで首にかかった縄にふれた。

　早苗が深く頷うなずく。

　絵梨香は操られるように、ゆっくりと縄を外した。

　体にかかる重みが一層大きくなる。

　崩れそうになる体を、早苗が支えた。

　自分を押しつぶそうとするような闇やみの圧力に逆らうように、絵梨香は頭を上げた。外界の光をまったくとらえることができなかった瞳ひとみに、辺りの風景が映った。

（あ……ここ、御ご所しよだ……）

　諾だく々だくと仙谷についてきていた絵梨香は、ここがどこであるのかすらわかっていなかった。ひりつく目が視力を取り戻していくにつれ、自分を支えている人物の姿が明らかになっていく。

　絵梨香のなじみの制服がなくなっていた。絵梨香を支えているのは、早苗とはまったく異なる女だった。

　息を吞のみ、絵梨香は女の手を振りほどいた。尻しり餅もちをつく。

　目の前にいたのは、あのパン屋の前で仙谷は危険だと告げてきた、戸と塚つかと名乗った日本人形みたいな雰囲気の女だった。絵梨香の顔から血の気が引く。

「騙だましたの！」

　絵梨香は叫んだ。目が見えなくなっていた絵梨香を騙して、早苗になりすました。激しい怒りがわいてきたとき、戸塚の顔に見覚えのある表情が浮かんでいることに気づいた。

　悲しい顔をするとき、早苗の眉まゆはきゅっと下がる。その八の字眉の下で、悲しそうに揺れる瞳が絵梨香を見つめている。

「早苗……？」

「私らも散々だったけどさ、あんたもたいがい、踏まれたり蹴けられたりだよね」

　踏んだり蹴けったり、ってのは変だよね。ひどい目にあってるのは踏んだり蹴ったりする方じゃなくて、踏まれたり蹴られたりする方じゃん。

　そんな奇妙な持論を早さ苗なえは持っていて、踏んだり蹴ったりという言葉を使いたいときはいつも受身形にしていた。

　口調も声こわ音ねも早苗のものとしか思えなくて、絵え梨り香かは戸惑う。

「早苗なの？」

　何を信じていいのかわからなくなった。まだ弱くはあるが、視力が戻ってきているということは、みんなの魂たましいが絵梨香の体から離れつつあるということなのか。それは、目の前に立つ、早苗と同じ表情を浮かべ、同じ口調で話すこの女がやっていることなのか。

　絵梨香の周りを、目に見えない何かがぐるぐると渦巻くように回っているのを感じた。洗濯機の真ん中に座り込んでいるような気持ちだった。絵梨香の周りを激しく回るものは、死んだみんなの魂か。

　何を望めばいい。早苗たちを自由にすること？　それとも、早苗たちを奪うばわれまいとすること？

　砂利が鳴った。

　絵梨香が顔を向けると、髪の長い綺き麗れいな顔の女が、鳩みぞ尾おちの辺りを軽く手で押さえながら駆け寄ってくるのが見えた。

「絵梨香さん！」

　女が声をあげた。その声でわかる。仙せん谷たにが一度連れてきた、人の魂を喰くう化け物女だ。

　近づいてくると、彼女の瞳ひとみが赤いことに気づいた。

「来ないで！　誰だれ一人、あなたに食べさせたりはしないから！」

　叫ぶと、女は立ち止まった。赤い瞳が鋭く絵梨香を刺し貫つらぬく。

「……食べられたくないのなら、自分でなんとかしなさい。あなたが彼らを呼んで、縛しばりつけたんでしょう。だったら、あなたが自分で彼らを縛った縄をほどきなさい」

「どう……やって」

「できないのなら、喰うわ」

　脅おどすように言われて、絵梨香はとっさに早苗を──早苗と同じ表情を見せる女を見た。

「もう、行ってもいいかな」

「早苗」

「言われすぎて、嫌いやになってるかもしれないけどさ。一応私からも言わせてよ」

　早苗は他人の女の顔で、微かすかに微笑ほほえんだ。

「強く生きろ」

　冗談っぽい口調だった。それがまた、早苗らしかった。

　すとんと、戸と塚つかの体から力が抜け、しゃがみ込んでしまう。絵梨香は慌あわてて彼女の側そばに寄った。けれど、顔を上げた彼女には、もう早さ苗なえの面影はなかった。

「どうして……」

「口くち寄よせというやつよ。あなたの友達に、一時私の体を貸した。だけど、あなたに憑ついている同級生全員に貸してあげられるほどの体力はないわ。……手伝いはする。だから、あなたが自分でみんなを浄じよう化かするの」

　絵え梨り香かは混乱していた。けれど戸と塚つかの目は少し怒っているみたいに真剣だったし、赤い瞳ひとみの女は絵梨香がみんなを解放できないのなら喰くうと言った。

　仙せん谷たにのことを思いそうになり、絵梨香は唇くちびるを嚙かむ。

　戸塚は絵梨香の手を握った。

「みんなを呼んだときと一緒よ。イメージして。自分の体につなぎとめられた人たちが解放される様を。私が祓はらいをするから」

　赤い瞳の女が、突然何かに呼ばれたようにはっと振り返った。戸塚も、絵梨香の手を握ったままそちらに目を向ける。絵梨香も、なんだかよくわからない気持ち悪さを感じた。

　戸塚は絵梨香の肩を抱だいて、視線を赤い瞳の女の方にずらした。

「……この子に憑いている霊れい的てき〈モノ〉たちの解放に刺激されたのかな。〈モノ〉が来るのね」

「あなたたちのことは守る」

　赤い瞳の女が言った。




　　　　　　＊




　純じゆんは土くれに片手をついたまま、反対の手で胸の辺りを押さえ、体を二つに折って動けずにいた。

　揺れている。純の中の〈モノ〉の部分と人の部分が、どっちが重いのか決めかねてる優柔不断な天てん秤びんのように不安定に揺れている。

　口の中に血交じりの吐と瀉しや物ぶつの味が残っていて、さらに喉のどの奥から時折熱いものが込み上げてきそうになる。こらえても、少量の血液は逆流してくるのか鉄の味が広がる。

（すぐそこまで、〈モノ〉が迫ってきてる。行かないと。あいつを一人で、戦わせたくはない）

　離れないと約束した。けれど、純は破った。暴力的なことまでして、綾あや佳かを一人おいていった。

（怒ってるだろうな。多分、ものすごく怒ってる）

　でも、行かなきゃいけない。〈モノ〉をなんとかして、それから彼女に怒られなければ。

　けれど立てなかった。胸や腹の中がじくじくと痛み、体を起こすことができない。

　そうか、あいつは知らなかったんだと気づく。

　水み藤とうは、純が受けた傷が──キメラの体ならばなんということもないダメージが、人間に近づく瞬間に回ってきてしまうようになったことを知らなかった。

　純じゆんは目を閉じた。

　胸を手で押さえ、地面に額をついて、祈る。

　戻れ、戻れ。

　あと一度。あと一度だけでいいから。

　すうっと、痛みが引き始めた。

　──純。

　声が聞こえた。頭の中で響く声。そうだ、そういえば、十じゆう文もん字じのときもそうだった。

「お前……」

　純の体の中に残る水み藤とうの意識。吸収されてしまうまでのほんの短い間だろうが、水藤はまだ純の中にいる。

　言いたいことはたくさんあった。罵ののしってやりたくもあった。けれど実際に言葉は出なかった。

　──純、一つだけ聞いてくれ。

「お前……！」

　水藤の声は静かで、その静かさに怒りを覚える。けれど怒りきることもできず、純は口をつぐんだ。

　──今、君の体はかなりの程度、人と〈モノ〉とに分離している。うまくいけば、〈モノ〉の部分を切り離すことも可能かもしれない。

「今、そんなことになったら困るんだよ。でかい〈モノ〉が、すぐそこにいるんだ」

　──わかってる。あれを始末するまで、君の体の状態は維持する。そのあとは、できることなら人として生きられればいい。

　勝手なことを。

　苦々しく思いながらも、純は立ち上がった。痛みは引いていた。言葉の通り、純の体の中で、水藤がバランスを取っていてくれているのだろう。

　水藤、と声をかけてみたが、返事はなかった。集中しているのか、それとももう話すことは何もないと思っているのか。

　純は軽く足を踏みかえ、体の状態を確認すると走り出した。
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　両手につかんだたくさんの風船の紐ひもを、空に向かってぱっと離したような気分だった。

　そんなメルヘンチックで綺き麗れいなものじゃないはずなのに、同級生たちの霊れいを浄じよう化かした絵え梨り香かは、何な故ぜか空に上っていく色とりどりの風船を見送っているような、そんな心持ちになっていた。

　赤い瞳ひとみの女は、ものは食い止めるから反対側から出ろと言った。戸と塚つかは黙って頷うなずき、絵え梨り香かを支えて早足で歩き出した。

　歩きながら絵梨香は、自分の体が非常に軽くなっていることに気づいた。

　大量の風船が飛び去っていくのを見送るような、そんな心持ちになったのは、自分の体が楽になったからだろうか。そう思うと、ひどくうしろめたい気持ちにもなった。

「さっきの……本当に早さ苗なえだったの？　早苗が、あなたに乗り移っていたの？」

「そうよ」

　戸塚は絵梨香の方を見もせず、ただ前に進むことに神経を集中させている様子で答える。

「じゃあ、仙せん谷たにさんは？　あの人は、早苗の霊れいと話をしたって言ってた。早苗の携帯を私が持ってることも知ってた。あれは噓うそなの？」

「多分噓じゃないわ。仙谷にも死者の霊と言葉を交わす力はある」

「じゃあ、苦しんで、助けを求めていた早苗と、私に強く生きろって言ってくれた早苗と、どっちが本当だったの？」

「仙谷はあなたを利用したかった。だから、あなたの親友の言葉を聞き、それを足がかりにして同級生の霊たちの負のイメージを作り出し、あなたに見せた」

　戸塚は絵梨香がしつこく質問してくることに少し苛いら立だっているような様子で、それでも丁てい寧ねいに答えた。絵梨香を支えながら精一杯の早足で歩く戸塚の息ははずんでいる。

　門が見えてくる。そこでは数人の男たちが集まって何かを話していた。その向こうに、パン屋の店員の少女の姿が見えた。少女の視線が絵梨香をとらえる。男たちもそれに気づいたようで、口々に何かを言いながら駆け寄ってきた。男たちの言葉は、疲労しきった絵梨香の耳には騒音としてしか届かない。

　男の一人が周りを制し、絵梨香に向かって穏おだやかな声を出した。

「吉よし永なが絵梨香さんだね」

　仙谷よりも少し上だろうかというくらいの年齢の男だった。彼は周りの男たちとは違う優しげな、けれど疲れきっているようにも聞こえる声こわ音ねで言った。

「君を保護する。……仙谷は一緒じゃないんだね」

「仙谷さんを、どうするの」

「捕らえる。処分を考えるのはそれからだ」

　処分という言葉に、絵梨香の心臓が痛んだ。嫌いやだ、とつぶやく。

　無意識のうちに、逃げ出そうとしていた。仙谷に会いたかった。けれどあっさりと捕らえられ、門の外に連れ出される。

　崩れそうになった絵梨香の体を、パン屋の少女が両手を差し出して受けとめた。

「大丈夫？」

「嫌だ、離して……」

　絵え梨り香かはもがいた。自分でも嫌いやになるくらいゆっくりとしか動けなかった。絵梨香は少女の腕を振りほどき、けれど足から力が抜けてしゃがみ込んでしまう。

「君を助けたのは、仙せん谷たにじゃないよ」

　少女は言った。絵梨香は拳こぶしを握りしめ、うつむく。

「なんなの。何が起こってるの……？」

「……もう、お姫様にはなんにも憑ついてないんだね」

　お姫様と呼ばれたことに、思い出を刺激されて絵梨香は唇くちびるを嚙かむ。

「何が起こったのか、別に知らなくてもいいと思うよ。でも、仙谷が大変なことを起こして、いろんな人がそれをなんとかしようとがんばったり傷ついたりしてるのは本当だよ。……多分、綾あや佳かさんたちも、中で戦ってる」

「誰だれ」

「私たちを庇かばってくれた人よ」

　戸と塚つかが単調な声で口を挟はさんだ。

　赤い瞳ひとみの女の顔を思い出す。確かに、あの人は何かから絵梨香たちを庇おうとする様子をみせていた。けれど、何から庇われたのかすら絵梨香にはわからない。

　目が見えない絵梨香の前に現れた彼女は、恐怖と怒りの対象でしかなかったのに。

「あんな、偽ぎ善ぜん者しや」

　絵梨香はうつむいた。少女の視線が頭の上に落とされているのを感じる。

「偽にせ物ものじゃない、真の善人って、どんなの？」

　ぽつりと声が降ってきた。絵梨香は顔を上げた。答えようとする。だが、言葉は出てこず、そのまま口をつぐむ。

「本物が何かもわからない人が、偽物だって言って人を責められるの」

「ほ、本当の善人は、自分のためじゃなく、ただ、人のためだけに……」

　自分の口から出る言葉は白々しく、それこそ偽物の、作りあげられた綺き麗れい事ごとだった。絵梨香は途中で耐えられなくなって言葉を切った。

「私は、偽物でもいいよ」

　少女は言った。

「そこまでしなきゃ優しくなれないなんて悲しいじゃない。だったら、私は偽善者の優しさでいいよ。自分自身を愛した末に残ったおこぼれの優しさだって、それが誠実なものなら、私はそれでいいよ」

　絵梨香の目から涙があふれた。なんの涙だったのかわからない。悔しかったのかもしれないし、ただ単に、張りつめていた気持ちが切れてしまっただけなのかもしれない。

　すすり泣く絵梨香の側そばに、少女はじっと立っていた。じっと立ったまま、絵梨香が気がすむまで泣かせておいた。

「友達になろうか」

　ぐずぐずと泣きやんだ頃ころ、少女はそう言った。絵え梨り香かは不意を突かれて彼女を見上げる。彼女は表情の薄い顔で──そういえばパン屋で働いていたときも笑顔が下へ手ただった──絵梨香を見つめていた。

「本当はこんなの、宣言してなるものじゃないんだろうけど、私は友達が少ないんで勝手がよくわからない」

　少女は少し首を傾かしげ、絵梨香と視線を合わせるように、隣にしゃがみ込む。

「もし、君が嫌いやじゃなかったら、友達になろう」

　彼女がそう言ってくれる理由に、哀あわれみが含まれていないわけはないと思う。

　けれど、絵梨香の心に苛いら立だちはわかず、それどころか、乾いていた胸の内に温かな水が広がったような気がした。

　多分それは、彼女が持っていた鍵かぎと、絵梨香の鍵穴の形がたまたま合っただけなのだ。彼女が特別なわけでも、適切な言葉を吐いたわけでもなく、ただ偶然に絵梨香の鍵穴に合った鍵を持っていただけ。

　なんだ、そんなものかよくだらない。

　絵梨香は開いてしまった自分の心に対して、悪態をつく。

　そんなものなのか。こんなふうに簡単に、救われた気分になってしまうものなのか。

「君たち、車の中に入っていなさい。これから何があるかわからない」

　門の近くに立っていた男が言った。少女は頷うなずき、絵梨香を促うながすように肩に手を置く。

「あなたは？」

　少女が戸と塚つかに視線をやって訊きいた。戸塚は首を左右に振った。

「私は帰るわ」

　戸塚は門の中をじっと見つめたまま立ちつくしている。

　彼女はなんだかとても──悲しそうな顔をしていた。絵梨香が一人でぐちゃぐちゃに泣いてしまっているのが恥ずかしくなるくらいに、静かで悲しい顔をしていた。

　少女は不安そうに首を傾げて、一歩戸塚の方に歩み寄った。

「戸塚さん？」

「帰る。もう私がここにいる理由はなくなったから」

　そう言いながらも、戸塚は動こうとしなかった。白い顔で、門の中を凝ぎよう視ししたまま立っていた。

　生ぬるい風が吹いて、彼女の黒くまっすぐな髪が流れるように揺れる。

　絵梨香の涙で濡ぬれた頰ほおにも風があたり、つっぱる感覚があった。戸塚の頰は白く乾いていたけれど、何な故ぜか絵梨香の頰よりも、張りつめているように見えた。

　じっと見つめていると、彼女の頰が──体が、微かすかに震ふるえているのがわかった。

　パン屋の少女も周りの男たちも、口をつぐんだ。震動を与えれば壊れてしまう、トランプでできた塔の側そばにいるかのように、息を潜ひそめて静かに戸と塚つかを見守っている。

　戸塚は、自分に向けられるそれらの視線に気づいてすらいないようだった。

　まっすぐに闇やみの中に視線を据すえたまま、また首を横に振る。誰だれかに帰れと強要されているわけでもないのに、小さく駄だ々だをこねるようにつぶやく。

「すぐに……帰る……」
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　異界に片足を突っ込んでいるかのような異様な闇の中を純じゆんは走る。

　あれだけ負傷したあとでも体は軽かった。水み藤とうは宣言した通り、純の体の状態をもたせてくれているのだろう。

　綾あや佳かの気配を求めて、純は走った。

　木々の間を抜け、大おお路じに飛び出る。玉砂利敷きの道であるはずなのに、純の足はやわらかい絨じゆう毯たんのようなものを踏んだ。

　ぎくりとして、純は立ち止まる。

　寒気がした。

　視界が黒一色に埋めつくされていた。

　そっと足を持ち上げてみる。靴くつの下に、黒くやわらかいものがあった。

　ざわざわと音が聞こえる。葉ずれのように、一つ一つの音は小さいけれど、それが集まることによってうねるような音を立てている。

　大量の、髪の毛の海だった。

　広い道を、黒い大量の毛が覆おおいつくしている。

〈モノ〉の毛の一本一本がこすれ合い、ざわざわと不気味な音を立てている。

　ゆるりと髪の一ひと房ふさが純の足に絡からみつく。だが力を込めて蹴けると、その髪はあっけなく外れ、ほんの少量の土くれに変わって落ちた。すさまじい量だが、その分物質度は落ちている。

　純は黒で塗りつぶされた周囲を見回した。

「綾佳！」

　声をあげる。すぐ側に気配を感じるのに、彼女の姿が見あたらない。まさか、この髪の海の中に埋もれているのか。

　足を踏み出すと、地面にのたくっている髪の毛が純の体を引きずり込みたそうにまといついてくる。蹴り散らしながら進むも、足はずぶずぶと髪の毛の中に埋まる。

　綾佳はどこだ。それに、〈モノ〉の本体は。

　生なま臭ぐさいにおいに息が詰まる。

　今日は、血のにおいを嗅かぎすぎた。鼻が、神経が、おかしくなってしまいそうだ。

　食いちぎられた犬の死体が目の裏によみがえる。充満する血のにおい。姿の見えない綾あや佳か。

「綾佳、返事しろ！」

　悲鳴のような声で呼ばわった瞬間、黒一色の景色の中で白い光が爆発した。髪の毛が吹き飛ぶ。その中から綾佳の姿がのぞいた。

　普通の地面だったなら、一足飛びに綾佳のいる場所まで跳ちよう躍やくできただろう。だが地を蹴けろうにも、この場所では髪に足を取られて跳とべない。

　純じゆんは大きく舌打ちして、〈モノ〉の毛をかき分けながら必死に進む。足あし下もとに敷き詰められていた髪の毛は純の全身を吞のみ込もうとするようにわさわさと寄ってくる。波のように覆おおいかぶさってくる髪を力で吹き飛ばしながら、純は半ば泳ぐようにして綾佳のいる場所に向かった。

「純」

　綾佳の赤い瞳ひとみが、純をとらえる。その目は、何かに堪たえるかのように張りつめていた。

　水み藤とうの結末を、感じ取っている目だ。

　髪の毛が──しかも血を含んでいるのか、ぬめって生なま臭ぐさいにおいを放つ髪の毛が、二人を吞んだ。力を放つ間はなかった。間一髪で、純は視界が埋めつくされる前に綾佳の腕をつかむ。

「くそっ、〈モノ〉の本体はどこだよ！」

　手で顔を庇かばい、呼吸を守りながら純は毒づくように言う。引き寄せた綾佳の体には、〈モノ〉の髪が幾筋も絡からみついて彼女を縛しばり上げていた。純はそれを引き剝はがそうと手を伸ばすが、綾佳は遮さえぎるように首を横に振った。

「〈モノ〉はまだ隠れてる。でも、遠くないうちに出てくるはずよ。私を引き寄せて喰くう気だ。このまま巻かれて、おびき寄せる」

　硬い声で綾佳は言った。

「……純は、大丈夫なの」

　綾佳の目がいたわるように純を見る。純は息が詰まるのを感じた。

「体調なら、平気。しばらくはこのままもつ。水藤が支えててくれてる」

　そう。と、綾佳は静かに頷うなずいた。

「食べられる？」

「ああ。でも、もう──」

　言いかけたとき、二人を押し包んでいる髪の毛がざわりと震ふるえた。

　純は口をつぐむ。左手で顔を庇い、右手で綾佳の腕をつかんだまま、向き直った。

　血のにおいが濃くなる。人間の肉と魂たましいを喰らい続けてきたであろう〈モノ〉が、今また腹をへらして姿を現そうとしている。

　さっきよりも〈モノ〉の気配自体は弱くなっている気がした。水藤からダメージを与えられているのかもしれない。

　ぐん、と、綾あや佳かに絡からみついた〈モノ〉の髪が引っぱられた。とっさに純じゆんはその髪をつかむ。ぬめりで手がすべりそうになる。だが〈モノ〉の髪の方から純の腕に絡みついてきて、綾佳の体と一緒に純を引き寄せた。

　針にかかった魚になった気分だ。

　髪の海の中を、強い力で引き寄せられていく。〈モノ〉の髪が肌を強くこすり、時々皮ひ膚ふが薄く切れる。

　どんどん強きよう烈れつになっていくにおい。迫りくる〈モノ〉の気配。

　闇やみが見えた。

〈モノ〉の顔。そして鋭い歯。口。

　頭で考えるより先に、純は力を放っていた。それは綾佳の放つ力とちょうど重なり合い、白い光のうねりとなって〈モノ〉に叩たたき込まれた。

〈モノ〉の咆ほう哮こうが轟とどろく。

　純たちの放った力すら吞のみ込もうとするように、闇が増ぞう殖しよくした。

　ぶつり。と、断ち切られる音が大きく響いた。

　純たちを包んでいた〈モノ〉の髪の毛が力なく地面に落ちる。

　髪の短くなった〈モノ〉は、小刻みに震ふるえていた。

　純と綾佳は膝ひざをつき、数秒間無言で荒い息を繰り返した。

　奇妙な空白の時間だった。純たちと〈モノ〉は向かい合って黙りこくったまま、動きを止めていた。どのぐらいの間そうしていたのかわからなくなるような、時間の流れから断絶した一ひと時ときだった。

　最初に感じたのは、微かすかな空気の動き。

　同時に、純の体の中から切せつ羽ぱ詰まった声が聞こえ、頭の中で反響した。

　──跳とべ！

　声に反応してではなく、体が勝手に動いた。後ろに跳びすさる。さっきまで純がいた場所を、〈モノ〉から伸びた錐きりのような髪の一筋が刺し貫つらぬいていた。今まで見せたこともないほどの、弾丸のような速さだった。さくり、と、一筋の鋭い髪が地面に突き刺さる奇妙に軽い音が聞こえた。

　綾佳が何か叫ぶ準備をするかのように、短く息を吸った。けれど彼女は、叫ぶよりも早く動いた。

　跳びすさった純の足が地面をとらえるより速く、地面から黒い矢が飛び出した。

　綾佳の手が純に向かって伸びた。

　胸に鋭い衝しよう撃げきが走った。

　地面から伸びた黒い矢は、さっき純を狙ねらって地面に刺さった〈モノ〉の髪の先端なのだとようやく気づいた。

　綾あや佳かの手のひらが純じゆんの胸に当てられていて、その手の甲に黒く細いものが突き刺さっていた。

（痛そうだ）

　眉まゆをひそめたとたん、自分の胸の内がねじ切られるように痛み、熱を発した。

　綾佳の手ごと、〈モノ〉の髪に貫つらぬかれたのだと気づいたときには、純は地面に仰あお向むけに転がっていた。いつ倒れたのかわからなかった。

　綾佳が引きつった声で純の名を呼び、綾佳の手と純の胸を縫ぬいとめている〈モノ〉の髪を反対の手で抜き取り、引きちぎる。

「純！　嫌いやだ、ちょっと……純！」

　応こたえたかったが、声が出せない。両手で押さえた左胸から、血が滑こつ稽けいなほどの勢いであふれ出してくる。

　おい、これって……。

　純は唇くちびるを動かした。声は出なかったが、伝わったようだった。

　──今は、治す。

　短い声が頭の中に響いた。とたんに出血の勢いが弱まる。痛みが緩ゆるやかに遠のいていく。

　霞かすみかけた視界が、徐々にはっきりしてくる。のぞき込む綾佳の泣き出しそうな顔に向かって、純はなんとか笑いかけた。

「大丈夫だ」

〈モノ〉が近づいてくるのが、綾佳の肩越しに見えた。

　黒い沼ぬまの中を顔だけ出して泳いでいるみたいに、〈モノ〉は地面に半ば沈むようにして、こちらに向かってくる。髪の毛はほとんど千切れ、残った少量の毛に覆おおわれた闇やみの塊かたまりが、にじり寄ってくる。

　今の一撃を最後に、もう、髪の毛を伸ばして純たちを引き寄せる力もなくなったのかもしれない。

　純の胸に手を置いたまま、綾佳は〈モノ〉の方を振り返った。肩が震ふるえている。

「綾佳。手、貸して」

　胸の傷の痛みが大方過ぎ去ったところで、純はそう頼んだ。

　綾佳は〈モノ〉と純の姿が両方視界に入るように体をずらし、迷うような顔をする。

「あれ、もういらないだろ」

　顎あごで〈モノ〉を指し示した。綾佳は顔を歪ゆがめ、純の肩の下にそっと手を差し込むと、抱だき起こしてくれる。

　純と綾佳は、近づく〈モノ〉を見つめた。闇に浮かぶ白い歯が、二人を食いちぎろうと──けれどもう力があまりないのか、ずいぶんとゆっくりした動きで──迫る。

　純たちの上に、〈モノ〉の口が覆いかぶさった。

「もう、いらない」

　純じゆんはもう、〈モノ〉を喰くう気はなかった。もうそんなものは必要なかった。

　今必要なのは、〈モノ〉を消し飛ばすための純然たる力だった。

　体の内側から、力をわきたたせる。血が沸ふつ騰とうするような感覚があった。体の中から外へ、白く光る熱を放射する。もう、キメラとして使える力を、ここで使い果たしてしまったとしてもかまわなかった。

　視界が白い光で満ちた。純を支えてくれている綾あや佳かの力とシンクロする。

　どん、と大きな地震の最初の一揺れのような衝しよう撃げきがあった。全身から放射される力が光の柱のように天を突き、二人を吞のみ込もうとする〈モノ〉の闇やみとぶつかり合う。

　腹を満たすためでなく、ただ自分たちを守るためだけに、〈モノ〉を吹き飛ばす力を放つ。

（君たちを一種のモノ祓ばらい師にしようと思う）

　初めて会ったとき七なな倉くらはそう言った。結局、彼のもとでモノ祓い師として生きたのは、一年半程度だったけれど。

　これが最後のモノ祓いだ。
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　近づいてくる人影を確認して、仙せん谷たには笑った。心底愉快な気分だった。

「どうだい、君が昔保護者気取りでいた子たちの成長ぶりを目まのあたりにした気分は」

　七倉和かず巳みは眉まゆをひそめた。彼にそんな顔をさせたこともまた、愉快だった。

「今回、君らはまったくの役立たずだったな。混乱して右往左往するばかりで、何もできやしなかった。君もせっかく出張ってきたみたいだが、結局は町に出た小さな〈モノ〉を祓うくらいの仕事しかできなかったんじゃないか」

　仙谷は言い、七倉を見た。彼の表情は硬く、疲れきっていた。仙谷が初めてこの顔を見てから、もう十年経たつ。あの頃ころ、仙谷は少年時代から抜け出せていないくらいに若く、あの七倉家が隠し持っている、突出したモノ祓い師だという噂うわさを聞いて、単純に七倉和巳に憧あこがれのようなものを抱いだき、彼のもとを訪れた。

　仙谷は特に、モノ祓い師になりたかったわけではない。ただ、自分の力を利用できる生き方をしたかっただけだ。それさえできれば、なんでもよかった。だからモノ祓い師になりたいという希望を七倉和巳に拒絶されたことも、別に根に持つようなことではなかった。あの時断られたおかげで、なかなか愉快な人生を送ってこられたと仙谷は思っている。

　だが今、あのキメラたちに関かかわることで、結果的に七倉を出し抜いているのだと思うと、それはそれで気分のいいことだった。

　──見ろよ七倉さん。僕が育てた化け物だ。あんな巨大な〈モノ〉さえ喰ってしまおうとする、元人間の、とても綺き麗れいな化け物。あれを生むきっかけを作ったのはあんたかもしれないが、僕は彼らに上等な食糧を与え、育てたのだ。

「吉よし永なが絵え梨り香かを保護した」

　七なな倉くらは言った。仙せん谷たには一瞬きょとんとし、すぐに「ああ」と頷うなずく。

「そうか、しまったな。迎えに行こうと思っていたのに、可哀かわい想そうなことをした」

　大体の目的は果たしてしまった今、彼女に対する興味はもうあまりない。けれど物は大事にする方だし、彼女を捨ててしまうつもりはなかった。だが七倉家に保護されたとなると、回収は難しいだろう。まあ、仕方のないことだ。

　仙谷の視線の先で、白い光の柱が立った。七倉も顔をそっちに振り向ける。

　キメラたちの力が、〈モノ〉にぶつかっているのだ。

　不思議なものだ。闇やみと闇のぶつかり合いのはずなのに、彼らが放つ光は白く清浄だ。

「見ていろよ七倉和かず巳み。彼らの起こす奇跡を見ていろ。我々人間にできることはそれだけだ」

　仙谷は言い、キメラたちの戦いの場へ足を踏み出した。この美しい瞬間を、できる限り近い場所で見なければならない。

「仙谷……どこへ行く気だ」

　言葉と同時に肩に手がかけられた。仙谷はそれをはねのけ、走り出す。

「待て、死にたいのか！」

　背後から切せつ羽ぱ詰まった七倉の声が聞こえたが、それすら仙谷にとっては興奮剤となった。

　キメラたちが発する白い光を目指して駆ける。

　見ていろ。モノ祓ばらい師ども。お前たちはずっと、彼らの周りを飛び回って勝手なことを騒ぎ回ることしかできなかった。その小うるさく吠ほえたてる口を閉じて、黙って見ていろ。

　キメラと〈モノ〉がぶつかり合っている。

　大きな力と力がぶつかり合っている。ああ、もっと近くで見たい。

　子供の頃ころ、一度だけ海で鯨くじらを見たことがあった。あの時の気持ちに少しだけ似ていた。

　仙谷は〈モノ〉の戦いの場に近づいていく。人ならざるオーラを持った男女が見える。それを吞のみ込もうとする、黒い影が見える。

　見える目を持って生まれたことを幸福だと、心の底から感じた。歓喜がわき上がる。

　その時、白い爆発が起きた。少なくとも仙谷の目にはそのように見えた。

　その余波が仙谷の体を襲おそう。激しい衝しよう撃げきが真正面からぶつかってきて、仙谷を吹き飛ばした。

　世界が旋回し、光と闇がぐるぐると混ざっていく。

「仙谷！」

　七倉の引きつった声が遠くに聞こえた。

　手足の先から冷たくなっていくのを感じる。末端から冷えた液体が入り込み、体を浸食していくように。あるいは、目に見えない冷たい何かが仙谷の手足をとらえ、徐々に這はい上ってくるように。

　……いや、違う。

　何がなんだかわからなくなった混乱した視界の中、仙せん谷たには自分の状況を理解した。

　手足が冷えていくのではない。なくなっていっているのだ。

　キメラと〈モノ〉の力の衝しよう突とつの波を受け、仙谷の肉体は末端からバラバラになっていく。

　視界が、徐々に暗く閉ざされていこうとしていた。

　仙谷の心に恐怖はわかなかった。

　圧倒的な力の波と一体になるかのように体が溶けていく感覚は、むしろ奇妙に心地よかった。

　ただ、ここでおしまいかと、少し残念に思う。

　もっと見たかった。もっと、もう少し、もう少しだけ。

　失われていく視界の端に、もう一度あのキメラたちが映った。

　彼らから迸ほとばしる力の奔ほん流りゆうが見えた。

　仙谷は笑う。

　──ああ、綺き麗れいだ。
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　鴨かも川がわの流れは、まだ夜の中にあって黒々として見える。だが、もう何時間も待たずに日は昇り、川を照らすだろう。

　純じゆんと綾あや佳かは、路地裏に身を潜ひそめていた。二人とも、もうこれ以上動き回る力は残っていなかった。

「大丈夫？」

　綾佳が泣きそうな顔をして純をのぞき込んだ。純は苦笑する。確かにひどい有り様だ。シャツは血に汚れて、あちこち裂さけている。その下に巻いていた白かったさらしも血だらけだ。けれど今は傷はふさがっている。

　今は。

「これ、マサトに返しておいて」

　綾佳の手に、アクアブルーの丸みを帯びた形の携帯電話を渡した。綾佳はそれを見下ろし、何かをこらえるような顔でぎゅっと握りしめる。

「あいつさ、今パン屋で働いてるんだって」

「……うん」

「来てほしがってた」

　綾佳は黙って頷うなずく。

　まだ太陽は昇っていないのに、空気は熱をはらんでいる。昨日の余熱がまだ地表にたまっているのだ。

　けれどまだ純じゆんの体は、外の空気と膜一枚隔へだてた感覚があった。この膜が剝はがれ落ち、この夏の盆地の気温を肌で直接感じるようになったら、その時は。

　不思議と気持ちは落ち着いていた。ただ、綾あや佳かには申し訳なく思った。

　彼女の赤い瞳ひとみと至近距離で向き合う。

「綾佳、あのさ」

「何？」

「俺おれは多分、致命傷を負ってる」

　川の方から風が吹いてくる。店と店の間の狭い路地に座り込んでいる二人の間を風は吹き抜ける。どこかで猫が鳴いた。

「……うん」

「もう、今が最後なんだろうと思う。次、力を失ったら、それでおしまいだ」

　それは多分、とてもとても近い未来に訪れることだろう。東京の、綾佳と二人で暮らしていたマンションに戻る暇いとまもないかもしれない。

　綾佳は顔を歪ゆがめた。彼女にこんな顔をさせることだけは心苦しい。そういえば、まだちゃんと怒られてもいなかったなと思う。

「何超然とした顔してるのよ」

　まったく違うポイントで、綾佳は純を罵ののしるように言った。

「や、顔つきで文句を言われても……」

「なんであんたが余裕ある顔で笑ってて、私が怒ってるのよ。おかしいじゃないこんなの」

　言葉の終わりと同時に、綾佳の目に涙が浮いた。隠そうとしたのか、さっとうつむく。だがかえって涙がこぼれ落ちてしまう結果になり、綾佳は純に見えないように顔を伏せてしまった。

　純は顔を上げていてほしくて、綾佳の肩に手をかけて起こす。

「ごめん」

「そうじゃなくて！」

　苛いら立だったように綾佳は声をあげ、自分に腹を立てているような様子で唇くちびるを嚙かんだ。純が彼女の名を呼ぶと、濡ぬれた赤い瞳がまっすぐに純の方を向いた。

「何がしたいのよ。言いなさいよ。なんでもやってあげるから」

　純は笑う。また怒られるかもしれないと思ったが、彼女の言葉が単純にうれしくて笑った。けれど、してほしいことは特になく、ただ側そばにいてくれればいいと思った。

　綾佳は純をじっと見つめ、何を思ったか決然とした様子で口を開いた。

「彼女に……」

「え？」

「伏ふし見み紗さ也やさんに、会いに行こう」

　純は驚おどろいて目を瞬しばたたかせながら綾佳を見た。

「何言ってるんだ」

「どんな決意して別れたか知らないけど、こんなときくらい、いいじゃない。私が連れていくから」

　純じゆんははっきりと首を横に振った。紗さ也やに会う気は毛頭なかった。彼女との別れは、二年半前にもうすませてある。

　けれど、もし紗也がいまだに自分のことを気にしてくれているのだとしたら、いつかこの顚てん末まつが伝わってもいい。不幸な話としてではなく、彼女に伝わればいい。さすがに、それを綾あや佳かに頼むほど無神経にはなれなかったけれど。

「純、でも」

「いいんだ。だから、最後まで横にいてくれ」

　純は綾佳の手をつかんだ。やわらかくて細い、女の手だった。

　体が重く、眠かった。軽く頭を振って眠気を追い払う。

　もうすぐ日が昇る。その日が再び沈むまではもつまい。

「頼みなら、一つだけある」

「何？」

「俺おれが駄だ目めになったら、俺を喰くってくれ。綾佳がもう喰えない体になってきているのはわかってる。でも、俺のことはなんとか喰ってくれないか」

　四つに分かれて同化した〈モノ〉。今、純の体の中にはそのうちの三つの欠片かけらがある。

　純の中から聞こえた、水み藤とうの言葉を思い出す。

「水藤がさ、今俺の体はかなり〈モノ〉と人の部分に分離しているから、もしかしたら〈モノ〉の部分を取り払うことができるかもしれないって言ってた。できることなら人間として生きろってさ」

　勝手だよなと言って、純は笑った。

「……あいつは最初から、それを期待して俺たちのところに来たんだろうな」

　変わりきってしまった演技までして、水藤は純に自分を喰わせようとした。残ざん酷こくな奴やつだと思う。だけどあいつは、ひとかけらの可能性に希望をかけて、どこか知らない場所で勝手に死ぬことではなく、純たちに自分を喰わせることを選んだのだろう。

「確かに、十じゆう文もん字じの分と、水藤の分の〈モノ〉が、俺の中の〈モノ〉と一つになって、剝はがれかけてるような感じはするんだ。だから、もし……四つに分かれた〈モノ〉が一つになれば、本当に分離が可能になるかもしれない」

　綾佳は黙っている。仲間を喰うことのつらさを純は嫌いやというほど知っているから、ひどい頼みごとをしているという思いもあった。

　けれど、本当にそんな希望があるのなら。今までのしんどかったことが何もかも無駄にならずにすむのなら、やってほしい。

「本当にそんなことが可能なのかどうかはわからない。重荷を背負わせて、俺おれみたいに体の状態が不安定になるだけかもしれない。でも今のお前の状態を考えると、今ここで賭かけてみる価値はあると思うんだよ」

　純じゆんの体の人間の部分は、もうぼろぼろで使い物にならない。〈モノ〉の部分の支えが消えるときが、純のおしまいのときだ。

　だが今の綾あや佳かなら、もしかしたら。

　握ったままでいた綾佳の手に力がこもった。純の手を握り返してくる。そうして、はっきり頷うなずいた。

　大丈夫だ。きっと喰くえる。他ほかの〈モノ〉ならいざ知らず、俺たちはもともと一つだったのだから。

　うつむき加減になっている綾佳の薄い瞼まぶたを眺ながめながら、純は素直な気持ちで言った。

「俺はお前が好きだよ」

　とたんに、綾佳の視線がきっと鋭く上がる。

「噓うそつきなさいよ。どうせまだ昔の彼女に思いを残してるんでしょ」

「そう……かな。よくわかんねえや」

「最後くらい否定しなさいよ、馬ば鹿かっ」

　純は笑った。笑いながら腕を持ち上げ綾佳の首の後ろに回すと、ぐいと引き寄せた。

　唇くちびる同士が、軽くふれ合う。

「……何。同情してるの？」

「うん。同情してる。悪いな、一人にして」

　本当なら、数秒間同じ空間を共有するだけの、名もない通りすがり同士で終わるはずだった。

　知り合いもせず、別々の人生を平和に幸せに生きていけたのなら、きっとその方がよかった。

　けれど一方で、本当なら、あの狭い箱の中でわけのわからない化け物に喰われて終わるはずの人生でもあった。

　だから、これはきっと、特別にプレゼントされた余生だったのだろう。

　色々あったけれど、そう考えれば、決して悪くはない余生だった。

　どうしようもなく眠くなってきて、純の頭がだんだん前のめりに落ちていく。

　眠りながら終わらせるのは安らかな感じで悪くないけれど、なんだかもったいなくて嫌いやだなと思っていると、綾佳の腕が伸びてきて、純の体を胸に抱だき寄せた。

　ああこれなら、本当に悪くない。

　やわらかく心地よい感触に包まれて、自然と瞼が落ちていく。ぼやけてゆく視界の中で、純の血が綾佳の服を汚してしまっているのを見つけた。悪いな、とは思ったけれど、綾佳だって全身土まみれでたいがいだ。

　純の口元に微かすかに笑みが浮かんだ。

　こんな狭い汚れた路地に、汚れた二人が寄りそう。最後を迎えるシチュエーションとしてはちょっとなんだが、気持ちよく眠れそうなのでこれでいい。

「綾あや佳か」

「……何よ」

「託す」

　純じゆんは目を閉じたまま言った。

　数秒の間のあと、純は一度、ぎゅっと強く抱だきしめられた。うるんだ、それでも芯しんのしっかりした声が、純の耳に届いた。

「引き受けた」
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　低い稼か働どう音おんを響かせながら、エレベーターが上昇していく。

　乗客は、純を含めて四人。

　階数表示のランプを見上げると、ゆっくりと三が四に変わり、五に変わる。そしてそのまま六になって、ドアが開いた。操作パネルのところにいた、縁のない薄い眼鏡めがねをかけた男が、「開」ボタンを押してドアを固定する。シンプルな制服を着た髪の長い女が、ドアを開けてくれている男に軽く視線で感謝の合図を送って降りていく。そのあとを、私服を着てスポーツバッグを持った、目の細い男が続く。ドアが閉まり、エレベーターはさらに上昇を続ける。次の七階に着くと、縁なし眼鏡めがねの男がするりと降りていった。優等生然としたまっすぐな歩き方だった。

　また、ドアが閉まる。

　薄汚れた古いエレベーターの中、一人残された純じゆんは携帯電話を取り出して、時刻を確認した。五時二十九分。ぎりぎり授業には間に合うかな。あの講師、授業はそこそこ面白いのだが、休み時間のうちから教室でスタンバイしていてチャイムと同時に授業を始めるのだからかなわない。そのうえ、遅刻にはすこぶるうるさいのだ──

　チン。できあがりを知らせる電子レンジのような音を立ててエレベーターのドアが開く。

　教室から喧けん噪そうが流れてくる。日常の音。同時に、チャイムが鳴った。

　やべえとつぶやき、エレベーターのケージの中から飛び出す。

　当たり前の、平へい穏おんな日常の中へ、足を踏み出す。













　　　エピローグ







　綾あや佳かが目覚めたとき、すでに事件から二週間が過ぎていた。

　目を開けたときにまず視界に入ったのは、木目の具合がムンクの叫びみたいに見える知らない天井だった。

　あちこちが痛み、体が重かった。特に左手の痛みは鋭く、見てみると分厚く包帯が巻かれていた。

　体を起こそうとしてもうまく力が入らず、布ふ団とんの上でもがいていると突然「きゃあ」と叫ばれた。驚おどろいて視線をやると、部屋の入り口に立った女性がぱっくりと口を開けて綾佳を凝ぎよう視しし、すぐに身を翻ひるがえして廊下を走っていった。「お目覚めです！」と声が聞こえる。

　それからしばらくして部屋に入ってきたのは、七なな倉くら和かず巳みだった。彼は綾佳の顔を見て、くしゃりと顔を崩した。

「七倉さん？」

　頭がぼんやりしていた。なんで私はこんなところで寝ているんだろうかと思う。ここはどこだ。どうして七なな倉くらさんがいる？

　七倉は一度、何も言わずに部屋を出ていくと、手鏡を持って戻ってきた。その鏡面を綾あや佳かに向ける。

「見てごらん」

　釈然としない気持ちのまま、綾佳は鏡をのぞき込む。

　一瞬、彼が何を見せたかったのかわからなかった。ただ、漠ばく然ぜんとした違和感を感じた。

　何？　と訊きこうとした瞬間に気づいた。鏡の中の綾佳は、二つの黒い瞳ひとみでじっとこちらを見つめている。

　二年半前、最初に綾佳が京都で結けつ界かいを壊したとき、多くの〈モノ〉を喰くって、綾佳の瞳は深い赤に変色した。人でない印のようなその目を、カラーコンタクトレンズやサングラスでごまかしてきたけれど、今は裸眼のはずだった。コンタクトレンズは台風の日に吹っ飛ばしてしまった。

　布ふ団とんの上に横たわったまま、ゆっくりと手を持ち上げ、目の下にふれた。目の近くのやわらかい皮ひ膚ふの感触が指先に当たる。

「瞳が」

「ああ」

　七倉は優しく頷うなずき、綾佳はまだ見続けていたのに、ぱたりと鏡を伏せた。

「とりあえずは、よかった。今は何も考えず、もう少し休むといい」

　そう言って、七倉の骨ばった手が綾佳の額に置かれた。綾佳はなんだか、自分が幼い子供になったような気がした。

　うつらうつらしながら、綾佳はゆっくりと状況を思い出していった。

　狭い路地裏。川の流れ。夜明け。日中の暑さ。そして。

　日が傾き出した頃ころに彼の体から流れ始めた、血。

　綾佳が再び目を覚ましたとき、七倉は布団の脇わきに座っていた。綾佳は七倉の顔を見上げ、言った。

「私、純じゆんを喰った」

　七倉は小さく頷いた。

「知っている」

　あとから聞いた話では、七倉はその時──綾佳が純を喰ったその時、近くにいたらしい。二人がいた路地裏に〝壁〟を立てて、二人を隠すことまでして。

　そうして七倉は、その時を待った。綾佳が純を喰ってしまい、一人になるときを。その後、残った綾佳を本家へ連れ帰ったという。

（純も助けてくれる気はなかったの？）

　一度だけ綾佳はそう訊いた。責めたわけではない。事実を確認しておこうと思っただけだ。

　七なな倉くらは表情を硬くして、首を横に振った。

（無理だった。せめて、君たちの最後の時間を邪じや魔ましないでおこうと思った）

　最後の時間が過ぎ去り、純じゆんの体から血が流れ始めたとき、綾あや佳かは純を抱だきしめ、喰くった。

　こぼれ落ちそうになる純の魂たましいをすくい取り、一滴も逃さぬよう、必死にすすった。酸欠になったかのように頭がくらくらして、意識が遠のき、それでも必死に純の体にしがみついて、すべてを受けとめようと無我夢中に喰らった。そして──

　気がついたときは七倉の屋敷の布ふ団とんの上で、すでに二週間が経過していた。







「仙せん谷たには死んだよ」

　目覚めてから一週間が過ぎた頃ころ、七倉は静かに告げた。綾佳はまだ立ち歩くとふらつくが、一日中ふせっていなければならない容態ではなくなっていた。

「君たちが〈モノ〉とぶつかり合っている場所に近づきすぎたんだ。力の余波にあてられ、吹き飛んだ」

　綾佳は布団から離れて、七倉と座卓を挟はさんで向き合っていた。

　仙谷の死を聞いて、綾佳は少し呆ぼう然ぜんとした。奴やつのせいで本当に散々だったけれど、死んだと聞くと、それはそれで腹立たしいことだった。

「吉よし永なが絵え梨り香かさんは」

「無事だ。今はもう普通の生活に戻っているはずだ。……仙谷は結局、君たちの本当の結末までは見ずに終わったということになるな」

　七倉の声は乾いていた。綾佳は包帯の巻かれた左手を見下ろした。痛み止めを飲んでいても完全には消えない鈍痛があった。結末か、とつぶやく。

「私はまだ、終わってないけど」

「ああ……すまない。そういう意味じゃない」

「わかってる。……私の中の〈モノ〉は、分離できたということなの？」

　七倉は綾佳の目を──多分、黒に戻った瞳ひとみを──見つめながら言った。

「一人になった君は、〈モノ〉の部分がかなりの程度分離されていて、ただ憑かれている状態にきわめて近くなっていた。連れ帰ったあと、すぐさま君の〈モノ〉の部分の祓はらいを行ったよ。……ある程度は成功したと思う」

「ある程度？」

「四つに分かれた〈モノ〉が一つになったとはいっても、所しよ詮せんはつぎはぎの状態だ。完全に君の体から分離できたと考えるのは楽天的すぎるだろう。どうしようもなく溶け込んでしまっている部分はあるはずだ。だが、つぎはぎとはいえ、〈モノ〉は一つになった。バラバラの死体を継ぎ合わせて一つにしたようなものだ。血や、体の一部分は別のところへ流れてしまったかもしれないが、一つの死体は完成し、君の体から引き剝はがすことができた」

「つまり？」

　七なな倉くらは一度言葉を切った。息を吸い込み、あまり明るくはない表情で「おめでとう」と言う。

「君は、人間だ。少なくともそう言い張ることはできる状態だ」

「私は、純じゆんを──純たちを、ちゃんと喰くうことができたのよね？」

　綾あや佳かは言った。七倉は頷うなずく。

　そっか。とつぶやいた。

　それならいい。今さら、人間に戻ったなんて言われてもなんの実感もわかないけれど、純の、水み藤とうくんの、十じゆう文もん字じくんの魂たましいをすべて受け入れることができたというのなら、それだけで満足だ。

　自分の手を見下ろす。二週間の昏こん睡すい状態と、一週間の病床生活のせいか、包帯の巻かれていない右手の甲がかさついているのが見えた。少し前までは、決してなかったことだった。

　指先で、伸びた爪つめを押してみる。やわらかい、なつかしい感触がした。

「私は、この家から無罪放免で出してもらえるの？」

「まだ、君のことを疑う向きもあるが、仮にもモノ祓ばらい師ならば君がもう誰だれの脅きよう威いでもないことは見ればわかる」

「今の状態はそうでも、水藤くんに……喰われてしまった人たちがいるんでしょ。この家の人たちは、きっと私のことも嫌いやよね」

「そうだな。だから今君には、この部屋から出ないでもらっている。君が顔を合わせない方がいい人間が、この家にはいくらもいるから。すまないな」

「いいえ。どうせ、まだろくに歩けないわけだし。この部屋だけで十分」

「もう少し君の体力が戻ったら、この家を出よう。住む場所を用意するよ」

　答えないでいると、七倉が綾佳の名を呼んだ。目顔で応じる。七倉の真ま面じ目めな視線がまっすぐに注がれた。

「何があっても君を守ろう。……君たちを、というわけにはいかなかったけれど……それでもようやく、何をはばかることなく守れるようになったんだ」

　綾佳は少し困って、緩ゆるく首を振った。

「私から〈モノ〉の部分を祓ってくれたことには感謝するけど、もういいわ。私と七倉さんの間には、もうなんの関係もない。これ以上そんなふうに面倒見てくれようとするのは、なんか変よ」

　七倉は口をつぐみ、綾佳を見つめたまま、しばらく考えるような顔をしていた。

「もし差し支つかえなかったら結婚しないか」

　出てきたのは予想外な言葉で、綾佳はぽかんとした。

　多分、だいぶん間抜けな顔をしていたと思う。口を開いて七倉の真剣な表情を数秒間眺ながめた。

　それからようやく、じわじわと笑いが込み上げてきた。

「ふ……ふふ」

　声に出して笑うと、おかしさはさらに増してきて、綾あや佳かは顔を伏せて笑った。真剣に言ってくれたのだから、笑っちゃいけないとこらえようとする気持ちも一応あったのだが、体の中から込み上げてくる笑いは止まらず、笑いすぎて弱っている内臓が痛んだ。

　それでもしつこく笑い続け、目に涙がにじんでくる。にじんだ涙を指でふき取ると、何な故ぜか次の涙が出てきて、今度はにじむだけではとどまらずに頰ほおを転がり落ちた。

「差し支つかえだらけよ」

　笑っているんだか泣いているんだかわからない状態で──いや、実際は両方を矛む盾じゆんなく両立させていたのだけれど──綾佳は言った。

「差し支えているのは、主になんだい？」

「なけなしのプライド、とかね。他ほかにも色々」

　笑いながら涙をこぼしているうちに、綾佳の中で凍っていた何かがゆるりと溶け出していた。この部屋で、ほとんど横になって過ごした今までの時間、綾佳の感情は凍りついていた。何も考えず、ただ体の具合の悪さに任せて眠った。自分の体の状態はどうなっているのか、彼は、彼らはどうなったのか、そんな問いを口にするのさえ、ひどく時間がかかった。

　凍っていた感情と思考が、笑いによって温められて溶け出し、涙となって出てくるような、そんな気持ちがした。

　まだ笑うことができるのだと、ほっとしたようながっかりしたような、奇妙な気分だった。

　発作的な笑いが収まる頃ころには、弱った体はだいぶんくたびれていた。だが綾佳は涙をふくと姿勢を正し、あらためて七なな倉くらに向き直った。

　綾佳が笑っている間も真ま面じ目めに見守っていた七倉は、もう一度真しん摯しな声で言う。

「生しよう涯がい、君を守るよ」

「なんだか、ものすごく古風な男を見た気がするわ。傷物にした責任をとって、嫁にもらいます、みたいな」

　今度は爆笑はせず、微笑ほほえみだけで綾佳は返した。まぜっかえすような言葉になるのは仕方がない。

「お互いにひとかけらの恋愛感情も抱いだいていないってわかりきっている相手に、プロポーズしてんじゃないわよ」

　言うと、ようやく七倉は表情を緩ゆるめた。苦笑であったが、綾佳は彼が笑うのをとても久しぶりに見た気がした。多分、最後に見たのはもう何年も前のことだ。

　そうか。この一週間、七倉は毎日綾佳の様子を見に来てくれていたけれど、その間一度も表情を緩めなかったのだと気づく。そして多分、自分も同じだったのだろう。

「迷惑だったな」

　苦笑しながら七なな倉くらは言った。綾あや佳かは首を横に振った。

「でもない。誠意はうれしいよ、ありがとう。でも、守ってもらわなくたって、私は平気よ」

　綾佳は胸元を手でつかんだ。

　呼びかけても返事は返らない。

　けれど、自分を生かしてくれているものが、確かにここにあるはずだ。

　綾佳は七倉に笑いかけた。

「一人じゃないから」




　　　　　　＊




　外に出ると、制服姿の少女たちがきゃらきゃらと笑いながら通り過ぎていった。彼女たちは長なが袖そでの制服の上にベストやセーターを着ている。夏休みはとうに終わり、綾佳の知らないうちに九月も終わっていた。

　バスに乗って、目的の店に行った。「ベーカリー・ブラウン」と書かれた、パンをかたどった看板が下がっている。ガラス張りのドアを押し開けると、ちりんと軽くドアベルが鳴った。

　いらっしゃいませ、と言うはずの店員の言葉が、いらっしゃいませの「ま」で途切れた。

　パンを取るためのトレーを運びかけた姿で固まっている真ま里さとを見て、綾佳は少し笑った。手で仕事を続けるように促うながす。レジに客が並ぶのを見て、真里は慌あわててトレーを置くとレジに引き返していった。

　元気そうだ。可愛かわいいデザインのエプロンと三さん角かく巾きんがよく似合っている。出会ったときは、要領よく立ち回れるタイプの子ではなかったが、なかなか仕事の手て際ぎわもよさそうだ。惜しむらくは、笑顔の耐久時間が短いことか。（客を目の前にした瞬間はそれなりの笑顔を作っているのだが、ほんの数秒ですとんと無表情に戻ってしまうのはいただけない。鏡でも見ながら、もう少し自然な笑顔の練習をする必要がありそうだ）

　綾佳はパンを一つ選んでトレーに載せると、客が少なくなった隙すきを見計らってレジに持っていった。

「綾佳さん。大丈夫なの？」

　会計をしようともせず、真里は綾佳が近づくなりそう問いかけた。

「大丈夫。……ごめんね、何度も七倉さんの家に来てくれてたんだってね」

「うん。でも、まだ綾佳さんは会える状態じゃないって言われて」

　綾佳は、真里が訪ねてきていることも聞かされていなかった。けれど確かに、真里に安心して顔を見せられる状態ではなかったし、だからといってわざわざ来てくれた真里をそのまま帰そうなどという気持ちにもなれなかっただろう。綾佳の気力と体力が戻るまでは、綾佳の周りのことに関して七倉が判断し、立ち回ってくれていた。

「マサトくん、休憩はいつ？」

「二時から、お昼休憩」

　綾あや佳かは近くの公園を指定して、店を出た。

　公園のベンチに座り、真ま里さとの店で買ったパンの袋を膝ひざに載せた。頭上で木の葉が揺れて鳴り、木こ漏もれ日が綾佳の肌の上をちろちろと揺れる中で、ほのかに温かいパンを食べる。ブルーベリーのペーストを練り込んで焼いたベーグルで、もったりと重たいそのパンをちぎって口に入れると、果実のいい匂においが鼻に抜けた。

　少量ずつ口に入れ、ゆっくりと咀そ嚼しやくして飲み込む。その動作を何度か繰り返した。けれど全部食べることはできず、半分以上残ったパンを鞄かばんにしまった。またあとで、おなかがすいたら食べればいい。

〈モノ〉の大半が分離されて、綾佳の体は混乱しているのかもしれない。体の機能は低下していた。

　けれど、大丈夫なのだろう。きっとそのうち回復する。口に入れたものをおいしいと感じることができるのだから、大丈夫。

　地面を蹴けるリズミカルな音が聞こえてきた。顔を上げると、真里が息を切らせて走ってくる。綾佳が座るベンチの前まで来ると、真里はしばらくの間息を整えながらこちらをじっと見つめていた。

「やせたね」

「そうかな。……今までは『飢うえ』を感じても実際の体重の増減はほとんどなかったんだけどね」

「やせた」

　真里は繰り返し、視線を落とす。綾佳はゆっくりと、借りっぱなしだった携帯電話を取り出した。あちこちに小さな傷のついているアクアブルーの携帯電話の表面には、うっすらと赤黒い跡が残ってしまっていた。純じゆんの血だ。血だとわかるほどの跡ではないが、何な故ぜかこの薄い血の跡はいくらふいてもとれなかった。

　綾佳はその携帯電話を真里に差し出す。

「これ、ごめんね。延々と借りちゃって。困ったでしょ。……それに、少し汚れちゃった」

「いいよ、そんなの」

　真里は言って、綾佳の手から携帯電話を受け取ると、大事そうに両手で包んだ。

「先月と今月の使用料は払うわ」

「いらないよ」

　真里が少し怒った声を出した。言うべき言葉を間違えたか、と綾佳は首をすくめる。

「手、大丈夫？」

　真里が綾佳の左手に巻かれた包帯を見下ろして言った。

　あの夜、〈モノ〉の髪の毛に貫つらぬかれた傷だった。純じゆんを庇かばおうとして庇いきれず、純の胸と一緒に貫かれた手。

　一度はふさがったが、綾あや佳かの体から〈モノ〉の部分が剝はがれ落ちると共に再び開いたらしい。

　綾佳はその手を顔の前に出して、握ったり開いたりしてみせた。

「大丈夫よ。神経は傷つかなかったみたいで、ほら、指も全部ちゃんと動く」

　貫通の傷だ。傷きず痕あとは消えないだろう。けれど、跡形もなく消えてしまうより、綾佳にとってはその方がよかった。

「……事情は、七なな倉くらさんから聞いてる」

　真ま里さとはそう言って、綾佳の隣に座った。そういえば、と綾佳はつぶやく。

「マサトくん、七倉家の……文ふみ尋ひろくんって人と知り合いなのよね？」

「一応」

「私、彼に謝られたんだ」

（すみません。何もかも、俺おれが失敗した）

　東京にいたときに駅で遭そう遇ぐうした少年は、七倉の家のモノ祓ばらい師だった。駅で綾佳を介かい抱ほうしてくれたときと同じように生き真ま面じ目めな──けれど悲痛さを含んだ表情で頭を下げた。

　彼が水み藤とうに喰くわれかかったことで、崩壊は始まったのかもしれない。けれどそれは彼が悪かったわけでも、間違ったわけでもない。彼を責めるのはお門かど違ちがいもいいところだった。

（うん、でも、色々気にかけてくれて、ありがとう）

　返した言葉に、文尋は目を見開き、それから泣きそうに顔を歪ゆがめた。

「あの人は、綾佳さんたちのことを好きになりたかったんだよ」

　真里は言った。

　公園の中を、さっき見かけた子たちとは違う制服を着た高校生の一団が通り過ぎていく。今日は土曜日か、と綾佳はぼんやり思った。日ざかりの中、寄り道をする高校生たちの笑い声が響く。

「吉よし永なが絵え梨り香かさんは、どうしたのかな」

「転校したよ。一人きりでもとの学校で二年生をするわけにはいかなくて、別の学校に転入して、大変そうだけどそれなりにやってる」

　なんの気なしにつぶやいた言葉にはっきりとした答えが返ってきて、綾佳は驚おどろいて真里を見た。真里はその視線に応こたえるように頷うなずく。

「友達になったんだ。……多分。一緒にいてもあんまりしゃべることもないんだけど、わりと、会いに来てくれる」

「そっか」

　残された彼女が仙せん谷たにへの思いをどう処分したのか、あるいはどんなふうに抱かかえ続けているのか、少し気になった。けれどもう、綾佳にできることは何もない。彼女にとって、この表情に乏しい友人が黙って記憶を共有してくれていることが、救いになることもあるだろう。

「あと……戸と塚つかさんが、事件の結構すぐあと店に来た」

　綾あや佳かは目を見開く。

「何か言ってた？」

「うん。……なんかね、実家に戻ろうかなって言ってた。それと、綾佳さんに伝言。『助けてくれてありがとう。もう会うことはないかもしれないけど、幸運を願ってる』って」

　助けてくれてありがとう。

　それはあの夜、〈モノ〉から戸塚と絵え梨り香かを庇かばったことを指しているのだろうか。それとも──水み藤とうのことを言っているのかもしれないと思うのは、考えすぎか。

　純じゆんは水藤を喰くったことで、変わりきってしまう前に終わらせたいと願っていた水藤を助けた。そんなふうに思ってくれたと考えるのは、穿うがちすぎか。結局綾佳も純も、水藤には何もしてやれなかったのだから。最後に彼を救ったのは、戸塚だった。

「怒ってた？」

「全然。笑ってたけど……でも悲しそうだった」

「そう」

　綾佳はうつむいた。戸塚と言葉を交わしたことは、ほとんどなかった。けれど、できることなら綾佳も彼女に礼を言いたかった。水藤のことで身み内うち面づらして礼など言えば、逆に失礼な気がして、実際顔を合わせたとしても何も言えないだろうけれど。

　綾佳はのろのろした動きで横に置いていた鞄かばんを膝ひざに載せた。

「……今日はもう行くわ。これから行くところがあるし。仕事中ごめんね。また来る」

　言って立ち上がろうとしたとき、それを引きとめるように真ま里さとは両手を伸ばして綾佳の腕をつかんだ。どこか焦あせったように「あのね」と言う。

「綾佳さん。私はね、あんまりお給料多くないし、今住んでる家も狭いんだけど、特別なお金の使い道はないからちょっとなら貯金もある。だから、もう少し広い家に引っ越すこともできるよ。だから……一緒に暮らさない？」

　綾佳は笑った。他ほかにどうしていいのかわからなくて、真里の髪をくしゃくしゃとかき混ぜるようにして撫なでる。

「ああもう、最近よくプロポーズされるわね」

　真里は赤面する。

「プ、プロポーズじゃないよ」

「私は幸せだ」

　真里は黙った。やけくそになって言ってるように聞こえたかな、と綾佳は苦笑する。

「というか、私は人の四倍幸せにならなきゃいけない気がしているので、がんばらなきゃなと」

「がんばって幸せになるの？」

「そうよ」

「……でも、今は綾あや佳かさん、一人でいない方がいいと思うよ」

「そんなに駄だ目めな顔してる？」

「うん。かなり駄目っぽい」

　正直な返答だ。

「まあ、そりゃあ当然、悲しかったりしんどかったりはしますけれど、でもだからって私がいつまでも不幸っぽい顔してたんじゃ申し訳がたたないから。だから、がんばって幸せになる」

　真ま里さとは口をつぐみ、じっと綾佳を見た。まだそのまっすぐな目に応こたえられるほど気持ちは立て直せていなくて、綾佳は曖あい昧まいに笑いながら目をそらした。

「とりあえず、ちょっと東京に行ってくる。会わなきゃならない人がいるから」







　彼女の電話番号は七なな倉くらに訊きいた。以前、綾佳たち四人の身辺を調べさせたときにチェックしていたらしい。

　綾佳からの電話を受けて、伏ふし見み紗さ也やは驚おどろいていた。けれど少しも迷わず、彼女の方から会いたいと言ってきてくれた。

　どこで会うか少し迷ったが、綾佳は純じゆんと二人で暮らしたマンションに呼ぶことにした。長い話になりそうだったし、外で話すに向いている内容でもなかった。

　駅の改札で待っていると、夕方の冷たい風が吹きつけてきた。頰ほおがぴりぴりと痛み、背筋が少し震ふるえた。綾佳は風のあたる場所から、駅構内の風よけとなる柱がある場所へ移動した。今の綾佳の体は少し前までと違い気温に敏びん感かんで、特に今はまだ体が弱っているため、寒気にあたればすぐに体調を崩しそうになる。

　さむーい。そろそろコートいるんじゃない？　改札から出てくる少女たちが、高い声でそう言い合いながら外へ出ていった。

　綾佳はまだ、夏のあの日に立ち止まったままでいるのに、季節はどんどん先に進んでいこうとしている。

　改札から、見覚えのある女が小走りに駆けてきた。ショコラ色の髪がふわふわ揺れている。小柄で可愛かわいらしい人だ。

　綾佳が彼女に会ったのは一度きりで、しかもそれは、純が彼女と別れるための口実にされかかって綾佳が激怒するという、どう考えても素敵なものではなかった。二年半以上も前のことなのだが妙に気まずさを感じて声をかけあぐねていると、紗也が綾佳に気づいた。改札の前で一瞬立ち止まり、紗也は大きく目を見開いて綾佳を見た。その瞳ひとみが揺れる。まだ何も話していないのに、すべてを感じ取ったような目で、一、二秒の間紗也は綾佳を凝ぎよう視しした。

　──伏見紗也に会って、純のことを伝えなきゃならない。

　体と心がある程度回復してくると、綾あや佳かはすぐにそう思った。

　彼女のことなど、綾佳はほとんど何も知らない。彼女が今でも純じゆんを思って、消息を知りたいと願っているのか、それとももう、思い出にしてしまった方がいいのかもわからない。

　けれどもし、紗さ也やがずっと、そしてこれからも、純がいなくなったことを知らずにその幸福を願い続け、いつか会えるかもしれないと期待を抱いだき続けてしまうのだとしたら、純の結末を彼女に伝えるのは綾佳の義務であるように感じた。

　それに、紗也に会って話さなければと綾佳が強く思うのは、もしかしたら純がそう望んでいるからかもしれないとも考えた。綾佳の一部となった純の望みが、綾佳の思いに影響を与えているのかもしれない、と。

　もしそうならば、なんとしてでも叶かなえたかった。

　綾佳はほとんど無言で、紗也をマンションの部屋に連れていった。

　綾佳自身、この部屋に帰ってくるのは久しぶりだった。紗也に座るよう身振りで勧めると、綾佳は台所に入って冷蔵庫を開けた。賞味期限の切れた牛乳のパックが目についた。おそらく、他ほかのものも大方が賞味期限が過ぎてしまっているだろう。

（すぐに、戻ってくるつもりだったんだ）

　綾佳は静かに冷蔵庫を閉めた。

　湯を沸わかし、ストレートの紅茶をいれて運んだ。

　目の前に置かれた紅茶には手をつけず、紗也はカップの中に目を落とす。

「純は、どうしたの？」

　静かな声で問われて、綾佳は言葉に詰まった。そのことを話すつもりで彼女を呼び出したのだけれど、いざそう訊きかれると、なんて言ったらいいのかわからなくなっていた。

　うつむいたままでも、紗也の視線が揺らがず綾佳に向けられているのがわかる。

　突然、紗也が立ち上がった。驚おどろく綾佳をよそに、ゆっくりとテーブルを迂う回かいしてくると、綾佳の前にぺたんと座り直した。

「……さわってもいいかな」

　紗也は真ま面じ目めな顔をして言った。綾佳はたじろぐ。

「な、何に？」

「あなたに」

　答えを待たずに、紗也の手が伸ばされた。ひんやりとやわらかい手が頰ほおにふれる。優しく撫なでる感触に戸惑い、綾佳は紗也の目を見返す。

「なんとなくだけど、わかる気がする」

　ぽつりと紗也は言った。その目は穏おだやかだった。だが、頰にふれる手は微かすかに震ふるえている。

「だから率直に教えて。……純は、どうしたの？」

　本当はもっと遠回りして、そこに至るまでのことを話してから告げようと思っていた。けれど、紗さ也やの目は事実を見抜いていた。

　綾あや佳かはそっと口を開く。

「私が、食べた」

「そ、か……」

　声と共に、紗也の指が頰ほおから首筋をすべり下り、肩に置かれた。

「うん、なんとなく、わかるよ」

　紗也は抱だきしめるように綾佳の体を引き寄せ、綾佳の耳の横、肩の上辺りに顔を伏せる。けれど、肩をつかむ手以外は決して体にふれない。

「何があったのか、今までどうしていたのか知らないけど、それでも、なんとなくわかる。……一緒にいるんだね」

「ごめんなさい」

　紗也は顔を上げないまま首を横に振った。綾佳の肩に、じわりと濡ぬれた感触が広がる。紗也の涙が落ちているのだ。

「私ね、純じゆんとはつきあってた期間よりも、幼なじみで親友だった期間の方がずっと長いんだ。……だからかな。本当は今、恨うらみごとを言ったりした方がそれらしいのかもしれないけど、そんな気持ちにはならない。勝手な思い込みかもしれないけど、なんか、純の気持ちがわかるような気がするんだよ」

　綾佳は肩の上の手と涙の感触を受けとめながら、天井を仰あおいだ。彼女の涙は純に届いているだろうかと考えると、目の辺りに熱が生まれた。同時に、微かすかな苦笑が浮かぶ。

　七なな倉くらに気き遣づかわれてプロポーズまでされて、涙が出るくらいに笑った。彼に言った「一人じゃないから」という言葉も、真ま里さとに言った「私は幸せだ」という言葉も、別に強がりのつもりではなかった。

　確かに綾佳の中には大事な三人の人間がいて、綾佳を支えていてくれている。七倉や真里のように、現実に綾佳を助けてくれようとしている人もいる。綾佳の体がどのくらいちゃんと人間として機能するのか、これからどうなるのかわからないけれど、そんなリスクも、綾佳も含めた四人がやった罪もいいこともすべて抱きしめて──背負うのではなく抱きしめて、しっかり生きていこうと思った。覚悟はできていた。

　けれど、紗也にすべてを話してしまったら一度、手放しで思い切り、気がすむまで、泣いてみようか。

　もう当分泣くのはいいやと思うくらいに、徹底的に。

　そうしたら、真里の言う「駄だ目めっぽい顔」も、少しはマシになるかもしれない。

　紗也は顔を上げた。彼女の瞳ひとみを濡らす涙が光っていて、なんだかとても綺き麗れいだった。

「全部教えて。今まであったこと、全部」

　綾佳は軽く目を伏せ、ゆっくりと呼吸した。自分の身の内にある三人のことを思った。今までに行った場所を、会った人間を、起こった出来事を、順番にゆっくりと思い返していった。

「長い話になるけど……」

　言うと、紗さ也やは大きく頷うなずいた。

　日はほとんど沈んでしまっていて、部屋の中は薄暗かった。窓の外では、空が夜の準備を始めるように色を濃くしている。綾あや佳かは立ち上がり明かりをつける。部屋の中に白い明かりが満ちると、窓ガラスが光を反射して、鏡のように部屋の様子を映し出した。

　綾佳はそこに、黒い瞳ひとみの自分の姿をみとめる。一度目を閉じ、ゆっくりと開けると、長い話を始めるべく、そっと口を開く。
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　デビュー作でもあったこのシリーズの一巻が発売されてから一年と四カ月。この最終巻を出すことができました。

　こんにちは。来らい楽らく零れいです。一巻を書いていたときにはまさか続編を書けるとは思ってもみなかったので、「まあ人生いろいろ大変だけどがんばって生きろよ！」という感じに卒業させた生徒たちが出戻ってきて、その後の人生にまで関かかわることになった担任教師のような気分です。（いるのかそんな担任教師）

　あのような結末となりましたが、何かしら読んでくださった方の心の隅にとどまるところがあれば幸いです。




　今回は再登場のキャラクターたちもいて、それぞれがちょっぴり成長していたり全然変わっていなかったりしつつ物語に関わっています。

　別に一巻に一年というペースで物語内の時間が進んできたわけではありませんが、この四巻目は一巻の冒頭から四年後にあたります。『哀かなしみキメラ』をシリーズとして続けることにしたときから、ここまでの流れと結末は決めていました。タイトルからして哀しいっぽい話ですが、個人的には精一杯の前向きさが書けたらいいな、などと思っていて、一巻のときに高たか畑はた先生が帯に書いてくださった「過か酷こくで切なく、けれど勇気を貰もらえる物語」というのが密ひそかな目標でもありました。（あとがきに書いちゃったらもう密かでもなんでもなくなっちゃいますが……）

　達成できたかどうか考えるのは非常に怖いですが、とにかく今は最後まで書き切れたことにほっとしています。




　この物語を最後まで書くことができた幸運と、たくさんの人たちに感謝いたします。

　こんな人にここまで自由に小説を書かせてくださり、サポートしてくださった担当編集者さん。（お世話になっています。どうかこれからもお世話にならせてください……！）

　綺き麗れいなイラストで彩いろどってくださった柳やなぎ原はら澪みおさん。（自分のキャラクターが絵になるのはいつまで経たっても不思議な感覚で、いつも妙に照れながらイラストを拝見していました。柳原さんの絵にはやる気をもらっています）

　書いた小説を本にするまでに力を貸してくださるすべての方々。（一人一人にお礼を言うことすらできませんが、皆様のおかげで私の小説が書店に並ぶというミラクルが起きています）

　最も近くで様々な被害を被こうむっている家族と、色々な刺激や応援をくれる友人たち。（思えば私が長編小説を書き始めるきっかけとなったＮとＳには特に）

　本当にありがとうございました。




　初めて本になった物語が完結して、なんだかぼんやりとデビュー時のことを思い出したりしています。受賞の副産物みたいな感じでラジオ『電でん撃げき大たい賞しよう』に出演させていただいたとき、ペンネームの由来を訊きかれて「花の名前のライラックから取りました。漢字は楽しいことが来る、みたいでいいかなーと」というようなことを言ったら、パーソナリティの森もり田た成まさ一かずさんに「楽しいことが来る。でも零ゼロ！」と言われたのは甘あま酸ずっぱい思い出です。というか、目から鱗うろこが落ちました。い、言われてみたら確かに……！

　でも、大学のゼミの先生にペンネームを知らせたとき、「ああ、零ゼロからのスタートって感じだね」と言ってもらえたので、そっちを掲げていこうと思います。常にゼロからスタートするんだという気構えで。

　短いシリーズとはいえ、一つの物語を終わらせることができた今、うれしくも寂しくもあり、またこれからのことが怖くなったりもしていますが、次に向けて、またゼロから出発しようと思います。




　この物語を最後まで見届けてくれたあなたに、大きな大きなありがとうを。

　どうかまた、別のお話でお会いすることができますように。





来らい楽らく零れい　
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来らい楽らく 零れい

１９８３年５月６日生まれ。毎日自転車に乗れば月一で転ぶくらいの運転技術ですが、高校の頃は自転車通学で肩がふれそうなくらいギリギリの場所を車が走る道を通い、一度も重大な事故を起こさずに生きのびました。いろんな意味で危険と隣り合わせの人生です。
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イラスト／柳やなぎ原はら 澪みお

ティラミスが大好物のご老体。趣味は音楽鑑賞。本作『哀しみキメラ』で電撃文庫デビュー。
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